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ョ 付録 DVD-ROM の 使い い 方 


本 誌 の 付録 DCYD-ROM に は UTAU 本 体 を は じ め 、UTAU で 利用 で きる 音源 や 役に立つ ソフ ト 
や デー タ も 多数 収録 され て いる 。 は じ め に 使い 方 を 確認 し て お こう 。 


] @ ut- フ ェクト マス ター kg IA メニ ュー リス ト 
1 DVD-ROM を パソ コン の ドラ イブ に 挿入 する と ブラ ウ 
mm ザ が 立ち 上 が り 、 画面 左側 に は 本 誌 の 内 容 に 対応 し た 
0 
2 
用 収録 コン テン ツ 
クリ ッ ク す る と メニ ュー に 対応 し た コン テン ツ が 右 の ウイ 


ンド ウ に 表示 され る よう に な っ て いる 。 ここ か ら そ れ ぞ れ 
の ファ イル に アク セス で きる よう に な る 。 


収録 され た デー タ は 著作 権 上 の 保護 を 受け て お り ます 。 個 人 で 楽し む 場 合 を 生計 N 
除い て 、 DVD-ROM の コン デン ツ そ の も の を 権利 者 に 無断 で 複製 * 改 変 、 配 信 、 ー ナ ー 「Win100 UTAU 教室 ] を まとめ た も の 。 付録 DVD-ROM に 
転売 する こと は 禁止 で す 。 収 録 さ れ た デー タ で つく られ た 音声 の 利用 は 自由 で す は 特別 に 作ら れ た オリ ジ ナ ル の UTAU 音源 が 収録 され て お り 、 誌面 と 
の も 3 選民 人 YE に 3 休 : 克 Hydee3lWecW 衣 誠 開 あわ せ て 楽し め る 。 ま た 、 音源 の ほか に も イラ スト 素材 (JPEG&PNG) 


交 DVD-ROM が 示さ れ な い 場 合 は ? REFER PR We OCTWPU0SVHNRONSGGYISR 


パソ コン の 環境 に よっ て は メニ ュー が 自動 的 に 起動 し な い 場 合 も ある 。 そ つて は 下 の よ うな ウイ ンド ウ が 出る 場合 も ある が 「 は い 」 を クリ ッ ク す れ ば 開く 
の 場合 、「 マ イコ ンピュータ 」 内 の DVD-ROM の アイ コン を 右 ク リッ ク し 、「 エ こと が で きる 。 
クス プロ ー ラ 」 か ら 「index.htm」 を 実行 し よう 。 ま た 、 ブ ラウ ザ の 設定 に よ 
= 時 CA 提 ドラ イ ie | ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーー 本 誌 付録 DVD-ROM に は UTAU 本 体 の ソフ ト が 収録 され て いる 。 こ の ソ 
如 6 に PP を カル ディ スク (C:) と = | ーーーーーーーーーー ーー pg に ーーー 三 。 | フト を イン スト ー ル し 、 音源 を 組み 合わ せ て 楽し むこ と が 可能 だ 。 収録 さ れ て い 
空き 領域 76.3 GB/244 GB 間 | る 5 る UTAU の バー ジョ ン は Ver.0.4.11 の も の と Ver.0.2.76 の ふた つが 収録 


アウ ティ 3 ゴン テン ツ 科 する 詳細 ス 中 よ つ マー f 
5 な 00) 解 宴 ソ フト の イン スト ー, COAU の イッ スト ー ル - 2)UTAU の < 計上 au0411imst.zjp 
に = ィ リム ー バ ブル 記憶 域 が ある デバ イス (1) 日 ァイル フォル ファ イレ フ AiM Lennon 2261615 ブリ クー され て いる 。 Ver.0.4.11 は 最新 バー ジョ ン で 新しい 機能 な ど が 使え る が 、 まだ 
に ニー ぬ 馬 nnnio ) 【 折 人 : ンス トー ル に 5 が 0 だら B 3 ーー 
ピー ニー ニー ニー ーー DVD RW ドラ イブ (E:) UTAUPM | に の PPP | 還 y = 倫 天 人 ほ ツ ー ル UTAU ポー トペ ー ジ 21V2516H6 イン ター ネッ トシ 不安 定 な 部 分 が ある 。 こ の バー ジョ ン は ZIP ファ イル で 圧縮 され て いる が 解凍 
の アプ 開き 領域 0 バイ ト /4.09 GB に を そこ 2 2 半 { TAU ーー ニー ーー 二 ー SA デュ 
_Up メデ ィ ア か ら の プロ グラ ム の イン スト ー ル / 因 行 昌 06)UT 生ま で レク ショ ン 過 : 07)UTAU ワ ンク 和 an Me が 出現 し そこ か ら イ ンス ト は は じ め て 導入 する 

時 く yi Re | ! 5 人 は 安定 バー ジョ ン で ある Ver.0.2.76 を イン スト ー ル する こと を オス ス メ す る 。 
* 拓 し い ウ ィ ン ド ウ で 間 く (⑤) | OO 新しい 機能 を 試し た り 慣 れ て いる 人 向け 


ファ イル の 拡張 子 を 表示 させ る 「] aarossssm 時 LenethLt 2 分 計 符 <| に 委 軸 Je| | Je| | Meds2 Tace| Fendw 1 
オン ライ ン ソ フト は 基本 的 に MR 且 ア - カ 1 和央 ZF バス ワー ド 提 償 | バー ジョ ン 人 人 ウイ ンド ウズ の 初期 状態 で シ 評 : = 1 ーー に 当 号 記 る | ョ = コー 紀 コ ー ーー 


フォ ルター オプ ショ ン 提議 二 詩 : ま 
ーー ーー ニー ニニ ーー ュー 


容量 を 小さ くす る た め 「 圧 縮 ] さ | * 富 >z < ! は ファ イル の 種類 を あら わす 拡 | 加 叶 下 


れ た 状態 に な っ て いる 。 こ の よ 3 ven ! 張子 が 表示 され て いな い 。XP 4 すこ 
うな ファ イル を 展開 し て 使え る | wwwse ee ! の 場合 適当 な フォ ル ダ か ら 、 | wgetgKt ] 
状態 に する に は 解凍 ソフ ト が 必 RS ーー で 「 メ ニュ ー」 一 「 ツ ー ル 」 で 「 フ | ms 記 由 = 計 析 計 5 ーー ン 半 


須 と な る 。 「 Lhaplus」 は さま ざ | の" 攻 諾 ォ ル ダ オ プ ショ ン 」 を 選び 、「 表 | = 旨 二 生 6 [ ] | ) 0 


/ 上 きき の 電 P2 を 1 う 上 ログ ォ ン 時 に 以前 ダー ウィンドウ を 表示 : 


まな 形式 に 対応 し た ソフ ト な の yeaewvasoan EE 示 」 タ ブ か ら 「 登録 され て いる | | fs2r40525 で | 3 won に 本 誌 は Ver.0.2.76 を も と に 誌面 を 制作 
で 、 イ ンス トー ル し て お け ば 大 拡張 子 は 表示 し な い 」 の チェ ッ | HCL | nnn 区 RTS ョ lm 本 誌 は UTAU の バー ジョ ン が 0.2.76 の も の 
抵 の ファ イル が 解凍 で きる 。 ーー に コー ー ク を は ず す 。 Vista や 7 の 場合 、 | 1 a | Es Eesti ace を 基準 と し て お も に 誌面 を 構成 し て いる 。 今後 
「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」 [デス | Po コ | 1 還 二 | | い 3 | ーーー = リリ ー ス され る バー ジョ ン で は 本 誌 で 紹介 し て い 
クト ッ プ の カス タマ イズ 」 か ら 同 | msmG un 衣 ニニ に ニニ ニニ る 部 分 と 対応 し な い 部 分 も で る 可能 性 が ある 
様 の 手順 で 操作 を する 。 > 5 


UTAU イ ンタ ー フ ェ ー ス を 理解 


UTAU は VOCALOID と の よう に 、 ピア ノロ ー ル 」 と 呼ば れる 音符 入力 画面 に 「 ノ ー ト 」 と 呼ば れる 横長 の 長方形 の 音符 を 鉛筆 ツー ル 
を 使っ て 入力 し 、 歌 詞 を 流し 込む 事 に よっ て 歌声 の 再生 が 可能 に な る 。 ま ず 最 初 に 各部 の 名 称 と どん な 使い 方 する の か を お ぼ え て お こう 。 


ン ] > と UTAU の メイ ン 画 面 


EE 


enpo |2 
R/ 


14 詳 
IC| っ || が <| 


nn 
M 


IEHE 夫 I 邊 用 当 ココ 下村 


| | 
TN 


ファイ 7 電 和 代 表 (VO 本 (人 S) プラ ジェ クト GE) 見 5 ツーxGD Sr フ G 
ファ イル 管理 や 設定 な どの 各種 操作 を 行う 。 ク リッ 
ク す る と それ ぞ れ の メニ ュー の 詳細 が 表示 され る 。 


] 国 挿 入 する 音符 の 長 さ 設定 
lamehlrr 25 符 | 


プル ダウ ン で 挿入 する 音符 の 長 さ を 設定 。 


上 休 符 挿 入 ボタ ン 


| に 体 符 「R] を 挿入 する 。UTAU 独自 
R | の 仕様 と し て 、 音符 と 音符 の 間 に 空 
自 を 開け る 事 が 出来 を いため 、 休 符 


為 の 機能 ボタ ン が 備わっ て いる 。 


岡 Mode2 切 換え ボタ ン 
Mode2 _Trace | Render 


』 ポル タメ ント ビブラート を 音符 入力 画面 上 で 調 


整 で きる モー ド に 切り 替え る こと が で きる 。 


| 【 ピ アノ 鍵盤 


音符 入力 画面 に 入力 する 音符 の 音階 
を 示す 。 MIDI 設定 に て クリ ッ ク で ピ 
一 ゴ アノ の 音 を 鳴ら す 事 も 可能 。 


回 音符 の 表示 モー ド 切 替 ボ タン 


| の mw 回 音 源 名 表示 欄 


IUTAU re 


現在 選択 し て いる 音源 名 を イラ スト と 共に 表示 。 


目 歌 詞 入力 欄 


【 テ ン ポ 表示 欄 
Tempo 20.0 | 


クリ ッ ク す る と 全体 の テン ボ 設 定 画 面 が 開き 、 テ 
ン ボ の 設定 が 可能 。 


| 上 ia 証 R か える の うた が R き こえ て くる | 


[歌詞 置換 ボタ ン 
| 所 | 


流し 込み (また は 置換 ) し た い 歌 詞 を 入力 。 「R] 
入力 で 体 符 の 挿入 も 可能 。 


再生 / 一 時 停止 停止 ボ タン 
可 西 品 
一 時 停止 ボタ ン を 押す と 、 一 時 停止 し た 所 か ら 再 


生 ボ タン を 押し て 再生 可能 。 停止 ボタ ン は 選択 
範囲 の 始め か ら 再 生 し 直す 場合 に 使用 。 


加 MIDI 入 力 / 出 力 ボタ ン 


ピア ノ 鍵 盤 で 音 を 鳴ら し た り 、 MIDI キー ボー ド を 
使っ た ステ ッ プ 入力 等 を 行う 時 に 使用 。 


回 音符 入力 画面 


音符 ・ 休 符 を 入力 する 領域 。 ビ アノ 
ロー ル 画 面 と も 呼ば れる 。 青色 の 
縦 線 の 間 の 1 マス の 長 さ が 1 拍 、 ビ 


ンク の 縦 線 の 間 の 長 さ が 1 小節 。 


デ ヨ に 計 |「] ボタ ン を 押す と 、 音符 が エン ペロ ー プ ( 音 = 
ーー 9 


品 一 『ー 計量 の 変化 ) を 表示 する 形状 に な り 、 ピッ チ ベ ン ド 制 計 


1 ぞ ー (音程 の 変化 ) も 合わ せ て 表示 され る 。 ま た 、「-」 
ボタ ン が 押さ れ て いる 場合 に 、「P] ボタ ン を 押す 
と 、 モジ ュ レ ーション や ブレ シネ ス 等 の 音符 の パラ 
メー タ を 音符 入力 画面 上 に 表示 。 


選択 し た 音符 の 歌詞 を 歌詞 入力 楓 歌詞 に 置換 。 
画面 拡大 縮小 ボタ ン 


SAJ ヨ 
画面 上 部 の 虫眼鏡 ボタ ン で 音符 入力 画面 を 横 


(時 間 軸 ) 方 向 に 拡大 縮小 表示 。 画 面 右 下 の 
二 ー ボ タン で 縦 (音程 ) 方 向 に 拡大 縮小 表示 。 


【 坪 請 沿 エバ ロ 7/ ロ 7- ド 
時 隔 抽 四 男 鞭 和 


連続 音 音源 を 使用 する 際 に 母音 を 滑ら か に 繋ぐ 
為 に 使用 。 


回 ラベ ルト ラッ ク 


較 ク オン タイ スズ 設定 
| Quantie |L32 32 分 音 和 マ 
プル ダウ ン で 音符 の 長 さ の 調整 単位 を 設定 。 
国 音 符 挿 入 ボ タン 


歌詞 入力 樹 の 歌詞 が 入力 され た 音符 を 挿入 。 


還 画 面 移動 ボタ ン 
|kl ll | 


左 矢印 で 先頭 、 右 矢印 で 最後 尾 に 移動 。 音符 


付き の ボタ ン は 先頭 最後 尾 の 音符 の ある 場所 
に 移動 


回 知 - ル / 鐘 ツー 腺 ボタ 
IN /| 


矢印 ツー ル で 音符 を 選択 する デフ ォ ル トモ ー ド と 鉛 
筆 ツ ー ル で 音符 を 直接 入力 する モー ド を 切り 替え る 。 


馴 休 待 / 音 符 


小節 番号 、 テ ン ポ の 変更 値 及 び 音 符 の 選択 範囲 
(グレ ー の 措 棒 ) を 表示 。 右 クリ ッ ク で 曲 の 位置 の 
目印 と な る ラベ ル を 付け る 事 が 可能 。 


MM 複数 の 音符 の 移動 モー ド の 切換 え 「M」 


画面 右 下 に 「M] が 表示 され て いる 場合 は 、 複数 の 音符 を 選択 、 ド ラッ グ し 
て 音程 を 一 度 に 変更 する 事 が 可能 。 「M] を クリ ッ ク し て 消す と 、 複数 の 音 
符 を 選択 し て いて も 、 1 つ ず つの 移動 が 可能 。 


次 ペー ジ か ら 実 際 の UTAU の 使い 方 を 見 て みよ う } 


UTAU は 仕様 上 音符 と 音符 の 間 に 空 白 が 空け られ 
な い 為 、 代 わり に 無音 部 分 に 挿入 する 。 未 選 択 状 
態 で は 白色 、 選 択 状態 で は 灰色 表示 。 


未 選択 状態 で は 青色 、 選 択 状態 で は ピン ク 色 表示 。 


超 簡 単 ! 漫画 で UTAU 講 座 010 


一 講 音 を 鳴ら し て みる 
第 二 講 音符 に つい て 


第 三 講 別 の 音源 を 使っ て みる 


第 四 講 連続 音 は スゴ い ! 


COLUMN 

UTAU 音 源 パ バー フェ クト 図鑑 
音 テト / 桃 音 モ モ 019 

欲 音 ルコ / 波 音 リツ 020 


っ て いう か まだ 
WindowsXP っ ス か / シ 


し まし ま 画 面 の 上 で 
左 ク リッ ク す る と … 
Ss < 拓 左 に 詰まり まし た 


= 


| os (9 C5 ] 「 ョ ーー | - ⑰⑦ 
7 あ 」 っ て いう の が し (HU ゅ e の 同 書い て る 感 
寺 痛 す る 言葉 な ん ス ね | 旧 ーーー ン ーー | ト ( 
超 科 単 ! T ョ 
デュ 
= 


UTAU に は 様々 な 機能 が あり ます が 、 ま ず は 歌わ せる まで の シン プル な 操作 を 覚え て その 楽し さ に 触れ て み ま し ょ う ! 


カン タン に UTAU 講師 


ms 
UTAU で 歌 を 歌わ せる まで の 手順 は 、 余 4 プ オ 子 


計 な 機能 を 除け ば ほん の 数 ステ ッ プ で す 。 で 唄 音 ウタ Project 館 屋 / 革 蒲 
ここ で は 、 その 最低 限 の 手順 で 歌 を 歌わ せ に ニニ 

る 方 法 を 解説 し ます 。 ペー ジ 上 の マン ガ で UTAU に 初期 音源 と し て 同 梱 さ れ て いる 「 デ フォ UTAU に つい て 何 も 知 ら な い P (プロ デュ ー サ ー)。 
主 な 操作 を 解説 、 ペ ー ジ 下 は その 補足 で す 。 ルト | が キャ ラク ター 化し た 姿 。 本 名 は 唄 音 ウ タ 。 つま り ア ナタ の 代弁 者 。 音楽 自体 も よく わか っ て な い 。 


央 新 下 ブ ロジ ェクト - UTAU ($ う 

ファ アイル) 編集 (C) 表示 (W) 検索 G) ブロ ジェ クト ⑥ 再生 ひ ウー ル ① へ プ ⑧ 
mli20.9 uatoe IL32 22 言 和 <] Lanethte 52 介 行 <||K /| | 所 | ke| | | | redkz Trace | Radw 
MTAU 回 還 4 で 2 た 5=5 ダ ぎ S ニ >w> や > や = =ls 四 * 還 回目 邊 | に 
に っ 7) ーー ビィ ーー ドー ーー ー ーーー = ニ ーー ウ ーー ご ニニ ニー ンー テー ラー = ご 


また キー ボー ド の 

[ Ctrl+ A] を 押す と // e 
すべ て の 音 を 選択 | 777z/// 
で きま す 4 


で は カー ソル | | 鳴ら し た い 音 を 複数 
ボタ ン を 選択 し まし ょ う 


NN で Ne al| 
ji 


2) / ホ い 方 か に せっ か くだ し 、 
5 「 選 所 部 分 」| 較 全部 鳴ら し た い 


まぁ コレ 私 の 声 
な ん で すけ ど ね 


歌詞 を 直接 入力 する に は 「Lyric] に ひら が な で 歌詞 を 書い て いき ます 。 
そし て 、 その 右 に ある 「 歌 詞 を 挿入 」 ボタ ン を 押せ ば ひと つ ひ と つの 言葉 が 
音符 に な っ て 楽譜 上 に 現れ ます 。 


すでに 楽譜 の 上 に 置い た 音符 の 言葉 を 変え た いと き は 、 その 言葉 の 上 で 
ダブ ルク リッ ク し まし ょ う 。 言葉 を 変更 で きる よう に な り ま す 。 


編集 (5) 表示 検索 ⑤ プロ ジ ヴェ クト P) 再生 (D ツー ル ① へ ルプ 0⑪ 
Jamesli20.6 Quante [LG2 人間 待 < eeWI 45 普 生 <]|h /| 1 
まん が で うた うこ う ざ 呈 | 中 LR 

aa ーー=hccnn ン ーー 


| 


歌詞 が 音符 に な っ て 現れ ます 。 


Lyric に 歌詞 を 書き 「 歌 詞 を 挿入 ]。 


音符 の 上 で ダブ ルク リッ ク す る と …… 言葉 を 変更 で きる よう に な り ま す 。 


長 さ の 変更 は 、 音符 の 右 は し を ドラ ッ グ する こと で も 可能 で す 。 「Shift」 や 休 符 は 「R を 挿入 ボタ ン を 押せ ば 入力 で きま す 。 ま た 、 歌詞 の 直接 入 
[Ctrl] キー を 押し な が ら 操 作 する と 、 長 さ 変更 の 仕様 が 変わ り ま す の で 、 試 。 力 で も 「R」 と 書い て お け ば それ が 休 符 に な り 、 配置 し た 音符 の 言葉 を 「R] 
し て みて くだ さい 。 に 変え て も 休 符 に な り ま す 。 


音符 の 右 は し を ドラ ッ グ し て 変更 。 普通 に 縮め る と 休 符 が 現れ ます 。 


1 を, 7 『』 「/ 
M///7 0 導 0 
7// 


CO ーー m ム wt へ で MQSISE um 


| | を に ある ビア ノ で 


1.1 
UI ドレ ミ か も か り ま すね 


超 簡単 
じゃ な い ス か て 


まず 「 ド レミ 」 は こう 紛 


景 鍵 2 つ 黒 鍵 2 つ 
「 1 


旧 TmHTTT 


レミ フェ ツ ラジ ドレ ミラ ァ ソ ツ ラ シ 


8 分 音符 な ら 8 つ 
N 全音 符 は 1 つの 長 さ で す / 


RI 


| 全音 符 2 分 音符 4 分 音符 


し 68 分間 待 16 分 和 


[| 
と ーーーーーーーー ナ 
ニー ーーー ェ 
NN よく 見 る けど \ 
寺 【 さっ ぱり っ ス ( 


| (数 字 に 上 所 


到 nyn 還 還 10'H ヨ 1dVH つ Xー 


あっ 
| 黒い 鍵盤 が 2 つ 並 ん で る 
左 に 「 ド 」 が 来 て る ん ス ね 


UTAU で は 「 ピ アノ ロー ル 」 
と 呼ば れる 楽譜 が 使わ れ て 
いま す の で 、 普通 の 楽譜 が 
読め な く て る 直感 的 に 作業 
で きま す 。 し か し 、 市 販 の 
楽譜 を 見 て UTAU に 音 
入れ た い 場 合 は 普通 の 楽 


譜 の 知識 も 必要 で す の で 、 抑 コ 
少し だ け 覚え まし ょ う 。 因 


2 段 の 楽譜 で 、 左 側 に 違う 記号 が 書か れ て いま す 。 上 が [ ト 音 記号 ] で 、 下 が 「 へ 音 左 の 
ML どちら も 「 ド レミ ファ ソラ シド 」 を 鳴ら し ます が 、 下 段 の へ 音 記号 は 一 回 り 音符 
低い 音 で す 。 


楽譜 の 上 段 ト 音 記号 ] の ドレ ミ を UTAU で 再現 し た も の で す 。 長 さも 同じ 8 分 
で す 。 


1 小節 に 4 分 音符 が 4 つ 入 る Length か Quantize を 変更 す 
と いう の は 、 実は 4/ 4 拍子 の と う ーー 3 つ 入 る る と き 出 て くる メニ ュー に は 、 左 に 「L 
きだ け で す 。 この 4/ 4 と いう の 4] と いう よう に 「L] 十 「 数 字 ] が 書 
は 、 分 母 が 基準 と な る 長 さ で 分 か れ て いま す 。 こ の 数 字 が 、 4/ 4 
' 子 が その 長 さ が い くつ 入る か と い 4 ニ 4 分 音符 拍子 の と き に 1 小節 に いく つ 入 る か 
2 うこ と を 表し て いま す 。UTAU と いう こと を 表し て いま す 。 例え ば 
和 , で は 基本 的 な 4/ 4 拍子 と 3/ 4 「L24] の 3 連 16 分 で あれ ば 、 1 小 
020 の D 節 に 24 個人 る こと に な り ます 。 
和 ん , 
P、 9 


(1 小節 に ) 4 分 音符 が 3 つ 入る 
和英 


長 さ の 知識 が 必要 に 
な る の は ココ で す 


り 丁 ちご 


検索 ⑤) ブロ ジェ クト (P) 再生 ツー へ ルプ 


% な ぜ 長 さ の 


Pe 


「 歌 詞 で 挿入 」 を 
押し た 時 も 


⑩ ウー ル ①D へ ル ブ ⑪ 


ーー⑧) 


し | 還 計 計 
「 わっ ーー ' 
全部 Length の 9 


長 さ で 出 て きた ! 


で 
ご 2 ト NN 
定 が 2 つも ? か - 


あと 「 休 符 (R)」\ | 
も 音符 と 同じ 


休 符 の 「R」 は 
「Rest (休み )」 の ! 
略 っ ス ね 


左 の 「Quantize」 は 
カー ソル で 長 さ を 
変え る 時 の 設定 で す 


右 の 「Length」 は 
新しく 音符 を 書く 


あ 音符 消す の は 
どう すん ス か ? 


な お ココ に ひら が な で 
歌詞 を 書い て 一 一 


じゃ 次 は いい 加減 
声 を 変え た まし ょ う よ 


調子 に 乗っ て 
仕切 り だ し た ! 


音符 を 右 ク リッ ク す る と 出 て く 
る メニ ュー で 、 選択 中 の 音 に 対し 
て 様々 な 編集 が 可能 に な り ま す 。 
Windows の 操作 で よく 見 か ける 
| 切り 取り | [コピ ー」 「 貼 り 付 け 」 
「 削除 ] は 、 ここ で も その まま の 
機能 で す が 、 他 に UTAU 独自 
の 項目 が あり ます の で 、 ここ で は 
それ ら が どん な 編集 を 可能 に する 
の か 見 て 行き まし ょ う 。 


生成 : 再 生 


選択 中 の 音 を 再生 する 。 


標準 で 120 と な っ て いる テン ボ は 、 1 分 間 で 4 分 音 待 を 120 回 鳴ら せる 、 
と いう 意味 で す 。 テン ポニ 160 な ら 、 1 分 間 に 4 分 音符 160 回 の 速 さ で す 。 
た だ 、 そう 考え る より 感覚 で 掴ん だ ほう が 手 っ 取り 早い で し ょ う 。 


キャ ッ ツ ュ を りり リア 


_ 切り 


Tempo|120.0 Quantize |L32 32 分 音符 マ 


Lene 


再生 の み 


キャ ッシュ を クリ ア 


生 処理 を 速く する ) 。 


エン ベロ ー プ 
音量 を 編集 する 。 


最後 に 再生 し た 音 を 再生 。 


キャ ッシュ ファ イル を 消す (キャ ッシュ と は 、 一 度 鳴ら し た 
音 を 一 時 保存 し て いる ファ イル で 、 次 回 の 再生 時 に 再 


UTAU 左 上 に ある 「Tempo]」 
の 数 値 を クリ ッ ク す る と 、 変 
更 ウ ィ ン ド ウ が 現れ ます 。 


音程 を 編集 する 。 


細か い 数 字 で 長 さ を 変更 で きる 。 


その 音 以 降 の テン ポ を 変更 する 。 


その 他 、 細 か い 設 定 を 変更 可能 。 
詳し い 使い 方 に つい て は 次 章 以降 を 参照 。 


UTAU の バー ジョ ン に よっ て は 、 最初 か ら 音符 が 透け て いる こと が あり ます 
が 、 これ は UTAU 左下 に ある 「 一 ] ボタ ン が 押さ れ て いる か ら で す 。 も う 一 
度 押 す と 解除 され 、 音符 に 色 が つき ます が 、 どちら で 操作 し て も 構い ませ ん 。 


音符 が 透け て る …… そ の 原因 は 一 一 


実 


_| 左下 の 「 一 」 ボ タン が 押さ れ て いる か ら で す 。 


k コ 


| | 見 つか り ます 


mWWinyin 加 10' 泊 ヨ 1dVH つ OXー- 


UTAU 音源 は 
中 ネッ ト の どこ か 


UTAU は 自分 で 音源 を | | や べ ぇ 探す の めちゃ まとめ リス ト が 人 
作れ る の で 作っ た 人 が | | 面倒 くさ そう っ ス ! いく つか ある の で 
勝手 に 公開 する の で す 


どこ と に ある か は 
わか ん な いん ス か ? 3 
lb ・ UTAU 音声 ライ ブラ リー 臣 


・UTAU 音声 ライ ブラ リ wiki 
・UTAU ライ ブラ リ ま と め 


GtC.… 


今回 は 本 誌 に つい て いる 、 
DVD 収録 音源 を 入れ ます 


「 音 声 ラ イブ ラリ 」 で は 三 操 三 央 百科 の あと は 音源 公式 サイ ト で 
検索 する と 大 体 上 位 に 「UTAU ak リ ~ 音源 を ダウ ン ロ ー ド し て 
* ノー UTAU に いれ る だ け 


Google 音声 ライ ブラ リ 


UTAU 音源 の こと を 


音声 ライ ブラ リ っ て y プ 数 も 多い し 音源 の 記事 や 
言う ん ス ね 。 8 関連 動画 も ある ん ス ね 


( 還 還 史 の 音源 を 使っ て みる 
し 攻 。 。 。 。 。 UTAU 音 源 の 呼び 方 。 。 。 。 。 が 


ング 
… な ん と いう DVD 付属 
な ら で は の 講座 内 容 … ! 


UTAU 音源 の 呼び 方 は 識 すでに お 目当て の 音源 が ある 
色々 あり ます 。 「 原 音 フ ァ イ ブロ ジェ クト 名 断 規 ゴ ロジ ェクト | の な ら 、 直 接 名 前 を 検索 すれ ば 
ルセット 」 と いう の が UTA 5 いい だ け の 話 な の で す が 、 どん 
U で 使わ れ て いる 正式 名 称 | 財力 rav フ ァイル 名 hewfile.wv な 音源 が いい の か と いう の も 、 
の よう で す 。 … が 、 一 般 の 惨 フ ォ ル ト | 実際 に 聴い て みな けれ は 分 か り 
ユー ザー に は な ぜ か 「 音 声 | 原音 ファ イル セッ ト _ ませ ん 。 そん な と き ぎ は 、 三 コ ニ コ 
ライ ブラ リ 」 と いう 名 称 で 広 ト oceuta 動画 で 「UTAU] で 検索 し て み 
まっ て いま す の で 、 こ の 講座 語 計 「 ーーー 寺 ょ う 。 いろんな 音源 を 使っ た 
で も UTAU 音 源 の こと と を | 動画 が 見 つか る は ず で す 。 

音声 ライ ブラ リ ] と 呼ぶ こと Pe 
に し ます 。 ーーーーーーーーーー 
UTAU で は 原音 ファ イル セッ ト で す が …… e UTAU 動 画 の 数 、 な ん と 6 万 件 以上 。 


ニコ ニコ 動画 の サー ビス の ひと つ で あ 
る ニコ ニコ 大 百科 。 その 中 に 「UTAU 所 
音声 ライ ブラ リ 一 覧 」 と いう 記事 が あり | .。 
ます 。 そこ に は 名 前 順 や カテ ゴリ 別に 
UTAU 音源 の 名 前 が ズラ リ と 書か れ て 
いま す 。 さら に 各 音 源 の 記事 に リン ク さ 
れ て いる の で 、 すぐ に 詳細 を 知る こと も 
イル! 球 る の で 8 


1 1 歌声 合 成 ッ ー ル 『UTAU Cc ジ キ ャ ラク ター、 デフ ォ 了 。 本 項 で 解説 。 
* 大 音 フ ダイ ネフ ク 〉 * 高 言 ミル 《 の 復 準 = 
太陽 ソノ バ タイ ヨウ ネ 


cb いて キャ ラク ター を する 生玉 カ ー ン ル が き うし 計 ア ババ ター の 寺 、 デ フッ で 


* 玉 起 まめ (タマ ユラ マメ 〉 
* 便 音 テキ (《 タ ヨリ ネ ヌ キ 〉 


0 
呈 / デ ファス ケ ) 


わか りや すく 多く の UTAU 音 源 が リス ト 化 され て いま す 。 


「C:\Program Files\UTAU\」 に 
Voice フォ ル が ある の で そこ に 


DVD を 入れ る ひ 自 動 で 
メニ ュー が 開く の で Zs 


する と フォ ル ダ が た くさ ん 
出 ま す が こ の 1 つ 1 つ が 
UTAU 音源 の デー タ で す 


保存 ⑤ cw 
名 前 を つけ て 保存 (@- 
b 追加 で 読込 お) 
C:\ Progranm Files イン ポー ト O 


ーー TA 骨 っ Voice ーー 


「 特 別 収録 UTAU 
音源 」 を クリ ッ ク 


「 原 音 フ ァイル セッ ト 」 
を クリ ッ ク す る と … 


CFProgram Files\UTAU ン 


別 ウ ィ ン ド ウ で エク スプ ロー ラー を 開い て 「C:\ 一 Program Files 一 UTAU」 と フォ ル ダ を 開き 
「Voice」 フォル ダ が ある こと を 確認 する 。 


付録 DVD-ROM を 入れ て 出 て きた 
メニ ュー か ら 「 オ リ ジ ナ ル UTAU 音 
源 ] を クリ ッ ク 。 


っ の 〇 - ま | の ww ら ゆみ 
に 2 田 新しい 
局 新 い フルタ の 選 新しい ブ | 
[Voloe」 フォル ダ に 使い た い 音 源 を フォ ル ダ ご と ドラ ッ ク す れ ば 完了 ! ん 
UTAU 音 源 が 収録 され て いる フォ な 
ル ダ が 開き ます 。 人 
8 
ーー ネッ ト 上 の 音源 編 電電 
か っ N 
基本 的 に DVD の 音源 と 手順 は 変わ り ま せん Program 上 AN UTA 
6 本 は 続 了 し まし た 。 生音 テト 入 ンク 
が 、 ネッ ト 上 に ある UTAU 音源 は 「ZIP] と いう 2 0 
デー タ 圧 縮 が か か っ て いて 、 それ を 解凍 する 作 男声 セッ ト (デフ 2 | 
業 が 必要 に な り ます 。 uesTalk 上 
デフ ォ 妹 (デフォ ルト 音声 を 幼 
k 
ここ で は 標準 で UTAU を イ 
UTAU 衣 のり ンス トー ル し た 場合 、 ド ライ 


ブ の 「Program Files」 に イ 
ンス トー ル さ れる た め 、C ド ラ | 軒 
イブ で 説明 し て いま す が 、 イ | 大 
ンス トー ル 場 所 を 変え れ ば 、| 
「Voice」 フォ ル ダ も 別 の 場 
所 へ 作成 され ます 。 


く ] を 選択 し ます 。 


\ 
。 E ど も 1 WW 


2777///。 ネ 
MM//7/7 0 


ーー こ m 志 や ゃ ZN 


f ム で 


4g 


説明 し まし ょ う 


あら か じ め 前 の 母音 の 
つなが り ご と 収録 し た 


連続 音 の 一 番 の 特徴 は 
何かと いう と 、 言葉 の 切り 
替え 時 に で て くる 微妙 な 音 
で す 。 例え ば 「 あ い 」 と 自 
然 に 言っ た 場合 、「 あ 」 と 
「 い 」 の 間 に そ の 中 間 の 発 


MQSISE nm 


まず 連続 音 の 仕組 み を 


フツ ー に 書い た | | じつは 言葉 尻 が 
ces ョ 不 自然 で す 


不 自然 ! 
(| 2 


あー 
コレ が 機械 っ ぽく 
聞こ える 一 因 ス ね 


具体 的 に 言え ば 
音 の つなが り が 
自然 に な り ま す 


な お 「 母 音 」 と は 「Sa ( さ )」 の 
よう に ロー マ 字 で 書い た 時 の 
「a・i・u・e・o」 に あたる 


連続 音 に する と と きど き 出 て くる 
[ 吊 。 こ れ は [エンベロープ 」 と い 
う 音 量 調整 に 問題 が あっ て 、 ち ゃ ん 
と 鳴ら せな いと いう 警告 で す 。 
符 の 右 ク リッ ク メ ニ ュー か ら 「 エ ン 
ベロ ー プ ] を 選ん で 「 正 規 化 」 ボ 


音 が 含ま れ て いる の で す の タン を 押し て 直し まし ょ う 。 
が 、 これ は 連続 音 で な けれ ー 
ば 表現 で き な い 音 で す 。 中 間 の 発音 
「 い 」 
簡単 な 操作 で それ な り の 調 声 を 可 


能 に する 機能 、 それ が この 「Mode2] 
で す 。 前 後 の 音程 を 自動 で 滑ら か に k| ぅ 》| | Modsz racl 
つなげ て くれ る の で 、 連続 音 を 使う と | 
き は Mode2 に する こと が 推奨 され て 
いま す 。 と き に は 、 そん な 忠告 を 無視 


し て Mode 1 の まま 連続 音 を 使う 人 も | に ーー トー | 


ワ ソレ 
シル いま す が 、 あ まり オス ス メ は で きま せん 。 「Mode2l の ボタ ン は UTAU の 右 


上 に あり ます 。 押す と 「Mode2」 に 
な り 、 解 除 す る と 「Mode1」 に 戻り 
ます 。 


音符 を 右 クリ ッ ク し て 出 て くる メニ ュー で 編集 で きる 「 ビ ピッ チ 」 は 、 
「Mode1」 で は 自分 で 細か く 調整 で きる よう に な っ て いま す 。 し か し 、 こ 
れ で は 連続 音 の 音程 を を なめらか に つなげ る の は 至難 の ワザ で す 。 


ーーH 四 に PFIECTEPL デュ 
ロ 内 


同 


ピピ に 馬 : 


本 三 三 


ーー で T[ 
則 M 
1 


人 ーーーーー…ーーーーー…ーーーーーー 


「Mode2] で は 「 ポ ル タ メ ント 」 と 「 ビ ブラ ー ト 」 の 
設定 に 。 ポ ル タ メ ント を オン に する と 簡単 に 音 
程 が つなが り ま す 。 六 


た だ し この まま で は 
連続 音 と し て 不 完全 で す 


スミ マセ ン も う 話 の 腰 
折り ませ ん か ら … ! 


まず 音符 の 上 で 
[Shift+ 右 ク リッ ク ] 
ーー 


トー 
と 9 うわ な ん か 、 
ヶ村 - ペ いっ ぱい 出 た ! 


音符 を 全て 選択 し この 
2 つの ボタ ン を 順に 
押し て 準備 完了 で す 


時 は 「Mode2」 
を オン に する 


ン 


みな さん も 連続 音 で \ 還 和 | 
良い UTAU ライ フ を // | 


Mode2 で 音符 の 「 ピ ッ チ ] 
を 編集 する と 出 て くる 「 ポ ボル タメ ン 
ト | と 「 ビ ブラ ー ト 」。 ポルタ メン 
ト は 前 の 音 と の 音程 を な め ら か に 
切り 替え る 擬 能 。 ビブ ラー ト は そ 
の 言 に 規則 的 な 揺れ を 与え て 、 
人 間 ら し い 故 き を 得る た め の 機 


に 3 
能 で す 。UTAU の た 下 に ぁ る 還 請 


[一 | ボタ > 音 
ボタ ン を 押す と 、 音 待 の 上 に よ ル ラ メン ト 」 は 前 の 音 と の 音程 を な め ら か に [ビブ ラー ト 」 は 、 香 程 畠 れ を えて 音声 を 人 間 5 し い | |S*ulSgeml os 引 | os 」 
に 音程 の 変化 が 表示 され て 分 か つなげ て くれ ます 。 音 符 を 選択 し た 状態 で 、 音 声 に 近づけ ます 。 音 符 を 選択 状態 に する と 、 揺 れ 表示 の LLS_] jew 6 


りや すく な り ま す 。 程 変 化 の は し を ドラ ッ グ する と 変化 時 間 を 調整 下 に 揺れ の 度合 い を 変 更 で きる エリ ア が 家 示さ れ ます 。 ポル タメ ント 」 も [ビブ ラー ト 」 も 、Mode2 時 に 音符 を 
8 で きま す 。 右 ク リッ ク し た と き に 出る 「 ピ ッ チ 」 で オン ・ オ フ を 変更 
で きま す 。 


連続 音 に し た 音符 は 、 全て II3 今 で は 誰 も が 普通 に 使 
選択 し た 状態 で この ふた つの っ て いる 連続 音 で す が 、 
ボタ ン を 押す こと で 、 初め て 連 初期 の UTAU に は あり 
続 音 と じ て 最 適 化 され ます 。 せん で し た 。 その 頃 の 名 
これ ら の ボタ ン は 、 連続 音 の 残 や 、 また 、 連続 音 の 製 
音量 面 で の つなが り を 自動 的 作 に 非常 に 手間 が か か る 
に 滑ら か に し て くれ る の で す 。 こと も あり 、 連続 音 が な い 


が 、 新しく 連続 音 の 音符 を 作 音源 も 数 多く 存在 し ます 。 

っ た 時 に は 、 その 都度 押す 必 と いう か 、 UTAU に 同 梱 

要 が あり ます の で 、 音 を 追加 し され て る 「 デ フォ ルト 」 も 

な が ら 作 る と き は 忘れ な いよ う 付い て ませ ん 。 

注意 し て 下さ い 。 4 

ーー 

① パ ラメ ー タ 自動 調整 を ② ク ロス フェ ー ド の エン ベ ょ AU 
適用 。 ロー プ を P2 と P3 で 設定 。 人 


ん 


NNn1OO つ 芝 


@『 
Act 


音源 か ら 個 性 派 音源 まで 綱 縮 ! 


UTAU 音 源 パ 一 フェ クト 図鑑 ! 


UTAU は 音源 を 組み 込ん る で 使う こと は わか っ た けど 、 どん な つっ た 歌わ せ た い キャ ラ を すぐ に 選択 で きる 。 付録 DVD-ROM 
音源 が ある の ? と 、 疑問 に 思っ て いる 人 は この コラ ムペ ー ジ  。 に は すべ て の 音源 が 収録 され て いる の で 、 すぐ に イン スト ー ル 
を 見 て みよ う 。 個性 的 な 音源 が まとめ られ て いる の で 、 曲 に あ し て 使う こと が で きる ぞ 。 


ルル [4 


パー フェ クム マス ター 


付録 DVD-ROM の メニ ュー より 
「UTAU 音 源 セ レク ショ ン 」 を クリ 
ッ ク す る と イン タビ ュー が 掲載 され 
て いる UTAU 音 源 が 全て 収録 さ 
れ て いる 。 ネット 上 で ひと つ ひ と 
つ ダ ウン ロー ド し な く て も 、 個 性 
的 な 音源 が まとめ れ て いる の で 
UTAU 入 門 用 に は ピッ タリ だ 。 


付録 DVD-ROM の 音源 ファ イル は パソ コン の HDD 空 き 容 量 が 充分 ある ロー カル スペ ー ス に コピ ー し イン スト ー ル し よう 。 多く の 音源 は ZIP ドラ ッ グ & ド ロッ プ で イン スト ー ル で き な い も の は 圧縮 ファ イル を 解 
ファ イル を UTAU の ソフ ト 画 面 に ドラ ッ グ & ド ロッ プ す る こと で 自動 的 に イン スト ー ル する こと が で きる 。 UAH 形 式 の ファ イル も 同じ よう に あ 凍 し 、UTAU が イン スト ー ル され て いる フォ ル ダ に ある 「voice」 フ ォ 
つか える 。 ル ダ に その まま フォ ル ダ ご と コピ ー し よう 。 


人 "of 
UTAU の < 1 ] 

UAR フ ァイル PF FR イン スト ー ル 情報 が 移 つ か り ま せん 、 
ke _C4z.uar この アー カイ ブ は UTAU 用 自動 イン スト ー ル ファ イル で は あり ませ 
O 2 - A 
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テ ゴ | 咽 骨 


PTTTTTYTTLLLLLLLLLLLLLLTI 


ROY POPUULLLULLLLLLLULULLLLLLLLUTLUNLLETTTTTLLELLLL 


: HN- 茜 本 萌 々 子 

5 言語 補 音 モモ (も も ね も も ) 
: 言 講 守 記 所 「 桃 音 モ モ の あれ これ @ wiki] 
tp//www36.atWiki.jp/momonemomo/ 


CPPLPLCPTTEEDLLLD DOCOLCLCLT EDLHLLLLLHHUHDHHHHLUCUULGLLUUUUULULUULUUHLHJHLUHLHLT NR 


: HN: 小山 妃 舞 世 
な""""""* 音源 名 : 重 音 テト (か さ ね て と ) 


音源 配布 所 


*。http://kasaneteto.jp/ 


: Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 


偽 ボ ー カ ロイ ド 作 っ て 二 コ 厨 釣 ろう ぜ www と 作ら れ た 2008 年 の エイ プリ ルフ ー ル に 作ら れ た キ 


ャ ラク ター で す 。 


Q2. ほか の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 

八 キ ハ ハ キ し て 元気 な 声 で す 。 
Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 

声 を 加工 し て いる た め に 、 毎回 ちゃ ん と テト の 声 に な っ て いる か が 確認 する の が 大 変 で す 
Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 

力 み 音源 と 叫び 音源 を 新しく 今年 リリース し た の で 、 力 強い 曲 を 歌わ せ て みて くだ さい ! 
Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 

テト の 音源 チー ム が が ん ば っ て くだ さっ て る の で 簡単 に 使え る と 思い ます ! 
QG6. 今後 、 音源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま す が ? 

アイ ディ ア が 浮か べ ば 挑戦 し て いこ うと 考え て いま す 。 


: Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば 救え て くだ さい 


CD 化 、 小説 化 な ど 、 重 音 テト と いう 音源 だ け で な く キ ャ ラク ター で も た くさ ん 活躍 し て いま す の 


PTLCUULULLLLLLLLTT LT 


⑥ 線 / 小山 乃 舞 世 / ッ イ ン 


DOLLULLULLLLLLLLLLLLLLLLULLEKLIEKEYLLELLLLLLLLLLL 1 
* 


CSS 2 に SSHkaMN 


ドリ ル 


ELLUULLLLUULULLLULTTNLULLLULLLLLLLUULULLULLLLCUOLULLLLLULLLLLKLLTTTT MI 


て いま す 。 


この キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 
: 昔 声 素 k4 を ネッ ト 上 に 2 公開 し た と ころ 、 声 か ら イ メー ジ し た 女の子 の イラ スト を 描い て くだ さっ た 方 た ちがい らし た の 
: で 、 汐 か ら キ ャ ラク ター 設定 を 作っ て 音声 合成 キャ ラク ター と し まし た 。 家庭 用 お 手伝い ロボ ッ ト の 女の子 、 と いう ご 


COLCLLLLETT 


ほ ま か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 

: 曇 初 著 の 頃 に 出 た の で 、 使わ れ た 年 月 の 長い 音源 で す 。 昔 の モモ の 動画 を 辿る と 、 ツー ル の 成長 と と も に 音源 の 種 

: 預 が 位 えた り 、 実験 的 な 試み が あっ た り と 、 UTAU 初期 転換 期 の 試行 錯誤 が 垣間見 える か も し れ ま せん 。 

音 吉 紀 音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 
肝 言 後 寺 の 使い 方 を 知ら な か っ た の で 、 最初 の 頃 は 扱い に だ いぶ 戸惑い まし た 。 ま た 、 音声 の 収録 後 も 作業 が 多い 

の で 、 じっくり と 制作 し て いく だ た め の 時 間 を 捨 出 する の が と て も た い へ ん で し た 。 い ずれ も 周囲 の ユー ザー さん た ちの 

や アド バイ ス が あり 、 乗り 切る こと が で きま し た 。 

1、 ご の 音 匠 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 

今や 数 生 Eo 2 選ん で 使っ て くだ さっ て いる 方 、 長く 使い 続け て くだ さっ て いる 方 た ち に 感謝 し て い 


ほう 上 で の 奄 点 や コ ツ な ご ど あれ ば 教え て 下さ い 

テン ポ の 星 い 早口 な 曲 や 激しい 曲 に は 使い に くい 音源 だ と 思い ます が 、 使い 手 さ ん に よっ て は 、 発声 
グ や ボリ ュー ー ム 等 に 細か く 手 を 加え る な ど し て 効果 を あげ て いる よう で す 。 最 初 に 使い や すい の は 、 テンポ 
ちっ た り と し た 曲 か も し れ ま せん 。 
We っ の アッ プ テ ー ト は 考え て いま すか が ? 


お 知ら せな ど ご あれ ば 救え て くだ さい 
日 の 5 5/22 に は ニコ ニコ 動画 の 桃 音 モモ の 公認 コミ ュ ニ ティ で 誕生 祭 イ ベン ト を や っ て いま す 。 生 放 
を 振 SERee DES 人 給 20 し た り し て いま す の で 、 SSCS 


PPLLLULOEPLLLLLLEL 


POCLLLLLCLLCLCLDLULLELLL 


音源 に な り ま す の で 、 更新 を 気長 に 見 守っ て いた だ けれ 


ャ 
COLUUUUUULLULLEILILLLLLLLUULLLLLLTLLLLLLLLLLLTTTLI 


PLULLLULLLLM 


LDLUOLLLLLLLLLLTLLLLLELLLLLLLLLLLLLLLLLLLLL 


や ・ 


MI 


POCLLLLLLLULLLULLLLLLLLLLULLULLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLL 


: HIN: 日 勝 ゆ う / 電 地 ゆう /Long Sleeper E 
人 人 ーー 言 名 . 欲 音 ル コ (よく ね る ご ) H 
音源 配布 所 


や ぃ http://long-sleeper.net/ 
: Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い : 
: 2 ちゃ ん ね る ・ ニ ュー 速 VIP 板 か ら 釣 り ボ カロ と し て 誕生 し た キャ ラク ター で す 。 両 性 を 併せ 持ち 、 男 : 
: 女 の ツ イン ボイス で 歌 を お 届け し ます 。 : 
: Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか : 
: 男声 ・ 女 声 ふ た つの 声 を 兼ね 備え て お り 、 幅広 い 曲 が 歌 えま す 。 女 声 は 豊富 な 単独 音 、 男 声 は 独特 : 
: な 連続 音 が 特徴 で す 。 : 
: Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? : 
日 勝 : 声 質 を 維持 する こと や 滑 舌 を 意識 する こと が 大 変 で し た 。 ま た 、 弱音 源 で は 酸 欠 状態 に な つた : 
: り も し まし た 。 雷 地 : 連 続 音 は 呪文 の よう な も の を 録 ら な けれ ば な ら な いん で す 。 そ れ を 間違え す に 録 : 
: 音 す る こと が 大 変 で すね 。 フ ァ ミ コン の パス ワー ド セ ー ブ みた い に 、 間違え た ら や り 直 し な の で ( 笑 ) 


s Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます : 
いつ も ルコ を 使っ て くだ さっ て あり が と う ご ざ いま す 。 こん な 使い 方 が ある の か ! ご こま で 歌え る の が ! : STEP01 
: な ど と 毎度 驚か され て ば か り で す 。 こ れ か ら も 是非 使っ て いた だ ける と 嬉し いで す 。 5 UTAU の 基本 的 な 
: Q5. ご の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 5 = 二 i 
: す は 色々 な 種類 が あり ます の で じっくり 曲 に 合う 音源 を 選ん で くだ さい 。 声 種 の 一 括 変更 は : 使い 方 を 学ん で みよ う ! 022 
: SurffixBroker を 使う と 便利 で す 。 そ れ ぞ れ の 音源 を 単体 で 使っ て も 混ぜ て も いい と 思い ます 。〆 : STEP09*" 
: は 大 胆 に ビッ チ を 動か し て も し っ か り 歌 っ て くれ ます の で 思い 切っ て 生き 生き と 調 声 し て あげ て くだ さ : Me 


な 声 を 張っ た 高い 声 や 裏 返 っ た 声 も 


: い 。 激 し い 曲 が お すす めで す が 、 到 音源 も あり ます の で バラ ー ド な ども 。 ま た 、 ヲ \ の 相性 も いい の で 、: 


: ひとり デュ エッ ト な ども いか が で し ょ うか 。 。。5 手 く 調整 し て 歌わ せる 方 法 ! 026 
k Q6. 今後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 材 え て いま すか ? * ・ っ つっ TE 

は 今後 は 連続 音 を も っ と 充実 させ て いき た いと 考え て いま す 。 ざ は パワ ー の ある 多 音 隊 連続 音 を : こっ う っ っ P03 
E 人 5 = こう" 子供 らし くし た り 大 人 っ ぽく 演出 し た り 

7。 今 知ら せな えて < くださ H っ ゝ デ ー | 

いか な る 需要 に も 応え られ る よう 、 様々 な 歌 喝 方 法 に 対応 する 音源 の 制作 に 尽力 し ます 。 要望 が あ : ご っ ・ 歌い 方 に 特徴 を つけ て みよ う ! 028 
: D ま し た ら お 気軽 に お 伝え 下さ い 。 やっこ STEP04 

TELCLLLLLLLLLLLLLCOLLLLLLLLLLLLLLLPLE ELLLLLLLLLLLLLYLLLLF FL ご OO さ リズ ム の 揺れ や フレ ー ズ を 調整 ! 


">"” 緩急 を つけ て 、 ゆ ら ぎ を 演出 し て みよ う 030 
・ STEP05 3 
に ルス を RARS 0 


ブレ ス 音 を 自作 し て 032 
! STEP06 KN 
語尾 調整 の 応 二 と 語尾 音源 の 自作 法 ! 
語尾 だ け で 様々 な 表現 を 作っ て みよ う 034 
No 
べ 


i HN: カ ノン 3 
: 言 革 名 波音 リツ キ し 音源 (な みね りつ きれ お ん げん ) ま 一 
: 音源 配布 所 : っ 時 
: http://www.canon-Voice.Com/ { 
3 Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い ョ 
波音 リツ と は 二 コ 厨 を 釣る た め に ニュ ー ス 速報 VIP で 作ら れ た 架空 の ボー : 
: Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 
賑やか で す 
: Q3. 音源 録音 ・ 製 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 
キレ し 音源 の 最高 音 C5 の 音域 で 声 を 出し 続け る の が 大 変 で し た 
: 発音 めちゃ くち ゃ で すみ ませ ん 
: Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 救え て 下さ い 
選曲 が 重要 か よう で す 。 そ れ 以 外 は 他 の 音源 と 変わ D り ませ ん 
= Q6. 今後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか ? 


: キャ ラク ター 名 : 波 音 リ ツ 
: カロ イド で す 。 
: Q4. ご の 香 源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 罰 い し ます 


考え て いま す が 、 や り た いこ と が 多 す ぎ て な か な か まとまり ませ ん 


『 
LU 


I 
STEP07 で we 
細か な 音量 を 調整 する エン ベロ ー プ 上 ま 、 
デフ ォ ル ト 以 外 の 音源 の 使い 方 を 紹介 ! 
STEP08 

個性 の 強い 音源 で 使え る テク ニッ ク ! 
じゃ じゃ 馬 な 音源 を 使い こなし て みよ う 038 
STEP09 

ピッ チ ・ エ ン ベ ロ ー プ 操作 & ノ ー ト を 
分 割 結合 し で き あ が っ た 歌声 を 
仕上 げ る テク ニッ ク ! 040 


036 
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。 京 音 ロン / 型 破 / 043 
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UTAU の 基本 的 な 使い 方 を ーーー 
ひよ 次 に 音 の 長 さ を 変更 し よう 。 現 在 は すべ て 四 
ん @ みみ トー ( 分 音符 ( 長 さ 480) で 入力 され て いる の で 、 これ 
学 つ ! も 楽譜 を 見 な が ら 変更 を し て いこ う 。 基本 的 に 
ーーーーー - は 、 音 の 長 さ を 変更 する 時 は ノー ト の 右端 を 
ンプ ンプ op ブン 「Shift] + 左 ドラ ッ グ で 行なう 。 す る と 、 選 択 し 


before 


() 最初 に 単独 音 の 主 な 調整 方 法 を 紹介 し た 後 、 単 独 音 で 調整 し た も の を 連続 音 化 し て いく 。 た ノー ト の 長 さ が 変わ る 。 他 に も 音 の 長 さ を 変更 
する モー ド が ある の で 紹介 し よう 。 

だ べ ピュ ロ ーー」 ーー = ミル ビー 
3 源 を 設定 する ブッ ボ を 設定 する ノー ト の 半 全 を 更 す る 。 和 に 介 する ノー ト の 人 の に 
| る ご い 。 
ーー まず は 音源 を 設定 し よう 。UT 臣 爾 今回 は 曲 の テン ポ が 120 の あ 
つ AU の デフ ォ ル ト 音 源 は 単独 音 の wav フ ァイル を 生成 (G)… め ふ りな の で 変更 する 必要 は な い 
は み し か 対応 し て いな い 。 その た め 、 生成 ファ イル を 再生 (P)..- 。 が 、 変更 する 方 法 を 紹介 し よう 。 
【g) 連続 音 も 対応 し て いる 星野 フミ カ プロ ジェ クト の プロ パテ ィ (R) UTAU の 左上 の Tempo を クリ ッ 
N) を 用 いて ここ で は 説明 する ぞ 。 音 ク し 、 テン ポ を 入力 する 。 

源 の イン スト ー ル 方 法 は 15 ペー フッ 。 宙 es 
ジ を 参考 に し て 欲し い 。 回 ジジ 時 ce: am ターーーーーーー ュ yF ーーー 
アテ ー ロジ ロロ パテ ら ES ts [ 
紀 0 和 2 20 ーー ーー ノー ト を 短く し 、 短 くし た 分 体 符 を 挟む 。 ハ キハ キ と 発音 させ る た め ノート を 分 割 する 。 こ れ で ノー ト を 分 割 し 、 歌 詞 を 変更 し 、Ctl + 左 
原音 ファ イル セッ ト か ら 星 野 フミ カ ここ 較 > に に 休 符 を 挟む 場合 を ど で 利 用 する こ が 多 い 。 ドラ ッ グ で 割合 を 調整 する の が 主 を 利用 方 法 。 
さ を 選択 し よう 。 tvkk | 

人 SS ミーーーーーー ーー ヽ N ^ 

I ーーーーー お ま ※ か せ で 下地 を 作る と 


! 


3 


上 UTAU に は 、「 お ま 芝 か せ 」 と いう 一 括 で 調整 を する 機能 が 備わっ て いる 。 
歌詞 を 打ち 込む まず は これ を 使っ て みよ う 。 [ツール 一 組み 込み ツー ル 」 …「 お ま 玄 か せ ]。 


ピ 1 あいら え お ! を まえ の に つ プ よ ! 


眉 In Is le somE | 中 


設定 は デフ ォ ルト で 構わ な い 。 「 全 部 ] を 押し て 、 プロ ジェ クト 全体 に 適用 さ 半 困 5 | 
| ニテ ー ゝ 中 e 人 べく 。 に ン = 科 開 開 開 生生 レーーーーー | 
せよ う 。 こ の 「 お ま 近 か せ 」 で 、 母音 の 繋ぎ を 滑ら か に し た り 、 ピッ チ の 須 移 
まず は 歌詞 を 打ち 込 も う 。 今回 は 歌詞 を 一 度 に 打ち 込ん で みる 。 に ま SS より 下り 共 財 
ビ ー ト な ど < ミル に ルレ 音程 が . ss ドレ 音程 が 下がる と き 7 1 た 
ーーーー ョ nel の テキ スト fo ク ス に 玉 力 し 、 チ キス ト 4 クス の や ビブ ラー ト な ど が 自動 で 設定 され る 1 に 6 陸 
了 で マ 2 記 の ES ン この テキ スト ボッ クス に は ひら 5 N | 中 1 
a wwsarrowwa IP2 22 半 特 マ llamehl 49 人 計 コ が な で 打ち 込む お よう に し よう 。UTAU で は 苦 源 次第 だ が 、 基 本 的 に まし aoreo テ ieoil 
IDric | 二 め ふ れ ふれ か あさ ん が R じ ゃ の の で お むか え う れ し い 7 | ロー マ 宇 に 対応 し て いる こと は 少な い 。 ま た 、 歌 詞 で [R] と 打ち 込 痢 sa た ー ニ 
まれ て いる 部 分 は 価 符 だ 。UTAU で は 五線譜 の よう に 、 歌 詞 に 明 原 埋 の 設定 (S) ctlrG 5306: ニー ニー ニー ニー 3 
示 的 に 体 符 (R) を 挿入 し な いと いけ な い 点 に 注意 し よう 。 計 和 に es | tu]「 さっ 5 ぁ su | ご <aeul 
に 全 3 き 軍 ES も っ と お お の | | き と ん ど 
) 。 プ ラグ イン (N) 2 
| 福 み 込み ツー ル (U) ょ | オー トピ ッ チ (Q) = 
キー トー エーーー トー 守 の デフ ォ ルト (D) Reo 時 二 __ 較 。 る) ・ 
: 5 5 - また 、 テ キス ボッ クス を ダブ ルク リッ ク す る と 、 テ キス ト エ ディ タ の よう | | オプション (G).… 記 ーー 5 ドン ング / 
1 1 本 = | 上 な も の が 表示 され る 。 長 文 を 入力. 編集 し た い 時 は これ を 使 お う 。 ーー RG 。 。 0 
] 1 1 よろ し いで すか ? 
| [ | 三 に 記 
ーー トー ョ ーー トー トー 人 ーー ニート ニモ ー モ | 和 ] いえ (N) 
ビュー トー トー ナー ナー ビエ ー ト ーー リー キー トー トー トー トー エー レー トー トー 
補記 が JINI 
高 を 変更 する 今回 の 全体 の 流れ 中 で は 説明 を し な い が 、 プ ロジ ェクト の 一 番 最初 に 
ここ まで で 、 単独 音 音 源 な ら ば 十分 に 歌っ て くれ る だ ろう 。 一 度 再生 し て は 1 小節 分 の 休 待 (R) を 挿入 する よう に し よう 。 これ を 挿入 し 忘れ る と 、 
次 に 音 高 を 変更 し よう 。 確認 し て みよ う 。 再 生 し た い 部 分 を 選択 し 、 再生 ボタ ン を 押す 。 黒い 本 RI 


る 。 ノ ー ト の 先頭 を 選択 し た 状態 で 「 R を 挿入 」 ボ タン を 押し 、 挿 入 さ れ た 
休 符 を 「Shift」 十 左 ドラ ッ グ で 長 さ を 変更 し て 1 小節 分 に する 。 


が 表示 され 、 少し 待つ と 再生 が 開始 する は ず だ 。 


[ーーーーー 
ト /| &ISI k 的 
所 回 四 ロ 同 加 暫 5 軸 


UTAU 右 下 の 「 音 階 移動 モー ド 
を 切り 替え ます 」 が 制 M] (マル 
チ ) に な っ て いる 時 は 、 複 数 選択 

音 高 を 変更 で きる 。 切り 替え 
た いと き は 、 [M] と 書か れ て いる 
部 分 を クリ ッ ク し よう 。 4 


学 
// 


要 
TO 


。 nky チ を 変更 


St@r 
TUULUUU 


TUULUU 


さら に ピッ チ を 変更 し て いこ う 。 ピ ッ チ の 変更 に は 2 種類 の モー ド が ある 。 
それ ぞ れ 一 長 一 短 あ る が 、 この 第 二 章 で は 基本 的 に UTAU 本 体 機能 の 
b み で 連続 音 の 扱え る Mode2 を 前 提 と し て 進め る 。 一 方 、 通 称 「Mode1] 


Mode2 に 変更 する 


( 重 UTAU の デフ ォ ル ト は [Mode 1] に な っ て いる の で 、「Mode2] に 変更 
- し よう 。 UTAU 上 部 に ある 「Mode2] ボタ ン を 押し 込む 。 Mode2 ボタ ン 
了 ア を 押す と 、 エディ タ 上 の ノー ト の 表示 が 変わ る 。 

-D 

ー ゴ 

「T1 

っ フ 

(em) 

ト う 

(で 

記 ーー ま ーー テー ーー 

8 | | kJ | Mode2 Trace | Render | 

N =m| wmr ml を | *| 選 関 
| 

ぶ 6 

ゞ 音 の 居 移 を 変更 する 


この Mode2 で は 、 ポル タメ ント 点 を 追加 し 、 その ポル タメ ント 点 を 結ぶ 線 で ピッ チ を 書く 。 ポ ル タ メ ント 点 を 追加 
し て みよ う 。 追加 し た い ノ ー ト を 選択 し て 、 右 クリ ッ ク ー 「 ピ ッ チ 」 。 「 点 を 増やす ] に チェ ッ ク し 、 3 と 入力 し て みよ う 。 
する と 、 移動 で きる 点 が 増え て いる の で 、 それ を 左 ド ラッ グ し て 、 変更 し て みよ う 。 


| キャ ッシュ を クリ ア 
上 切り 取り 

[| コピ ビー 

上 | 9 け 

I 削除 


エン ベロ ー ブ .… 


Mode1 の 紹介 


と 呼ば れ て いる 方 は 、 第 三 章 で 紹介 する プラ グイ ン を 使う こと で 、 鉛筆 で な 
ぞ る よう に ピッ チ を 書け る の が 特徴 だ 。 最 終 的 に は 、 自分 の 調整 方 法 に 合 
っ た も の を 利用 する と 良い だ ろう 。 


曲線 表示 モー ド 

この 曲線 表示 モー ド か ら 元 の 状態 に 戻し た いと き は 、「 表 示 」 一 「 曲 線 を 
表示 」。 こ の 曲線 表示 モー ド (F4) で は 、 音量 や ピッ チ 、 その 他 声 質 に 関 
わる パラ メー タ を 一 覧 で きる 便利 な 表示 方 法 だ 。UTAU で の 調整 中 は こ 
の 表示 で 行う こと が 多い だ ろう 。 すでに ピッ チ が 書か れ て いる と 思う が 、 こ 
れ は 「 お ま 近 か せ 」 と いう 操作 を 先 に 行っ た た め だ 。 


手 大 (9 
控 小 O) 

ュ 反 子 は ) 
3 天子 3) | 
音 リ スト を 表示 (L)…。 Cp 
科 往 を 知 大 (し) 


< 


ビブ ラー ト を 変更 する 

ノー ト の 後ろ の 方 に ある 、 通称 
「 魚 雷 ] と 呼ば れ て いる コン トロ ー 
ラ で 操作 する 。 例 えば 、 振幅 を 大 
きく し た り 、 揺 れ を 細か くし た り 、 
段々 を 揺れ の 細か さ が 変 わる よう 
な 変化 も 出来 る 。 


も う ひ と つの ピッ チ 変 更 モ ー ド の Mode1 に つい て も 紹介 し て お 介する プラ グイ ン を 使え ば その よう な 問題 は 発生 し な を い の で 、 プ ラ 
回 nd | こう 。 ode1 は 鉛筆 ツー ル や 直線 ツー ル で ピッ チ を 直接 書け る モ グイ ン 前 提 の 編集 モー ド と も 言え る だ ろう 。Mode1 の 状態 で 、 ノ 
ー ド だ し か し 、 ピ ッ チ 編集 は ノー ト ご と な の で 、 ノ ー ト の 撃 ぎ 目 が 綺 "一 ト を 一 つ 選 択 し 、 右 ク リッ クー ピッ チ 。 こ の よう に 、 手書き し た り 、 


麗 に な ら ず 、 ピ ッ チ が 二 重 に 聞こ えて し まう こと も ある 。 第 3 章 で 紹 直線 を 引く こと が で きる 


音量 を 変更 する 


「/ / ん / 


UTAU で の 音量 の 変更 方 法 は ふた つ あ り 、 ひと つ は ノー ト 全 体 の 音量 " な どの 用 途 で 使わ れる こと が 多い 。 ノート 内 で 徐々 に 音量 を 変更 する も の 
を 変更 する も の 、 も う ひ と つ は ひと つの ノー ト 内 で 徐々 に 音量 を 変更 する も は 、 フ レー ズ の 最後 な ど で 滑ら か に フェ ー ド アウ ト さ せる な どの 用 途 で 使わ れ 
の だ 。 ノ フート 全体 で 音量 を 変更 する も の は 、 イ 段 や ウ 段 の 音量 を 小さ くす る 。 る こと が 多い 。 


ノー ト 全 体 で 音量 を 変更 する 


これ は 単純 に ノー ト の 音量 パラ メー タ を 変更 する 。 最小 値 が 0、 最大 値 


が 200 で 、 デ フォ ルト 値 が 100 だ 。 曲線 表示 (F4) 状態 で は 、 ノー ト の 


上 部 を 左 ク リッ ク で ドラ ッ グ する こと で 音量 を 変更 で きる 。 数 値 で 変更 し た 
いと き は 、 ノー ト の 上 で 右 ク リッ クー プロ パテ ィ か ら 変 更 で きる ぞ 。 


これ は 、 エン ベロ ー Pe 
て いる 機能 を 用 いる 。 今 は 単独 音 
で 紹介 し て いる の で 、 特に 何 も 意 
識 せ ず に 調整 を し て いる が 、 連続 
音 で は 、 繋が り が ぎこちなく な る 場 
合 が ある 。 連続 音 で エン ベロ ー プ 
を 変更 し た い 場 合 は 、 第 三 章 で 紹 
介する プラ グイ ン を 利用 する と 良い 
だ ろう 。 


連続 音 化 


ここ まで は 単独 音 で の 調整 方 法 だ っ た が 、 ここ か ら 先 は 連続 音 へ の 変更 
の 仕方 を 紹介 する 。 連続 音 化 は 第 三 章 の プラ グイ ン を 利用 する 場合 が ほ 


生成 ・ 再 生み 
再生 の み * 
キャ ッシュ を クリ ア 


切り 取り 


の | 


プロ パティ 1 


と ん ど だ が 、 UTAU 本 体 機能 の み で の や り 方 を 知っ て いる と 便利 だ ろう 。 


連続 音 歌 詞 に 変更 する 

既に 入力 され て いる 歌詞 を 連続 
音 歌詞 に 変更 し よう 。 歌詞 の 上 で 
「Shift」 十 右 クリ ッ ク 。 一 覧 が 表 
示さ れ て いる の で 、 そ の 中 か ら 該 
当 す る も の を 選択 し よう 。 連続 音 
歌詞 と いう の は 、[ あ ] [ め ] [ あ ] 
[ め ] の 場合 、[- ぁ あ ] [a め ] [e あ ] 
[a め ] の よう に な る 。 


Sa 
95 5 寺 ヨ の 還 
日 ーー エン mam ょ の 8 画 
に | NE [ 還 
| = = る 8 L] 
すこ 1 BB 「 | 
ーー ニーー ニ ーー ニー ニー ニー 還 T「] 目 
ョ 1 ンコ 画 | 

+ 共 ー ゴ 


各種 パラ メー タ を 初期 化す る 

単独 音 で は 「 お ま 広 か せ 」 で 母音 を 自 
動 で 滑ら か に 繋い だ が 、 連続 音 で は その 
パラ メー タ が 邪魔 に な っ て し まう の で 初期 
化し よう 。 す べ て 選択 し 、 右 クリ ッ ク ー 「 複 
数 選択 の プロ パテ ィ 」 。 [先行 発声 ] や [ オ 
ー バ ー ラ ッ プ ] と 書か れ た 部 分 の [クリ ア ] 
ボタ ン を 押し 、 OK。 


昨 | 6 sne0oomates9 
Me foma Fiter 

Te 

ーー 」 


ii 本 較 5 中 本 同 相同 槍 We tw tl 


1 ai mW ENEI esEIPaW ec コ _iew ] 


調整 し た い ノ ー ト を ひと つ 選 択 し 、 右 クリ ッ ク ー 「 エ ン ペ ベロ ー プ 」 。 デフ ォ ル ト で 4 つの 
赤い 点 を 変更 する こと で 、 音 量 を 変更 で きる 。 画像 の よう に 右 肩 下がり に する と 、 


な お 、 単 独 音 と し て 調整 し た も の を 連続 音 に 変更 する 際 は 、「 エ ン ベ ロ ー プ 」 
情報 は 失わ れ て し まう の で 注意 が 必要 だ 。 


生 惑 ・ 吾 生 ふ 

刀 生 の み ょ 

キャ ッシュ を クリ ア = 

先生 発声 ミリ 炒 回 

3 | _100 ミリ 秒 童 値 | 

同 り 付け 1 | 子音 速度 @ 本 

月 E 当 

量 軸 絞 っ キャ ッ セ ル 

エン ベロ ー プ . ーー = 

ピッ チ . 一 BRE | 0 0 一 100(norma に 50) 

長 さ .. トー [| No Formant Filter 
還 還 k ン 5 本 っ 
El | 記 当 STP Others.。 | 


OK 


SE 


連続 音 パ ラメ ー タ を 適用 する 

すべ て 選択 し た 状態 で 、UTAU 右上 の ボタ ン を 画像 の 順番 に 押し 
て いく 。 こ の 操作 で エン ベロ ー プ が 初期 化 され 、 連続 音 用 の エン ベ 
ロー プ が 適用 され る 。 


関 記 図る 帳 


繋が り を より 滑ら か に する 

この まま で も 十分 滑ら か な は ず だ が 、 より 滑ら か に な る よう に し よう 。 
⑩ . す べ て 選択 し 、 再生 する 
⑨ . す べ て 選択 し た 状態 の まま 、 クロ ス フ ェ ー ド 最適 化 ] ボタ ン を 押す 


⑨ . キャ ッシュ を 削除 する ダ | | 記 病 | 員 キ 


@ .⑨ー⑨ の 処理 を 2 3 回 繰り 返す S 


ここ まで の 処理 が 、 打ち 込み か ら 単 独 音 ・ 連 続 音 を 使う 全体 的 な 流れ に な っ て 
いる 。 FVSGIS コ 写生 


で H 言 NN 


cm エ 落 に 石澤 性 古 OrS 図 


半 Q ふ 放 O 座 打 S 耳 ぐ 洞 AS と へ mW 嘘 
さ 慎 湯 凌 吾 避 天 呈 選 位 届 Cm 
Sr i。onw 選 環 れ ヒヒ と コ で 中 中 


ロロ の ひき ざ 


次 に 裏 返 ら せ た い ノー ト の 上 で 右 ク リッ クー 「 ピ ッ チ 」 (Ctr+T) の 項目 を 選択 する 。 [ピッチ 
コン トロ ー ル 」 の ウイ ンド ウ が 開く の で 、「 点 を 増やす 」 を 選択 し て 、 数 を 3 に する 。 


高 を 1 オク ター ブ 上 げ る 


Fm me] 
| 


no 浴 条 テツ AS 注 の ON へ A 剛 選 rroyet 


先 に 紹介 し た 2 種類 の 中 間 的 な 方 法 。 ビ ピッチ を 変え る の で は な く 、 ノ ー 
ト を 分 割 し て 、 分 割 し た ノー ト の 音 高 を 変更 し よう 。 こ ちら の 方 が 細か 
な 音量 の 調整 も で きる が 、 不 自然 に ちな りや すい 。UTAU で の 調整 
に 慣れ た ら 、 う まく 使い 分 け て みよ う 。 Ctrl+Shift+ 左 ドラ ッ グ を し て 、 
ノー ト を 分 割 する 。 


音 の 高 さ に よっ て 音源 を 使い 分 け 声色 を 変更 する 


(02) 変更 し た 音 の 設定 


歌詞 を 子音 と 母音 部 分 に わけ る 。 今 
回 は 、「e ふ 」 を 「e ふ 」「u う ] に 変更 
し た 。「u う ] は 連続 音 化 さ れ て いな い ー 
の で 、 プ ラグ イン や 前 ペー ジ で 紹介 「e ふ 」 の 音 高 を 1 オク ター ブ 
し た 連続 音 化 を 施す こと 。 上 げ る 。 


ピッ チ 機 能 で 一 瞬 音 を 変え る の で は な く 、 該 当 の 音 を 1 オク ター ブ . 
高く する 方 法 も 紹介 し よう 。 こ れ は 単純 に 、 ノ ー ト を 1 オク ター ブ 分 高 
くす る だ け で よい 。 


5 た 候 f 声 生生 8 ど 日 の プロ パテ で 無 油 
| 8 と た 寅 1 色 ーー 
どの 音 が + を ey mF *- 岳 下 「 宮 
上 坦 宮 出 右 切 キャ ッシュ を クリ ア 
を 合 を て クリ Em mak 5 8 
電 語 選 く り 谷 ここ か ら 先 は 連続 音源 の 入 
択 の 鶴 る グ え 胃 力 の 仕方 と まっ た く 同 じ で 、 
"計る で こい | まり ーー 変更 し た 「a ど Ll を 選択 し 、 
つこ の ノ フ 時 ー バ パーラ ッ プ | ミリ 贅 右 ク リッ クー 「 プ ロ パ ティ 」 
お ざる ょ は ーー ーー (Ctrl+E) 。 先 行 発声 と オー 
5 申 ら の バー ラッ プ と STP を 未 入 力 
a で に 上 8 に する 。 高 域 で は 「Light」 音 
まち を で amr 一 | | 源 を 、 低 中 域 で は 通常 音 
@ の の き h5 源 を 使う こと に よっ て 、 よ り 組 
ヽ の つん i BRE | 0-j00(normsi50) 急 の つい た 歌声 に な る 。 


] 「a ど Ll を 選択 し た 状態 
で 、UTAU 右 上 の ボタ ン 


を 左下 の 図 の と お り の 


順番 で 押し て いく 。 う まく 


ーーーー ーーーーー ーー 一 で き て いる か 再生 し て 確 


認 し て みよ う 。 


ーー ニー 


| 調 E ふ キー 上 <| 長き | 2 
人 isp 
= ミニ | 坦 | 9 才 % 
mrD B モツ ョ レー ショ ン | 0 は 拉 
再生 の みか 上 - | 先行 発 声 | 慰 員 結 司 財 至 滞 
キャ ッシュ を クリ ア 8 ュー 上 | | オー パー ラッ ゴ | ミリ 秒 _ 原 音信 | 
= 隊 際 ra の 「 
| 央 り 付 け ] 
ーー L 王 hykk | 
エン ベロ ー ブ .… | | 
5 5 Ss | | BRE | 0100(normal=50) 
ei H | No Forment Filter 
プロ パテ ィ | 思 H Flaws lp-5 
ーー STP [0991 Others.。 | 


上 記 の 使用 し た Flags 以外 に も た くさ ん の Flags が 存在 する 。 声色 の 違う 音源 を 用 いた り 、 
な ノイ ズ が 気 に な る 部 分 な ど に 使っ て みよ う 。 


使い 分 ける 音源 が な い 場 合 は 、 声 が 
甲 高 く な る Flags を ノー ト に 適用 し て 代 
用 し よう 。 ノ ー ト の 上 で 右 ク リッ クー プ 
ロ パ ティ 。Flags の 項目 に 「g-5」 と 設 

今回 は -5 と 設定 し た が 、 数 値 が 低く 
な る ほど 甲 高 く 、 高 く な る ほど 太く な る 。 


音 や 低音 部 分 な ど で 強 調 し た い 部 分 、 耳障り 


wav フ ァイル を 生成 (G).… ブロ ジ 


肥 q 


に e 避 ュー 240 
音量 | 1 過 % 

モジ ュ レ ーション | 導 

先行 発声 | クタ リア | 
オー バー ラッ プ | ミリ 原音 値 
子音 速度 (8) | 


ーー eey | 


BRE | 0 0-100(narma =50) 
「 No Formant Filter 


Flags 攻 -5H40YO| 


sTP 「0991 Others.。 


複数 の Flags を 同時 に 指定 し た い 場 合 は 、 単 純 に 並べ て 書け ば よ 
い 。 順 番 な ども 特に 関係 は な い 。 


ツール ] (append) 


ェクト 名 2 が) 


曲 ご と に 声 の 雰囲気 を 作る こと に よく 使わ れる 。 プ ロジ ェクト ー プ ロジ ェクト の プロ 
パテ ィ 。 生 成 時 オプ ショ ン に Flags を 指定 し よう 。 


ー キ sy | 
feveeree 。 。 。 、、 、  、、、 当 


ツー ル 2 (rssampls) Iresampler.exe 岡 | 
[resamplerl 使 用 する (プロ ジェ クト に は 保 存 され ませ ん 〉 


ノー ト で と に 適用 する 


1 | 


暫 mal 


| オー バー ラッ プ ミリ 秒 原音 値 | 


生成 ファ イル を 再生 (P).… 出力 ev ファ イル 名 wsv 音量 | 120=% 
プロ ジェ クト の プロ パテ ィ (R) YUsersWtoshiyawDesktopWwin100_201 <| mf | モジ ュ レ ーション | 0 ご |% 
ー 原音 ファ イル セッ ト 
ヨ ビ IPYUsersYtoshiyaWDesktop\win1 00 201201*FUMI 記 | 先行 発 吉 | ミリ 秒 2 Wi 


子音 速度 て 8) 


hk | 


ツー ル を 抑 期 化 | 


BRE | 0.0-100(normsl=50) 
「 No Formant Filter 


Flags に 5 
各 ノ ー ト ご と に 、 耳 障 り な ノイ ズ を 消し た り 、 紛 囲 気 を 作っ 


た りす る た め に 使わ れる 。 


右 ク リッ クー プロ パテ ィ 。Flags 


の 項目 に 指定 し よう 。 な お 、 プ ロジ ェクト 全体 と ノー ト ご と 
の も の が 両方 指定 され て いる 場合 は こち ら が 優先 され る 。 


部 分 を プレ パレ ーション ) 


女声 化 人 男 声 化 。 
小さ く な る ほど 
女声 に 近づく 


音 を 午 ら せる 
(ロー バス )。 


か すれ を 維持 し つ 
つ 、 音 を 穫 ら せる 
(ロー バス 2) 


子音 を ハッ キリ と 


下 に 紹介 する 2 つ を 意識 する と 、 よ り ピ ッ チ の 編集 が や りや すく な 
る 。(1 番 高く な っ て いる 部 分 を オー バー シュ ー ト ,1 番 低く な っ て いる 


発音 させ る 


オー パー ジュ ー ド 


プレ パレ ーション 


音 を か すれ させ る 


ピッ チ が 変化 し 、 目 指し た 音 高 を 一 瞬 超え て し まう 部 分 の こと 。 


ピッ チ が 変化 する 前 に 、 目指 し た 間 高 と 方 向 に れ て し まう 部 


子供 らし くし た り 大 人 つっ ぽく 演出 し た り 


歌い 方 に 特徴 を つけ て みよ う ! 


0 
ここ で は 、 キ ャ ラク ター 性 を より 引き 出す た め の 歌 わせ 方 の 調整 に つい て 紹介 する 。 曲 や 音源 に よっ て 上 手 く 使い 分 け て みよ う 。 使い こなせ る よう に な れ ば 表現 
() の 幅 も 広がる は o 
正四 
に 3 い mm ーー 
と 舌 足ら ず に 歌う 
5) 
Ra 舌 足ら ず さ を 表現 する た め に 、 アタ ッ ク ( 音 の 頭 ) を 弱く する 。 ア タッ ク を 編 く する 方 法 は ふた つ あ る の で 、 それ ぞ れ 紹 介する 。 
た ニコ * = 所 各 到 = 
つ 子音 速度 を 下げ る 
ド 三 ニー Em 100 ーー ーー 
5 ーー 
モジ ュ レ ーション! ゴ % ェ テ ュー 
し に | 音 汗 度 68) | 20 
キャ ッシュ を クリ ア 還 
詞 ニ | オー ボー ラッ プ トー ミリ 秒 
一 1 切り 取り 飛 三 ーー 
2 
三 別 綴っ 
| 貼り 付け 寺 
N) ーー - 
削 味 加 
刷 | | BRE 0…100(nerma=50) 子音 速度 を 下げ る 、 つ まり 子音 が 引き 伸ばさ れ 、 そ の 
NN Ctrl に A = 計 司 計 呈 Ne Formant Filter 分 アタ ッ ク が 弱く な る 。 デフ ォ ルト 値 は 100 だ 。 舌 足ら 
| で の ンーFem ミー 
0 ーー レー 電 計 5 セー 本 ば 十分 だ ろう 。 プ ラグ イン を 使わ な い 場合 は 、 連 
ロ _ ーー | 半音 音 源 に は こち ら の 方 か が 自然 に な りや すい 。 
エン ベロ ー ブ プ を 変更 する 
3 ーー ーー - 
寺 本 本 避 較 本 M 還 半 本 MG 
キャ ッシュ を クリ ア に 6 上 
切り 取り SS 
コピ ー 
トーーーー 茜 り 付け 1 
し _ 較 計 織 
に っ: | ノー ト ご と の 音量 を 下げ る こと で アタ ッ ク 
2 ーー ニ を 弱く する 。 ノ ー ト の 上 で 右 クリ ッ ク ー エ 
誠二 ー ン ベ ロ ー プ 画像 の よう に 、 エ ン ベ ロ ー プ 
の 頭 を 潰し て や る と 良い 。 連 続 音 音 源 に 
5 ピ これ を 適用 する 場合 は 、 第 3 章 で 紹介 す 
ーー コ る Envelope Editor2 を 利用 し よう 。 
(で ) = 
ブロ ジェ クト 名 断 牟 プロ ジェ クト 1 
Iwav. ・WeV 
wav フ ァイル を 生成 (G).… < 
原理 ファ イル セッ ト 
生成 ファ イル を 再生 (P).… こ 
プロ ジェ クト の プロ パテ ィ (R) 
ーー ーー ーー ーー キャ ン セ ル | 
幼く し た い の で 、g フ ラグ を 全体 に 指 
ウール ] (ed) eVtool-eo | | 定 す る 。UTAU メ ニュ ー バ ー の 「 プ 
ツー ル 2 (ressmple) [resamplsr-exe | | ロジ ェクト 」 一 「 プ ロジ ェクト の プロ 
「 remolrdfa 人 有する ロク トロ ah ませ ん 4) そ ー ル EpmE| | バッ イ ef 0 
歌詞 を 変更 する 
最後 に 歌詞 の 一 部 を 書き 換え 
よう 。 こ こ で は 「 こ われ て きえ 
た 」 を 「 く ぉ われ て きえ た 」 に 変 
更 。 歌 詞 は 普通 に 入力 する よ 
と り も この よう に 入力 し た ほう が 
ン より 舌 足ら うず な 「 ら し さ 」 を 演出 
する こと が 可能 だ 。 


色気 を 出し て 歌う 


n 〇 系 を 使う 


生成 ・ 和 生 か 
再生 の み * ト ゴ 


| 
] ゃ の B 
| = 間際 


キャ ッシュ を クリ ア 
切り 取り 
に 

中 り 付け 


色気 の 感じ る よう に 、 若 干 溜め た 発音 を さ 
せ て みよ う 。[n] の 音 が 微妙 に 入る よう に 調 
整 する 。 「 あめ あめ ふれ ふれ 」 な ら ば 、「 あ n 
め あ め ふ れ ふ れ ] の よう な ニュ アン ス だ 。 一 
骨 溜 め た い 部 分 の 歌詞 を 「n 〇 ] 系 に 変更 に 
し 、 連 続 音 化す る 。 


時 振 3 
記 h め キー-H4 中 長き | 240 


音量 120 7 選 % 
モジ ュ レ ーション | 0 三 j% 


先行 発声 | pk 記 2M 記 f 
オー バー ラッ ブ | ミリ 秒 原音 値 | | 
子音 各 度 〈《⑥) | 30 


計 Hek | 


BRE 0 0 一 10(narma 50) 
「 No Formant Filter 


et 財 と 加 高 難 m(⑤) 浸 個 理 下 で 合い 出 ロ 


ペーNS こ ざさ 半 の 守 時 き 部 . 古 結 rrOtct へ Ok 汗 叶 
へ 聞き 融 さ 世 さ や し (て の et へ ok 有 テ 避 澤 隊員 小 の r で 了 
翌 浸 箇 理 NAS と er「 (の 百 半 昔 て 武 欠 9HS「 1 


Fes「 
STP [ 276 Others.。 


ーー 


Ctrl Shifl 十 答 ノー ト の 分 割 


切 再 枯 <v0 
時 基 る 雪 (S) CrsG HIESS3 Trece | Render 

[ mesa 回折 回 回 還 : 了 区 に 
プラ グ ィ ン (N) ュ 

1 二 み ぬ み ツ ー」 い り ) す オー トビ ピッ チ (A).。 に 

旧 We デフォルト) 人 (C)… 記 

[ オプ ショ ン (O) 疲 打 た せる (5).- 

| ーー 一 ーー ュー お まな か せ (M)-- 

ニニ ーー ーー ニョ 」 sorfxBroker。 | | 


三 | 


Flags も 併せ て 変更 する 


way フ ァイル を 生成 (G)… 
生 或 ファ イル を 再生 (P).… ド 


プロ ジェ クト の プロ パテ ィ (R) __ 太 


= ク 9)] を C) ツー ル (7) ヘル 6 


CO) 


連続 音 音 源 が な か っ た り 、「n 〇 」 系 で どう し て も 不 自然 な 場合 は 、 単 独 斉 の 「 ん 」 で 代用 し よ 
う 。 溜 め た い 音 の 前 の 音 を Ctrl+Shift+ 左 ドラ ッ グ で 分 割 し 、 歌 詞 を 「 ん 」 に 変更 する 。 


対象 | あ , い , う , え , お , を ん 。 
幅 | 0 ミリ 秒 
開始 | -35 ミリ 秒 
音量 |0.85 (手前 の 音符 比 ) 


単独 音 を 滑ら か に する 母音 結合 機能 を 
使 お う 。 「 ん 」 を 選択 し た 状態 で 、 ツ ー ル 
一 組み 込み ツー ルー 母音 結合 を 選択 し 


ブロ ジェ クト 名 
出力 wv フ ァイル 名 | 上 wev ーー 


ーー キー[C4 <| 長き 
音量 [| 20% 
モジ ュ レ ーション | 0 


先行 発 吉 [| sb 多 ア 


子音 速度 《 ゐ ) 


人 還 す 


BRE | 0100(normal=50) 
No Formant Filter 
si 
STP 当 | | 


音量 を か な り 小さ め に する た め に 、20 一 40 


程度 で 指定 する 。 


| _ 中 ーー ーー 
了 ーー ーーーー= | 
人 め 人 昌 ET ー ー 

| _ 富 = 
ーー ーーー 
1__ ii 5 

四 ーー 

= ーー 
Others_- ] 5500S0 mc aa ドー ニーーー ーー 


さら に 効果 的 に 溜め た い 場 合 は 、「 ん 」 の 音 高 を 低 
くす る と 良い だ ろう 。 


c 証 を ぼ 用 する (プロ ジ : 
生成 時 オブ ショ ン g+10 


カカ す る 。 


ーー コロ マー 靖 
テク トコ は 光生 さい ませ ん ) ジール を 生 誠 を 


| 少し 声 を 落ち 着 か せ た い の で 、g フ ラグ を 全体 に 指定 
する 。 UTAU メ ニュ ー バ ー の 「 プ ロジ ェクト 」 一 「 プ ロジ 
ェクト の プロ パテ ィ ] 。 生 成 時 オプ ショ ン に 「g+10」 と 入 


い 感 じ で 歌わ せ て みる こと も で きる 


1 ーー ーー 
] | 還 計 +- 隔 二 <] xs 還 寺 
成 ・ 再 生か 音量 [ % 
再生 の み ょ 5 ショ ッ j 折 = : 
キャ ッシュ を クリ ア モジ ュ レ ーション 還 寺 H* 
先行 発声 に に 誠 思 2 の 人 語 | 
コピ ー オー パー ラッ プ 「 ミリ 秒 
1| 由 り 付け 
子音 速度 (8) 「 
| 秀 際 
ビッ テ - キツ セル 
ーー 時 ftk | 
四 ー 1 1 BRE | 7 Iriemii6) 
1 ] No Formant Filter 3 
次 に 、 声 を か すれ させ よう 。 す べ て を 選択 (「Ctrl]+ 1 
[Al」) し 、 右 クリ ッ ク ー「 複 数 選択 の プロ パテ ィ ]。| 「lRWS 
BRE に 50 一 70 程 度 を 入力 する 。 こ れ で 大 人 っ ぽ | srTp | 1QWiers 


リズ ム を 大 きく 揺 ら せ ば 、 あ えて 音痴 に 歌わ せる こと も で きる 。 


リズ ム を 揺らす 
先行 発声 を 変更 する 


本 


長 さ 字 


し キーIF#4 *| 長き | 720 


音量 [ 60=% 
| モジ ュ レ ーション | 0 


| 先行 人 hG5.68 ミリ 秒 タリア | 

ォ ー ト ーッ fm sye に 
『 吉 度 (8) 

| 


BRE | 0 9100(normmi50) 
1 No Formsnt Flter 


リズ ム 音 痴 に 生還 語 ! 
回 し キーFM4 <| 長き [720 


音量 「 8 過 * 
モジ ュ レ ーション | =ー% 
| 。 「 sub 多 Z_l| 
| オー パー ラッ プ | ミリ 秒 _ 原 符 値 || 
子 曽 度 <8) | 


ar ピコ 吉 


BRE | 0 0 一 (00(norml=50) 
「 Ne Formant FIter 


人 時 


zo nyIn Z0'd ヨ 1dVHOXー- 


BRE 0 0ー100(normal=50) 
T No Formant Filter 


BRE | 0 0i00(norml=50) 
Me Formsnt Filter 


」 っ ss res ーーーーーーーーー 
Ne srP 「 oters- | BB | otes- IE 計 Other- 本 唐 oers- | 


リズ ム を 揺らし た い ノ ー ト を ひと つ 選 択 し て 、 右 クリ ッ ク ー プ ロ パ ティ 。 先 行 発声 と オー 自動 で 入力 され た 先行 発声 と オー バー ラッ プ の 数 値 を 操作 し て 緩急 を つけ て みよ う 。 
パー ラッ プ が 入力 され て いる か 確認 する 。 未 入力 の 場合 、「 原 音 値 ] ボ タン を 押す と 、 この 先行 発声 を 大 きく する と 走り 、 小 さく する と 遅れ る ぞ 。 土 20 程 度 で 緩急 が つき 、 圭 
先行 発声 と オー バー ラッ プ が 自動 で 入力 され る 。 100 程 度 に する と リズ ム 音 痴 に 歌う よう に な る 。 


子音 速度 休 符 を 挿入 ・ 削 除 す る 

つぎ に 、 発声 タイ ミン グ 自体 は 変え ず に 、 発声 の 仕方 を 変え る 方 法 を 紹 体 符 を 挿入 する と 、 促 
介し よう 。 音 (っ ) を 入れ た か の よう 
な リズ ミカ ル な 発声 に な 


本 IC = 投 。 RSI75| | 還 面 Lー 詩 =Fh RAai IL = =]meT 7 か る 。 テンポ よく 軽快 な 歌 
3 「 @ 当 「 $ ヨ 「_$= 
形 = に ショ ーー = や ュー シ ジー = コー 主 = 友 い 方 を させ た い 場 所 は 短 
和 和 発 「 = り ub 一 % ァ | El 「 sug ニダ ァ 55 su りあ アァ | ー 
| ミリ も _ 大仁 | | ロー ラップ 「 ーー 志和 前 位 | Ki fr sue 5 本 昭 、 休 待 を 多め に 入れ て み 
TeWm( の わ 「 9 we) | 5 子 到 (6) | 20 よう 。 逆 に 滑ら か に 歌わ 
ar LET aw に Te せ た い 部 分 は 、 意識 し て 
時 | 1 6<eoreis50) 星 | で 0-lo0(nomiss0) BE | で >te0nomwis0) 休 符 を 削除 する と 良い だ 
T Ne fermwnt Fter T No Formant fter T No Forment Fijter に の 
ーー ニニ ーー ニー ニー ーー > ー = 
半 っ す -、 。。。 | 3 っ 有 目 の 画像 の ょ うに 、 先 行 発つ 2。 ブー ト の 右端 を ドラ 
ーー 声 を 小さ くし て 、 子 音速 度 を 大 き ツ グ し て 休 符 を 挿入 する 。 


先行 発声 の 時 と 同様 に 、 音 の プ デフ ォ ル ト が 100 で 、 小 さく な る ほ く 調 整 す る と 、 発 声 タ イミ ング が 
ロ パ ティ を 開く 。 子 音速 度 (お ) ど ゆ っ た り と 弱い 発音 に な り 、 大 き 遅れ て 慌て て 発声 し た よう な 表 
に 数 値 を 入力 し よう 。 く な る ほど 早く 強い 発音 に な る 。 現 も 出来 る 。 


オー バー ラッ プ を マイ ナス に する エン ベロ ー プ で 休 符 を 作る 

音 を 滑ら か に 繋ぐ オー バー ラッ プ の 値 を マイ ナス に する と 、 休 符 を 挿入 し ust が 汚れ ず 、 連 続 音 で も プラ グイ ン を 使え ば 出来 る 休 符 の 
た 時 と 同じ 効果 が 得 ら れる 。 た だ し 、 こち ら は 単独 音 音源 で の み 利用 可能 挿入 の 方 法 も 紹介 する 。 休 符 を 挿入 する の で は な く 、 エン ベロ ー 
で 、 休 待 が 増え な い 分 ust が 汚れ ず 、 より 細か な (ミリ 秒 単位 ) の 休 待 を 。 プ で 無音 部 分 を 作る こと で 、 リ ズミ カル に する 方 法 だ 。 
挿入 で きる と いう 利点 が ある 。 様々 な 音源 で ust を 使い 回 し し た い 場合 な 


選民 は どちら うと 良い か な い 生成 ・ 再 生か 回 0 - 回 
こち ら を 使う と 良い か も し れ な い 。 8 も 再生 の み ふ 日 li 色 MPm 商 机 員 本 回 避 引 剛 本 wl rwr 
9 3 本 5 キー al qr キャ ッシュ を クリ ア 回 | 
キャ ッシュ を クリ ア 」 語 CE ーー 切り 取り | 
ドー apmp ジュレ ーション | 3 
| コピ ー 移入 「 _ sg ーー 1 
甘 り 付け ゴー パー ラッ プ | 259 きり 秒間 人 | 上 
89 言 | 1 [ 間 2 
= 較 <④) | ーーー 日 上 el ai 和仁 区 | リセ トビ 台 め Hb | 
エン ベロ ー プ ., る 節 チ LSWw_] | っ a ーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーー 
Py | 1 | 短く < したい 音 の エン ベロ ー プ を 開き 、 画 像 の よう に する 。 こ の 方 法 だ と 、 
司 人 完全 な 無痛 で は な く 微か に 聞こ える 休 符 の よう な も の や 出来 る ぞ 。 
ュ テン er 
| プロ ティ [| sm「 _oWes- | 人 @ 


短く 発音 し た い 音 の 後ろ の 音 の  -250 と 挿入 する と 、250 ミ リ 秒 の 
プロ パテ ィ を 開き 、 オ ー バ パー ラッ 休 符 が 挿入 され た こと に な る 。 


プ に マイ 和 。 


ーーーー 


フレ ー ズ を 意識 する 


音量 を 操作 する 


フレ ー ズ を 意識 し て 調整 する こと で 、 よ り 自 然 に な る ぞ 。 課題 曲 で の 「 わ れ は 海 の 子 」 の 最初 の 1 フレ ー ズ 
は 「 我 は 海 の 子 白浪 の ] だ 。 ま ず 音 量 を 操作 し よう 。 曲 に も よる が 、 基 本 的 に 歌い 出し が 少し 弱く 、 徐 々 に 
強く な り 、 フ レー ズ の 終わ り に 近づく と また 弱く な る 。 UTAU で は 連続 的 に 音量 を 調整 する こと は 出来 な い 
の で 、 ノ ー ト ご と に 音量 を 地道 に 調整 し よう 。 曲線 表示 (F4) を する と 調整 が し や すい 。 ま た 、 イ 段 や ウ 段 は 
フレ ー ズ 中 の 位置 に 関係 な く 低 くす る と 良い 。 今回 は 「 わ 」] を 79、「 れ ]」 を 89、「 わ 」 を 93、「 う ] を 63 と いう よ 
うに 設定 し た 。 


フレ ー ズ の 出だし を 強く する 


フレ ー ズ の 頭 、 つま り 出だし は 印象 に 残り や すい の で 丁寧 に 調整 し よう 。 調整 に は 、 | 注意 点 加重 源 を 全う 場 合 は 、 エ ン ペ ロー を 請 整 する プラ ! 
エン ベロ ー プ を 主 に 利用 する 。 タ イミ ング や 発声 の 仕方 に 関し て は 前 ペー ジ の 「 リ ズム 1 グイ ン を 利用 し よう 。 1 


を 揺らす 」 を 参考 に し て 欲し い 。 
| 


nw | 較 介 損 同 q 訓 半 更 mm 因 Mol 


こち ら は 先程 と は 送 に エン ベロ ー プ を 逆 ひ よこ 型 に する と 良い 。 


Q ピッ チコ ンド ロー ル (Moge2) ーー ドー 


ピッチ を 調整 する 


誕 
四 生成 ・ 詩 生 ょ 
プリ セッ ト 中 規定 個 に こす る 
コ 再生 の み * 


キャ ッシュ を クリ ア EC 
切り 取り 
ニュ ーー 

路 り 付け 


音量 を 変更 し た ら 、 つ ぎ に ピ ッ チ コン トロ ー ル で ピ 
ッ チ 部 分 を 操作 する 。 変更 し た い ノ ー ト 部 分 を 右 ク 
リッ クー ピッ チ で ピッ チコ ント ロー ル の ウイ ンド ウ を 
呼び 出す こと が で きる 。 「 点 を 増やす ] の 項目 を こ 
こ で は 「4」 に 設定 する 。 


に ビー] テン ポ ボ .… 


村 プロ パテ ィ 
ad 


| 先 に 紹介 し た 2 つの 方 法 を 合わ せ 
| て 利用 し て みた 。 た だ 出だし を 弱く す 
= | る より は 、 こ ちら の 方 が 効果 的 だ 。 


ピッ チ を 操作 する 
1 


つぎ に ピッ チ を 操作 し よう 。 歌 い 出し に し ゃ くり 上 げ を 、 拍 を 意識 し て ピッ チ を 少し 強調 す 
る 。 出だし の 「 わ 」 に は し ゃ くり 上 げ を 、「 う ] [し] 「 の 」 は 拍 を 意識 し て 強調 し よう 。 ノ ー ト の 上 
で 右 ク リッ クー ビッ チ を 選択 。 点 を 4 に し て OK を 押し 、 点 を 動か そう 。 


SN グ ィ 7 
語尾 調整 の 基本 7 が 

に = コ て ミ 主 『 エン ベロ ー プ や ピッ チ や ビブ ラー ト を 合わ せ て 調整 し よう 。 基 本 的 に 、 語尾 は 徐々 に 音量 が 小さ く な る と 良い 場合 が 多い の で 、 エン 7/ 

= リ /、 旧 瑞 | ピッ チ も それ に 合わ せ て 、 低く な る よう に 設定 し て みよ う 。 ・ 

の ピード ーーーー ト ー オ ーー 


音 と 同じ よう に 調整 する と 不 自然 に な りや すい プレ ス 音 の 調整 方 法 と 、 特 に 印象 に 残り や すい 語尾 の 調整 方 法 を 紹介 
し ピア ロア 奥 が 深い の で 、 色 る 試行 錯 説 する と 良い だ ろう . 


ブレ ス を 挿入 する 


フレ ー ズ の 頭 に ブレ ス 音 を 挿入 し て みよ う 。 あま り 挿入 し すぎ る と 耳障り 
に な りや すい の で 、 サビ の 最初 の フレ ー ズ な ど 一 番 聞か せ た い 、 ここ ぞ ! ーー ーーーーー ーーーーー 
と いう 部 分 で うま く 使う の が ポイ ント だ 。 ポル タメ ント 点 を 5 点 に 増やし 、 画 像 の よう に 設定 する 。 


時 加 調和 
oto.ini 皿 1.wav 息 1_wavfrq 思 2.wav 是 2 wavfrq 


「 ま いた ] に は 、 息 音源 が 元 か ら 挿入 され て いる の で 、「 ま いた ] を | 音量 | 20=% 
例 に 紹介 する 。 フ レー ズ の 直前 の 休 符 (R) を 、[ 息 1] に 変え る 。 モジ ュ レ ー シ ョ = 


先発 声 | 幼 明 罰 司 認 叶 
| オー パー ラッ ブ | ミリ 秒 原音 値 | = 本 = 
子音 速度 (8) | li vip wo 
寺 _ee | 


本 陳 ! キー | 長き | 40 レ ポルタ ッ ント N こ ノ / 作 
と us ト | <| 首 定 画す る | 


2 と の nvln ii 回 


BRE 「100 0n-100(normal=50) 
No Formant Filter 


ER 。 Il 上 
抽 sss lmel wl 胡 音信 | 正規 化 | Jey ト | 寺 め に SN 1 


この まま だ と 不 自 然 に な りや すい の で 、 音 の プロ パ ーーーーー 一 一 
ティ を 開き 、 音 量 を 小さ くし Bre を 大 きく し よう 。 また 、 エン ペロ ー プ で 斉 の 立ち 上 か りな ど を 抽 整 し て や る と 、 きら に 自殺 に な る 。 


い 


本 1 2 た Timeiyiyino 規定 価 に する | 
入 |24% 出 「24% 位 相 O4EW 高き | 0% 


ビブ ラー ト や 同様 に 、 時 間に合わ せ て 変化 する と 良い 。 最 初 は 小さ く 、 次 第 に 大 きく な り 、 ま た 小さ く な る よう に 変更 する 。 


可愛 い ア イド ル の よう な 歌声 に 
アイ ドル の よう な 語尾 調整 


ブレ ス 音 源 を 作る  「 ま いた ] の よう に 息 音源 が 用 意 さ れ て いな い 音 源 も た くさ ん ある 。 そう いう 場合 は 、 自分 で カス タマ イズ し て 作っ て みよ う 。 
連続 音 音源 や 台詞 が ある 音源 の 場合 、 そこ に 自然 な 息 を 吸う 音 が 収録 され て いる こと が ある の で 、 探し て みよ う 。 


ーー mar wm ーー マツ mm ーーーーーーー ーーm ニ ーーー ペーーーーーー デ ーーーーーーーー 一 


いい うい えい .wav」 の 冒頭 に 呼吸 音 が 入っ て いた の で それ を 利用 し よう 。 の 設定 を 開く 。 


ます 表示 を 曲線 表示 (「F4] キ ー) に 変更 する 。 こ うす る こと で ポル タメ ント や ビ  「Mode2」 の 状態 に な っ た ら 、 つ ぎ に 語 尾 の ノー ト を 選択 し 、 右 クリ ッ ク か ら 「 ピ ッ チ 」 を 選択 する 。 ピ ッ チ コン トロ ー ル の ウイ ンド ウ が 開く 。 
プラ ー ト な どの ピッ チ 曲 線 が 見 える よう に な る 。 次 に ビッチ モ ー ド を 「Mode2] に 同じ 操作 は 「Ctrl]+「T] の ショ ー ト カッ トキ ー で も 可能 だ 。 ビ ピッ チコ ント ロー ル の ウイ ンド ウ か ら は ポル タメ ント や ビブ ラー ト を 調整 する こと 
変更 する 。UTAU 右 上 の 「Mode2」 を 押し 込ん だ 状態 に すれ ば よい 。 が で きる 。 こ こ で は ポル タメ ント の 点 を 5 点 に 設定 する 。 


名 前 し いう いえ い .way 
ESX 証 思 8 = > | 
オフ セッ ト | 8 ミリ 移 
子音 部 | 155 ミリ 秒 
プランク | 3987 ミリ 秒 
先行 発声 | 30 ま ミリ 牧 
が 52" | 0 ミリ 秒 


オフ セッ ト な どの 用 語 の 意味 に つい て は 、 第 四 章 [ 息 ] の ノー ト の 上 で Shift+ 有 クリ ッ ク を 押す と 、 今 
の 音源 の 作り 方 を 参考 に し て 欲し い 。 そ れ ぞ れ が 追加 し た 息 3 が : 表示 され る よう に な っ た 。 こ れ で フレ 
設定 で きた ら 、 エ ディ タ を 閉じ 、 エ イリ アス に 「 息 3] と ス 音 源 が 用 意 で きた の で 、 上 記 で 説明 し た の と 同 


( 1 ' 1 ドー = ac 所 選 世 J ロ IE 
史 し ) | |_F4 曲線 表示 = lede2 [Cm FT 
運 狗 音 - あ あい あう _ あ あい あう |_ い いう いえ | _ い いう いえ 」 
-PUNE ぁ way あぁ wevfq MA l い wavmm | ま CE コン トロ ョ ルー 
5 prefixmap を 編集 (P).… 2 / に た = ニーーーーーーーーーー 
| 選 JJ 上 還 プラ グイ ン (N) 筐 ーー うに 計 三 ー = 
| うぃ うい う  - う いう ぃ いう うう う ぉ う _ う うう ぉ う _ う うえ うお 」 0 。 ト ニー で マム ーー 
うい う ぁ ぉ .… うい う ぉ う .… わ う wav わ う _wavfrq う .wav = 組み 込み ツー ル (U) 散 - | 本村 = 言語 三 = コ = ーーーーーーー 
| 王 | 各 香 告 の デフ ォ ルト (D) を 本 ョ に 
| う ぉ う ぉ わ _ え え お え あ _ え え お え あ _ お お あお い _ お お あお い ] オプ ショ ン (O) ニニ ュ ーー 1 1 ーー 詳 き 
3 に と 隔 了 ーー ニーーー 
探す 場合 は 、 該 当 の 音源 の wav フ ァイル を 直接 いく つか 聞い て みる の が ーーー に ーー LT =LH | ] ] 入 「 ⑲% JE MWTE 高き 」 硬 
一 番 早い 。 今 回 は 例 と し て 、[ ま いた ] の 連続 音 音 源 か ら 探し て みる と 、[ _ 息 を 吸う 音 が 入っ て いる 原音 を 見 つけ た 5、UTAU 上 部 の ツー ル 一 原音 了 R(CE55 | ニー 一 | 


ーー デー 


入力 し て 、「OK」 を 押す 。 じ よ うに 利用 で きる ぞ 。 OTTO 導 
ント 点 9 に 
@ か る よう に な る 。5 つ の 点 の うち 、 最 初 の 2 
点 は 前 の ノー ト に 使い 、 残 り の 3 点 を ノー 
画像 の よう に 、 ブ レス 音 の 始 端 と 終端 を 、 そ れ ぞ れ オ フ セ ッ ト と ブラ ト 未 尾 に 移動 させ て 、 画 像 の よう に 設定 
ンク (青い 範囲 を 設定 し 、 ブ レス 音 の 半分 くら いま で 固定 範囲 ( 赤 する 。 こ れ で 語尾 に ビッ チ が 上 が る よう な 
= い 男 囲 ) を 設定 する 。 学 一 | 歌声 を 作る こと が で きる ぞ 。 


調整 の 応用 と 諸 


語尾 用 の ノー ト を 挿入 


ロ 


| 品 

| 計 提 孤 て テ え ちん ーーー 
| 幅 | 100 ミリ 秒 

| 開始 | -50 ミリ 秒 

区 音量 [0.85 (手前 


2 の nyIn To: 


と ン <ー 


音量 を か な り 小さ く 変 更 す る 。 あ まり 変化 が 感じ られ な い 場 合 は 、 


母音 結合 の パラ メー タ を 変更 し た り 、 音 量 を 大 きく し て みよ う 。 


次 に 、 息 が 抜け る よう な 調整 を し て みよ う 。 


Ctrl+Shift+ 左 ドラ ッ グ で ノー ト を 分 割 し て 、 歌 詞 を 前 の 音 の 母音 に 
変更 し よう 。 


前 の ペー ジ で 紹介 し た の は 、 同じ ノー ト 内 で 調整 する 方 法 だ っ た が 、 
よう 。 こ こ で は 例 と し て 、「DAICHI] で 説明 を し て いく 。 ま 


を 滑ら か に 繋げ る 。 


音量 5 三 ]% 
モジ ュ レ ーション | 0 

先発 | su _ 多 ア | 
| オー パー ラッ プ | 100 ミリ 秒 原音 値 | 
子音 速度 (8 


ーー 


BRE 0-100(normal=50) 
「 No Formant Filter 


mt 


音源 の 目 作法 ! 
語尾 だ け で 様々 な 表現 を 作っ て みよ う 


「 ん 」 の ノー ト を 選択 し て 、 ツ ー ル 一 組み 込み ツー ル 一 母音 結合 で 音 


口 を 徐々 に 閉じ た り 、 息 を 抜い た り 、 ピ ッ チ 以外 の 語尾 の 調整 方 法 や 語尾 用 の 音源 の 利用 方 法 、 作 り 方 も すべ て 紹介 
不 自然 に な る こと も 多い の で 、 使 い 所 を 見 極め つつ 試行 錯 謀 し て いこ う 


プラ グイ ン (N) 
組み 込み ツー ル ( り ) 
音 千 の デフ ォ ルト (D) 


今度 は ノー ト 分 割 な ども 利用 し て 発展 させ て み 
まず は 、 0 


最後 に 適度 に 音程 を ずら す と 、 よ り 効 果 的 だ 。 


先ほど と 同様 に 母音 結合 で 音 を 滑 
旧 ら か に 繋ぎ 、 音 量 を 小さ くす る 。 


| 幅 | 100 ミリ 秒 
| 開始 | -50 ミリ 秒 


” 司 +- 司 - コ RS 


昧 営 入 滞 _ 画 ーー . 画 男 
対象 あい うえ お ん こう つう % ス フ 0 ボ グ † 


音量 「 0 選 % 
モジ ュ レ ーション | 0 三 % 


先行 発声 | 50= ミ り 秒 - 多 ア | 
| オー パー ラッ プ | 100 ミリ 秒 _ 原音 値 | 


| 子音 速度 て 8) [ 


しぶ ココ je 」 


全 陸 す 


BRE |100 0-100(normal=50) 
「 No Formant Filter 

上 

| Others. | 


| 区 音量 [0.95 (手前 の 音符 比 ) 


その 後 、BRE に 大 きめ の 値 を 入れ る 
よう に し よう 。 BRE は か すれ 具合 の パ 
ラメ ー タ だ 。 


ーー 
語尾 音源 の 利用 


まず 、 体 待 を 短く 分 割 する 。 休 符 は [Ctrl] 十 「R] キ ー で 入力 する こと が で きる 。 休 符 の 右端 を 左 ク リッ ク で 
ドラ ッ グ すれ ば 分 割 可能 。 分 割 する 長 さ は 自由 だ が 、 か な り 短く 分 割 し よう 。 長 す ぎる と ノイ ズ が 目立つ の 


= 征 ま - 岳 <| ST 


音量 1 加 l 


で 注意 が 必要 だ 。 
= 思 開 : 直 の 
語尾 音源 の 調整 
確認 する と 、 ノ イズ や 繋が り が 若干 気 に な る の で 、「a RI の 上 で 右 ク リッ ク 
ー プ ロ パ ティ 。 右 の よう に 変更 し よう 。 音量 は 小さ すぎ る くら いで ちょ うど 良 
い 。 今 回 は 音 が 馴染 なみ にくかっ た た め 、Flags に 「H60」 と 指定 し た 。 
ーー 
語尾 音源 を 作る 


語尾 音源 を な い 音 源 の 場合 は 、 自 分 で 語尾 音 
源 を 作っ て し まお う 。 語 尾 音 源 は 様々 な 原音 か ら 
作れ る の で 、 い くつ か 作っ て みて 一 番 自然 な も の 
を 使う と 良い 。 例 と し て 「_ あ あい あう あ .wav」 か ら 「a 
R] を 作っ て みよ う 。 


D 区 9] の プ 6) 
3 の に よ コ に ) 間 ・Ctr+G 
prefixmap を 婦 集 (P).. 


F 上 章 


プラ グイ ン (N) + 
得 み 込み ツー ル (U) 2 


詩 千 の デフ ォ ルト (D) 日 
オプ ショ ン (O).. 


| 較 | 


モジ ュ レ ーション | 0 選 % 

| 先行 発声 | Ws りあ ゆ 。 ダァ 
オー パー ラッ プ | 39 ミリ 秒 原音 値 | 
| 子音 速度 く <8) |「 


2 


BRE | 0 6100(normal に 50) 
「 No Formant Filter 


分 割 し た 体 符 の 左側 ( 頭 ) の 方 を 「Shift] キ ー 右 クリ ッ ク 。 前 に 続く 音 に 歌詞 を 変更 し よう 。 今 回 は 前 が 「[i 
じゃ ] な の で 、「a R]。 口 を 閉じ た よう な 表現 に し た い 場 合 は 、「u H] な ど を 使う と いい だ ろう 。 な か な が 難し い 
が 別 の 声色 の 「a RP] な ど を 使っ て 、 語 尾 を さら に 強調 する こと も で きる ぞ 。 


音量 :32 モジ ュ レ ーション : 0 
BRE:0 Flags:H60 


玉 REE と 


本 


時 拉 
隊 語 
デー 
宮 党 
きら 


前 
中 
部 

つの OOOOOOOOOOOGO 


NM 人 


エイ リア ス hb あ 誠 
オフ セッ ト EEQ0.08! ミリ 秒 
子音 部 | 375.0 ミリ 秒 
ブラ ンク [1093.3! ミリ 秒 
寺 行 発声 | 250.0 ミリ 秒 
が - う 2” | 83.388 ミリ 秒 


セッ ト | クリ ア | 複製 ] 

エディ タダ を 起動 | 削除 ] 
訪 定 は 原音 仙 こ 保存 され ます 
0 
2 の 


に 回 6 打 き せな い 部 分 


ツー ル 一 原音 の 設定 。 の し で し | 1 を: が も ゞ 
に 原音 の 設定 。 | _ あ あい あう あ .wav」 の 「u あ ] を 選択 し て 複 ーー = - ョ = キャ ン セ ) ラメ ツ ゴ 人 27 


エイ リア ス ・ 子 音 部 ・ ブ ラン ク ・ 先 行 発声 : オ ー バ ー ラ ッ プ を それ ぞ れ 
「a Rl・120・0・100・50 と 入力 し て セッ ト を 押 そ う 。 


名 前 | ああ いあ うお .way 
下 細 認証 mR = | 
オフ セッ ト | 83729 ミリ 秒 
子音 部 | 180 ミリ 徐 
ゴラン クタ 。 | 0 ミリ 珍 
先行 発声 | 100 ミリ 徐 
が っ" | 50 ミリ 徐 


2zonvin と 0'd ヨ 1dVH つ OXー 


が 


細か な 音量 を 調整 する エン ベロ ー プ と 
デフ ォ ル ト 以 外 の 音源 の 使い 方 を 紹 人 


で 細か な 音量 の ニュ アン シス を 調整 で きる エン ベロ ー プ の 調整 方 法 と エン ベロ ー 
さら に 、 デ フォ ルト 以外 の 音源 (声色 違い 等 ) の 使い 方 を 紹介 する 
ウト させ る 
可 可 宮 - EEJE ] 
1 ー) ミ ] 9! - E + ) ee 1 1 「 プラ グイ ン (N) 

5 ー 1 1 e ーー ュー ーー 1 罰 あ 込み ツーj り ) ーー-| 

ー 1 トーー = コー ーーーーーーー 生生 の デフ ォ ル ト (D) 0 
ピー) ニー ニュ ビー ms | に = ビー 1 ョ 1 p 5 三 王 : オプ ショ ン (O)-. 枯 ] た せる (8) に 
ee ェ ーーー テー ーー ーー ュー ニー] 還 = = = 本 ーー ee 
フレ ー ズ 終わ り の ノー ト は 音量 を フェ ー ド アウ ト す る よう に 、 緩 や か に 小 語尾 の 音 と いう の は 、「 休 符 (R) 」 が 後ろ る に ある ノー ト な の で 、「 体 符 「 ツ ー ル ] 一 「 組 み 込 み ツ ー ル 」 一 [母音 結合 」。 自 動 母 音 結合 ウイ ン 
さく する と 良い 。 手 動 で 調整 し て も いい の だ が 、 一 括 変更 で きる の で  (R)」 を 母音 結合 する こと で 一 括 で 設定 変更 で きる 。 す べ て の ノー ト ドウ が 開く の で 対象 に 「R] の み 入 力 、 幅 に 「150」 と 入力 し 、「OK」 を 
紹介 する 。 を 選択 する 。 押す 。 

ーー 病因 ed 生 証 vw 

査 si 

眉 | 150 ミリ 秒 ] | | 

開始 |-35 ミリ 秒 | ( | | SS 

以 音量 [5.35 (手前 の 音符 比 ) ] | | SE まき 

" = -mm 人 | Ei peztjP3 選 ) 6C-」 so 

エン ベロ ー ブ の - 技 交 更 計時 

単独 音 の み で 使え る エン ベロ 6 
ー プ の 隠し 機能 を 紹介 し よう 。 うん 

幅 [100 ミリ 秒 


か な り 限 定 的 で は ある が 、 調整 
の 際 の 労力 を か な り 削減 で きる 。 


開始 | -50 ミリ 珍 
レ 音 量 [0.5 (手前 の 音符 比 


まま まき Cprc 


間 
すべ て 選択 し 、 ツ ー ル 一 組み 込み ツー ルー | よ Fm% | 
母音 結合 。 母 音 結合 の 何 も な い 部 分 を ダブ |『 「 
ルク リッ ク し て 、 母 音 結合 機能 を 拡張 する 。 ン 
よ [5 系 3 
川 「⑳% /| ーー 
+ Fw た 


ここ | 各 | 
通常 音源 以外 の 追加 音源 を マス ター 
星野 フミ カ を 例 に し て 、 声色 違い の 音源 の 調整 を 紹介 し よう 。 星野 フミ カ に は 、 「Breathy」 と いう 優し い 只 囲 気 の 声 色 違 い 連 続 音 音源 が 収録 され て いる 。 


声色 を 切り 替え る SurffixBroker で 歌詞 を 一 括 で 変更 
Shift+ 右 ク リッ ク で 歌詞 変更 一 覧 か ら 声色 違 歌詞 を 一 括 で 変更 する た め に 、 SurffixBroker を 利用 し よう 。 


\ を 選ぶ mm 
し を 選 ぷっ es な je well 


まま | 尾 に 「B]」 の つい た も の が 、「B 号 固 凌 < | 衣 選 
Teathy] 宮 源 だ 。 | 4 > 365Z6 
卓 。 千 の テ フ ォ ルト (6) R ha 上 B ] 國 -] | | 
オプ ショ ン (O).… し コ a 
mm ーー 5e0e0 「 Remove Prefix 
ビー 還 ear- OK キャ ン セ ル 
ツー ル 一 組み 込み ツー ルーSurffixBroker①B] ボタ ン を ーー > を y | 
入力 し 、「+」 ボ タン で 登録 。 
所 に 登 
ーーーー で プ 録 
き ル し 
る タダ て 
まり ウ ぉ 
2 
ご ちら ke 
3 そし て 、OK を 押す 
ら よ と 選択 し た 歌詞 の 
選 う | 語尾 に B が 付く 。 
や 
去 


キレ 音源 
キレ し 音源 の 調整 方 法 


[キレ 音源 ] は 、 音 高 に よっ て 自動 で 声色 が 
切り 替わる 音源 だ が 、 自動 だ け で は や は り 不 自 
人 然 に な り が ちな の で 、 一 部 手動 で 調整 する と 
良い 。 奏 音 ト モ (1 さい ) の キレ 音源 は 3 種 
類 の 声色 「High] と [通常 ] と 「Low] が ある 。 
また 、 昨年 度 の 音源 も 同 梱 し て いる の で 合計 ーー El トー 1 
で 5 種類 の 音源 が 収録 され て いる 。 複数 あ | | 震 ! ーー ニニ 
る 音源 を どの よう に 使っ て \ く の か ここ で は 説 ここ で は 付録 DVD-ROM に 収録 され て いる 「 調 整 サ ンプ ル UST」 の UST フ ァイル を 例 に し て 説明 する 。 「 で ん で ん むし むし 」 の ふた つ 目 の 「 ん 」 は 、E4 


の 音 高 な の で 「Low] で 再生 され る 。 少 し 声色 に 違和感 が あっ た た め 、 こ こ を 通常 」 の 声色 で 再生 させ よう 。 歌 詞 の 最初 に 「?] を つけ る と 、 [通常 」 の 
明 し よう 。 声色 で 再生 され る 。 


Low 通 常連 続 音 で 再生 する 


ーー ーー ビニ トー ーー ニニ 
ニー ニニ ミニ ニニ ニニ ミニ | こ ミ = ミミ = ミミ = ニュ 


ーーー: 1 1 ヨ : 1 1 1 
「 つ の だ せ や り だ せ 」 の 2 つ 目 の 「 せ 」 は 、G4 の 音 高 な の で 「 通 常 ] で 再生 され る 。 こ こも 少し 繋が り に 違和感 が あっ た た め 、「Low」 で 再生 させ よう 。 歌 
詞 の 最後 に 「L]」 を つけ る と 、「Low」 で 再生 され る 。 「High] で 再生 させ た い 音 が あれ ば 、 同 じ よう に 歌詞 の 最後 に 「H] を つけ る と 良い 。 


キレ 音源 で は な く 多 声色 と し て 使う 


ト ) 員 (O [ ウ | ルプ (8) ーー 
硬 童 の 設定 (S).… Cmd+ で | Mods2 Tace 


Se 回 相本 
プラ グイ ン (N) ょ 13| 
1 組み 込み ツー ル (U) 


音符 の デフ ォ ル ト (D) 
1 オプ ショ ン (O).… 


B6 
8 1 : OK キャ ン セ ル 
曲 や 調整 の 仕方 に よっ て は 、" キ レ 音 源 " が 使い に くい 人 も いる か も ニーーーーーーーーーー ニ ーー に 
し れ な いた め 、 キ レ 音 源 で は な く 、 多 声色 と し て 使う 方 法 を 紹介 。 新しい ウイ ンド ウ で 「prefixMap エ ディ タ 」 が 起動 する 。 「 後 」 の 項目 に H や L が 入力 され た 表 が 出 て くる の で 、「 全 部 選択 」 ボ タン を 押し 、「 ク リア 」 ボ 


[ツール] 一 「prefixMap を 編集 」 を 選択 。 タン を 押す 。 す る と 、H や L が 消え る 。 こ れ で 「OK」 を 押す と 、 普 通 の 多 声 色 と し て 使え る ぞ 。 
すこ 再 際 込 

多 声色 か ら キレ 音源 に 戻し た | 且 ] ーー 

い 場 合 は 、 同 様 に 「prefixMap | 詳 = 1 本 

エディ タ ] を 起動 し 、Shift を 押 ーー 

し な が ら B7 か ら C5 ま で 選択 。 ーー] 周 

「 後 (Sufix) 」 に 「H」 と 入力 し 、 本 | セッ ト | 

[セット] を 押す 。 次 に E4 か ら アァ 

C1 ま で 選択 し 、 同 様 に 「 後 ョ 全部 選択 

(Suffx) 」 に 「L」 と 入力 し 、 セ ッ 

ト を 押す 。 最 後に 「OK」 を 押す OK | キャ ン セル 

と キレ 音源 と し て 動作 する 。 | 


キレ 音源 を 使う 際 の 注意 
ツー ルー オプ ショ ン の [ 全般 ] 一 [レンダリング] の 「 レン ダリ ング ジ に ファ イ 
ル の 存在 チェ ッ ク を 行い 、 な る べく 音 抜け し な いよ うに する 。 ( 遅く な り ま す ) 」 


- I 
8 『 
い 『 
『 
リ 『 
1 U 
日 
『 
1 
! に チェ ッ ク を 入れ て お く 。 1 
| 
ピ ーー ーー マート - 
日 

1 全 投 | 原音 の 登録 | キャ ッシュ | パス | MIDI | ! 
1 四条 レン タリ ング | その 凶 | ! 
1 レン タリ ンダ ! 
3 「 WAV 生 史 パッ チ を 使用 し な い (3F 失 ) - 
1 「 レン ダリ ング に resamplerdll を 使用 する 8 
1 人 
| | 臣 三 R 層 へ プ 0 | ピッチ ス ター ト を 無 杭 する (上 仕様 
1 た 1 io:+ コ に CdsG |、 「 童 持 長 の 計算 を GUI 仙 で 行う 日 wavtoolexe の 仕様 〉 1 
| | prehmmap 細 の ) 1 ミ 
1 プラ クイ >(⑩ 
け 日 
1 担 み 込み ツー ル ( り ) リッ ー スエ クス ポー ト - 
1 登 答 の デフ ォ ル ト (D) ! 
1 オプ ショ ン (O).… 1 
1 『 


Ssx TAU P ら 
個性 の 強い 音源 で 使え る テク ニッ ク ! 


> 学 
0///77 朋 iC 
レス 

LUULL 


LCT 


じゃ じゃ 馬 な 音源 を 使い こなし て みよ う 


っ 
( ) い が か に 自然 に 、 か つ 個 性 を 引き 出す か が 腕 の 見 せ 所 だ 。 
褒 の 強い 音源 を 使う テク ニッ 
Sa 麻 の 強 い 音 源 を 使う テク ニッ ク 
eg 3 二 
一 全体 の 声質 を 整え る 
レ 」 発音 や 音 高 に よっ て は 、 若干 ざら ざら と し た 音 に な っ て し まう こと も 。 そう し た 部 分 の 音 を な くす た め に 、 声質 を 整え よう 。 
〇 ーー う ト の 設 ュー 区 ー ニ 寿行 「 わ ) の プロ パテ デイ ーー 屋 3 
ト O ブロ ジェ クト 名 ZN Mb 語ら ーー 表 介 
出力 y フ ァイル VOsorsWtoshiyuWoeaktopyflndws100W 3 [= 
1 所 千 フ ァイル セッ ト 「。 ーー ニー モジ ュ レ ーション | 20 
生成 時 オプション 
S キャ ッシュ を 除 語 計 こ 1 証 二 詩音 の ざら ざら 感 を 抑え る 
NN ツー ル 2 (reswmple) [resamolsr-exe 当 23| T ーーーー ゴ ーーー ーーー ェ ai ーー 
| | 全体 の 声質 を 整え る 場合 、 ツ ー ル の 「 プ ロジ ェクト 」 一 「 プ ロジ 個別 に 声質 を 整え る 場合 、 整 えた そい ノー ト を 選択 し 、 右 クリ ッ ク ー 「 プ ロ パ ティ 」 か ら 
ら ェクト の プロ パテ ィ ] か ら 「 生 成 時 オプ ショ ン ] に H40 一 H60 と 入 「Flags」 に H40 一 H60 と 入力 する 。 ま た 、「BRE」 も 0 に し よう 。 「H] は ロー パス と 呼ば れ 
9 し よう 。 る パラ メー タ で 、 こ の よう な ざら ざら 感 を 抑え る こと が で きる 。 「BRE」 は 音 の 候 成分 だ 。 
モレ 、 る 志 
単独 音 と 連続 音 を 併用 する 
連続 音 は 音源 の 癖 が 特に 出 や すい の で 、 上 手 に 単独 音 音源 と 併用 し て いく と 良い 。 
輝 。 上 
歌詞 を 変更 する 各種 / 
過 キー 
音量 | ーー 
モジ ュ レ ーション | 0 ミーー テ ーー 
2 。。 | 栖 陣 い うえ お あん 
単独 音 化し た い ノ ー ト の 歌詞 を 変更 し よう 。 オー パー ラッ ブ | sb エラ セ 和 幅 | 100= リ 秒 
子 間 速度 8) | ズ と が バ 香 四 
日 三 周 | 一 一 ーーーーーー の T? 々 | 開始 | -50 ミリ 秒 
ト 計 oK | Hb 初 フ p で 5 
== ま = ー 一 を 花 も を 生 欠 ン 音量 |0.85 (手前 の 音符 比 
Remove fisf5 に ーー BE | 0.0-f00(normsi=50) 押 ば 初 競 各 音 
| 還 議 時 思 すり U 期 埋 に 
fiser | ーー- 四 は 
レート ーーーー ル ーー ーー ーー | 」 Flaws と ( 選 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 
範囲 選択 し て 一 括 で 単独 音 歌詞 に 変更 し た い 場合 は 、SurfixBroker を 起 sp | hy 剛 うう た は 単独 音 は 母音 合 を し な いと 滑ら か に 繋が ら な いこ と が 多い の 
動 し 、Remove Prefix に チェ ッ ク を し て OK を 押す 。 部 エ ま | 音 で 、 母 音 結合 を 忘れ ず に や っ て お こう 。 
音源 に な い 音 を 無理 や り 作る 
音源 に よっ て は 「 し ぇ 」 な どの 音 が 入っ て いな い 場 合 が ある 。 そう いう 場合 は 、 
「 し 」「 え 」 を 上 手 く 組み 合わ せ て 作る 必要 が ある 。 そ の や り 方 を 紹介 し よう 。 
ーー5 ラ の 二 拉 5 記 叶 の テン ポ や 発音 に も よる が 、 前 
- の 音 (今回 で は 「 し ] ) の 音 の 長 さ 
請 肉 疹 墓 - 了 選 を 60 程 度 に し 残り を 「 え | と する 。 
eo きま wa 
先行 発声 | =u り セージ アー 
> | オー ボー ラッ プ | ミリ 秒 _ 果 間 信 | 
ン ん 軸 計 = 時 
シ 二葉 業 
の 1 ー hoek | 
ん に 主 葉 相 | 100 ミリ 秒 
最後 に 母音 結合 を 


2 まず 、「 し ぇ | と 鳴ら し た い 部 分 を 「 し 」 と 
「 え 」 の ふた つの ノー ト で 作る 。 


BRE | 0~100(normsl50) 


「 No Formant FlIter 


Flags 


紅 請 。 | OWers- | 


開始 | -50 ミリ 秒 


区 音量 [0.95 (手前 の 音符 比 


使っ て 滑 か に 繋が 
る よう に する 。 母音 
結合 の 対象 は 、 後 ろ 
の 音 ( 今 回 で は 
「 え ]) を 指定 する 。 


4 


ビア ノ を 鳴ら す 


UTAU の 左側 に ある ピア ノ の 音 が 鳴る よう に 設定 し よう 。 


ド ーー ー mmm FPP 

5 7 ヘル プ ( 晶 た い 時 な ど は 適宜 、 チ ェ ッ クボ ッ 
) | ウール ⑬] ヘル プ (H) ーー クス に チェ ッ ク す る と 良い 。 設定 
に 設定 (5)..… Ctrl+G が 終わ っ た ら 、OK を 押し て オプ 
守 原音 の 設定 ( か ES ショ ン を 閉じ 、UTAU 上 部 の スピ 
| 」 prefxmap を 幼 集 (『P).… 人 ーー ン 

に ーー こ 胡 DI OUT 
em プラ グイ シン (N) Microsaft GS Wiavetable Synth | 
ョ 租 み 込み ツー ル (U) を レ 音符 を 置い た 時 に 昔 を 08 ら す 
トー ゴ 
較 音符 の デフ ォ ル ト (D) に 「 IidiOut 接 続 8 基 に ProgramChange を 送る 
3 デニ ーー デー ーー 
玉 オプ ショ ン (O).… H 
に ーーー エ ーーーーーーーーーーーー+ ューーーーーーーーーーーー 


ツー ルー オプ ショ ン の [MIDI] の MIDI OUT に 「Microsoft GS Wave 


table Synth」 と 設定 する 。 


wav フ ァイル の 部 分 書き 出し 


Ne 


これ で 、UTAU の 左側 に ある ピアノ が 鳴る よう に な っ た 。 


UTAU の 「wav ファ イル を 生 ミ EE 
成 ] だ と プロ ジェ クト 全体 を 書き だ 0 ツー ル (T) ヘル プ (H) y 
し て し まう 。 そこ で 、 選択 部 分 の み 層 択 部 分 を 再生 (O) F5 
書き 出す 方 法 を 紹介 し よう 。 
も う 一 度 再生 (R) Shift+F5 | 
一 時 停止 (P) F6 】 
停止 (O) F7 
CCP 
今 聞い た の を 保存 (S)... ee 
ーー 者 
4 
ーーー ささ へ ー こ 9 ーー き A 三 エニー 
プラ グイ ン に ショ ー ト カッ トキ ー を 設定 する 「 
基本 的 に プラ グイ ン を 利用 する 時 は 「n] キー を 押し 、 表示 され た プラ グ ! 「plugins] フォ ル ダ に は 、 自分 が イン スト ー ル し て きた プラ グイ ン が フォ ル 
イン 一 覧 か ら マ ウス で 選択 し て 使う 。 も っ と 楽に 使え る よう に する た め に 、 自 ! ル ダ ご と に 入っ て いる 。 ここ で は 「 連 続 音 一 括 設 定 ] プラ グイ ン な の で 
分 が よく 使う プラ グイ ン に ショ ー ト カッ ト を 設定 し よう 。 こ こ で は 「 連 続 音 一 ! 「autoren] フ ォ ル ダ を 開く 。 中 に 、「plugin.txt」] と いう ファ イル が ある の で 、 
括 設定 ] プラ グイ ン を 「n] キー を 押し た 後に 「a] キー を 押し て 起動 する よ それ を 開き 、 [name= 連続 音 一 括 設定 (&A) 」 と 書い て 上 書き 保存 を し よ 
うに する 。 ! う 。「(&A) ] は すべ て 半角 で 入力 する 。 する と 、 この よう に 「 連 続 音 一 括 ) 4 
ー-、 ! プラ グイ ン (A) 」 と いう 表示 に 変更 され 、「n] キー を 押し た 後に 「a] キー を 
馬 旧 中 ] | 当 | ! 押す と プラ グイ ン が 起動 する 。 
1 | 
Plugins Tes settinds VoiCe $read program.t 1 ーー ee IE】 日 
デー ニー 1 し ] | 当 BXBCute=autnreh・BXe ど ご 
1 還 寺宝 
ae 上 1 。 t 陳 和 | | autoren.exe plugin.bxt readme.bxt 
目 映 約 加 W | 
pharewar.. utau.eXe utool.dIl| wavtool.exe wavtool2.dl| ! T ] 
ーーーー 
mm mm 
Bs ! 回 貫 童 一 括 設定 (A) 
kb bi 時 還 二 
こ 8 | 連 醒 土 の 原 音 フ ァイル 名 を イン サー ト キ 
6 スク リプ ト 表 示 = 
サン プル back2cy InsertLyri.… aukore 本 本 = 
UTAUO イ ンス トー ル し た フォ ル ダ 内 に ある pgne」 フ ォ ル ダ を こう 。UTAUI、 邊 で あれ は ! | フラ タイン フ ォ ル タ 和 <(⑳ 本 当 | 
「C:/Program Files/UTAU] な ど に イン スト ー ル され て いる は ず だ 。 1 1 ご 1 ] 
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WW 


ピッ チエ ン ペ ロブ 提 作 5 ー ト を 分 割 結合 し 
で さあ が っ た 歌声 を 仕上 げ る テク ニッ ク ! 


次 本 に し で 和む 門 で ある ピッ チ と エン バロー ブ の ふた つき に 人 FVE2。 クン クン レー ンー 
基本 に し て 最 重要 な 調整 で ある ピッ チ と エン ベロ ー プ の ふた つ を 徹底 的 に 仕 
() また 、 ノ ー ト の 分 割 と 歌詞 変更 も 使い こなせ る よう に な ろう 
= 記 
p ミ 
ビッ チ を より 細か く 調整 する 
ー ゴ = ーー 6 
0 ピッ チ 調 整 に は 、 Mode1 と Mode2 の し 、 自由 度 と いう 意味 で いえ ば 、 Mode1 「 注 意 点 Mode1 だ と 音 と 音 の 数 ぎ 目 部 分 の 調整 が 難し い 。 そ の た め 、! 
ふた つの モー ド が あり 、 本 誌 で は 基本 的 に の 方 が 高い の で 、 今回 は 、 Mode2 で ピッ ! UTAU 本 体 機能 の み を 使う の で あれ ば 、 単独 音 で の み 有効 を な テク ニッ ク 
スリ Mode2 を 使っ て 紹介 し た きた 。Mode2 。 チ の 概 形 を 作っ た 後 、Mode1 に 反映 させ ! だ 。 連 続 音 で 使い た い 場 合 は 、「 拡張 ビッ チエ ディ タ 」 プ ラグ イン を 使 お 
〇 は 、 簡単 な 操作 で ピッ チ を 変幻 自在 に 変え て 細か く 調整 する 方 法 を 紹介 し よう 。 ! う 。 プ ラグ イン は 、UTAU ユ ー ザ ー 互 助 会 Wiki か ら ダウ ン ロ ー ド で きる 。 
NN っ られ 、 修 正 も 簡単 な た め 扱い や すい 。 し か 6 
こ Mode2 で 概 形 を 作る Mode1 に 反映 させ る 
ーー ゴ 
テ 
還 
No) 
届 
SS 
| 
通常 の 操作 通り 、Mode2 で ポル タメ ント 点 を 移動 し 、 大 ま か な ビッ 全 選 択 し て か ら 、「Mode2」 ボ タン の 横 に ある 「Render」 ボ タン を 押す 。 す る と 、Mode2 の ビッ チ が Mode1 に 反映 され る 。 ピ ビッ チ モ ー ト を 
チ を 描こ う 。 「Mode1」 状 態 に 切り 替え る た め 、「Mode2] ボ タン を 押し て 浮い て る 状態 に し よう 。 
Mode1 で 調整 する 
ニー ミーーーー ィ 
生成 ・ 再 生か H 
再生 の みか 
キャ ッシュ を クリ ア 
直 間 
=== 還 に に = 
貼り 付け 日 
削除 「 
B I 
ーー ES に 57 
屋 リット | ok 
ン / バ 日 し 
ノー ト を ひと つ 選 択 し 、 有 クリ ッ ク ー ビ ピッ チ 。 [F」 ボ タン を 押す 
= 記 プ ロ ディ 上 と 手書き 入力 モー ド に な る 。 そ の 他 に も 直線 や サイ ンカ ー ブ な | 5 
一 王 | と 選べ る の で ここ か ら 疫 整 する よう に し よう 。 [| 手 革 き 入力 モー ド 
や Na 過 
エン ベロ ー プ を より 細か く 調 整 する 
ン ベ バロー に は 2 占 ラーナ 、 ニ ャ ーーーーーーーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー ニーー ニ ーー ニー ニーー ニ ーー ニーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーーーーー ニ ーー ニーーー ュ 
6 プ 調 整 は 、 基本 的 MAP oeMNJ SA ! 注 意 点 連続 音 で の エン ペロ ー プ 調整 は 、 エ ン ペロ ー プ の 両端 点 は 動か し て は いけ な い 。 連 続 ! 
た だ し 、 より 細か い 調整 を 行い た い 場合 に は 、 5 点 目 も 使っ て みよ う 。 音 で 季 較 に エン ペロ ー プ を 調整 し た い 場合 は 、 拡張 エン ベロ ー プ エディ タ 」 プ ラグ イン を 使 お う 。 な 
! お 、5 点 以上 の 詳細 な 調整 も 出来 る [Envelope Editor2] プ ラグ イン も ある 。 1 
3 年 9 ぐ ビ る 
6 = 
ん ん キャ ッシュ を クリ ア 
// 切り 取り 
PT | 
ーー 還 計 
ーー | エン ベロ ー プ を 直 重 し 、[e1 ボ タン を 押す 。 す る と 、5 赴 が 表 示さ れ 
き | の で 、 あ ぁ と は 自由 に 式 し よう 。 。 可 を 幸 や す 内 
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ノー ト の 分 割 と 結合 を 使い こなす 


ノー ト の 分 割 と 結合 を 使っ た テク ニッ ク 。 で き あ が っ た 音声 ファ イル は 付録 DVD-ROM 内 の 「05) 【 特 別 収録 】 オリ ジ ナ ル 
UTAU 音源 ] 一 「10) 調整 サン プル UST] 内 に も 収録 し て いる の で どの よう に 調整 し て いる の か 参考 に し て ほし い 。 


同じ 母音 が 続く 場合 


ーー 


ロン グ ト ー ン の 場合 、 伸 ば し た 音 が 不 自然 に な りや すい の で 、 ほ ど よ く 分 割 し て みよ う 。 [Ctrl」+「Shift」+ 左 
ドラ ッ グ で 分 割 で きる 。 あ と は 歌詞 を 直し て 、 繋 が り を 調整 する だ け だ 。 


Ctrl | 十 Shift 十 筐 ノー ト の 分 割 


逆 に 短い 音 の 場合 、 音 の 切れ 目 が 目立っ て し まう 
こと が ある の で 、 結 合 し て みよ う 。 [Ctrl」+ 左 ドラ ッ | ム 』。 『( 末 
グ で ノー ト を 結合 する 。 |Ct] 十 葵 ノー ト の 分 害 
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生成 ・ 王 生 ゅ 
|I 再生 の み ゅ 
キャ ッシュ を クリ ア 


レレ ポル タッ ント 


7 プリセット <| 赴 定 価 - す る | 


Ii 切り 取り 

| ピコ 

貼り 付け 

削除 

エン ベロ ー プ .… 
ピッ チチ: 
長 さ .… 
テン ポ .… 


プロ パテ ィ 


[5] [ん] と ふた つの ノー ト を 使っ て し まう と 、 後 ろ の 「 ん 」 を ハッ キリ と 言い すぎ て し まい 、 違 和 感 が 大 
きい 。 そこで 、「 ら ん 」 を 結合 し て ひと つの ノー ト に し て し まお う 。 「Ctrl]+ 左 ドラ ッ グ で ノー ト を 結合 す 
る 。 [- ら ] [n ら ] [n ら ] [ん ] と いう 風 に 歌詞 を 変更 する 。 最 後 の 「 ら ん 」 は 、 後 ろ に 「 ら 」 が な い の で 、 
単独 音 で 「 ん 」 を 用 いた 。 
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今回 の サン プル で の 場合 は 、 前 と 後ろ で 音 高 が 変わ っ て いる の で 、 そ こ は ピ ッ チ で 音 高 を 合わ せる 。 ビ ピッチ 
の 点 を 6 点 に し て 、 音 高 が 変わ る よう に し よう 。 右 クリ ッ ク ー ビ ピッ チ で 、 点 を 追加 し て この よう な 形 に 変更 する 。 


記 I @ 『/ 
// CSI@ UI * / 
TELUULUUU 1 // プ // 
還 UMUU | 0///: 
TUUML F 7// 用 
samasalllil | ー \ 
F- イッ 鑑 / 
党 ア // 
UTAU 音 源 図 / 
6972256C5O50S2B3353RD53352352sd5PsiS3SS323P35ossstez2c52ieoaRistareici を ) 7/ 
5 HN- な な ひら : | NCPLdk9519S2d2R2DRIGIDRO3 
: 言 源 名 : 春 歌 ナナ (は る か な お ) : 『 HN:keyl E 
: 音源 配布 所 : : | 8 VI 5 
- http://confetto.chu.jp/haruka/ 柚 計 | 0 靖 ec Mt : 
ーーー- 日 9e に 】 リ H 
: Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 5 | =、 http://www.nicovideo.jp/mylist/17415997 5 
: な な ひら の 声 を 用 いて 作成 し た 、 UTAU 用 音声 ライ ブラ リ で す 。 キ ャ ラク ター デザ イン は : アラ ーー : 
』 な ぎ ) 上 : を この キ ー に : 
E 2 陸 が の 間 攻 と の 六 Y や 特 析 き あ る で し まう か = | : 落ち 着き の ある 男性 キャ ラク ター で す 。 麻雀 が 好き で 中 華 風 の 格 好 を し て いま す 。 : 
: 大 雑 所 に いう と 、 品 系 音源 と いう 分 類 に な る みた いで す 。 : | : oe ES 5 
: Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? : 本 | 02. ほか の 音源 と の 違い や し ょ う 
: 量 が ある の で 、 声 を 一 定 に 保つ の が 大 変 で し た 。 特 に 連続 音 は 単独 音 より 1 音 の 長 さ が 長 : E SS RS 5 
: い の で な る べく 音程 が ぶれ な いよ うに 、 と いう の に 気 を つけ て 収録 し て いま す 。 : : 2 本 5 
: Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます : : Ao に cr こも っ 2 : 
: 声質 か ら 可 愛 い 系 ・ 明 る い 元気 系 の 曲 に 使っ て いた だ く こ と が 多い の で す が ダ ー ク 系 の 曲 : | : on の As 4 か 生生 
- 攻 玉 ら こと が 上 : 選 こ 京 音 ヽ 調 だ : 
5 8、 ご の 直上 で の は 軍 コ な どれ 寺下 さい : | : と 嬉し いで す 。 ま た 、 最初 に 音源 を 公開 し て か ら 時 間 が 随分 経ち ます が 、 今 で も 愛 : 
: 少し お ず か し いん で すけ ど 、mod を いじ る と 結構 いい 感じ に な る と か な ら な いと か ……! 人 3 
: あと 、 語 尾 の ビッチ を 上 げ る と 良い アク セン ト に な る みた いで す 。 音源 自体 に 中 の 人 の 癖 が 結 : : ph eeeGoerhkeh に 人 
: 構 あ る の で 、 自 然 に 歌わ せ た い と いう 方 は いじ りす ぎ な い ほ うがい い の か も し れ ま せん 。 : : 高音 割 と いけ ます し 、 2 SR 源 だ と 思 。 
: Q6. 今 後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか ? : | : Q6 か が 0 : 
: 現在 、 ウ ィ ス バー 風 音源 を 製作 中 で す 。 バ ラー ド や コー ラス に 向い た 柔らか め の 音源 な の で 、: 5 1 9 3 
[表現 の 幅 も 広げ られ る か な ー と 思っ て いま す 。 : 人 cas に 0 : 
回 …. Q7- 今後 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば え て くだ さい 0 
| "・ 前述 の と お り 、 別 音源 も 少し ずつ 増やし て いけ た ら な 、 と 。 そ れ と 、 色 々 な 方 の ご 協力 で 動 : 
る | : いて いる こと も いく つか ある の で そちら も いつ か お 披露 目 で きた ら 嬉し いで すぐ " マ ^)  : 
唄 > 
た 
破 。 
『 HN: 当 提 花 : 
: 音源 名 ' 雪 歌 ユ フ (せっ か ゆ ぶ ) 3 
: 音源 配布 所 : : 
: http://sekkayufu.web.fc2.com/ H 
1 Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 8 
H 声 に あわ せ 名 前 を つけ 、 声 と 名 前 に あお わせ て キャ ラク ター を デザ イン し まし た 。 冬 モ チ : ミポ PPP 
: ーー フ な デザ イン に 、 大 き な 三 つ 編 み が ト レー ド マ ー ク で す 。 : : HN: キ コ リノ 
: Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 5 : 音源 名 型 破 ル ト (か た ば る と ) も 
: 基本 的 に ウィ スパ ー ボ イス な の で す が 、 さ さや き 声 で 単独 音 一 種 、 連 続 音 二 種 が ある 音 : : 言 源 記 布 所 : 型 破 ルト /Mura 音源 配布 所 
: 源 は や や 珍し いか と 思い ます 。 : : http://catapult.mitarashidango.com/ 
: Q3. 音 源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 5 入っ マー Se 補 
: こ : Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 
: 環境 ノイ ズ や 、 人 的 ノイ ズ へ の 対処 な ど で し ょ うか 。 また 、 再 録 時 、 字 声質 を 変え な : E SHOPDDI ES 深 が に ST お お の あら 2 
: いた め の 工 夫 な ども 。 5 : Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか : 
: Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コ メン ト を お 願い し ます 生生 に 
: いつ も ユ フ が お 世話 に な っ て いま す 。 ユ フ が 、 創 作 の お 役に立て て いる の で し た ら 、 と : : Q3. 音 源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? H 
: て も 嬉し いで す 。 : H 6 is ms 四 る 
: Ce : : ノイ ズ が 入り や すか っ た 点 で す 。 連続 音 は 量 が 多い の で 特に 苦労 し まし た 。 : 
: Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あれ ば 教え て 下さ い 0 
: ユ フ 製 作 チ ー ム の お すす め リ サン プラ ー は 「resampler5] で す 。 上 旧型 の リサ ンプ ラ H : 『 つ と 上 手 に 歌わ せ て 下さ る 方 ば か り で 、 い つも 驚か され て いま す 。 使っ て くだ さる 方 あっ て の 日 
: 一 の た め 使 用 で き な い フラ グ も あり ます が 、 ウ ィ ス パー ボイス と の 相性 が 良好 だ と 思い ま : ミ つい NSR : 
: す 。 8 : 音源 だ 感じ て E 6 : 
半 に 失っ で 上 : : Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い : 
: Q6. 後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか? 6 : 全体 的 に イ 行 の 発音 が 苦手 で す 。Flags や エン ジン の 差し 替え 等 に よっ て 改善 で きま す 。 他 バー ジョ ン も : 
お (OS Eo KO : 配布 し て お り ま す の で 、 い ろ い ろ 試 し て 頂け れ ば と 思い ます 。 : 
: Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい od : Q6. 今 後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか ? RE 
: 雷 歌 ユ フ の 商業 CD アル バム が 発売 され ます ! 12/5 と 1/9、 二 ヶ月 連続 り リリ ー ス と な * : 商 時 の ある 宮 源 は あり ます が 、 信 の と ころ 録音 する 予定 は あり ませ ん 。 、 記 
: り ます 。 詳細 は U-Rythmix で 検索 し て くだ さい 。 : : Q7. ろ 後 の 展 全 や お 知ら せな ど あれ ば 肖 え て くだ さい に 
RNNRTN や NNWNWNPWNWNWNRNRNRNNWRNNWNNN ポ ミキ ャ モコ モモ キュ ニ ミ ネ ドコ すま まま よ まま ます LILHIIEIHLLIEII は ELLE 『 今後 の 展開 も 未定 で す 。 更新 の マイ ペー ス な 音源 で す が 、 どう ぞ よ ろ し く お 願 いい た し ます 。 H 
に 】 
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hs :HN:Gimmick 
neess * 言 濃 名 :Pumpking the Testloid (バン プ キ ング ・ ザ ・ テ スト ロイ ド ) 5 
音源 配布 所 日 
*。 単独 音 DL:http://Wwww.4shared.com/zip/PxXBC0p3/Pumpking.html *: 
: 連続 音 Main Link:http://Wwww.mediafire.com/?kp6uv4tj2s3b1gn ョ 
: 連続 音 Mirror Link: http://www1.axfc.net/uploader/Al/so/97371 (Pass: Pumpking) - 


: Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 5 
: 歌う か ば ちゃ の お も ちゃ 、 パン プ キ ング で す 。 可 愛 い 女の子 や お じ さ ん と 遊ん だ り 踊っ た りす る の が 大 : 
: 好き で 、 嫌い な も の は 美少年 と ハロ ウィ ー ン 時 期 の 子供 達 。 酔っ 払っ た お じ さ ん 達 か ら は 「 か ぼ ち ゃ ん ] : 
: と 呼ば れ て いま す 。 : 
: Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか : 
: パン プ キ ング を 使っ て いた だ いた 方 々 か ら は 「 子 供 っ ぽい く 、 ク リア な お 声 ] と 言わ れ て いま す 。 単独 音 : 
: は ハキハキ と し だ 発音 が 多く 、 UTAU の 初心 者 に も 使い や すい よう で す 。 連続 音 は 逆 に 少し 柔らか い : 
: 発音 に な っ て いて 幼 さ が 増し た 様子 で す 。 聴く 人 に よっ て 幼い 女声 や 少年 声 に も 聞こ える の で 、 中 性 的 : 
: な 所 も 特徴 で す 。 
E Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 『 
場所 や パソ コン 、 マイ ク の 状態 で 何時 も 悩ん で いま し た 。 録音 し た い の に 周り が 静 ま ら な い 、 マイ ク と : 
PC. の 相性 が 悪く て どう し て も 雑音 が 入っ て くる …… な ご ど など 。OTO.ini も 未だ に どう すれ ば 良い の か : 
わか ら な く て 迷い まし た 。 連続 音源 の OTO.ini は AsterSelene さん に 作っ て 頂い た の で 単独 音 よ : 
り 使い や すべ な っ た と 感じ て いま す 。AsterSelene さん に 感謝 し て ます ! H 
互生 ご の 立 源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます H 
始め て パン プ キ ング の 音源 を 配布 し た 時 は 応援 し て くれ た 方 々 の 数 に 驚き まし た 。 動 画 で は アメ リカ : 
や 日 本 で も た くさ ん の 嬉し い コ メン ト を 頂い て 幸せ で す 。 こ ん な に パン プ キ ング を か わい が っ て くれ て い 『: 
る 方 々 が いて くれ て 感謝 し て いま す 。 本 当 に あり が と うう ご ざい ます ! これ か ら も 宜しく お 願い し ます 。 
RS 二 9 閉 源 を を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い H 
単独 音 に は 「 じ ぇ ] が な い の に 最近 気づき まし た 。 も し 「 し ぇ 」 を 歌わ せ た い 場 合 は 「 し 」 と 「 え 」 を エ : 
ン ペ ロー プ で オー バー ラッ プ じ て 組合 せ ば 上 手 く 使 えま す 。 H 
Q6. 等 後 ミ 立 源 代 ア ww ブ デー ド は 考え て いま す が ? : 
出来 れ ば 連続 音 に 再 挑戦 し た いで す 。 さ ら に 八 キ 人 ハ キ と し た 発音 に 気 を つけ な が ら パ ワ フ ル な お 音源 、 : 
低め の 音源 、 嘱 き 音源 な ど 作 っ て みた いと 考え て いま す 。 : 
k Q/. 今 後 の 展 開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい : 
: 今 の と ころ は っ きり し た 考え は な いで す 。 時 間 が あれ ば パン プ キ ング の ホー ムペ ー ジ も 作り た い の で す H 
: が …… と に か く 連 続 音 源 の 再 チ ャ レン ジ で すね ! 


: HN: じゃ お まん じゅ う (pom) / INA 
: 言 源 名 ば お & ば みゆ ゅ 
: キャ ラク ター 名 : ば お / ば み ゅ 
: 言 注記 布 所 PAM x POM に == ェ 
: http://pam6pom4.web.fc2.com/ De 
: Q]1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い : 
: ば お : 舌 足ら ず と が 脱力 系 と か 言わ れる けど めげ ず に 歌う よっ か オン チ は 愛 婚 : 
: で カバ ー! …… で きる か な ? : 
: ば みゆ : あ た し ね 、 ば お の 明日 の 可能 性 の ひと つ な ん だ 。 明 日 が 待ち きれ な く て : 
: 飛び 出し て きち ゃ っ た ) だ っ て 、 も っ と は や く 、 も っ と いっ ぱい 、 も っ と 、 も っ と 、: 
: も ー っ と 、 UTA わせ て くれ る あな た の 想い に 応え た いか ら ! H 
: Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか H 
: ば お は 単独 音 (Dam フォ ル ダ ) 、 ば みゆ ゅ は 連続 音 + 連 続 音 向け 単独 音 で す 。 ば ぱ : 
: むこ ば み ゅ は 、 どちら も 舌 足ら ず で 幼 め の 少女 声 で 、 声質 も 似 て ます が 、 雰囲気 : 
: は 結構 違っ た 感じ に な っ て いる か と 。 音 質 加 工 や 細か い 整 形 を し て いる の で 、 中 : 
: 身 と 若干 違う 声 で すし 、 中 身 よ り も 滑 舌 が いい ん で す よ 。 
: Q3. 音 源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? * 
自分 の 滑 舌 の 悪さ 、 体力 の 低 さ に 抗い まく り ま し た 。 音質 加 工 、 整形 は 、 ひ と : 
: つ ひ と つ 、 目 と 耳 で 確認 し な が ら 行 な い 、 その 後 UTAU に 乗せ て 耳 確 認 を する : 
: の で 、 時 間 が か か り ま し た 。 H 
: Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます H 
: 仲良 くし て 下さ っ て あり が と う ご ざ いま す 。 こ れ か ら も どう ぞ よ ろ し く お 願 い : 
: し ます (^-^⑨ H 
: Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 数 えて 下さ い H 
: omake フォ ル ダ 、 十 フォ ル ダ の 中 身 は 実用 に 耐え る か ナゾ で す 。 ベ べ タ 打ち に : 
: 強い (予定 ) で す が 、 所々 発音 が 不明 瞭 か も ? ば お む の カタ カナ 音素 は 発音 に 少 : 
: し 癖 が あり ます 。 H 
: Q6. 今 後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま す が ? : 
: ば お と ば み ゅ の 成長 (アッ プ デ ー ト ) は 不定 期 で 、 使 用 感 は その まま に 、 気 に な : 
: る 部 分 の み を 修正 する 形 の マイ ナー チェ ンジ が 主流 で す 。 H 
: Q7. 今 後 の 展 開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい H 
: ば みゆ ゅ すり お (ば み ゅ ver. すり お ) を 近日 公開 予定 で す 。 マ イナ ー チ ェ ン ジ を : 
: 主流 と し て きた 当方 で は 初め て の 、 新規 録音 に よる ば み ゅ の 新 バ ー ジ ョ ン と な り : 
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cr 連続 音 を 一 度 に 調整 する 


計る: Zteer フル autoren150.zip 


| 連続 音 一 括 設定 ] は 、 連続 音 音源 を 使用 する 際 に 必要 な 、 連続 音 用 の 特殊 な 歌詞 の 変換 や クロ ス フ ェ ー ド の 設定 等 の 炉 な 作業 を 一 括 し て 行う プラ グ 
イン で ある 。 こ の プラ グイ ン を 使え ば 「OK] ボ タン ワン クリ ッ ク で 非常 に 簡単 に 連続 音 の 設定 が で き 、 さ ら に プラ グイ ン の 設定 を 行う こと に より 後 で ピッ チ 曲 線 
や 音符 の プロ パテ ィ 等 の 調整 が 簡単 に な る の で 、 連 続 音 を 使う 時 に 是非 試し て 欲し い 。 


交 プラ グイ ン ラ ァイル は 本 書 の 付録 に 収 若 し て いる も の の 他 に も 。 下 記 サ イト に て 様々 な 種類 の プラ グイ ン が ダウ シロ ー ド 可能 ss = | 1 

() 

記 

か NN 

な プラ グ イン と は | 先 に 音符 を 全部 選択 し て か ら 、 メニ ュー バー の 
「m 

っ フ 

(ap] 

(ずり 

(ea 

ーー- 

と 

( 王 

ざ 

\L 

I 

さ 

NN 

細 


な の で 、 色 々 と 試 じ て 欲 じ い 。 


ポル タメ ント 


「 ツ ー ル 」 一 「 プ ラグ イン ]」 一 「 連 続 音 一 括 設定 ] 2 混 計 論 " >5y 
| を クリ ッ ク し て 、 設定 画面 を 起動 する 。 初 期 の 設 5 
定 値 の まま で 「OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る だ け で 0 生 。 デ | 
問題 な く 連 続 音 が 使用 で きる が 、 下記 の 設定 を | 宙 。。W- 宮 | 
行え ば ポル タメ ント の 調整 や 音符 の プロ パテ ィ で | き 証 
実施 する 各種 設定 を 同時 に 行っ た り 、 ピッ チ 曲線 。 寺 。s 
の 調整 を より 簡単 に で きる よう に する 事 が で きる 。 seem 守 


UTAU で 使え る プラ グイ ン と は 、 UTAU の メニ ュー より 呼び 出し て 、 
UTAU の 擬 能 を 超え た 調整 、 操作 を で きる よう に する (UTAU の 失 能 を 


拡張 する ) 為 の プロ グラ ム で ある 。 プ ラグ イン に は 拡張 する 機能 の 種類 に よ 
り 以 下 の よ うに 大 きく 4 つ に 分 ける 事 か で きる 。 


ポル タメ ント が 設定 され て いな い 音符 に 、 ポル タメ ント を 設定 する 。 既に 
設定 され て いる 音符 に は 影響 を 与え な い 。 右 画像 の 様 に テン ポ が 速い 曲 
ほど 「 開 始 ] の 絶対 値 と 「 長 さ ] の 値 を 小さ くし 、 反対 に テン ポ が 遅い 曲 は 
大 きく する と 良い 。 ま た 、 基本 的 に 「 開 始 ] の 絶対 値 は 「 長 さ ] の 半分 に 


設定 する 。 設定 方 法 は 、 プラ グイ ン 設 定 画面 右上 の 「 ポ ル タ メ ント ] 項目 
の 「 開 始 ] と 「 長 さ ] テキ スト ボッ クス に 直 
開始 :-15 ミ リ 秒 、 長 さ 30 ミ リ 秒 に 設定 し て 


エン ペロ ー プ や ピッ チ 曲 線 な どの パラ メー タ を 、UTAU 標 準 の 編集 機能 

(エディ タ ) よ り も 高度 な 機能 (エディ タ ) を 使っ て 編集 で きる よう に する タ 

」 イプ の プラ グイ ン 。UTAU 標 準 で は ひと つ ひ と つの 音符 毎 に 分 か れる 1 
エン ベロ ー プ ・ ピ ッ チ (Mode1) の エディ タ 画 面 の 代わ り に 、 複 数 の 音符 


接 数 値 を 入力 する 。 


開始 :-50 ミ リ 秒 、 長 さ 100 ミ リ 秒 に 設定 し て 
ES の El 
テン ボ が 遅い 曲 向 け の 調整 


ーー- 


mm I | エン ペロ ー プ や ピッ チ 曲 線 (ポル タメ ント や ビブ ラー ト 等 ) 、Flags 値 の 設定 な 

"| ど 、UTAU で 滑ら か に 歌わ せる の に 必要 な 各種 パラ メー タ の 調整 を 1 クリ ッ ク で 

| 自動 的 に 簡単 に で きる よう に する タイ プ の プラ グイ ン 。 「 連 続 音 一 括 設定 」 の 様 

に 特定 の 目的 に 合っ た 調整 、 設 定 を 自動 化す る プラ グイ ン と 、 | 調整 お 手伝い ] 
] 


Tr 


適用 後 の 画面 
テン ボ が 速い 曲 向 け の 調整 


| の エン ベロ ー プ ・ ビ ピッ チ を ひと つの エディ タ 画 面 で まとめ て 編集 で きる よ 
| うに する 「Envelope Editor 2]「 拡 張 ビッ チエ ディ タ ] の 様 な プラ グイ ン ド 
、 と 音符 や パラ メー タ の コ ビ ピー: ペー スト 機能 を 強化 する 「 キ ャ ッシュ を 壊 | 
- さ な い よう に 挿入 / 削 除 / コ ピー/ 貼 り 付け 」「「 形 式 を 指定 し て 貼り 付け 」 

の 様 な プラ グイ ン が ある 。 


R を 歌詞 と し て 扱う 


通常 Mode2 の ピッ チ 曲 線 の 両端 の ポル タメ ント 点 は 上 下 (音階 方 向 ) 三 三 : 
は 音符 の 音階 の 位置 に 固定 され て 動か せな い 為 、 右 画像 の 様 に 休 符 「R] 三 三 
の 次 に ある 音符 の 出だし の ピッ チ を 下げ る に は ポル タメ ント 点 を 4 点 に 増 や ーー デー ェ :== ニテ ーー= 
す 必 要 が ある が 、「R」 を 歌詞 と し て 音符 の よう に 扱い 、 左端 の ポル タメ ント ー ニ ーーー ビービー ニー ニー デミ 
京 を 下げ る 事 が で きる 様 に な る 。 設定 方 法 は 、 プラ グイ ン 設 定 画面 左上 の  - ャ ーー = 


「 歌 詞 を 置き 換え る | 項目 の 「R を 歌詞 と し て 扱う ] に チェ ッ ク を 付け る 。 
に = コ 三 ル ビー 
子音 速度 設定 


[ 
3 Pa)=I TA 時 人 SS 人 20599 計 1 oe 
全て の 音符 に 指定 し た 子音 速度 を 設定 する 。 テンポ が 速い 曲 ほ ど 値 を 


還 ン ポー ト (UST フ ァイル へ の デー タ の 反映 ) が で き な い デー タ を 
イン ポー ト し て エン ペロ ー プ や ビッチ 曲 線 に 反映 で きる よう に す 
大 きく し て 子音 速度 を 速く する と 、 発音 時 間 が 短く な る 為 、 子音 の 発音 タイ 
ミン グ が 良く な っ た り 、 発声 時 間 の 長い 子音 ( サ 行 等 ) が 先行 発声 の 長 さ 
調整 で 削ら れる 部 分 が 少な く な り 、 カツ ゼ ツ が 良く な る 場合 が ある 。 テンポ 


「OverFlags」 「 フ ラグ を グラ デー ショ ン の よう に 変化 させ る ] の 様 な 幅広 い 調 
声 を 自動 化す る プラ グイ ン が ある 。 


* 


UTAU 標 準 で は 、 ひ と つの エディ タ 画 面 に 入力 され た 1 音源 、1 ト ラッ 
ク 分 の 歌声 し か 1 度 に 再生 で き な い の を 、VOCALOID3 の 様 に 複数 
| 音源 ・ 複 数 トラ ッ ク ・BGM を 同時 再生 で きる よう に する タイ プ の プラ グ 
| イン 。 複 数 開い た 画面 の 全部 を 同時 再生 で きる よう に する 「UTAU 全 
ウィ ンド ウ 同 時 再生 ・ 停 止 プ ラグ イン 」 と 、 前 者 の 機能 に 加え て BGM も 
| 同時 再生 で きる 「BGM 同 時 再生 プラ グイ ン 」 が ある 。 


LVTAV(C HH 
| コン 6 で BS MEG ーー イー ak っ mw 


= る タイ プ の プラ グイ ン 。 「 周 波数 トレ ー サ ー]」 が 該当 。 : っ / 旧 Ai 
す | | s 還 


プラ グイ ン の イン スト ー ル 方 法 


が 遅い 曲 は 値 を 小さ くし て 子音 速度 を 遅く する と 、 発音 時 間 が 長く な る 人 為 、 


} 
EPS レダ を 確認 する 24 に ドド ロップ する | 発声 時 間 の 短い 子音 ( カ 行 等 ) の カツ ゼ ツ が 良く な る 場合 が ある 。 た だ し 、 
1 92 ご EN ジ ルドラ イ 20 2 財 お に 光 HFCrIIP 人 まま 
| 配下 に ある (64bN 上 OS の 場合 は Pogram Fie(X86) 配 下 )。 無 場合 は plugins」 フォ ル ダ を と ろ 男 イ 子 設定 の 影響 を 受け る 部 分 ) に 含ま れ て いる の で 、 子音 速度 を あま り 大 きく 
| 有 分 で 作成 する (フォ ル ダ 名 の 弧 り を 間違え る と プラ グイ ン フォ ル ダ と し て 認識 し を い の で 注意 )。 5 に | n を 変え る と 悪影響 が 出る の で 注意 。 設定 方 法 は 、 プ ラグ イ ン 設 定 画 面 右 中 の 
ーー を た prefix.map を 反映 子音 近 設定 ] 項目 に チェ ッ ク を 入れ て 、 テキ スト ボッ クス に 直接 数値 
as 97 ま YE LixegcjETfIT の 半生 
の SNR で トブ の 音 薄 の 高き が 條 う 原音 を 持っ 音 源 に つい て refix.map 編集 画面 に て は 音 持 の プロ パテ 画面 で も 音符 毎 に 調整 可能 で ある MM 
| Zip 形式 の プラ グイ ン ファ イル は ドラ ッ グ ク & ド ロッ プ に よる 自動 イ ンス トー ル に 対応 し て いな いち の も あ 内 ル す 表 め | に 昭 Ss 2 2 2 さ A 2 3 上 8 2 生ま 2 6 
る 。 そ の 場合 は zip フ ァイル を 解凍 し て 出来 た フォ ル ダ を 手動 で 「plugins] フ ォ ル ダ に 入れ る 必要 が ある 。 の W ら 。 1 指定 する 事 に より 、 ci Pl 0 rh 
生生 コ SC3eー、 う ニー ーーー 1 が 、 この 設定 を 行なう と 、 歌詞 を : 音 に える 際 に 、 右 画 こ に に に ーーー | 
イン スト ー ル 売 了 を プラ て 00 ! WindowsXP で プラ グイ ン が ! 「UTAUver0.4.00 で Y 全容 上 の 歌詞 表示 に prefxmap の 記号 が 付け られ る 旋 、 各 音符 が 使 四 ビン ユ レ ー ン シヨ ン 設 定 
< 確認 3 | 起動 し な い 場合 は … 1 KA ン を 使用 する 際 の 注意 1 する 原音 の 高 さ が 一 目 で 分 か る よう に な り 、 原音 の 違い を 考慮 し た Flags 1 ・ 
ea ! ! 革 ES の 設定 値 の 調整 が し 易く な る 。 設定 方 法 は 、 プ ラグ イン 設定 画面 左上 の 「 歌 コン ョ レー ツ a 【 丘 導 8 コピ 0 が 0 人 
|| 四 ー マ ーー。 着 | TAuve0400 ! 詞 を 置き 換え る 」 項目 の 「prefix.map を 反映 ] に チェ ッ ク を 付け る 。 抑え る パラ メー タ ) を 設定 する 。 通 常 は デフ ォ ル 本 
El | で は の PPT ト の 0 の まま で 問題 な い が 、 原音 の 持つ ピッ チ の 
2 ウラ 2 E20 ね ウケ 1 1 お 1 ! | 言語 結 ? っ ! = Sabas 反映 させ た 画面 ぶれ を 調 声 に 生か し た "場合 は 設定 値 を 変更 で ヨ 旨 議 
する と 、 イ ンス トー ル さ れ て いる プラ グイ ン の 一 覧 が まれ て いな い WindowsXP で 使用 する に は 別 ! ! の 場合 は 、 メ ニュ きる 。 た だ し 、 ピッ チ の ぶれ が 大 きい と 連続 音 の sue -mgm 上 


PE PIT プラ クイ ン 
ば 、 イ ンス トー ル 完 了 。 


プレ 。。 名 "の イン スト ー ル が 完了 し まし た 」 と 表示 され れ 
の 


表示 され る の で 、 目 的 の プラ グイ ン 名 を クリ ッ ク す る 
と 、 プ ラグ イン 画面 が 立ち 上 が る 。 

※ 必 ず 予 め 機 能 を 適用 する 対象 の 音符 を 選択 し て か ら 
起動 する 事 。UST フ ァイル 全体 に 実行 し た い 場合 は 
「Ctrl」+「A] 押 下 で 全 選 択 す る 。 た だ し 、「UTAU 全 ウィ ンド 
ウ 同 時 再生 停止 プラ グイ ン 」 と 「BGM 同 時 再生 プラ グイ 
ン ] は 予め 音符 の 再生 を 行う 必要 が ある (詳細 は 後 で 各 
プラ グイ ン 毎 に 説明 )。 

※ プ ラグ イン の イン スト ー ル 直後 に プラ グイ ン 一 覧 に 表示 
され な い 場 合 は 、 プ ラグ イン 一 覧 の 下 の 「 リ ロー ド 」 を クリ ッ 
ク す る と 表示 され る 。 


! 途 .NET Framework を イン スト ー ル する 必要 
1 が ある (Vista 以 降 は OS に 含ま れ て いる の で イ 1 
1 ンス トー ル の 必要 は 無い )。.NET Framework ! 

! 3.5 は 下記 の Microsoft Download Center か 1 
1 ら 無償 で ダウ ン ロ ー ド 可能 (プラ グイ ン は .NET i 
Framework 2.0 対 応 が 多い が 、3.5 は 2.0 と 互 ! 
! 換 性 が ある 為 3.5 で も 問題 は 無い )。 ! 
1 http://www.microsoft.com/ja-jp/i 
1 download/details.aspx?id=21 H 


バー の [ツー ル 」 よ り [ オ プシ ョ ン 」 を 選ん で オ 1 
」 プ ショ ン 設 定 画面 を 開き 、 上 画像 の よう に ! 

1 「 全 般 」 タ ブ を 選択 後 全般] タブ 内 の 「 そ の ! ! 
L 他 」 タ ブ を 選択 し 、「Ust フ ァイル 及び plugin 
1 スク リプ ト に 旧 形 式 の エン ト り を 出力 する 」 に H 
! チェ ッ ク を 入れ て 、 プル ダウ ン メ ュー より ! 
! 「 旧 形式 1] を 選択 し て 、「OK] を クリ ッ ク す る 1 
」 と 使え る よう に な る 。 (も し 、「 旧 形式 1」 で うま ! 
1 く 行か な い 場合 は 「 旧 形式 2」 を 選択 する 。) ! 
ーー ーーー ーーー ーーー* 


mm ーー 


接続 部 分 の 合成 が うま くい か な く な る 為 、 最初 は 
10 以下 の 小さ い 値 で 試し た 方 が 良い 。 設 定 方 
法 は 、 プラ グイ ン 設 定 画面 右 中 の 「 モ ジュ レー シ 
ョ ン 設 定 ] 項目 の テキ スト ボッ クス に 直接 数 値 を 
入力 する 。 ま た 、 モジ ュ レ ーション は 音符 の プロ 
パテ ィ 画 面 で も 音符 毎 に 調整 可能 で ある 。 


用 gE | nc00emi0) 
[No Forwant Filter 
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イー バム 紀 4 きく と と と と で 0 1dVH うー- 


複数 の 音符 の ビッ チ 曲 線 を 編集 


拡張 ピッ チエ ディ タ 9 
功 作 者 名 : Zteer 較 フ ァイル 名 : picedit210zip 。 部" 


複数 の 音符 の ピッ チ 曲 線 を ひと つの ピッ チエ ディ タ 画 面 上 で まとめ て 編集 で きる プラ グイ ン 「 Mode1 用 ピッ チエ ディ タ 」 が Mode2 に も 対応 し た 「 拡 張 ピッ チ 
エディ タ 」 に パワ ー ア ッ プ 。 Mode1、Mode2 の どちら で も 自由 な ピッ チ 曲 線 の 描写 が 可能 に な り 、UTAU エ ディ タ で は 不可 能 で あっ た Mode1 か ら Mode2 へ 
の ピッ チ 曲 線 ト レー ス 機 能 が 加わ っ た 。 


ピッ チ 曲 線 を 編集 し た い 音 符 を 複数 選択 し て か ら 、 メニ ュー バー の 「 ツ ー ル 」 一 「 プ ラグ イン 」 一 「 拡 張 ピ ビッチ エディ タ ] を クリ ッ ク し て 、 拡張 ピッ チエ ディ タ 画 
面 を 起動 する 。 ピ ッ チ 曲線 の 編集 が 終わ っ た ら 、 「OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て エディ タ 画 面 を 閉じ る 。 プ ラグ イン の 実行 を 取り や め た い 場 合 は 「 キ ャ ン セ ル ] ボタ 
ン を クリ ッ ク し て 閉じ る 。 


編集 モー ド を 切り 替え る 
ンコ ア の パン イン の 
の Mode 1 また は Mode2 と 表示 され て いる の が Mode1 還 村 カー フ 」 モ ー ド の 絡 


ノ Mode2 切り 替え ボタ ン で 、 クリ ッ ク す る 毎 に 交互 に 切り 替 ュー ニニ ニニ ニー ニョ 
わる 。 UTAU エディ タ が Mode1 / Mode2 の どちら の 状 | ーー ニー ーー 
態 で あっ て も 、 この ボタ ン で 切り 替え て Mode1 / Mode2 
の 両方 の ピッ チ 編 集 が 可能 と な る 。 た だ し 、 右 画像 の 様 に 拡 
張 ピッ チエ ディ タ 画面 上 に ポル タメ ント 点 を 表示 させ て 動か す 
に は UTAU エディ タ が Mode2 の 状態 の 時 に 限ら れる 。 ピ 
ッ チ 曲線 の 基本 的 な 描写 モー ド と し て 、 Mode1 / Mode2 | 中 上 | 
の 両方 共に 、 直線 「 ン 」、S 字 カ ー ブ 「S」、 フリ ー ハ ンド [F」 = mi 王 ビン コ | -- EEE の 日 9 
yh い し | を 上 モー ド か の El を る カー モート で 
描い た )。 た だ し 、 有 有 画像 の 様 に ポル タメ ント 点 が 表示 され る ニーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ェ 4 ーー 
の は プラ グイ ン 側 が Mode2 で 、 直線 、 また は S 字 カ ー ブ モ ニーーーー ーー ニー ニーー ニ ーー 圭一 ーーーーーーーーーー 


ー ド で 編集 し て いる 場合 に 限ら れる 。 フ リー ハン ドモ ー ド で は = ニーーーーーーーーーーー 

Mode2 で も ポル タメ ント 点 は 表示 され な い が 、 実際 は 自動 ニー キーーーーーーー ニ ーーー 

的 に ポル タメ ント 点 が 増やさ れる (直線 、 また は S 字 カ ー ブ モ 三 二 ここ 

ー ド に 戻す と フリ ー ハ ンド モー ド で ピッ チ 曲 線 を 描写 し た 部 分 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ms ーー テー ーーー ビ ーーーー= 
の ポル タメ ント 点 が 増え て いる の を 確認 で きる ) 。 三 三 三 三 主 三 三 主 主 王 三 三 三 三 三 二 三 寺 三 三 


Mode2 の ポル タメ ント 点 の 編集 に つい て 


Mode2 で は プラ グイ ン 画 面 下部 に 「[+]] ボタ ン が 表示 
され 、 これ を クリ ッ ク し て 押し 込ま れ た 状態 に する と 、 ポル タメ ーーーーー ーーーーー 

ント 点 を ドラ ッ グ し て 移動 可能 に な る 。 ポ ル タ メ ント 点 を 追加 = た = : 
し た い 場 合 は ピッ チ 曲 線上 の 追加 し た い 位置 で クリ ッ ク す る 。 
また 、 ふた つの ポル タメ ント 点 の 間 の ピッ チ 曲 線 の 形状 は デ 
フォ ルト で は 9S 字 カー ブ に な る が 、 2 番目 の ポル タメ ント 点 を 右 
クリ ッ ク す る 毎 に 「 直 線 ] 一 「R 型 」 一 「J 型 」 一 「S 型 」 に 
変更 可能 。S 字 カ ー ブ 「S」 、 また は フリ ー ハ ンド 「F」 ボタ ン 
を 押し て ピッ チ 曲 線 を 描く と 、 自動 的 に ポル タメ ント 点 の 数 が 
増やさ れる 。 プ ラグ イン 画面 下部 に 「 点 数 を 制限 」 チェ ッ ク 


リン ンス が の 7、 これ UTAU エディ タ の 人 欄 に 合わ せ で UTAU 音 符 入力 画面 に 反映 され た 状態 UTAU 音 符 入力 画面 に 反映 され た 状態 
ポル タメ ント 点 を 最大 50 点 に 制限 する も の な の で 、 将来 的 計 in ニニ aa 


S 字 カー ブ モ ー ド で 
ポル タメ ント 点 を 増やし た 画面 


に UTAU エディ タ の バー ジョ ン ア ッ プ で 最大 ポル タメ ント 点 
数 が 増え な い 限 り は チェ ッ ク は 入れ た まま に し て お く 。 


本 


ビッ チ 曲 線 の 編集 例 


拡張 ピッ チエ ディ タ で は 、 ピッ チ 曲 線 の 描写 に 合わ せ 
て ポル タメ ント 点 を 自動 的 に 増やす た め 、 音符 が 上 が る 
前 に ピッ チ が 一 旦 下 が る 「 プ リ パ レ ーション 」 や 音符 が 
上 が っ た 直後 に ビッ チ が 音符 を 超え る 「 オ ー バ ーシュ ー 
ト | と いっ た 細か い ピ ッ チ 調整 が Mode2 で も 簡単 に 行 
える ( 右 画 像 で は 、「 う さ ぎ お い 」 を S 字 曲 線 モー ド で 、「 し 
か の や ま 」 を フリ ー ハ ンド モー ド で 描い た 。 画像 の 様 に 
フリ ー ハ ンド モー ド の 方 が ポル タメ ント 点 が 多く 増え る )。 
また 、 拡張 ビッ チエ ディ タ に は ビブ ラー ト を 自動 で 描く 機 
能 は 無い が 、 S 字 曲 線 モ ー ド また は フリ ー ハ ンド モー ド で 
描く 事 に より 、 UTAU エディ タ の 標準 機能 で は 難し い 、 
ピッ チ の 揺らぎ の ある リア ル な ビブ ラー ト を 作る 事 か で きる 
( 右 画像 で は 、 最 後 の 音 符 「 ま ] を フリ ー ハ ンド モー ド で 、 
それ 以外 を S 字 曲 線 モ ー ド で 描い た ) 。 


プリ パレ ーション 、 ビブ ラー ト の 編集 例 


到 ロッ テニ ティ タ ver10 ーー 


UTAU 音 符 入 力 画 面 に 反映 され た 状態 UTAU 音 符 入力 画面 に 反映 され た 状態 


Fi 3 ロロ ロロ 5 ご つも 】 還 2 LIL 量り El 
' 


Mode1 の ピッ チ 曲 線 を Mode2 に 自動 トレ ー ス する 機能 


拡張 ビッ チエ ディ タ で は 、 プラ グイ ン 画 面 の Mode2 で 画面 右 下 の [トレ 
ー ス ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 UTAU エディ タ の Mode 1 また は プラ グイ ン 画 
面 の Mode1 で 描い た ピッ チ 曲 線 が すべ て Mode2 に トレ ー ス され る の で 、 
引き 続き Mode2 で 編集 が 可能 に な る 。UTAU エディ タ で は Mode2 か 
ら Mode1 へ の トレ ー ス は 「Render」] ボタ ンク リッ ク だ け で 可能 だ が 、 
プラ グイ ン 画 面 上 で Mode2 に 
ピッ チ 曲 線 を トレ ー ス し た 状態 


Mode 1 か ら 、 Mode2 へ の トレ ー ス は 、 Mode2 で [Trace」 ボタ ン を クリ 
ッ ク し て Mode1 の ピッ チ 曲 線 を 表示 させ た も の を ひと つ ひ と つ ポ ル タ メ ント 
点 を 動か し て 手動 で トレ ー ス する と いう 手間 が か か る 。 こ の 機能 を 使え ば 
Mode 1 か ら Mode2 へ の トレ ー ス を 素早 く 簡 単に 行え る よう に な る 。 


UTAU エ ディ タ の Mode2 に 反映 され た 状態 


UTAU エ ディ タ の Mode1 に ピッ チ 調 整 を し た 状態 


ei デ 
「<5ef =] 


YO へ wa 
4 上 YEYEHEITJEJIK に コロ 
ら | ら 中 * =l ュ 
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アン ドウ リド ウ 機 能 


プラ グイ ン 画 面 下 の 「 一 ] ボタ ンク リッ ク で プラ グイ ン 画 面 上 で の 操作 を 
1 つ ず つ 取 り 消す 事 ( ア ンド ゥ ) が 可能 。 ま た 、1 回 以上 アン ドゥ し た 後に 「 一 」 
ボタ ンク リッ ク で アン ドウ し た 操作 を や り 直 す 事 (リド ゥ ) が 可能 。 な お 、 一 旦 


編集 を 行っ た 画面 アン ドゥ が 可能 


ヨン テニ ティ タ ve っ 30 


プラ グイ ン を 適用 し た 後 は 、UTAU エディ タ 側 で 、 メニ ュー バー の 「 編 集 」 
ー 「 プ ラグ イン の 実行 を 元 に 戻す ] で プラ グイ ン 適用 の アン ドゥ が 可能 。 


UTAU エ ディ タ に て プラ グイ ン 実 行 の アン ドゥ が 可能 


間 舌 (E) 表示 (V) 検索 (S) プロ ジェ クト XP) 理 
Tsm』 。 プラ グイ ン の 穫 行 を 元 に 詞 す ( り ) Cm<Z | 
cp を gen1 

切り 取ら (①) ーー 
コビー(⑤ に 王 一 * 三 
草 り 付け (⑤) csv 旨 
弄 除 (K) Shitspel 記 
例 て 六 択 (4) 


ツー ル (T) ヘル プ (H) 


jk 遷 4 記 に 上 
2E 


mw 
| 


イー< 加 き と と と で 0 1dVH っ X※ 


クタ クム 


Envelope Editor 2 
一 作者 名 : masao 脅 フ ァイル 名 : に 20120522.zip ロ 


| wawtool2.exelenvedit2」 フ ォ ル タダ を コピ ー 


Zip ファ イル を 解凍 し て で きる 「envedit2_20120522] フォ ル ダ 内 に あ 
る 「wawtooI2.exe] を C ド ライ ブ 直 下 に ある 「Program Files] フォ ル ダ 
(64bit 版 OS の 場合 は 「Program Files(x86)」 内 に ある 「UTAU] フ 
ォ ル ダ の 中 に コピ ー す る (resampler.exe や wawtool.exe、 plugins 
フォ ル ダ 等 の 置い て ある 場所 )。 また 、 
「envedit2_20120522] フ ォ ル ダ 内 の 
「plugin] フォ ル ダ の 中 に ある 「enve 
dit2] フォ ル ダ を 「UTAU」 フォ ル ダ 内 の 
「plugins] フォ ル ダ に コピ ー す る 。 


03 UST フ ァイル を 保存 


まだ UST ファ イル に 名 前 を 付け て 保存 し て いな い 場 合 は 、 UST ファ イ 
ル の 保存 を 実施 する 。「wawtooI2.exe」 に て 音声 合成 する 際 に UST フ 
ァイル を 特定 する 仕様 の 為 、UST ファ イル 未 保存 の 場合 は 合成 が 出来 な 
く な る の で 注意 。 


5 標準 の エン ベロ ー プ に 戻す 方 法 


Envelope Editor 2 で 編集 し た エン ベロ ー プ の 結果 は 、 右 画像 の 様 
に UTAU 標準 の エン ベロ ー プ に る 制御 点 5 点 に 大 ま か に 反映 され る 為 、 
プロ ジェ クト の 設定 画面 で UTAU 標準 の 「wawtool.exe」 に 戻し て も 、 
大 ま か な 調 整 に 生か す 事 が で きる 。 ま た 、 Envelope Editor 2 で 編集 し 
た 音符 に は 、 音符 の プロ パテ ィ の Flags に 「v1] と いう フラ グ が 付与 され 、 
「wawtooI2.exe] は 「v1] フラ グ の 無い 音符 は 標準 の wawtool と 同 
等 の 合成 を 行う 為 、「wawtool2.exe」 の 設定 の まま で 、 すべ て また は 一 
部 の 音符 の 「v1] フラ グ を 削除 し て 、 UTAU 標準 の エン ベロ ー プ の 合成 
に 戻す 事 も 可能 。 


エン ベロ ー ブ プ 画 面 に 
大 ま か な 調整 の 結果 が 
反映 され た 状態 


音符 の プロ パテ ィ 画 面 の Flags に 
「v1」 が 付与 され た 状態 


定 て *- msi | 
に 3 | Ox 
| ie 


隊 和 = bi0Wtessai5 
Mo Fermant Filter 


| 


| STP 


トニ 点 を 増やす 


UTAU の エン ベロ ー プ エディ タ は 制御 点 が 最大 5 点 し か 使え な い 為 、 直 線 的 な 音量 の 増減 し か 調整 で き な い と いう 制約 が ある が 、| Envelope Editor 2」 
プラ グイ ン を 使う と 制御 点 が 無限 に 増やせ る 為 、VOCALOD の ダイ ナミ クス パラ メー タ の よう に 音 


注意 :Envelope Editor 2 は 「wawtooI2.exe」 と いう 専用 の 音声 結合 エン 


符 の 音量 の 細か い 曲線 的 な 変化 を 編集 で きる よう に な る 。 


ジン を 使用 する 為 、 初回 の プラ グイ ン 起 動 前 に 必ず 下記 の 作業 を 行なう 事 。 


02) プロ ジェ クト の 設定 で wawtool2.exe を 設定 


メニ ュー バー の [プロ ジェ クト 」 に 

「 プ ロジ ェクト の プロ パテ ィ ] より プロ | プロ ジェ クト 名 

ジェ クト の 設定 画面 を 開き 、 [ツー ル WDWr フ ァイル 名 工 GS き EDww 
ーー 


1(append)」 の 項目 の テキ スト ボッ | 7 RGD 
クス に 「wawtool.exe」 と 表示 さ 
れ て いる 所 を クリ ッ ク し て 、「waw 
tooI2.exe」 と 入力 (「2] を 書き 加 
える ) し て 「OK」 を クリ ッ ク す る 。 


TURereWRIEYNKcYUTAUor 和 香寺 。 | 


es 
| ツール] peed) mtooles | = 
ツー ル る (reswmpie) Iresaspler.ee : 

「 ressnolwrdl 人 用 する (プロ ジェ クト コ さ 公 和 され ませ ん ) ジール を | 


STEP 


04 プラ グイ ン を 起動 


エン ベロ ー プ を 編集 し た い 音符 を 複数 選択 し て か ら 、 メニ ュー バー の 「 ツ 
ー ル 」 一 「 プ ラグ イン | 一 「Envelope Editor 2| を クリ ッ ク し て 、 
Envelope Editor 2 画面 を 起動 する エン ベロ ー プ の 編集 が 終わ っ た ら 、 
「OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て エディ タ 画 面 を 閉じ る 。 プラ グイ ン の 実行 を 取 
りや め た い 場 合 は 「 キ ャ ン セ ル 」 ボタ ン を クリ ッ ク し て 閉じ る 。 ま た 、 | 再生] 
ボタ ンク リッ ク で 、 プラ グイ ン 起 動 
中 に 再生 する 事 も 可能 。 編集 方 本 引 集 し た 画面 
法 は 基本 的 に は フリ ー ハ ンド で 画 証 二 
面 上 を ドラ ッ グ し た 軌跡 に 沿っ て エ 
ン ベ ロ ー プ の 制御 点 が 表示 され | 
る 。 制 御 点 は 表示 で きる 限り 自動 「| 
的 に 無限 に 追加 され る 為 に 、 実質 
的 に 曲線 を 描い て 調整 する 事 が 
可能 。 ま た 、 制御 点 を ドラ ッ グ し て 
ひと つ ず つ 動 か す 事 も 可能 。 な お 、 
クロ ス フ ェ ー ド 部 分 は 保護 され る 
為 、 連続 音 使用 時 で も 問題 な く 使 
用 で きる 。 最初 は 、 左下 画像 の 様 
に 1 フレ ー ズ を 表示 させ て 、 全体 的 
に 大 ま か な 音 量 の 抑揚 を 描き 、 細 
か く 調 整 し た い 部 分 は 、 下 中 央 画 
面 の 様 に プラ グイ ン 画 面 右上 の 
「 へ 」 「 マ 」 また は プラ グイ ン 画 面 AE あみ y 引 Ba を ye 
左下 の 「<] 「>」 ボタ ン で 画面 を ェ ーー テー 
拡大 する と 良い 。 画面 を 拡大 すれ 
ば 、 波 型 に エン ベロ ー プ を 描い て 
音量 の 増減 に に る ビブ ラー ト の よう 
な 表現 も 可能 で ある 。 
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調整 お 手伝い 


還 作 者 名 : Zteer 田 フ ァイル 名 : autoren150.zip 


「 調整 お 手伝い ] は 、 入力 し た パラ メー タ に 従い 、 アデ パブ の 52 で イン で ある 。 こ の プラ グイ ン を 使え ば 「OK」 ボ 
タン ワン クリ ッ ク で 非常 に 簡単 に エン ベロ ー プ と Mode2 の ピッ チ 曲 線 の 調整 が で き 、 さ ら に 自分 で 設定 し た 内 容 を 保存 で きる 為 、 複 数 の ジャ ン ル の 楽曲 や 各々 


の 音源 に 合っ た 調整 を 素早 く 簡単 に 行なえ る よう に な る 。 


先 に 音符 を 全部 選択 し て か ら 、 メニ ュー バー の 「 ツ ー ル 」 一 「 プ ラグ イン 」 
ー 「 調整 お 手伝い ] を クリ ッ ク し て 、 設定 画面 を 起動 する 。 初 期 の 設定 値 の 
まま で [OK」 ボタ ン を クリ ッ ク す る だ け で エン ベロ ー プ と Mode2 の ピッ チ 曲 テー 
線 に 反映 され 、 幅広 く 使え る 調 声 が 可能 で ある が 、 各々 の 設定 を 見 直し て 、 ] 
各々 の 楽曲 や 音源 に 合っ た 設定 値 に し た 方 が 良い 。 な お 、 この プラ グイ ン で 
は ピッ チ 曲 線 の 設定 は Mode2 の み に 反 映 さ れる が 、 UTAU エディ タ の 
「Render」 ボ タン で Mode1 に ピッ チ 曲 線 を トレ ー ス し て 活用 する 事 は 可能 。 


veim er 一 sm 一 =| 


ピッ チ を 調整 する 


ピッ チ を 調整 する 


| 設定 項目 の 説明 
チェ ッ ク を 外す と ピッ チ 調 整 を 無効 に し て エン ベロ ー プ の み の 適用 が 可能 。 


ボル タメ ント の 設定 。 開始 位置 は 上 が る と き は 絶対 値 が 幅 の 半分 の 負 の 値 、 下 が る と き は 絶対 値 が 幅 と 同じ 人 負 の 値 に する 。 幅 、 
| 開始 位置 の 値 は 曲 の テン ボ が 速い ほど 小さ く 、 テ ン ボ が 遅い ほど 大 きく する 。 


オー パー シュ ー ト 


オー パー シュ ー ト は 、 上 り の ボル タメ ント の 終わ り に 、 音 程 の 高 さ が 一 時 的 に 後 の 音 符 の 高 さ を 超え る (下り で は 音符 の 高 さ 
より も 下がる ) 調整 の 事 。 通 常 は 50cent 以下 の 小さ い 値 に する が 、 し ゃ くる よう な 感情 的 な 表現 に し た い 時 は 100cent 
以上 の 大 き な 値 に する 。 


プレ バレ ーション 


フレ ー ズ の 出だし 


プレ パレ ーション は 、 上 り の ボル タメ ント の 始ま り に 、 音 程 の 高 さ が 一 時 的 に 前 の 音符 の っ 高 さ より も 下がる 調整 の 事 。 基 本 的 
に -50cent 以下 の 小さ い 値 に する 。 な お 、 下 り の ボル タメ ント で は プレ パレ ーション は 基本 的 に は 付け な い 。 

人 が 歌う 際 に フレ ー ズ の 出だし で 音程 を すぐ に 合わ せる は 難し い 為 、 自 然 に 出だし の 音程 が 下がる 現象 を 再現 する 。 強 さ ( 音 
程 の 低 さ ) の 値 を 大 きく する 場合 は 、 幅 を 小さ め に する 。 


連続 する 同音 階 の 
奇数 番目 の 出だし 


同音 階 が 連続 する と 表現 が 単調 に な る の を 防ぐ 為 に 、2 音 符 毎 に 出だし の 音程 を 下げ る 調整 。 基 本 的 に 強 さ は -100 前 後に 
し て 、 特 に 強く 感情 を 表し た い 場 合 に 値 を 大 きく する 。 


定常 の ゆれ 


ピ ブ ラー ト の 設定 。 ピ ブラ ー ト は 全体 的 に 強く か け 過 ぎる と 却 つて 機械 的 で 不 自然 に な る 為 、 全 体 的 に は 弱め ( 強 さ の 値 を 小 
きさく) に か け て 、 フ レー ズ の 終わ り の 音符 に 個別 に 強め に か ける と 良い 。 また 、 周 期 は ビブ ラー ト の か か る 時 間 が 長い ほど 大 
きめ に 取る 。 


フレ ー ズ を 区 切る 
休 符 の 長 さ 


フレ ー ズ を 区 切る 休 符 の 長 さ を Tick 単位 で 設定 。 4 分 休 符 が 480Tick に な る 為 、 デ フォ ルト の 200Tick で は 8 分 休 待 
で も フレ ー ズ が 区 切ら れる 。- 


注意 : 音 量 調整 は 全て エン ベロ ー プ の 値 (%) に 対し て 行わ れる 為 、 音 符 の プロ パテ ィ 上 の 音量 は 変更 され な い 。 


エン ベロ ー ブ プ を 調整 する 


WE ぼう コ ( 硬 便 」 日 
ピッ チ | エン ロー ブ | 
ピッ チ で 計 科 する 
リト yroy ま 
し uu 呈 1 記 首 に 

WWFG am Fa 
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RSC き i aw が caF em 
ブレ パレ ーション 

が SFS owl TeW aw 電 還 am 
ワッ ルー の MM し = 
waFD or WO 
する 同和 の 日 の LU 

wa er Rm 


PR の has 
し.、 還 本 
me 
二  xdm 
ルー ズ WEOSMRf の Ra FOO Tu 


キャ ン セル | 。 ok 


エン ベロ ー プ を 初期 化 


設定 項目 の 説明 
音符 の 出だし の 子音 部 分 を 強調 し て 滑 舌 を 良く する 「 ア タッ ク 」 を エン ベロ ー プ に 設定 。 ア タッ ク の 強 さ は 最大 200% と な 
る が 、 サ 行 、 八 行 、 ナ 行 等 の 子音 の 長い 音符 は アタ ッ ク の 強 さ を 控え め に する 。 位 置 は 、 子 音 の 先行 発声 の 時 間 を 考え て マイ 
ナス (音符 の 開始 より も 前 ) に 設定 。 幅 は 、 特 に カ 行 、 タ 行 等 の 子音 の 短い 音 に 大 きく 設定 する と 、 母 音 も 大 きく な る こと に 
より 子音 が か き 消 され る マス キン グ 現 象 が 起こ る の で 注意 。 


母音 ご と の 調整 


子音 を 強調 し て 滑 舌 を 良く する 為 に 、 母 音 の 音符 の 音 を 自動 的 に 小さ くす る 。「 あ 」「 い 」「 う 」「 え 」「 お 」「 ん 」 の 文字 別に 調 
整 値 の 設定 が 可能 。 


ピッ チ に 追従 する 調整 


低音 階 を キー 1 、 中 音階 を キー2、 高 音階 を キー は 3 と し て 、3③ つ の キー の 音量 を 設定 する 事 に より 、 音 声 の 劣化 が 大 きく な る 
低音 階 と 高音 階 で は 音 を 控え て 、 音 声 の 劣化 が 少な い 中 音階 の 音 は 大 きく する 設定 が 可能 。 音 の 大 き さ は 音階 の 変化 に 従っ て 
徐々 に 変化 する よう に 自動 調整 され る 。 


フレ ー ズ 単位 の 音量 調整 


| フレ ー ズ 中 央 で 盛り 上 が る 様 な 、 フ レー ズ 単 位 の 曲線 的 な 滑ら か な 音量 の 変化 を 設定 で きる 。 


長い 音符 を 盛り 上 げ る 


各 フ レー ズ の 最後 に ある 長い 音符 に 対し て 、 子 音 部 分 の アタ ッ ク 後 の 母音 の 初期 部 分 は 「 タ メ 」 と し て 音量 を 抑え て 、 音 符 の 
中 央 より も 少し 後 で 「 ビ ピー ク 」 と し て 音 を 最大 に し て 盛り 上 げ る 調整 を 行なう 。 


前 後 の 音 階 差 に よる 調整 


音符 が 上 が る 時 に は 前 の 音符 の 終わ り を 小さ く 、 後 ろ の 音符 の 先頭 の 音量 を 大 きく する 。 
音符 が 下がる 時 に は 前 の 音符 の 終わ り を 大 きく 、 後 ろ の 音符 の 先頭 の 音量 を 小さ くす る 。 


連続 する 同音 階 の 偶数 番目 を 調整 


同音 階 が 連続 する と 表現 が 単調 に な る の を 防ぐ 為 に 、 偶 数 番目 の 音量 を を 下げ て 抑揚 を 付け る 調整 。 
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フレ ー ズ を 区 切る 休 待 の 長 さ 


ピッ チ 調 整 項目 と 共通 。 ピッチ 調整 を 無効 に し た 場合 で も 「 フ レー ス 単 位 の 音量 調整 ] へ の 適用 が 可能 。 


オリ ジ ナ ル の 設定 を 保存 する 


5k SW 


各 項 目 に オリ ジ ナ ル の 設定 値 を 入力 し た 後に 、「 設 定 名 | の プル ダウ ン ボ ックス に 任意 の 設定 名 を 入力 し 、 
「 保 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 オリ ジ ナ ル の 設定 を 保存 で きる 。 保存 し た 設定 を 呼び 出す 時 は 、 プル ダウ ン 
ボッ クス で 設定 名 を 選択 し て か ら 、「 読 ] ボタ ン を クリ ッ ク し 、 確認 画面 で 「 はい] を クリ ッ ク す る 。 ま た 、 削除 
し た い 設 定 を 選択 し て 「 削 ] ボタ ンク リッ ク で 削除 する 事 も 可能 。 間 違っ て 「 削 ] ボタ ン を クリ ッ ク し た 場合 は 、 
「 い いえ 」| を クリ ッ ク し て 削除 を 回 避 す る 。 


民 - 
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OverFlags 
一 作者 名 :A-9 圏 フ ァイル 名 :a-9_overfags_1.70.zip 


う 事 が 出来 る 。 


プラ グイ ン を 適用 し た い 音符 を 複数 選択 し て か ら 、 メ ニュ ー バ パー の 「 ツ ー ル 」 一 「 プ ラグ イン 」 一 「Over 
Flags] を クリ ッ ク し て 、OverFlags 設 定 画面 を 起動 する 。 


画面 左上 の プル ダウ ン メ ニュ ー か ら 、 プ リセ ッ ト 
名 を 選択 し て 、 画 面 左 側 に プリ セッ ト に 設定 さ 
れ て いる 条件 の 一 覧 を 表示 させ る 。 


プラ グイ ン を 起動 し て 
/ 初期 設定 を 読み 込む 


プラ グイ ン 画 面 を 起動 し て 、 画 面 左 上 の ブル ダ 設定 を 実行 する た め の 音符 の 条件 を 設定 す 
ウン メニ ュー か ら 「 初 期 設定 ] を 選択 する 。 な お 、 る 。 条件 と し て 設定 で きる 内 容 に は 「 音 階 ] 
最初 か ら 設 定 を 行なう 代わ り に 、 プ リセ ッ ト を 選 「 歌 詞 」 「 音量] の 3 種類 が ある が 、 ま ず は 
択 し て 、 プ リセ ッ ト の 設定 の 一 部 を 変更 し て 別名 音階 ] を 条件 に する と 良い 。 詳 細 は 右 表 を 
で 保存 し て プリ セッ ト の 改変 版 を 作る 事 も 可能 。 参照 。 


音量 な ど 項 目 を 設定 


デー ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニー ピー ニニ ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ー ニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー 


音階 ・ 歌 詞 ・ 音 量 を 条件 に Flags・ 歌 詞 ・ 音 量 ・ ビ ブラ ー ト ・ モ ジュ レー ショ ン を 設定 で きる プラ グイ ン 。 ろ に P 氏 ・ 来 年 P 氏 作成 の 重 音 テト ・ 波 音 リ ツ 音 
源 向け の プリ セッ ト の 設定 が 付属 し て いる た めす ぐに 使用 が 可能 。 ま た 、 自 分 で 特定 の 音源 に 合っ た プリ セッ ト を 制作 する 事 に よっ て 高度 な 調 声 も 効率 良く 行 


an 


「 こ の 設定 で 処理 実行 ]」 ボ タン を クリ ッ ク し て 設定 画面 を 閉じ る 。 実 行 ボタ ン を 押し た 時 点 で 設定 が 上 に 
表示 され て いる 条件 か ら 順 番 に 読み 込ま れ て 、 条 件 が 一 致し た 時 点 で 処理 が 行わ れる 。 一 旦 条 件 が 一 
致し て 処理 が 行わ れる と 、 そ れ より 下 の 条件 は 無視 され る 。 プ ラグ イン の 実行 を 取り や め た い 場 合 は プラ 
グイ ン 画 面 右上 の 「X]」 ボ タン を クリ ッ ク し て 閉じ る 。 


設定 項目 の 説明 


| 左側 の ブル ダウ ン メ ニュ ー で 音階 を 選択 、 右 側 の プル ダウ ン メ ニュ ー で 選択 し た 音階 
| に 対し て 「 以 上 」「 同 値 」「 以 下 」 の どれ か を 選択 する 。 複 数 の 音階 に つい て 設定 し た 
| い 場合 は 、 一 旦 条件 が 一 致し て 処理 が 行わ れる と 、 それ より 下 の 条 件 は 無視 され る 仕 
様 を 考え 、[ 同 値 ] を 条件 に し た い 場 合 は 先 に 設定 し 、 次 に 「 以 上 」 の 条件 は 音階 の 高 
い 順 に 設定 し 、 最 後に 「 以 下 」 の 条件 を 音階 の 低い 順に 設定 する 。 


左側 の テキ スト ボッ クス に 歌詞 を 入力 、 右 側 の プルダウン メニ ュー で 「 完 全 一 致 」「 部 分 一 致 」 
「 前 方 一 致 」「 後 方 一 致 ] の どれ か を 選択 する 。UTAU エディ タ 上 の 歌詞 に は 、 連続 音 用 の 
接続 母音 記号 (-.aiiu,e.ojn) や prefixmap 記号 (1 、! 等 ) が 付く 場合 が ある 為 、 記号 
を 除い た 歌詞 その も の を 条件 に し た い 時 は 「 部 分 一 致 ] を 、 連 続 音 用 の 母音 記号 を 条件 に 
し た い 時 は 「 前 方 一 致 ] を 、prefixmap 記号 を 条件 に し た い 時 は 「 後 方 一 致 」 を 選択 する 。 


| 左側 の ポッ クス に 上 下 矢印 ボタ ン 、 ま た は 直接 入力 で 音量 を 入力 、 右 側 の ブル タダ ウン 
| メニ ュー で 入力 し た 音量 に 対し て 「 以 上 」「 同 値 ]「 以 下 ]」 の どれ か を 選択 する 。 複 数 の 
| 音量 に つい て 設定 し た い 場合 は 、 一 旦 条件 が 一 致し て 処理 が 行わ れる と 、 そ れ よ り 下 の 

条件 は 無視 され る 仕様 を 考え 、「 同 値 ] を 条件 に し た い 場合 は 先 に 設定 し 、 次 に 「 以 上 」 
| の 条件 は 音量 の 大 きい 順に 設定 し 、 最 後に 「 以 下 」 の 条件 を 音量 の 小さ い 順に 設定 する 。 


設定 項目 の 説明 


上 側 の テキ スト ボッ クス に Flags を 入力 、 右 側 の プル ダウ ン メ ニュ ー で 選択 し た 音階 に 対し て 「 追 記 ] 「 上 書き 」「 置 換 ]」「 計 算 ]」 の どれ 
か を 選択 する 。「 追 記 ] は 既存 の Flags 情報 を 残し た まま 後ろ に 追記 。「 上 書き ] は 既存 の Flags 情報 を 全て 削除 し た 上 で 上 書き 。 軒 
換 は 既存 の Flags 情報 の 内 、OverFlags の 設定 し た フラ グ と 同種 類 の フラ グ の 値 を 置き 換え る 。 例 えば 、 元 の 設定 を 「g10YO」、 
OverFlags の 設定 を 「g5HO」 と する と 、 追 記 は 「g10YOg5HO」 (5g フラ グ が 2 重 に 残る )、 上 書き は 「g5HO」、 置 換 は 「g5YOHO] 
と な る 。「 計 算 」 は フラ グ 名 と 数 値 の 間 に 「 十 」「-」「%」 を 付け る と 計算 を 行い 、 何 も 付け な けれ ば 「 置 換 ] と 同じ 処理 と な る 。 例 えば 、 
元 の 設定 を 「g10Y50」 と し た 場合 、OverFlags の 設定 を 「g+5Y10HO」 と する と 「g15Y10HO」 と な り 、OverFlags の 設定 
を 「g-5Y%50」 と する と 「g5Y25」 と な る 。 


] 左側 の テキ スト ポッ クス に 歌詞 を 入力 、 右 側 の プルダウン メニ ュー で 「 設 定 」「 前 に 追加 」「 後 ろ に 追加 の どれ か を 選択 する 。 歌 詞 
を カタ カナ 、 ひ ら が な 等 に 置換 し た い 時 は 「 設 定 ] を 、prefixmap 記号 を 歌詞 の 前 に 付け た い 場合 は 「 前 に 追加 ] (後ろ に 付け た い 


具体 的 な 活用 方 法 


ここ で は 、 様々 な 調 声 に 役立つ ] OverFlags」 の 具体 的 な 設定 例 を 紹 て 自分 の 調 声 方 針 に 合っ た 設定 を 探っ て 欲し い 。 
介する 。 設定 値 に つい て は 、 各 音 源 や 楽曲 の 状況 に 合わ せ て 各自 調整 し 


複数 の 音階 を 持つ 昔 源 て 間 原 音 に 合っ つた フラ グ ・ 音量 を 設定 する 
= ーー ー 


UTAU 音 半 特 久 計 軸 に 反映 され た 状 際 


き 


例え ば 、 標 準 的 (中 間 的 ) な 音階 用 に 加え 、 高 音 階 用 、 中 高音 階 用 、 低音 階 用 、 、 中 低音 階 用 の 5 種類 の 高 さ の 原音 を 持つ 音源 が あり 、 」1 1 1 」 + 間 1 とい う 様 に 各々 の 
し て いた と する 。 原音 の 音階 の 高 さ が 違う と 、 ど うし て も 声質 の 差 が 表れ て し まう た め 、 声 質 の 差 を 抑え る た め に g フ ラグ を 原音 の 高 さ 別に 設定 で きる と 良い 。 ま た 、 原 音 の 高 さ の 違い に より 、 音量 に も 差 が 出る 場合 が あ 
る 為 、 原 音 の 高き 別に 音量 の 調整 も 一 緒 に で きる と 良い 。 中 間 の (無印 の ) 音階 用 に は 設定 を 行わ な い の で あれ ば 、OverFlags で の 条件 操作 設定 は 4 つ 作成 すれ ば 良い 。OverFlags は 一 度 条件 に 合致 し て 処理 が 実 
行 され た 音符 は 次 の 条件 に も 合致 し た と し て も 無視 され る 仕様 の 為 、 こ の 順番 で 作成 すれ ば 、 も れ な く 条 件 を 設定 する 事 が で きる 。(① 高 音階 用 の 条件 を 設定 「 音 階 が F5 以 上 の と き 」 、② 中 高音 階 用 の 条件 を 設定 
「 音 階 が C5 以 上 の と き ] 、③ 低 音階 用 の 条件 を 設定 「 音 階 が B3 以 下 の と き 」、④ 中 低音 階 用 の 条件 を 設定 「 音 階 が E4 以 下 の と き 」 の 順番 だ 。g フ ラグ は 高音 階 ほ ど ブ ラス 側 に 強く 、 低 音階 ほど マイ ナス 側 に 強く 設定 
する と 良い 。 音 量 に 関し て は 、 基 本 的 に は 中 間 の 音階 か ら 離 れる ほど 小さ くし た 方 が 良い が 、 原 音 の 大 き さ に ば ら つ き が ある 場合 は 、 音 量 を 揃え る よう に 設定 し た 方 が 良い 。 


Prefix 記 号 を 歌詞 に 加え る 


に どの 音符 に どの 高 さ の 原音 が 使用 され て いる か は 、Prefixmap エ ディ タ を 開い 


Ri に も 記号 か 付い た 状態 R を 元 に 戻す 設定 画 R が 元 に 戻っ た 状態 Prefixmap は 自動 的 に 音階 別に 原音 を 使い 分 け て くれ る 為 便利 で ある が 、 実 際 


ーー ーーーーーー* 


ーー エニ て 確認 し な いと 分 か ら な いと いう 問題 が ある 。 そ こ で 、Prefixmap の 記号 を 自動 的 


1 = 5 ーー = に 音符 上 の 歌詞 に 追加 で きる 設定 が で きる と 良い 。 設 定 方 法 は 、 前 に 紹介 し た g 
ニーーーーー ニ ーーー ニ ーーーーーーーー 詳 | 陸生 ] フラ グ ・ 音 量 の 原音 の 高 さ 別 設定 と 同じ 様 に 音階 の 条件 は 高音 階 中 高音 階 
ーー ーー We 。 mmm = 一 低音 階 一 中 低音 階 の 順番 に 設定 する 。 操 作 は 」 歌詞 」 の 右 の チェ ッ ク ボ ッ ク 
ーー は 計 ー ve = ビー ヤギ ーー - ス に 各 Prefixmap 記 号 を 入力 し 、 プ ル ダ ウ ン で 」 後 ろ に 追加 ] を 選択 する 。 な お 、 
1 ーー 体 符 」R] に も Prefxmap 記 号 が 追加 され 、 休 符 が 音符 化 さ れる 為 、 別 に 、]R を 元 
本 ーー トー ビー ニーーーーー に 戻す 設定 を 作成 する 。 作 成 方 法 は 、 条 件 を 」 歌詞 が R と 部 分 一 致 」 の と き ] 、 

ー ィ エー キー 記 ee 操作 を 」 歌詞 R を 設定 する ] と すれ ば 良い 。 


音階 別に 複数 の 種類 の ビブ ラー ト を 設定 する 


ビブ ラー ト は 低い 音階 ほど 周期 を 長く 、 高い 音階 ほど 周期 を 短く する と 良 良い 。 な お 、OverFlags で 設定 で きる の は Mode2 の ビブ ラー ト だ け で あり 、 
い 為 、OverFlags で 音階 別に 周期 の 長 さ の 違う ビブ ラー ト を 設定 で きる と 下記 の 要領 で ビブ ラー ト の 設定 値 を 取得 する 必要 が ある 。 


0 光生 い ビブ ラー ト 値 を 出力 する 


セー ショ ン ! 
先発 Tu ンク 
wassrs | 


--。 。。 Mode2 画 面 に て 任意 の 音符 を ひと の 
ー 王 - コ 。。。。 っ 選択 し 、 右 2 リック で [ピッ チ 」 を 選択 | 7 二 -ー 
= ミ し 、Mode2 ピ ッ チ コン トロ ー ル 画面 を に "er 
rr ー 開き 、「 ビ ブラ ー ト 」 に チェ ッ ク を 入れ て 馬 | 0-i0(momiss0) 
ーー 。.。 ビブ ラー ト を 設定 する 。 曲 全体 に か け 


ビブ ラー ト を 設定 し た 音符 の プロ パテ ィ 画 面 を 開き 、「Others]」 ボ タン 
を クリ ッ ク す る と ビブ ラー ト の 設定 値 が テキ スト 入力 画面 に 出力 され 
る の で 、 メ モ 帳 等 に コピ ー し て 保存 する 。 「VBR=」 の 後に 続く カン マ 
区 切り の 数 字 が ビブ ラー ト の 設定 値 と な る 。 左 か ら 2 番目 の 数 字 が 
周期 を 表す た め 、 周 期 を 変え た ビブ ラー ト の 設定 値 を 得 た い 場合 は 、 
左 か 52 番目 の 数 字 だ け 書 き 換え れ ば よい 。 な お 、 場 合 に よっ て は 、 
「ENV=…」 と いう 形 で エン ベロ ー プ の 設定 値 等 も 一 緒 に 出力 され る 
の で 、 間 違え な いよ うに 注意 。 


1 


ers る ビブ ラー ト に な る 為 、「 深 さ ] は 浅め に 
= = 設定 する 。 


場合 は 「 後 ろ に 追加 ]) を 選択 する 。 主計 
左側 の ポッ クス に 上 下 矢印 ボタ ン 、 ま た は 直接 入力 で 音量 を 入力 、 右 側 の ブル タウ ン メ ニュ ー で 入力 し た 音量 に 対し て 「 に 設定 」 加算 」 
「 減 算 ] 「% に 設定 ] の どれ か を 選択 する 。 例え は 、 設 定 対象 の 音符 の 音量 が 「80」 で 操作 に 「50」 と 設定 し た 場合 、「 に 設定 」 で は 「50」 
に 、「 加 算 」 で は 「130」 に 、「 減 算 ] で は 「30」 に 、「% に 設定 ] で は 「40」 に 音量 が 変更 され る 。 

左側 の テキ スト ボッ クス に Mode2 の ビブ ラー ト 値 を 入力 する 。 ビ ブラ ー ト 値 は 音符 の プロ パテ ィ 画 面 の 「Others]」 ボタ ンク リッ 
ク で 出力 可能 詳細 は 次 ペー ジ に て 説明 。 

左側 の ボッ クス に 上 下 矢印 ボタ ン 、 ま た は 直接 入力 で モジ ュ レ ーション を 入力 、 右側 の プル ダウ ン メ ニュ ー で 入力 し た モジ ュ レ ー シ ョ 
ン に 対し て 「 に 設定 」「 加 算 」「 減 算 」「% に 設定 ] の どれ か を 選択 する 。 例 えば 、 設 定 対象 の 音符 の モジ ュ レ ーション が 「80」 で 操作 に 「50」 
と 十 し た 場合 、「 に 放 定 で は 「50 に 、 加工] で は 「130」 に 、「 誠 算 ] で は 「30」 に 、「% に 設定) で は 「40] に モジ ュ レ ー 
ショ ン が 変更 され る 。 


音符 の 条件 に 合っ た 時 に 実行 する 操作 の 内 容 
を 設定 する 。 設 定 で きる 操作 の 内 容 に は 「Flags] 
「 歌 詞 」 「 音 量 ] 「 ビ ブラ ー ト 」 「 モ ジュ レー ショ ン 」 
の 5 種類 が ある が 、 ま ず は 「Flags」 を 中 心 に 設定 
する と 良い 。 な お 、 上 画像 の 様 に ひと つの 条件 に 
対し て 複数 の 操作 項目 の 設定 が 可能 。 


- プラ グイ ン 画 面 右 下 の 「 保 存 」 ボ タン を クリ 
ッ ク し て 、 画 面 左 上 に ひと つつ 目 の 条件 操作 


プラ グイ ン 画 面 左下 の 「 新 規 追 加 」 ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 画 
" 補 | 面 圧 上 に 2 行 目 に 「 無 条件 で 、 何 も し な い 」 が 表示 され る 事 を 


= | 設定 と し て 保存 され た 事 を 確認 。 こ の 段階 ミー ”.。 ・ 確認 。 こ の 状態 で 2 つ 目 の 条件 操作 設定 が 可能 に な る の で 、 
で は 、 全 体 の 設定 の 保存 は 終わ っ て いな _。 [02 条件 を 設定 する ] か ら [04 条件 操作 設定 を 保存 する ] ま 
い 為 、 プ ラグ イン の 処理 実行 は で き な い の | で を 条件 の 数 だ け 繰 り 返す 。 た だ し 、 条 件 操作 設定 が 1 つ だ 


で 注意 。 「 保 存 」 ボ タン クリ ッ ク 前 で あれ ば 、 
画面 右上 の 「 元 に 戻す ] ボ タン で 条件 、 操 


IM 可能 。 


| け で 良い 場合 は 、 そ の まま 次 の 「 全 体 の 設定 の 保存 ] を 実施 
| する 。 な お 、 プ ラグ イン 画面 左上 の 赤い 「X]」 ボ タン クリ ッ ク で 、 
選択 され た 条件 操作 設定 を ひと つ ず つ 削除 する 事 な 可 能 。 


= UTAU 語 符 入 に 溢 さ れ た 3 


昌 


に ーー 『 量 を 個別 に 調 刺す る 


順に 設定 する 。 
ー 折 作 の ビブ ラ ー 


30 HE 
きま 


8 


し) 
に mae 


ト に | の 左 に ある テ | | 三 


。 キス ト ボ ックス に | aw* に ョ = 計 
| 先ほど 取得 し た 。 | = 三 


ーー ビブ ラー の 設定 UTAU 禁 準 の 自生 お 結合 検 能 で も 母音 の 音量 の 調整 は 可能 


ー 値 を コピ ビー ペ ー ス だ が 、OverFlags を 使え ば 、 上 画像 の 様 に 個々 の 母音 別に 調整 す 


詩 ト し て 入力 する 。 る 値 を 変え る 事 が で きる 。 


ーー UTAU 標 準 で も 音符 を 全て 選択 し 
ーー て 、 プ ロ パ ティ 画面 か ら 音 量 を 同一 


に 揃え る 事 は 可能 で ある が 、 キレ 
ーー OverFlags を 使え ば 、 上 画像 の 様 に 
= 音量 が 大 きい 場合 に 音量 を 小さ く 設 


ーーー ーー 一 きく する 様 な 設定 を 行なえ ば 、 曲 全 


、 ボ 一 体 の 音量 の ば ら つ き を 適度 に 抑え る 
ーー 一 事 も 可能 。 


音階 を 胞 化 させ た 値 を 自動 的 に 設定 


フラ グ を グラ デー ショ ン の よう に 変化 させ る ーー 
田 作 者 名 :masao 圧 フ ァイル 名 :gradefiag20121007_2.zip 


「 フ ラグ を グラ デー ショ ン の よう に 変化 させ る 」 は 、 フラ グ の 最大 値 と 最小 値 を 設定 する だ け で 音階 ご と に 徐々 に 変化 させ た 値 を 自動 的 に 設定 する 事 が で きる 
プラ グイ ン で ある 。 


! 
1 
先 に プラ グイ ン を 適用 し た い 音 符 を 選択 し て か ら 、 メ ニュ ー バ ー の ( 
「 ツ ー ル 」 一 「 プ ラグ イン 」 一 「 フ ラグ を グラ デー ショ ン の よう に 変化 1 
リッ 「C5」「C4」 と いう よう に 、 プ ラグ ! 
させ る ] を クリ ッ ク し て 、 設 定 画面 を 起動 する 。 還る 半 有 ett 導 な の 間 捕 。 1 
| | の 範囲 最高 音 と 最低 音 を 入 ” ! 
| | カレ し 、 そ れ に 応じ て フラ グ 値 の ! 
| 最大 値 と 最小 値 を 入力 する i 
( 例 で は 、 低 音 に な る ほど g フ ラ  ! 
ーー ューー | 2 を マイ ナス 側 に 強く 効か せみ た ! 

! 加 回 層 軸 。 フラ グ (F): の 欄 に フラ グ 記 号 を _ | い 、 最 高音 の [C5] に [0] を 。 1i| 

g 。 。 入力 (例え ば 、 ジ ェ ン ダー ファ クタ | 入力 し 、 最 低音 の [C4] に [-10]  ! 

日 

H 

H 

1 

H 

I 

H 

H 

1 

日 

H 

! 

昌 

H 

! 

1 

『 

1 

H 

H 

H 


| ッッ アロ 
| 任意 の 設定 名 を 入力 し て 

ー | 「 保 存 」 ボ タン クリ ッ ク し て 、 設 
ーー | 定 を 保存 する 事 が で きる 。 


ーー 記 一 昌 な ら [gl を 入力 する 。 ーー 連 引 を 和 カ し た )。 


UTAU 音 符 入力 画面 に 
反映 させ た 状態 
適用 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 プ ラグ イ 


ン 画 面 右側 に 、 指 定 し た 音階 の 範 
ーー ー 一 | 周 内 の 各 音 階 に グラ デー ショ ン の 


様 に 徐々 に フラ グ を 変化 させ た 値 が 保存 し た 設定 は プル ダウ ン ボ ックス より 選択 し て か ら 「 読 込 」 
自動 的 に 計算 され て 割り 当て られ る 。 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 使用 で きる 。 [削除 ] ボ タン クリ ッ ク で 、 
= 】 最後 に OK」 ボ タン を クリ ッ ク す る と 選択 し た 設定 を 削除 する 事 も 可能 。 
ーー 潮 UTAU 将 符 入力 画 面 に 反映 きれ る 。 。。 ! 上 ココ TOT ュー ュ TO ュー ュー B 
効果 的 な 使い 方 
ES b フ ラグ で ブフ レス を 制御 する 


や プロ フィ ー シ mee ニニ ーー 


ーー デフォ 


EE 


ーー 息 成分 の 「 ブ レシ ネス 」 は UTAU の 音声 合成 上 、 
子音 の 滑 舌 や 音声 の リア ル さ を 保つ 為 に 重要 な 


ーw ーー に wc ] ーー ーーー・ ーー ニニ ーー ューーーー コ ーー ーーーーーーーーーー 


UTAU で は 音声 人 成 の 仕様 上. 大 の 音 隊 の 高師 和音 隊 の 高き に 差 が ある 和音 質 の 変化 が 大 ーーーーーーー ーー る ゲ 、 上 成分 が 紅 過 ぎる と 信成 の 折 
きく な る 。 特 に 、 原 音 よ り 音 階 を 下げ よう と する と 、 音 声 波形 が 引き 延 ば さ れる 形 に な る 為 、 音 質 の 劣化 が 避け ら ーー ーーー トー る そこ で フォ ルマン ト フ ィ ル タ 後に 適用 され る ブレ 
れ な い 。 そ こ で 、g フ ラグ を 低音 階 に な る 程 マ イナ ス 側 に 強く か ける 事 に よっ て 、 特 に 女声 が 低音 で 太く 荒く < な っ ローー ーー ーー ドド ーー ニーー ーーーーー ーー シネ ス の フラ グ 「[b」 を 原音 か ら 離 れる ほど 小さ くす 
て し まう の を 防ぐ 事 が で きる 。 反 対 に 、 高 音階 に な る 程 プ ラス 側 に 強く か ける 事 に よっ て 、 女 声 が キン キン と 甲 モー に ーー た ュー ーー ーー トーーー ト ーー サーーーーーー ーー る 事 に よっ て ブレ シネ ス に よる 音質 の 低下 を 最小 
高い 声 に な る の を 抑え る 事 も で きる 。 例 で は 適用 する 音階 の 範囲 を C6 一 C3 と し た が 、 音 源 の 実際 の 使用 領 ーー ジイ ーー エーーー ミート ーー エーーー:ーーー 限 に 抑え る 事 が で きる な お 通常 の ブ プレ シネ ス も 
域 に 合わ せ て 変え た ほう が 良い 。 ま た 、 フ ラグ の 値 は 、 特 に マイ ナス 側 は 必要 に 応じ て 値 を 増やす と 良い 。 こ 補 宇 三 演 演 崇 連 ば sea [Bl (大 文字 ) フ ラグ と し て 使用 可能 だ が 、 ザラ ザラ 
| 、 し た ノイ ズ 成 分 を 抑え た い 場 合 は 「b]、 子 音 の 滑 
ヒー 庄 を 保ち た い 場 合 は 「B」 を 使う と 良い 。 実 際 の 設定 方 法 は 、 原音 の プロ フィ ー ル (UTAU エ ディ タ 画 面 左 
Y フ ラグ で 母音 部 分 の ブ 9 時 23 、 上 の 音源 アイ コン クリ ッ ク で 表示 可能 ) よ り 、 原 音 の 平均 的 な 音階 を 確認 し て 、 そ の 音階 を し フラ グ の 最大 
ーー 値 (50 前 後 ) に し て 、b フ ラグ の 最小 値 を 高音 階 側 と 、 低 音階 側 の 2 つの 設定 に 分 け て 設定 する と 良い 。 
9 ML レー 


ラン で ク イズ So 計 


Y フ ラグ は ブレ シネ ス を 制御 する フラ グ で ある が 、 伸 が 固定 され る 
子音 部 分 に 影響 を 与え ず 、 母 音 部 分 の み に か か る 為 、 値 を ゼロ に 
する 事 で 、 子 音 部 分 の ブレ ス を 強調 し て 滑 舌 を 良く する 事 が で きる 。 == 技 [ 
た だ し 、 副 作用 と し て 高音 の キン キン し た ノイ ズ が 出 て し まう 問題 が あ * ご 

る 。 そ こ で 特に ノイ ズ が 目立つ 高音 域 に な る 程 Y フ ラグ の 値 を 大 きく H フ ラグ は 原音 の 宮成 分 の み を 取り 除 ま 、 人 音 成 分 の み を 通す フィ ルター フラ グ で ある 。 特 に 、 低音 階 の 
し て 、Y フ ラグ の 効き 方 を 弱く する と 良い 。 例 で は 、Y フ ラグ の 最大 値 を 音声 合成 の 際 に は ノイ ズ の 原因 に な る 高音 成分 を 取り 除い た 方 が より 高 品質 な 合成 が で きる が 、 高 音階 


2 、 ノ イズ が 目立た な けれ ば 、 値 を 小さ くし て を や 良い 。 で 同じ よう に H フ ラグ を か ける と 声 が 籠っ て し まう 旋 、 低 音階 程 フ ラグ が 強く か か る 様 に 設定 する と 良し ゝ 


Zip フ ァイル を 解凍 し て 出来 る 「betins-121124] 
フォ ル ダ の 中 か ら 「betins」「betdell「betcopy」 


= ーー ロ 中 ロ 1 1 
「betpaste」 の 4 つの フォ ル ダ を 取り 出し て 先 に 挿入 し た い 音符 の 歌詞 を 「Lyric] に 入力 し 、 挿 入 し た い 場 所 の 直後 に あ 歌詞 に [1] を 付け る 事 に より 2 連 符 ・ 連続 音 を 使用 中 の 場合 は 歌詞 を 連 
「plugins] フ ォ ル ダ に 入れ る 事 ( 挿 入 / 削 除 / コ ピ る 音符 を 選択 (音符 の 新規 入力 の 場合 は 選択 の 必要 な し ) し て か ら 、 メ ニュ ー 3 連 符 な どの 短い 音符 を 挿入 可能 。 続 音 用 に 変換 し て 挿入 され る 。 上 画 
ー/ 貼 り 付け の 4 つの 機能 は それ ぞ れ 別 の プラ グ バー の 「 ツ ー ル 」 一 「 プ ラグ イン 」 一 「 そ っ と 歌詞 で 挿入 (|) 」 を クリ ッ ク す る 。 上 この [|] は 入れ 子 や 「 一 」 と の 併用 も 像 で は 、「 う さ ぎ 」 の 後に 「 た ぬき 」 を 
イン の 為 )。「betins-121124」 フ ォ ル ダ ご と 画像 の 様 に 「 一 ] を 歌詞 の 後に 付け る と 、 標 準 の 2 倍 の 長 さ の 音符 (標準 が 4 可能 挿入 し た 。 

「plugins] フ ォ ル ダ に 入れ る と プラ グイ ン と し て 認 分 音符 の 場合 は 2 分 音符 ) を 入力 で きる 。 [一] を 2 つ 付 け て 3 倍 長 に する 事 も 


識 さ れ な い の で 注意 。 可能 。 
Better Delete( 削 除 機能 ) 
ーー 

に ー ニ = \ーーー ニ ーー ー 


キャ ッ ン っ を 保存 し な が ら 音 符 を 編集 


キャ ッシュ を 壊さ な いよ うに 挿入 / 削 除 / コ ピー/ 貼 り 付け ーー 
陣 作者 名 : 飯 香 ( ヒ ギン ズ P) 太 フ ァイル 名 :betins-121124.zipzip 


「 キャ ッシュ を 壊さ な いよ うに 挿入 / 削 除 / コ ピー / 貼 り 付 け ] は 、UTAU に て 再生 を 実施 し た 際 に 生成 され る キャ ッシュ を な る べく 保存 し な が ら 音 符 の 挿入 / 削 
除 / コ ピー / 貼 り 付け の 編集 が 行え る プラ グイ ン で ある 。UTAU 標 準 の 機能 で 音符 を 挿入 / 削 除 の 編集 を 行う と 、 挿 入 / 削 除 箇所 以降 の キャ ッシュ が 消え る 為 、 
その 分 再 レ ンダ リン グ に 時 間 が か か る が 、 こ の プラ グイ ン を 使え ば 、 音 符 編 集 後 の 再 生 時 の 再 レ ンダ リン グ 時 間 を 最小 限 に 抑え る 事 が で きる 。 


Better Insert( 挿 入 機能 ) 


emem 
* ーー いこ と - 
= 


we 


削除 し た い 音符 を 選択 し て か ら 、 メニ ュー バー の 「 ツ ー ル 」 一 「 プ ラグ イン 」 一 
「 そ っ と 削除 (L) 」 を クリ ッ ク す る 。 


一 作者 名 :masao 圏 ファ イル 名 :pastespecial.zip 


ラグ イン で ある 。 


2 ンド Pe 中 ご 」 


ご 」 


年 
クリ ァ プ ボード へ コビー の 


ューHlIxX ざき で 


に 3 
っ 


ceNN ご こざ 呈 「 一 で ロッ テー 若 
NN ご さ 」ー「Y へ NAIL 一 [ ミ 


ー ミ 」S 一 
落 肌 放 甘 と せこ ー(tHet 中 妹 


ーー: ニーー] 


形式 を 指定 し て 貼り 付け る 


[ 形 を 指定 し て 取り 付け 」 フ ラク イン jm 
| 形式 を 指定 し て 貼り 付け ] プ ラグ イン は 、 の し た [クリッ プ ボ ー ド へ コピ ー」 プラ グイ ン を 使っ で て ク リップ ボー ド に コピ ー し た 音符 の 歌詞 や 
Flags、 エ ン ペロ ー プ 、 ピ ッ チ な どの 形式 を 指定 し て 貼り 付け る 事 が で きる 。 特 に 、 別 の 音符 に 同じ 形 の エン ペロ ー プ や ビッチ 曲 線 を 適用 し た い 場 合 に 便利 な プ 


= 
と シッ プー っ 
> っ 


ee 


Better Copy/ Better Paste( ク リッ プ ボ ー ド へ コピ ー* 貼 り 付け 機能 ) 


= し と て が 5、 ニ ュー バー の 1 ツー ルト プラ ツィ ン | レ のち プ ボー ド へ ヨー 識 ブ リル ク で お 5 と ジブ R-R ロ Eー 
され る 。 次 に 、 音 符 を 貼り 付け た い 場所 の 直後 に ある 音符 を 選択 し し メニ ュー バー の 「 ツ ー ル 」 一 [プラ グイ ン 」 一 「 そ っ と クリ ッ プ ボー ドカ ら 挿 入 
(P)」 を クリ ッ ク す る と 、 ク リッ プ ボ ー ド に コピ ー さ れ て いた 音符 が 挿入 され る 。 な お 、 コ ピー 元 と は 別 の UTAU 画 面 に 貼り 付け る 事 も 可能 。 


貼り 付け 形式 の 選択 
プラ グイ. ン の 実生 


還 M パ つっ 形 
プ ム ま 式 
し ク の ま を 
て リマ 邊 人 
貼 2 は 

リズ ル 午 表示 され た 「 形 式 を 選択 し て 貼り 
付 1 」 選 け 付け 」 画 面 の 中 か ら 、 コ ピー し た い 
ー ド ー 択 た エン トリ ー を 選択 し て チェ ッ ク を 入 
あず うし な れ て 、「OK] ボ タン を クリ ッ ク 。 例 え 
リ 形 グ メ 待 ば 「 ま 」 の ピッ チ を 「 わ 」 に コピ ー し 
式 イ を た いと き は 「PBType」 と 「Pitch 
の JP ニコ 5 

s を ご 1 1 es」 に チェ ッ ク を 入れ る 。 


「 わ 」 に 「 ま 」 と 同じ 形状 の ピッ チ (ポル タメ ント と ビブ ラー ト ) が 張り 
付い た 事 を 確認 。 音 符 の 状況 が 全く 同じ で は な い 場 合 は 必要 に 応 
じ て 、 ピ ッ チ 曲線 の 修正 を 行なう 。 


-* ゃ 。 g 人 属 


UTAU 全 ウィ ンド ウ 同 時 再生 停止 プラ クイ ン 


同時 再生 用 と 停止 用 の 
Cp イ ン を イ ンス トー ル す る 


UTAU 全 ウイ ンド ウ の 同時 再生 
= * を 行う プラ グイ ン ( 全 ウイ ンド ウ 同 
| 時 再生 .uar) と 、 再 生 を 停止 する 
プラ グイ ン ( 全 ウ イン ドウ 同時 停 
止 .uar) は 別々 に な っ て いる 為 、 
忘れ ず に 両方 イン スト ー ル する 
事 。UTAU 標 準 の 停止 ボタ ン で 
は 再生 を 停止 で き な い 。 


ウイ ンド ウ の UST を 
再生 し て お く 


同時 再生 し た い 全 ウイ ンド ウ 
、 の ust を 全て 1 回 再生 し て 、 キ ャ 
ッシュ ファ イル を 生成 し て お く 。 
二 注意 点 と し て 、 音 符 か ら 再生 し 
= よう と する と 、 各 音源 の 先行 発 
= 声 時 間 の 違い に より 再生 が ず 
れ て し まう 場合 が ある 為 、 必 ず 
= に M か ら 選 択 し て 再生 す 
る 事 。 


全 ウ イン ドウ 同時 再生 を 
だ ェ す る 


複数 ワイ ン ドウ を 開い て 同時 再生 


画 作 者 名 : ち え P 圧 フ ァイル 名 : 全 ウィ ンド ウ 同 時 再生 .uar・ 全 ウィ ンド ウ 同 時 停止.uar 


「UTAU 全 ウイ ンド ウ 同 時 再生 ・ 停 止 プ ラグ イン 」 は 、 ンー グン ノノ ン ブン ググ ノブ ン ン ノン イブン ング 
時 再生 が で きる プラ グイ ン で ある 。 VOCALOID の 様 に 異な る 音源 を 同時 に 鳴ら し て コー ラス を 歌わ せる 事 が 可能 に な る 。 


Saket 絡 | 


メニ ュー バー の 「 ツ ー ル 」 一 「 オ プシ ョ ン 」 よ り オ プシ ョ ン 設 定 画面 を 開 
き 、「 キ ャ ッシュ 」 タ ブ を 選択 し て 、「 中 間 フ ァイル を キャ ッシュ する 」 に チ 
ェ ッ ク を 入れ る 。 ハ ー ド ディ スク の 容量 に 問題 が 無けれ ば 「 キ ャ ッシュ 


を 削除 し な い 」 を 選択 し し ハー ド デ ィ ス ク の 容量 を 節約 し た い 場合 は 、 | 
「 一 定 の 容量 を 超え た ら 古い も の か ら 削 除 ]」 か [一 定 の 期間 を 過ぎ た | 


ファ イル を 削除 」 を 選択 し て 、 適 当 な 容量 、 日 に ち を 入力 する 。 


メニ ュー バー の 「 ツ 
ー ル 」 | アラ グイ 
ン 」 よ り 「 全 ウイ ンド 
ウ 同 時 再生 ] を クリ 
ッ ク し て 、 全 ウイ ンド 
ウ の 同時 再生 を 実 
行 する 。 


UTAU 全 ウィ ンド ウ 同 時 再生 の 活用 法 


全 ウ イン ドウ の 同時 再生 を 停 
止 し た い 場 合 は 、 メ ニュ ー バ 
ー の 「 ツ ー ル 」 一 「 プ ラグ イ 
ン 」 よ り 「 全 ウイ ンド ウ 同 時 停 
止 」 を クリ ッ ク す る 。 


ACE UE 陰 す る 


複数 の UTAU 弟 源 の 相性 を 探る 


全 ウ イン ドウ の 同時 再生 を 活用 で きる も の と し て 、 ま ず は コー ラス パー ト の 再生 が 挙げ られ る 。 メ イン パー 


同じ 内 容 の UST フ ァイル 、 ま た は メイ ン パ ー ト と コー ラス パー ト を それ ぞ れ 別 の 宮 源 を 使っ て 同時 に 再生 


ト と コー ラス パー ト を 同時 に 再生 する 事 に より 、 コ ー ラ スパ ー ト の 一 部 の 音符 の 音階 が 不適 当 だ っ た 場合 する 事 に より 、 音 源 の 相性 を 確認 する 事 が で きる 。 多く の 音源 を 確認 し た い 場 合 は 、 片 方 の 画面 は 同一 


に 、 ど の 音符 が ずれ て いる の か を すぐ に 判別 する こと が で きる 。 例 の 画像 で は 、「 や 」 の 音 を 半音 上 げ て 
修正 し た 。 ま た 、 メ イン パー ト と コー ラス パー ト の 音量 の バラ ンス の 調整 る し 易く な る 。 


フラ グ を 変え た 音 声 を 重ね て 声 に 深み を 出す 


が で きる 。 


擬似 的 に 和音 を 出す 


の 音源 に し て お き 、 も う 片 方 の 画面 の 音源 を 変え て いく こと に より 効率 的 に 音源 の 相性 を 確認 する こと 


同じ 音源 、 同 じ パ ー ト の UST フ ァイル で も 、 フ ラグ の 値 だ け を 変え て 同時 再生 する だ け で 、 コ ー ラ ス の よう 
に 声 の 響き に 深み を 持た せる こと が で きる 。 左 上 の 画像 の 画面 で は 、g フ ラグ を 変更 (g-10 と g+10 を 設 


唱和 吊 


遇 


「 旧 


定 ) 、 右 上 の 画像 の 画面 で は 、 音 程 を 一 律 に 10cent 単 位 で 上 げ 下 げす る t フ ラグ を 変更 (t+1 と t-10 を 設 


定 し 、20cent の 差 を 付け た ) し て みた 。 


王 唱 を 


ンー ー 


行う 


ー つ と /*。 ここ PSEE ENE 


で 基 一 ち sle 


ーー っ 


上 の シー ケン スソ フ ト の 様 に 、 音符 を 重ね て 和音 に し て 章 を 出す こと は UTAU で は 不可 能 で ある が 、 音符 
を 別 の 画面 に 分 け て 入力 し 、 同 時 再生 する 事 に よっ て 、 擬 似 的 に 和音 を 出す こと が 可能 で ある 。: 


ワン フレ ー ズ 分 ( 例 と な る か える の 合唱 で は 全 
衣 休 待 ふた つ 分 ) ず つ 体 符 「R] を 前 方 に 挿入 し 
て 、 音 符 の 開始 位置 を ずら し た UST を 複数 用 
填 意 し て 、 同 時 再生 する 事 に より 、 輸 唱 が 可能 に 
な る 。 時 


jl BGM 同 時 再生 プラ グイ ン 


| 守 | 画 作 者 名 :masao 較 フ ァイル 名 :playmusicwithust20120930.zip ーー 


る クリ ッ ク 音 を 使っ て 、 原 音 設 定 の 先行 発声 を 調整 する 事 に も 活用 で きる 。 


⑥⑪G) BeM と UTA 


音声 の 時 間 差 を 調べ 


BGM と UTAU 音 声 の 再生 タイ ミン グ を 合わ せる 為 に ブラ グ 
イン 画面 に て オフ セッ ト 値 (歌い 出し の タイ ミン グ の ずれ ) を 入 
力 す る の で 、 予 め 調 べ て お く 必 要 が ある 。 方 法 と し て は 、 
上 記 計 Audacity 等 の 波形 編集 ソフ ト に 、BGM の WAV ファ イル と 
5 UTAU 音 声 を WAV 書き 出し し た も の を 取り 込み 、BGM の 歌 
- 還 評 い 出し に 当たる タイ ミン グ と 、UTAU 音 声 の 歌い 出し と の 時 間 
墨 廊 差 を 波形 を 目視 し て 割り 出す 。 例 えば 左 の Audacity の 画像 
記 ヨ で は 、 上 の トラ ッ ク が ステ レオ の BGM フ ァイル 、 下 の トラ ッ ク が 
UTAU 音 声 を WAV 書き 出し し た も の で ある 。BGM に は 先頭 
3 > に 無音 の 部 分 は 無い が 、6.4 秒 の 前 奏 が 付い て いる 為 、 歌 い 
ee 出し の タイ ミン グ は 6.4 秒 後 と な る (画像 の 青 線 部 分 ) 。 
UTAU 音 声 は 、 楽 曲 の テン ボ が 120 で 、 先 頭 に 4 分 休 符 分 の 「R] を 含め て いる 為 、0.5 秒 の 無音 部 分 が 発 
生 し 、 歌 い 出し は 0.5 秒 後 と な る (画像 の 赤 線 部 分 )。 オ フ セ ッ ト 値 は BGM の 6.4 秒 か ら UTAU 音 声 の 0.5 秒 
を 引い て 5.9 秒 と な る 。 通 常 は BGM に は 前 奏 が 付い て いる 為 、BGM の 歌い 出し の タイ ミン グ の 方 が 後に な 
る 事 が 多い が 、BGM に 前 奏 が 無い 場合 は UTAU 音 声 の 歌い 出し の 方 が 後に を なり 、 オ フ セ ッ ト 値 が マイ ナス 
の 値 に な る の で 注意 。 な お 、 こ の プラ グイ ン は BGM も WAV ファ イル の み の 再 生 と な る 為 、BGM が WAV 以 
外 の 形式 の ファ イル の 場合 は 、Audacity 等 を 使っ て WAV ファ イル に 書き 出し て お く 事 。 


生 ボ タ ン を クリ ッ ク す る 


* 宰 。 | ブラ グイ ン 画 面 の 再生 ボタ ン を クリ ッ ク し て 、UTAU 音 声 と BGM を 

| 同時 再生 させ る 。 途 中 で 再生 を 停止 し た い 場 合 は プラ グイ ン 画 面 
の 停止 ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 UTAU エ ディ タ の 停止 ボタ ン を 押す 
と 、UTAU 音 声 だ けが 止ま り DBGM は 再生 し 続け る の で 注意 。 な お 、 
| 予め 再生 し て キャ ッシュ を 生成 し た UTAU 音 声 が 途中 まで の 場合 
| | は 、UTAU 音 声 が 終わ っ た タイ ミン グ で BGM の 再生 も 自動 的 に 停 
5 


エディ タ 上 で BGM を 同時 に 再生 


ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニニ = ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー 


「BGM 同 時 再生 プラ グイ ン ] は VOCALOID3 の 様 に 、UTAU エ ディ タ 上 で 音声 を 再生 する の に 合わ せ て 伴奏 を 同時 に 再生 で きる プラ グイ ン で ある 。 伴奏 
を 同時 再生 する 事 に より 、 発 音 タ イミ ング の ずれ の 修正 や 、 伴 奏 と の バラ ンス を 考え た 歌声 の 音量 の 調整 が 簡単 に な る 。 ま た 、 伴 奏 の 代わ り に 一 定 の 間隔 で 鳴 


③: PO 2 ct 


| の パス が 正しく 表示 され た 事 を 
放 o 


【02) 還 


メニ ュー バー の 「 ツ ー ル 」…「 オ プシ ョ ン 」 よ り オ プシ ョ 
ン 設定 画面 を 開き | キャ ッシュ 」 タ ブ を 選択 し て 、「 中 
間 フ ァイル を キャ ッシュ する 」 に チェ ッ ク が 入っ て いる 
事 を 確認 。 詳 細 は 前 ペー ジ で 紹介 し た 「UTAU 全 
ウイ ンド ウ 同 時 再生 停止 プラ グイ ン 」 の 使い 方 の 
「02 キャ ッシュ の 設定 を 確認 する | を 参照 。 


誕 
( ぶ UST を 再生 し て 
キャ ッシュ を 作成 する 
BG と 同時 理生 し た り \UST の 再生 し た い 音符 を 
選択 し て 1 回 再生 し 、 キ ャ ッシュ ファ イル を 生成 し て 
お く 。 な お 、 実 際 に 再生 が 始ま っ た 時 点 で キャ ッシュ 
ファ イル の 生成 は 終わ っ て いる 為 、 再 生 を 途中 で 
UTAU エ ディ タ の 停止 ボタ ン で 止め て も 良い ( 最 
後 まで 聴く 必要 は 無い )。 な お 、UST フ ァイル が 未 
保存 の 場合 は 必ず 名 前 を 付け て 保存 し て お く 事 。 


( プ ) フラ クイン を 直 動 する 


felled to reate wav dats (2) 


指定 され た ファ イル が 見 つか り ま せん - 


巡 5 ー バ ー の [ツー ル 」 一 「 プ ラグ イン 」 よ り 
「BGM 同 時 再生 ] を クリ ッ ク し て 、 プ ラグ イン 画 
面 を 起動 させ る 。PC の 環境 に よっ て は 「 指 定 さ 
れ た ファ イル が 見 つか り ま せん 」 と いう エラ ー 画 
面 が 表示 され る 場合 が ある が 、「OK]」 ボ タン を ク 
リッ ク し て エラ ー 画 面 を 閉じ れ ば 、 プ ラグ イン 画 
面 が 表示 され る の で 問題 な い 。 


オフ セッ ト 値 を 入力 する 


プラ グイ ン 画面 の [参照 」 ポ タン | ーー 2 
を クリ ッ ク し 、「 開 く ] 画面 より プラ グイ ン 画 面 の 「 オ フ セ ッ ト 」 に 


| BGM の WAV ファ イル を 選択 し て | と 語 。 | 先 に 求め た オフ セッ ト 値 を 入力 す 
「 開 く ボ タン 」 を クリ ッ ク 。 プ ラグ イ | HER る 。 オ フ セ ッ ト 値 は ミリ 秒 単位 で 入 
ン 画面 の 「 曲 」 に 、BGM フ ァイル | we = | 力 する 為 、 例 えば 5.9 秒 の 場合 は 


値 を 千 倍 し て 「5900」 と 入力 する 
事 に 注意 。 


確認 。 


語 予め 複数 の UTAU 画 面 、UST を 開き 、 全 て 再生 し て キャ ッシュ を 生成 
ーー | し て お き 、 プ ラグ イン 画面 の [すべ て の UTAU を 同時 再生 に チェ ッ ク を 入 
れ て から 再生 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、BGM と 一 緒 に 全て の UTAU 画 面 


1 
1 
ま 
i 
| を 同時 再生 する 事 が で きる 。 こ の 場合 は 、 前 ペー ジ で 紹介 し た [UTAU ! 

| 全 ウ イン ドウ 同時 再生 停止 プ ラグ イン 」 と 同じ く 、 再 生 する 範囲 の 先頭 ! 

= | を 音符 に する と 、 音 源 の 違い に よる 先行 発声 時 間 の 違い に より 各 ! 
UTAU 画 面 の 再生 に ずれ が 生じ る 為 、 休 符 「R] か ら 選 択 し て 再生 する よ 
3 うに し て お く 。 な お 、|[ 曲 」 に 表示 され た BGM フ ァイル の パス を 削除 する 事 1 
に より 、BGM を 再生 し な いで 複数 の UTAU 画 面 を 同時 再生 する 事 も 可 ! 


原音 設定 の 先行 発声 の 調整 に 活用 する 方 法 


「BGM 同時 再生 プラ グイ ン 」 を 使用 し て メト ロ ノ ー ム 音 を BGM と し て 再 
生 す る 事 に より 、 より 簡単 に 調整 が 行なえ る 方 法 を 説明 する 。 な お 、 例 と し て 
デフ ォ ル ト 音 源 を 使っ て いる が 、 あく まで 説明 の 為 に 使用 し て いる だ け で あっ 


5 ド する 


ーー エーコ 


葵 到 含 一 ツ ー ル UTAU 


て 、 す で に 館 屋 昔 蒲 氏 に よっ て 適切 に 原音 設定 が 行わ れ て いる 為 、 特に 
改め て 原音 設定 を 行なう 必要 は 無い 。 


プラ グイ ン で 
) 同時 再生 する 


UTAU エ ディ タ に て 調整 し た い 音源 ーー ーー の 
デー 生 を 選択 し 、 画 像 の よう に 「 か け き くけ に 二 / ン グ イン 画面 
] こ か こ か きく け こ 」 と いう よう に 、50 to ? = 


歌声 合成 ツー ル UTAU( 館 屋 萬 落 氏 が 作成 し て いる wiki) の 
「 原 音 設定 アド バイ ス 」 の ペー ジ (http://www10.atwiki.jp/utau 
2008/pages/20.html)) に アク セス し 、「 メトロノーム 音 を 使っ た 調 法 
(先行 発声 の 調整 ) | を クリ ッ ク す る 。 「Click] と いう 音符 が 沢山 並 
ん だ UTAU 画 面 の 下 に ある 「kkkkkJmp3」 を 右 クリ ッ ク し て ダウ ン ロ 
ー ド し 、WAV フ ァイル に 変換 し て お く 。 


先行 発声 を 調整 し て プラ グイ ン 
で 同時 再生 を 繰り 返す 


BGM 同 時 再生 を 実行 し た と き に 、 ク リッ ク 音 より も 早く 再生 され た 歌詞 は 、 先 行 発声 の タイ 
ミン グ が 早 過ぎ る の で 遅く 調整 する 。 反 対 に クリ ッ ク 音 より も 遅れ て 再生 され た 歌詞 は 、 先 
行 発声 の タイ ミン グ が 遅 遇 ぎる の で 早く 調整 する 。 先 行 発声 の 調整 が 終わ っ た ら 、1 回 
UTAU 単 独 で 再生 し て か ら 、 再 度 BGM 同 時 再生 を 実行 し 、 タ イミ ング が 合う まで 繰り 返す 。 


を 起動 し 、 メ トロ ノ 

音 の 1 行 毎 の 歌詞 を 入れ た UST フ に 暫 計 邊 | へ 間 の WAV ファ 

=| アイ ル を 作成 し 、 再 生 し て お く 。 な Ooeeerag イル を 選択 オフ セ 
お 、 メ トロ ノー ム 音 と 合わ せる 為 に 、 mao js= 修 値 は 「0」 の まま 

| テンポ は 120 に 設定 し 、 先 頭 に 四 分 に し て BGM 同 時 


休 符 の 「R] を 入力 し て お く 事 。 ーー 再生 を 実行 する 。 


0//77 衣 


JJTAU Pert 


TU 


周波 数 トレ ー サ ー 


田 作 者 名 :Zteer 圏 ファ イル 名 :freqtracer240.zip 
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きる 『 音 声 補 正 モ ー ド 」 が ある 。 


ドス モード 」 


「 音 声 補 正 モ ー ド 睦 
元 音声 WAV ファ イル を 用 意 する 


対応 し て いる Wave の 形式 は 、44100hz 16bit モノ ラル / ス テレ オ の 為 、 元 の 音声 が これ 以外 の フ 
ァイル 形式 の 場合 は 対応 し て いる Wave の 形式 に 書き 出し て お く 。 


( フク イン 画面 を 起動 する 


メニ ュー バー の 「 ツ ー ル 」…「 プ ラグ イン より 周波 数 トレ ー サ ー2」 を クリ ッ ク し て 、 プ ラグ イン 画面 を 起動 さ 
せる 。 音 符 の 区 切り や 歌詞 は プラ グイ ン 画 面 で 指定 入力 する 為 、UTAU エ ディ タ に は 何 も 音 符 が 入 
力 さ れ て いな く て 良い 。 な お 、Windows7 の 環境 で は プラ グイ ン 画 面 右 下 の 「 キ ャ ン セ ル 」 ボ タン の 下 半 
分 が 隠れ て いる が 、 ク リッ ク し て プラ グイ ン 画 面 上 の 操作 を キャ ン セル し て 画面 を 閉じ る 事 は 可能 。 


音符 の 区 切り 位置 を 指定 する 


Pa Pe プラ グイ ン 画 面 上 段 の 音量 (黄色 の 波形 ) と 画面 中 段 


パー 々 紀 く < と の と と で 60 dl1dVHO 2 


が ら 、 音 符 の 区 切り 場所 を 指定 する 。 区 切る 時 は スペ クト 
ル エ リア 内 の 区 切り た い 場所 で 左 ク リッ ク す る 。 区 切り 線 
を 付け る 場所 が が ずれ て し まっ た ら 、 ス ペク トル エリ ア で 区 
切り 線 を 左右 に ドラ ッ グ し て 移動 させ る 。 間 違っ て 余計 な 
-』 区 切り 線 を 入れ て し まっ た 場合 は 、 ス ペク トル エリ ア で 消 

は * し た い 区 切り 線 の 右側 を 右 ダ ブル クリ ッ ク し て 消す こと が 
ea 可能 。 区 切る 位置 は 、 最 初 の 母音 「 う ] は 音量 の 波形 が 
出 て くる 所 で 問題 な い が 、 次 の 「 さ ] は 子音 の 為 、 子 音 部 分 が 先行 発声 する 時 間 を 考え て 、 子 音 と 
母音 の 間 で 区 切る 。 目 安 と し て は 、 ス ペク トル が 青 一 色 の 部 分 が 子音 、 ピ ンク 色 や 白色 が 混ざっ て 
いる 部 分 が 母音 と 判断 する 。 


音声 を 再生 し て 区 切り を 確認 ぷす る 


プラ グイ ン 画 面 上 段 の 音量 エリ ア で 、 再 
較 生 す る 範囲 を 左 ボ タン で ドラ ッ グ (1 つの 

音符 だ け な ら 左 ク リッ ク ) す る と 、 ド ラッ グ 
し た 音量 エリ ア が ピン ク 色 に な り 、 音 声 
が 再生 され る 。 再 生音 を 聞く こと に より 音 
符 が 子音 と 母音 の 間 で 区 切ら れ て いる 
事 を 確認 する 。 例 えば 、「 う さ ぎ 」 の 発音 
を 前 後 の 体 符 を 含み 5 文字 に 分 ける 場 
合 は 、「R」「ul「sa」「gil「R] で は な く 、「R] 


1 "5 | ける 。 こ の 時 歌詞 は [RI2」[ さ ]「 ぎ ]「R] 


ppe ニー ーー ーー 上 SS264 と 9 定 ' す る 。 
(⑦ ピッチ を 補正 する 


ピッ チ 補 正 前 の 画面 


上 「 サ 行 」[ ハ 行 」 な どの 息 成 分 の 多い 子音 部 分 や ノイ 
ズ が 多かっ た り 、 リ バー ブ が 強く か か っ て いる 音声 等 は 
音声 の ビッ チ が 正しく 分 析 さ れ な い 場 合 が ある の で 、 手 
動 で ビッチ を 修正 する 必要 が ある 。 ま ず 、 プ ラグ イン 画 
面 上 段 の 音量 エリ ア で 、 再 生 する 範囲 を 右 ポ タン で ド 
ラッ グ す る と 、 表 示さ れ た ピッ チ 曲 線 に 基づい て 合成 音 
"が 再生 され る 。 こ の 合成 音 は プラ グイ ン 独自 の 音声 合 
ss ”。 エン ン ン を 全 還 する か 和 は UTAUC は 凌 な っ て い 

ーー る が 、 ピ ッ チ の 確認 は 問題 な く 使用 で きる 。 プ ラグ イン 画 
/ ピッ チ 補 正 後 の 画面 面 下 段 の ビッ チエ リア で 、 ピ ッ チ を 補正 し た い 部 分 を 左 
ど ノ デー ボタ ン で ドラ ッ グ する と ピッ チ を より 直線 的 に 補正 で き 
計る. ビッ チェ リア の 緑色 の 線 は 分 析 に より 検出 し た ピッ 

| チ で 、 自 い 点線 は 、 本 来 の ピッチ 曲線 が あっ た か も し れ 
な いと 考え られ る ピッ チ 修 捕 、 赤 色 の 線 は ピッ チ の 検出 
に 失敗 し て 前 後 の ビ ッ チ か 推定 し て 補完 し た も の で あ 
る が 、 ピ ッ チ 候補 の 無い エリ ア を ドラ ッ グ し 、 赤 色 の 線 の 
状態 に する と 線 を まっ すぐ 引く こと が 可能 で ある 。 ピ ッ チ 
= を 捕 正 し た ら 、 再 度合 成 音 を 再生 し て 、 正 し く 補 正 され 
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SI ど 
WUULLU 


周波 数 を U り TAU 上 で 表示 する 


ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニー デニ ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニニ ー ーー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー 


「 周波 数 トレ ー サ ー」 は 音声 ファ イル の ピッ チ や 音量 の 変化 を 分 析 し 、UTAU 上 に 再現 で きる プラ グ イン で ある 。 VOCALOID3 プ ラグ イン の 「 ぼ か りす 」 の 
よう に 現在 設定 され て いる 音源 で 元 音 声 を 真似 させ る 「 ト レー スモ ー ド 」 と 、 元 


um 


音声 を 音源 化し 、UTAU 上 に 再現 し て Melodyne の 様 に ビッ チ や 音量 を 調整 で 


通 の 操作 


at / ル を 肛 * み 込む 


ーー ニュー 
日 こ | | 「 さこ 」 し = ]】* "> [ 
プラ グイ ン 画 面 下 の 「 昔 声 読込 」 ボ タン を クリ ッ ク し て 、「 フ ァイル を 開く 」 看 ーー 
て 「 開 <] ボタ ン を クリ ッ ク する 。「 音 声 が 長い た め 分 析 に 長 時 間 か か り ます 。 続 け ます か 2 と いう 確認 画面 が 出る の で 
[OK」 を クリ ッ ク する 。PC の 性 能 に も よる が 、「 ふ る さと | の 1 番 だ け の 長き さ で あれ ば 1、2 秒 程度 で 解析 が 終わ る 。 


(で 加 を 設定 する 


音符 毎 に 歌詞 を 入力 


複数 の 音符 の 歌詞 を まとめ て 入力 


プラ グイ ン 画面 下 箕 の 勤 員 エリ ア ( デ フォ ルト で Th が 入力 きれ て いる ) を を クリ ッ ク し て 、 歌 詞 を ひと つ ず つ 入 
力 する 。 歌 詞 エ リア を 右 ド ラッ グ し て 複数 の 音符 の 歌詞 を 纏め て 入力 する 事 も 可能 。 


作業 を 中 断 し て 後 で 再開 で きる よう に する 為 、 編 集 状態 を 保存 する 。 プ ラグ クイ | “で ーー ニーーー 
ン 画面 左下 の 「 編 集 状態 の 保存 ]」 ボ タン を クリ ッ ク す る と 、「 名 前 を 付け て 保 | " 寺 " 法 畔 三 

存 ] 画 面 が 表示 され る の で 、「.uft」 の 拡張 子 の 周波 数 トレ ー サ ー 編 集 フ ァイル | 二 

の 形式 で 任意 の 名 前 を 付け て 保存 する 。 編 集 状態 を 読み 込む 時 は 、 プ ラグ | 此 

イン 画面 左下 の 「 編 集 状態 の 読込 」 ボ タン を クリ ッ ク し 、「 フ ァイル を 開く 画面 | 舎 、. 

より 、 先 ほど 保存 し た uft フ ァイル を 選択 し て 「 開 く ] を クリ ッ ク す る 。 ーー 


UTAU エ ディ タ に 音符 を 挿入 する 


音符 の 区 切り 、 歌 詞 の 設定 、 了 ッ チ の 補正 が 全て 終了 し た ら 、 プ ラグ イン 画面 右 下 の 「 挿 入 」 ボ タン を クリ ッ ク す と 、 
UTAU エ ディ タ に 、 設 定 し た 音符 、 歌 詞 、 補 正 さ れ た ビッ チ が 反映 され る 。 ピ ッ チ に つい て は [挿入 」 ボ タン の 上 の プ 
ル ダ ウ ン で 、Mode1 と Mode2 の どちら に 反映 させ る か を 選択 で きる 。 @ 


音声 補正 モー ド の 使い 方 


音声 補正 モー ド で は 元 音声 を UTAU 音源 に し た 上 で 、 UTAU 上 に 音符 
の 区 切り 、 歌詞 、 ピッ チ を 反映 させ る 為 、Melodyne 等 の ボー カル 音声 補 
正 ソ フト の 様 に 1 音節 毎 に ビッチ や 音量 を 補正 する よう な 使い 方 が UTAU 


で 可能 に な る 。 ま た 、 いく つか の 楽曲 を 歌っ て 録音 し た ファ イル を 使っ て 
UTAU 音源 を 作成 する 事 も 可能 。 


音声 補正 モー ド に 切り 替え る 


ファ ズ た GE 才 鉛 記 表示 GO ツー ヘルプ 0) 
PSoN acts ・ の す 区 5 
生息 ・ 二天 < 新しい フォ ル ダ ー *- 還 人 


ビュ 
1 
王 


UTAU voice フ ォ ル ダ | 配下 に 音 音源 名 の フォ ル ダ を 作成 ( 例 で は フォ 


ル ダ 名 を 「 新 音源 」 と し た ) し 、 元 音声 を コピ ー す る 。 こ の フォ ル ダ が 音 
可 フ ォ ル ダ と な る 。 元 音声 ファ イル が 、 一 番 の 歌詞 、 二 番 の 歌詞 …… 
と いう よう に 複数 の WAVE フ ァイル に 分 割 さ れ て いる 場合 は っ ひと つ 


プラ グイ ン を 実行 し 、 PR トド) と 同じ 全 で 区 切り 位置 歌 
詞 、 ビ ピッ チ を 設定 する 。 手 順 の 詳細 は 前 ペー ジ に 掲載 の 「「 ト レー スモ 
ー ド ]「 音 声 補正 モー ド ] 共 通 の 操作 ]」 の 「02 プラ グイ ン 画 面 を 起動 


区 切り 位置 、 歌詞 、 ビ ッ チ の 設定 が 全て 終わ っ た 5 プラ グイ ン 画 面 
部 に ある [音声 補正 モー ド ] ボ タン を クリ ッ ク し 、 音 声 補正 モー ド に 切 
り 替 える 。 


の 音源 フォ ル ダ に まとめ て 入れ る 。 


ボタ 2 


ーー ニー に 菩 _ 寺 寺 = 


する 」 か ら 「08 編 集中 の 状態 を 保存 する ] ま で を 参照 する 事 。 


、 原 音 設定 ・ 周 波数 表 ファ イル が 
生成 され た の を 確認 する 


(05 


= ーー | プラ グイ ン 画 面 右 攻 珠 2 LCLZC 
| d 生 沼 を 作成 し 王 し た 。 東 番 フ ァイル セッ ト を 切り 替え て くだ さい 。 | 下 の 「 挿 入 」 ボ タン ーーmーmmmーmwーm ーー テー ー 
| を クリ ッ ク す る 。「 音 人 mm 
に w_」 | 源 を 作成 し まし た 。 am 
| 原音 ファ イル セッ ト ーー = ーー 
本 切り 替え て くだ さ が 克夫 we ny Y | 
DD DS い 。」 と いう ポッ プア 人 OO 
』 ッ プ 画 面 が 出る の | 
で 、「OK」 を クリ ッ ク | 
1 1 后 ニ 李 に お | する と 、 プ ラグ イン 2 PO | 
= 三 ニ ーー ェ ニニ ニニ ニニ ニニ ミニ ミッ ニコ TP 生生 
| ーー テー - UTAU エ ディ タ 画 最初 に UTAU/voice フ ォ ル ダ 配 下 に 作成 し た 音源 フォ ル ダ 内 に 、 原 
し ーー ヨ 面 に 音符 が 反映 さ 音 設定 ファ イル 「oto.ini」 と 周波 数 表 フ ァイル 「 元 音声 ファ イル 名 _ 
ーー ニテ テーWas ま > し ま て ne ーー = れる 。 wav.frq] フ ァイル が で き て いる 事 を 確認 。 


oo 音源 を 切り 替え る 


メニ ュー バー の 「 ツ ー ル 」 一 「 原 音 の 設定 」 よ 
ま ー | り 、「 原 音 設定 」 画 面 を 開き 、「 原音 設定 」 画 
面 の メニ ュー バー の 「 フ ァイル 」 一 「 リ ロー ド 」 
を 選択 し 、UTAU に 最新 の 原音 設定 を 認識 
させ る 。 こ れ で 、 元 音声 か ら 作 成 し た 音源 を 


| メニ ュー バー の 「 プ ロジ ェクト 」 一 「 プ ロジ ェクト の プロ パ 
ティ ] よ り 、「 プ ロジ ェクト の 設定 画面 」 を 開き 、 原 音 フ ァイル 
セッ ト に 最初 に 作成 し た 音源 フォ ル ダ 名 を 選択 する 。 

= | UTAU エ ディ タ 画 面 左上 の 音源 名 表示 欄 に 音源 フォ ル 

ニダ 名 が 表示 され た 事 を 確認 する 。 


鳴ら すこ と が で きる よう に な る 。 

to 

08) UTAU エ ディ タ 上 で 調 声 を 行う 
ニー ーーーー ーーーーーーーー プラ グイ ン 画 面 側 で の ピッ チ 補 正 だ け で は 完全 に ピッ チ を 補正 
= する の が 難し いた め 、UTAU エ ディ タ 側 で も 適時 調整 を 行なう 。 
] ーー ーー リー ニー ュー ニー ュー ニーー ピー mn 例え ば 、 例 の 画像 の 様 に 、 サ 行 、 ハ 行 等 の 息 成分 の 多い 子音 
ま に 語 語 王 = デ = 部 分 は ピッ チ が 大 きく ぶれ 易い た め 、 ピ ッ チ 曲線 を 描き 直す 必要 
ーー = 語 ミー っ ニニ ーー が ある が 、 先 に 紹介 し た 「PLUGINO2 拡張 ビッ チエ ディ タ 」 を 使う 
本 ニー ドー キー コ ーー と 、 ピ ッ チ 曲線 の 修正 が 楽に な る 。 ま た 、 音 符 の 音量 は 全て [80] 
ユ = に ーー ニー モー ビー キト ー キ ーーー トニ に 設定 され る が 、Flags に 「P0」 が 設定 され 、 ピ ー ク コン プレ ッ サ が 
三 ーーー ビ ーー ーー ェ ミー ーーーー 無効 に な る 為 、 元 の 音量 の 強弱 は 残る の で 、 音 量 の 差 が 気 に な 


る 場合 は P フ ラグ の 値 を 増やし て 音量 を 均一 化 させ る 。 


1 

』 

』 

| 「 音 声 補正 モー ド 」 で 音源 を 作成 する と 、 重 複 ! 
する 歌詞 は 自動 的 に エイ リア ス に 番号 が 付け ら i 

| れ て 、[ し [し 1」「 し 2」]… と いう よう に 別 の 原音 と ! 
し て 設定 され る 。 も し 、 不 要 な 場合 は 原音 設定 ! 

| 画面 の 「 削除] ボタ ン で 削除 も 可能 だ が 、 残 し 
| て 使い 分 けた い 場合 は 、 番 号 の 付い て いな い ! 
店 | 音 の エイ リア ス を 一 旦 別名 に 書き 換え て か ら 、! 
- 

『 

1 

8 

H 

』 

| 


取 東 人 束 ツ ー ル - UTAU ー leecpg 


| 全 SimttAs | 優先 的 に 使い た い 彰 の エイ リア ス を 番号 押し 


23 | に 書き 換え る と 良い 。 な お 、 楽 曲 の 組み 合わ せ 
計 | に よっ て は 6 曲 程度 で も ほとん どの 音声 が 揃う 


の 作り で す 


ェ ーーーーー デ " ツ と 言わ れ て いる が 、 効 率 的 な 楽曲 の 組み 合わ 
せ を 考え る の は 難し い の で 、 す ぐに 音 | の 指 っ た 音源 を 作り た い 場合 は [いろは歌 王 うか 、 足り な い 音 だ 


け を 個別 に 録音 し た 方 が 良い 。 
一 回 再生 を 実施 し て か ら UTAU エ ディ タ 画 面 右上 に ある クロ ス フ ェ ー ド 
タン ) を クリ ッ ク す る 。 な お 、 ク ロス フェ ー ド 最適 化 は 必ず 音声 調整 終了 後 D 
ド 最 造 化 を 実行 し た と き 、 結 合 す る 前 後 の 波 形 の 位相 を 合わ せる た め に 波形 
で 、 ピ ッ チ 調 束 中 に 何 度 も 最適 化 を 行なう と 、 ど ん どん ずれ る の で 注意 。 


に 分 割 ・ 結 合 し て いる た め 、 斉 箇 の つなぎ 目 が 不 自然 に 聞こ える の を 解消 する た め 、 
に 3 
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ム の の : 


Le に] 
電 TTTuunn00 


HN: 楼 (ロウ ) 

言 漏 名 柚 歌 コト (ふう が こと ) 

音源 配布 所 : 
http://cotoco.web.fc2.com/ 


s http://torivoice.blogspot.com/ 


PUTLLTTYLLLCULPPLITTL 


楓 歌 コト 


RLLCUGCCOCULLLULUGE に DEHLLLLLLLULLLLLLLLULLLLLLLLULSLLUUUUUULLUDLDLULPLLLLLLLLLLLULLLLLUULLEE LT 


RTTT 


HN: きり Es 1 
音源 名 :tori (と り ) 
音源 配布 所 


Q1. ご この キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 

人 間 で は な く て 歌う も の で あれ ば 鳥 だ ろう と いう こと で す 。 
Q2. ほか の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 

声質 は 、 ク ー ル や 優し いな どの 印象 が ある よう で す 。 あ まり 個性 を 出さ ず 、 
素直 に 歌え る 音源 を 目指 し まし た 。 
Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 

発音 や リッ プ ノ イ ズ な ど で 録 り 直し が 多い こと と 、 設定 や 見 直し に 時 間 が か 
か る こと が 大 変 で し た 。 
Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 

あり が と う ご ざ いま す 。 楽しく 使っ て くだ さい 。 昔 の 音源 を 配布 し て いな 
く て すみ ませ ん 。 
Q5. ご の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て で 下さい 

基本 的 に べた 打ち で いい と 思い ます 。 
Q6. 今後 、 音源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま す が ? 

改善 点 が いく つか 見 つか る と アッ プ デ ー ト する の で す が 、 今 は 考え て いま 
せん 。 


* 
LOLULLUHLLLLLLLLLLLLLLLLLLULULLLDLLL HELLHLLLLLLULULLLLLLLULLLLLLLLLLLLLLT ui 


Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 


思い 、 極 力 私 服 っ ぽく …… で も 二 次 元 みた いな デザ イン に し まし た 。 
Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 


パワ ー 系 音源 と の 評価 の よう で す 。 
Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 


PDCOLLLLCLTLL 


: Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 


何 は と も あれ 、 使っ て いた だ いて あり が と う ご ざ いま す ! 声 方 面 で あま り 活 動 で き て いな く で 申し 訳 
2 。 せっ か ぐ く 使 っ て いた だ いて いる 方 と 距離 が 近い の で も っ と ご 意見 が 聞け た らい いな あと 


: 思っ て ます 。 
: Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 


は 
どら 
| 
el 


子音 が 強い の で あま り 強 調 し すぎ な いよ うに する と いい みた いで す 。 特に 破裂 音 が 強い の で そこ を 抑 
: える と 聴き や すく な る と 思い ます 。 あ と は UTAU か ら の 出力 後に な り ま す が 、「 エ フェ クト が 乗り や すい 
の で MIX 次 第 で 大 分 変わ る ] と いう ご 意見 を 何 度 か お 聞き し た の で 、 そ ちら に 力 を いれ て みて も いい 


: の か も し れ ま せん 。 
: Q6. 今後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか が ? 


くつ か 作り た いと 思っ て いま す 。 他 に も ご 意見 頂け れ ば どん どん 録音 し た い 所 存 で す !! 
音 と か も 試し こみ た いで すね 。 
Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい 


: 向け に YouTube に も 投稿 し た り 、 音 源 や 配布 所 の 整備 も し た り し て いき た いで すね 。 


オニ オオ ハシ を モチ ー フ に し た キャ ラク ター で す 。 好き に 遊ん で 頂き た か っ た の で 、 デ ザイ ン し か 設定 
が あり ませ ん 。 当 時 ボカ ロ 的 要素 を 含ん だ デザ イン が 多かっ た の で 、 そ れ を 変え た デザ イン に し た いと 


まる さん に 作成 し て 頂い た 5 音階 連続 音 が 特徴 で し た が 、 今 は そう で も な く な っ ちゃ いま し た ね 。 所 調 


: 知識 が 何 も な い 状 態 で 始め て 、 さ ら に 初期 は 音源 作成 に つい て 情報 ちほ と ん ど な か っ た の で 、 ま す 何 
: し た らい い の か わか ら な い 、 と りあ え ず や っ て も これ で いい の か わか ら な いっ て と ころ が 大 変 で し た 。 


は い 、 考 えて いま す 。 パ ワー 系 と 認識 され て いま す が 、 他 に も 対応 で きる よう に 声質 を 変え た 物 を い 


音源 の アッ プ デ ー ト に あわ せ た MMD モデ ル を 作っ て 同時 配布 し た いな 一 と 考え て いま す 。 あ と は 国外 


* 
CPULLLLLLLLLLLLLLLLULLLLLLLLLETTKTLN PLLLLLLLLLHLHLLLHHLLLLLLE PPELLLLLLLLLULLLLLELL 


スタ ジオ で 録 


D 
PLDLLLLULLLLEE 


: HN: ほ け 
~ な の" 音源 名 :LOKE ( ろ ー ぐ ) 
….。 音源 配布 所 


http://utauloke.blog42.fc2.com/ 


いう 想定 で す 。 


最近 実現 で き て いま せん 。 


DS 
PCOULPPLLLLLCLLLLLLLLLCLLLDLLLLLLUCLCLLLCPUDLLLCLLLLLLLLLLLPUCLLLDLLLL 


LOKE 


2 まだ ど う ちい お 、 り 


Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 

キャ ラク ター に は 「 昼 は カフ ェ 、 夜 は バー の 『UTA-Location! と いう 店 の マス ター」 と いう 設定 を 
つけ て いま す 。 主役 の キャ ラク ター が 店 に 訪れ た と き 、 た また ま 奥 で 店 主 め や つて る よう な 、 モブ の よう 
な 扱い を 目指 し て 付け た 設定 で す 。 音 楽 も メイ ン よ り 後 ろ の コー ラス と し て の 立場 が 多く な る だ ろう と 


Q2. ほか の 登 源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 

低音 音源 で す 。B2 近辺 で 録 っ て いる の で 、 C3 以下 の 低音 を それ な り に 綺麗 に 響かせ る こと が で き 
る と 思い ます 。 低音 が 欲し いと 思っ た ら 候 補 の ひと つ に で も 考え て みて くだ さい 。 
Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 

最初 に 録音 し た 時 は UTAU の エン ジン が 低音 を 判別 し て くれ ませ ん で し た 。 せっ か く 録 っ た も の が 、 
UTAU で 再生 する と 酷い こと に な っ た ん で す 。 不 向き だ と いう こと で 暫く は 諦め て いた の で す が 、 や 
が て エン ジン が 改良 され て 低音 を 判別 で きる よう に な っ た の で 、 感動 し て UTAU 一 周年 も デフ ォ 子 誕 : 
生 祭 も 眼中 な し で ライ ブラ リ を 作っ て し まい まし た 。 
Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 

使っ て くだ さっ て あり が と う ご ざ いま す 。 普段 、 私 は デフ ォ 子 デ フォ 子 と し が 言っ て いま せん が 、: 
LOKE の 使わ れ 方 ちち ら り と 気 に か け て お り ま す 。 H 
Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 

使い 方 は 自由 で す が 、 低音 音源 な の で 、 他 の 子 よ り 1 オ クタ ー ブ ぐ らい 下げ て 試し て みて くだ さい 。 
Q6. 今後 、 音源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか が ? 

何 か キ ッ カ ケ が あれ ば 。 あと 良い 案 が あっ て 、 実 現 が で きれ ば 。 何 か や D り た いな と は 思っ て いま す が 、: 


Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい 8 
特に 何 も あ り ま せん 。 LOKE は ひっ そり で 良い の で す 。 それ より デフ ォ 子 の こと ば か り 考 えて いま す 。 


+ で 
CELLUULLLLLLUULLLLULUULLLLLULULLULLLLUULULUULULLLULLUULLLLELLLUUUUELEEELEEELUUEELLLLLLLELLLLLLPLLLLLLLLLLL に LM 


大 和 内 庵 


: HIN: メ リヒ ヨ P 
: 言 清 名 大 和 内 庵 (や まとう ち い お り ) ーー 
: 准 源 配布 所 

: https://sites.google.com/site/yamatouochi/ 


Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 

オカ メイ ンコ の よう な 独特 の 髪型 で す 。 作 務 衣 や 甚平 を よく 着 て いま す が 、 最初 は キャ ラク ター 作り を あま 
: り 考え て いな か っ た 為 に 適当 な モン ター ジュ の 顔 イ ラス ト と 、 細 か い 規 約 無し で も 無難 に 使っ て 頂け る 事 を 期待 
し て 「 中 肉 中 背 ・ 和 覇 気 が 無 い ] と いう 大 雑 把 な 設定 だ け で し た 。 
Q2. ほ か の 谷 源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 

連続 音 の よう に 連続 的 に 録 っ て 分 割 し た 単独 音 で す 。 少 し 注意 点 お ど あ り ま す が 、 通常 の 単独 音 に 比べ て フ 
レー ズ と し て の 発音 が 自然 で 滑ら か に 繋が り ま す 。 プ ラグ イン で 適用 可能 な 強弱 音源 と し て 4 段階 の 母音 を 
同 柚 し て いま す 。 
Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 
: 忠 が あま り 強 く な く 収 録 の 機会 も 少な か っ た 為 に 、 と に か く 効 率 的 な 方 法 を 事前 に よく 考え て 、 発音 や 表情 
: を し つか り イ メー ジ し て 一 気 に 録 D り まし た 。 結 果 的 に は と て も 楽 な 方 法 だ っ た と 思い ます 。 
Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 

制作 の 効率 な どの 為 に ユー ザー 側 に 一 手間 お 任せ し て いる 音源 で す が 、 使っ て 頂い て と て も 有り 難い で す 。 
: 遊ん で 楽し ん で 頂け た ら 嬉 し いで す 。 
Q5. ご の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 
: エン ベロ ー プ の 初期 値 を 変更 する 必要 が ある の と 、 歌 の フレ ー ズ の 頭 ( 休 符 の 後 ) に n.m,y,W 行 が 来る 場 
: 合 は それ 用 の 音素 を 選ぶ と 発音 の 不 自然 さ が 無く な り ます (readme.txt に 記載 ) 。 
: 過 弱 母音 を 使う 場合 、 私 の 35 作 目 で 公開 し て いる ust と メモ を 参考 に し て 頂く と 、 よ り 自然 に な る と 思い ます 。 
: Q6. 今後 、 音源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま す が ? 

あわ よく ば 連続 音 を と は 時 々 考え ます が 、 改良 する な ら ま すず 合成 済み の 強弱 音源 を 同 梱 す れ ば 使い 易い の 
で は と 思っ て いま す 。 
Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい 


POCLLDLLLLLD 


: 活動 上 の 都合 な ど 差し 支え な けれ ば お 声 掛 け 頂 けた ら 嬉 し いで す 。 


オリ ジ ナ ル 曲 の 作者 さん や 、 カ バー・ 動 画 の 案 が ある 方 に コラ ボ で お 手伝い で きれ ば と 思っ て いま す の で 、: 


POULLLLLLLLULLUDULLLLLCLLLDLLLLLL 


CULLLLLLLLLL PPPLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLULULLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLuLLLLLLLLLLLLLLULLL し し いい 


己 - 
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NAT1OO つ - 


: HN: ま え が み 3 

: 音源 名 : 舞 歌 工 ミ (まえ が えみ ) ー ド に PO mr" 
: 音源 市 所 : 「 ま え が み よー ん 。」 Ji 

: http://maegami0426.blog.fc2.com/ ma 


: Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 


のみ た いで す 。 も し か したら お 嬢 様 の ふり し て る だ け で 、 案外 苦労 人 な の か も し れ ま せん 。 当時 わた し が 黒髪 姫 カ ッ ト だ : 
: つた の で 、 中 の 人 の 分 身 的 な 感じ で キャ ラク ター を 作り まし た 。 3 
: Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 


5 声質 や 発音 も 、 ま っ すぐ 素直 で 飾ら な い 感 じ に な っ て いる と 思い ます 。 使い や すさ ・ 描 き や す さ を 重視 し まし た 。 
: Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 


: て 勉強 する こと か ら 始 め ま し た 。 音 源 製作 当時 は 自宅 に 録音 環境 が 無く 、 友 人 に 機材 と 部 屋 を 貸 り 、 手 伝っ て も らい な 
: が ら 録 音 し まし た 。 原 音 設定 に つい て も 「???] と いう 状態 で し た の で 、twitter の フォ ロワ ー さ ん に 助け て いた だ き 
: まし た 。 困っ た 時 は まわ り の 方 々 が 親切 に 力 を 貸し て し て くだ さっ た の で 、 思い 返し て みる と 大 変 だ っ た な ぁ と いう ご 

: と は あり ませ ん 。 素 直 に 「 も の を 創る の は 楽し いん だ な ぁ ……」 と いう 感想 を 持ち まし た 。 
: Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 


: すい と いう の は 意外 な 発見 で し た 。 原音 設 定 を 担当 し て くだ さっ て いる That's_onP さん に つい て は 、 さ す が だ な ぁ : 
: と 思い ます ! 3 
: 音源 の 使用 に つい て は 今 の と ころ 自分 や 、 自 サー クル が 主 お の で す が 、 イラ スト を 描い て くだ さる 方 が 結構 多く て 嬉し : 
: いで す 。 と に か く 素 直 で まっ すぐ な の が 特徴 な の で 、 歌 も の を 作る 時 の ボー カル 用 の デモ 音源 と し て も 便利 で す ( 自 サ : 
: 一 クル で そう いう 使い 方 も し て いま す ) 。 H 
: Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 


: か さ を な め ら か に つなぐ よ !| の と ころ の か わり か た は 「 は や い 」 が オス ス メ で す 。 そ の 他 の ポイ ント に つい て は 配布 サ : 
: イト に 記載 し て いま す の で 、 是非 参考 に し て くだ さい 。 あ と 、 幼女 の ふり し て る だ け な の で 、g を 引い て も 全然 口 り 声 : 
: に な ら な い 点 に つい て は 勘弁 し て や っ て くだ さい 。 ( 笑 ) H 
: QG6. 今後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか ? 


5 の み の 和 勉強 か ら 始 め な けれ ば な ら な い の で まだ まだ 時 間 が か か る と 思い ます が 、 生 温 か く 見 守っ て や っ て くだ さい 。 
: Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい 


: 利 こ し て み ま し た 。 ど ー ん と 大 き な 動き は あり ませ ん が 、 自 サー クル [くらげ 商事 」 で 舞 歌 エミ を フィ ー チ ャ ー し た アル : 
: バム CD を 製作 する 計画 を ち も そ も そ と あたため て いま す 。 ゆ っ くり の ん びり で す が 、 こ れ か ら も 舞 歌 工 ミ を よろ し く お : 
: ね が いし ます 。 5 
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POLLLLLLLLD EDULEPDEULLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLULLULLLLLLLDLLLUULLLLLEPLLEPULLLULLLLLDLCLCLEL に に に に に に に に に に に 


: HN: ちゅ か : - 画 : 
が "音源 名 : ほ の か 鳴 (めい ) | 時 : 
…. 音源 配布 所 : H 

<。 http://srtm.choumusubi.com/honoka.html [ 4 


Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 
特別 な こと は な に も な い 、 普通 の 女の子 で す 。 あ ひる さん が 好き で 、 ぬい くるみ を 集め て いま す 。 

Q2. ほか の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか : 

特徴 て いつ ほど で は な いか も し れ ま せん が 、 拡張 音源 が 多め で す (現在 7 種類 ) 。 さ くら 、 の ば ら な ど 花 の 名 前 を : 

: つけ て いま す 。 H 

: Q3. 音 源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? H 

ノイ ズ と の 戦い で す 。 初期 の 音源 は 、 環境 か ら の ノイ ズ も 口 か ら の ノイ ズ も ひど か っ た の で 、 改善 する の に 時 間 : 

が か か り ま し た 。 H 

: Q4. ご の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます H 

強烈 な 個性 を も つ 子 が た くさ ん いる 中 で 、 あま り 特 徴 的 で は な い 音 源 ・ キ ャ ラク ター を 、 「 い い 意 味 で の 普通 ] と : 

: し て 活か し て くだ さる 方 が 多い よう に 感じ ます 。 い つも と て も 幸せ な 気持 ち に させ て いた だ いて いま す 。 あ り が と : 

: う ご ざ いま す 。 H 

: Q5. ご の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い H 

: 基本 的 な 使い 方 が で き て いれ ば 問題 な いと 思い ます が 、 子音 や 語尾 息 な ど 、 お まけ 的 お 音素 を 使い こなせ る と : 

: より 自然 に 歌わ せら れる か も し れ ま せん 。 そ れ か ら 、 こ の 音源 だ け で は あり ませ ん が 、 合成 エン ジン を 切り 替え て : 

: みる と 綺麗 に 歌っ て くれ る よう に な る こと が 多々 ある の で お すす めで す 。 : 

NN : Q6. 今後 、 音源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか が ? * 

: 多 音階 化 と 、 単 独 音 し か な い 拡 張 音 源 の 連続 音 化 を 考え て いま す 。 HANASU 向 け の 音源 も 作っ て みた いで す 。: 

: Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい H 

: まだ 構想 段階 で す が 、 以前 ニコ ニコ 動画 上 で 開催 し た コン ピ レ ー シ ョ ン ア ル 人 バム 企画 の 第 二 段 を や り た いな あと : 

: 思っ て いま す 。 今 度 は 手 に 取れ る 形 で の 発表 を 目標 こし て いま す 。 参 加 者 さん は 募集 で 決め る 予定 で す の で 、 詳 : 

: 細 が 発表 で きま し た ら 、 よろ し く お 願 いし ます ! : 


ゃ * 
に に ココ に ロコ エエ は ナ に に ULTHHHHLLTTHLLLLUTTTYTEEUIIEEULULELELKELLLULLLLLLLLLLLLLLLLLETLLLUULLLLLLLLL TL よ し 1 トト よし よう っ 


ほのか 鳴 


DLLLLGLLLLUTEILELUCCELHLLEDLLLLUHHLLLLLLLLLLLLLLLLLLLDUULLLLLLULLULUULLELPDLLULLLLLLLLLTTLLL TE 


幼女 の ふり し て る だ け の 、 21 歳 の 自称 ツン デレ ド S お 嬢 様 で す 。 割 と ツン ツン し て いま す が 、 基本 的 に お ひと よし : 


「 シ ン ブ ル さ 」 で し ょ うか 。 キャ ラク ター に つい て も 細か い 設 定 は つけ ず 、 デ ザイ ン も 極 カ シン プル に まとめ て いま す 。 


私 自身 ネッ ト の 世界 に 定 を つつ こん で まだ 日 が 浅い ひよ っ こ で す の で 、 ます 創作 物 の 著作 権 や 配布 の 仕方 な だ に つい 


トラ ンス 系 の 曲 の ボー カル や 、 コー ラス に 使っ て いた だ く こ と が 多い の で す が 、 割 と シン セ サ イ ザー の 音 に な じみ や : 


単独 音 で す の で 、 滑 舌 の よさ は バッ チリ で す 。 ひ と つ だ け 言 うと し た ら 、 お ま 式 か せ 機能 を 使わ れる と き 、「 お と の た 8 


基本 的 に 現行 の 単独 音 で 完結 し て いる の で す が 、 作 裕 が で きた ら 連 続 音 ち も つ くっ て みた いで す 。 ま すず 連続 音 の 仕組 : 


2012 年 11 月 1 日 で 配布 一 周年 を 迎え まし た の で 、 デザ イン は その まま に 立ち 絵 を 一 新 し て 、 配布 サイ ト を より 便 5 
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すべ て フリ ー ソ フト で で きる ! UTAU 音 源 の 作り 方 ! 064 
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OREMO で 録音 し よう ! 065 
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setParam で 原音 設定 を し よう 068 
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ブレ ス を 録音 し よう 074 
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加 WsC て プリー ソフト で で きる ! 


 。 UTAU 音 源 の 作り 方 ! 


き 
2 
久 UTAU 音源 は どの よう に 作ら れ て いる の か ここ で は 見 て いく 。 自分 の 声 見 える 音源 の 作り 方 だ が 、 こ こ で 紹介 する 方 法 な ら す べ て フリ ー ソ フト で 製作 
( ) か ら で も UTAU 音源 を 作成 する こと が で きる こと が この ソフ ト の お も し ろ い と 。 する こと が 可能 だ 。 で き あがっ た 音源 は ネッ ト 上 に 発表 すれ ば 様々 な 人 が 使 
- 工 ころ 。 UTAU を 100% 楽し みた いな ら 音 源 制作 に 挑戦 し よう 。 難し そう に っ て くれ る 可能 性 も ある ぞ 。 
ア 
遇 ら 
ーー! 
「T1 パソ コン を 使っ て 録音 する みん な が 使っ て くれ る が かも? 
補 世 = 
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ト 
結 
ーー 
へ 
( 
本 1 22 た 9 四 ーー ia 
対 。 バツ コン と オー ディ オバ イン ター フェ ー ス 、 マ イク が あれ ば 最 人 限 の ” で き あがっ た 音源 は ネッ ト 上 に アッ プロ ー ド し た り イ ベン ト な ど で 頒 で き あ が っ た 音源 が いろ いろ な 人 に 使っ た も 5 えれ ば 、 作 っ た 下村 
詳 。 環 は 整う 。 場 所 は ノイ ズ の 入ら な い 環境 で あれ ば 自宅 な ど で も 可 布 し た りす る こと が で きる 。 凝 っ た ホー ムペ ー ジ な ど が 作れ な く て も が ある と いう も の 。 評 判 に な れ ば 人 気 音 源 の 仲間 入り も で きる か も 
陣  * 下 に 休め あれ ば スタ ジオ を 代り て も いい だ ろう 。 アッ プロ ー ダ で 配布 する と いう 手 も あ る 。 し れ な い ? 


| OREMO を 使っ て 録音 する 
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UTAU 音 源 の も と と な る 声 の 録音 を サポ ー ト する ソフ ト が 
「OREMO」 だ 。 複雑 な 連続 音 の 録音 作業 な ども スム ー ズ に 行なえ 
る だ ろう 。 


中 ーーー ラール ルプ 


っ ァイル 


録音 し た 音声 を UTAU で 使え る よう に する た め に は パラ メー タ の 設 
定 が 必要 に な る 。 こ こ で の 設定 を 行なえ る の が 「setParam] と いう 
ソフ ト だ 。 


馬主 と 須 を 3 ト ーーー っ 人 sh 還 ム 


中 宮 ww 
5 の に た 北 ココ 
IE/2 れ 2 の 3 < 


に ア 2 


ye | BE 94 ee 25 ン トー 
0 


ブレ ス が ある と で き あ が っ た 音源 の 完成 度 は 高まる 。 「Audacity」 で 
ブレ ス の 作成 作業 を する 方 法 を 紹介 。 ま だ 、 録 音 し た 音声 か ら ノ イ 
ズ な ど を 除去 する 際 に も 重宝 する 。 


ーーー ニ ーー ニー ニーー ニ ーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーー ニ ーーー ニー ニー ニーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニーーーーーー ニ ーー ニー ニーー ニ ーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー ニーーー ニ ーーーーーーーーーーー ニ ーー ニーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニュ 


< 現在 ディ スク に ある ファ イル (6) 


円 過 正 ⑯ 
提言 リス ト 上 cremo-3.0 setParam- wavSptz- wavtar-1。 aodacty- 


-b120520. 2.0-b1211 0.2zjp 1zjp 。 win-2.0.2 
2P 27zjp に 


ィ ス ク に ある ファ イル (3} 
) 3 土 カ イド BGM 』 生 革 圭 ガ イド BC 


な い 単 独 音 か ら 始 め よう 。 


リス ト を 読み 上 げ る 
際 は 抑揚 を 付け ず 
| に 一 定 の リズ ム で 
| 読み 上 げ る こと が 
必 。 ガ イド BGM に そ 
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単独 斉 と 連続 音 の リス ト を 収録 。 は じ め て 録音 する 際 は 複 各 で 
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『 

日 
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っ て 録音 し よう 。 


テー ーーーーーー 


OREMO で 録音 し よう 


[] 玉 作 者 名 : 耳 ロ ボ P イル hs.Bi20520> zip 2 


ー ニ ニニ ニ ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニー ニー ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニー ニー ニニ ニー ニニ ニー ニニ ーー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー 


録音 し で 歌わ せら れる の が 釣 力 的 だ 。 ま ず は 音源 の 素 と な る 原音 を DREMO を 使っ て 
音 じ よう 。 OREMO は UTAU 向 け の 音源 の 作成 に 最適 な ソフ ト だ 。 UTAU で 使わ れ て いる 音源 た ち が ど 


り ]jAU は 自分 で 声 を 


の よう に 作ら て いる か ここ で は 解説 する 


"前 録音 の 準備 


パソ コン で 録音 する に は 録音 用 の 機器 が 必要 だ 。 方 法 や 組み 合わ せ は 
様々 で ある が 高音 質 で 録音 し た い 場合 は 「 マ イク + オー ディ オイ ンタ ー フ ェ 
ー ス + マイ ク ケ ー ブ ル + ヘッ ド フ ォ ン 又は イヤ ホン ] の 組み 合わ せ が ス タン 
ダー ド だ 。 手持 ちの 物 や 予算 に 応じ て 用 意 す る と いい だ ろう 。 


喘 


日 由 用 HMI 中 


"02 録音 する リス ト の 選択 


UTAU 音源 の 収録 方 法 は 現在 、「 単 独 音 ] と 「 連 続 音 ] の 二 種類 が 主 
流 で ある 。 単独 音 は 一 回 に 一 音節 だ け 発声 し て 録音 する ( 例 :「 あ ー| な ど )。 
連続 音 は 一 回 に 数 文字 を 続け て 発声 し て 録音 する ( 例 :「 あ ー い 一 うー えー 
お 一])。 連続 音 は UTAU で 滑ら か に 歌わ せら れる が 、 単独 斉 に 比べ 録音 
する 量 が 多い の で 操作 に 慣れ る た め に も まず は 単独 音 か の ら チ ャ レン ジ し て み 


涯 独 音 .bt 連続 埋 3 モ 連携 昔 5 モ 境 挟 埋 6 モ 運 狼 昔 7 モ 軍 排 埋 8 モ 
ー ラ .bt BKE ー ラ .bxt ー ラ .bt ー ラ -.bxt 


斉 


C:/Users/tatsum/Desktop/oremo-3.0-b120520/result3 Esemytecumypeaeopremo30br205207wuo。。 | 波形 の 辺り を 右 ク リッ ク 、 又 は メニ 


M 


en 
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マイ ク 

ダイ ナミ ッ ク マ イク や コン デン サー マイ ク 、 音 声 通話 向け の ヘッ ド セ ッ ト タ イプ の マイ ク な どの 種類 が あ 
る 。 直 接 PC に 繋げ られ る USB タ イプ の マイ ク も あり 。 > 
オー ディ オイ ンタ ー フ ェ ー ス 1 
マイ ク や イヤ ホン を 接続 し 、PC と の 音声 の 出入 力 を 補助 する 機器 。 オ ー デ ィ オ イン ター フェ ー ス が あれ ば 
より クリ ア に 音声 が 録 れる 。 


ヘッ ド フ ォ ン ・ イ ヤ ホ ン 

ガイ ド BGM を 聴く た め に 用 いる 。 ヘ ッ ド フォ ン は 音 が 漏れ に くい 密閉 型 、 イ ヤ ホ ン は カナ ル 型 が お すす め 。 
マイ ク ケ ー ブ ル と 
マイ ク と オー ディ オイ ンタ ー フ ェ ー ス を 繋げ る た め に 用 いる 。 シ ー ル ド と も 呼ば れる 。 種 類 が ある の で マイ ク と 
オー ディ オイ ンタ ー フ ェ ー ス が 対応 し て る か 注意 が 必要 。 マ イク と ケー ブル が 一 体 に な っ て いる も の も ある 。 


マイ クス タン ド 
マイ ク を 手 で 掘っ た 時 の ノイ ズ 音 を 防ぎ 、 片 手 が 寒 が ら な い の で OREMO の 操作 が し や すく な る 。 


ポップ ガ ー ド と 
ば 行 な ど の ボップ ノ イズ き を 軽減 する た め に 用 いる 。 市 販 さ れ て いる が 針金 か ハン ガー、 ス トッ キン グ 等 で 自 
作 し て も よい 。 


癌 メニ ュー バー 
回 現在 の 音 名 

【 剛 音 名 リス ト 

回 発声 タイ プリ スト 
目録 音波 形 と 
回 音量 
回 スペ クト ル 
回 パワ ー 
頭 FO( ビ ッ チ ) と 
則 保存 先 フ ォ ル ダ 変 更 
メッ セー ジ 表 示 欄 


スペ クト ル ・ パ ワー・ ピ ッ チ な ど は 


ュー の 表示 か ら 表 示 / 非 表示 を 切 
り 替 え 。 


よう 。 興味 の ある 人 は 連続 音 か ら 始め て も いい だ ろう 。 単独 音 用 に ひと つ 、 
富有 : 5 種類 の リス ト を DVD-ROM に は 収録 し て いる 。 連続 音 の リ 
キャ スト は 好み で 選ば ぼう 。 


計る リス ト の 人 人 
発声 タイ プリ スト の 読み 込み 


「 フ ァイル 」 一 | 音 名 リス ト の 読 
み 込 み 」 か ら 録 音 リス ト を 選択 。 


、 


届 納 約 示 肖 具 TVIn 0 |] 1dJVHO つ 7 


7 > 学 
7 
Pe oster HUU 
UL 


録 普 の セッ ティ ング を し よう 


UI 


パソ コン に オー ディ オ IF や マイ ク を 接続 し OREMO を 起動 。「 オ プシ ョ ン 」 
ーー 「 オ ー デ ィ オ 1/O 設定 ] を 開き 入力 デ ど バ イス の 欄 で オー ディ オ IF や マイ 
ク の 名 前 を 選択 し て OK を 押す 。 こ こ で 設定 し て る 録音 出来 な い 場 合 は 、 
Windows の コン トロ ー ル パネ ル を 開き サウ ンド デバ イス の 設定 で マイ ク を 
有効 に する 。 


( 計 ) 録音 モー ド を 設定 し よう 


ラジ] ceons 藤 へ オー ディ オ 1/O 設 定 


録音 に DC 成分 時 
1 の 証 
出力 デバ イス : Wave Mapper 一 』 


環境 に よっ て は 初期 設定 「Wave 
Mapper」 の まま で る 録音 で きる 。 


OREMO に は 録音 モー ド が 3 種類 ある 。 単独 音 で は どの モー ド で も 
OK。 連続 音 は 自動 録音 その 2 が 望ま し い 。 


録音 モー ド の 種類 

どの モー ド も 「R] キ ー を 押す と 録音 が 開始 され る 。 

手動 録音 

「R」 キー を 押し て いる 間 だ け 録 音 す る モー ド 。 音 名 リス ト の 切り 替え は 手動 。 

電 

民 > の の は > 
発声 する 次 の 音 名 へ 


(5) ガイ ド BGM の 設定 


録音 後に DC 成分 を 除去 録音 モー ド : で 手動 無音 。「rj る 


| オー ディ オル O 誤 定 (" 青 動 録 埋 その 1・ 
に ーー で 自動 録 土 その 2- 

「 オ プション] 一 「 収 録 方 法 の 設 

定 ] 目的 の 録音 モー ド を 選択 (無効 

自動 録音 その 1 

BGM が 回 再生 され 、 自 動 で 録音 され る 。 音 名 リス ト の 切り 替え は 手動 

自動 録音 その 2 


BGM が 再生 され 、 自 動 で 録音 され る 。 1 回 終わ る と 音 名 リス ト が 自動 で 切り 替わり BGM が 自動 で 戻り 次 
の 音 名 の 録音 が 始ま る 。 い わ ゆ る ルー プレ コー ディ ング モー ド 。 


自動 録音 モー ド の 場合 、 ガ イド BGM が 必要 に な る 。 ガ イド BGM は 
OREMO に 同 梱 され て いる も の や ユー ザー が 配布 し て いる も の 、 さら に 自 
作 も 可能 だ (OREMO フォ ル ダ [guideBGM] 内 の ツー ル 「KOREDE」 
で ガイ ド BGM の 設定 ファ イル が 作成 で きる ) 。 

今回 は 単独 音 向 け に 「 単 独 音 ガイ ド BGM]、 連続 音 向け に [連続 音 ガ 
イド BGM」 を 収録 し た 。 目 的 に 合っ た ガイ ド BGM を 選択 し よう 。 


(8 ) 単独 音 を 録音 し よう 


H 全土 モー ド ・ PP fi 人 じ て い 較 R 押 に なる (ORENO ver 1.0 と 軸 じ ) 。 
1 表 動 時 埋 そ の 1、 「r」 キー を 探す と BGN を 一 回 守 生 し 、 自 動 的 に 和 状 台 に な る 。 収 符 の 切り 合え は 竹生 、 


( 呈 十 録 意 そ の 2。 「r」 キー を 押す と BGM を ルー プ 再 生 し 、 叶 動 8 に 環 倒 枯 態 に な り 、 忠 動 で 収録 童 が 切り 替わる ・ 


(時効 。 
ebS 


[オプ ショ ン 」…「 婦 方 注 の 説 定 ] の BGM フ テイ ル の 吉 の 閉 か 24 ル ダ の アイ コン を クリ ッ ク す る と 
BGM フ ァイル が 設定 で きる 。 * ボタン を 押す と BGM が 試聴 で きる 。 も し 流れ な い 場合 は オー ディ オ |/O 
設定 か ら 出力 デバ イス を 設定 し よう 。 


「 音 名 リス ト の 読み 込み ] か ら 単 独 音 .txt を 開 こ う 。 
手動 録音 モー ド の 場合 は 、「R] を 押し た まま 、「 あ ー」 な ど を 発声 し て 、 「R] 
を 離す 。 | ! ] を 押し て 次 の 音 名 へ 。 こ れ を 繰り 返す 。 な る ベ く 一 秒 以 上 の 
発声 を 心掛け 子音 が 切れ な いよ う 注 意 し よう 。 自動 録音 モー ド の 場合 は 
BGM ファ イル に [単独 音 ガ イド BGM」 の [tan_C.wav」 な ど を セッ ト し て 
「R] を 押し て 録音 し よう 。 発声 の タイ ミン グ は 「tan_C.wav」 を セッ ト し 「 収 
oda の al 


| 、。 
「 く 波形 >ーーーー 

と | 深 oe: 色 の 選択 オブ プシ ョ ンー 詳細 

ん | 9 設定 より < 波形 > の 

に eee 縦 軸 最大 値 を 「327 

ん | II に する ど 才 音 の 


比較 が し や すい 。 こ ご 
の 数 値 に が っ つて な い 
合 は 設定 し よう 。 


X 音 割れ し て いる 例 


ょ 〇 適正 音量 
音量 が 大 きす ぎる と 画像 の よう に 波形 が 上 下 に 付き 音 割れ (クリ ッ ピ ン 

グ ) と いう 現象 を 引き 起こ す 。 音 質 が 劣化 し て し まう の で 注意 。 も し も 音 

割れ し て し まっ た ら オ ー デ ィ オ IF や マイ ク の 入力 音量 を 下げ よう 。 


U 

| 音 名 リス ト の 切り 替え 

!【!]、[F6T: 次 の 音 名 へ 移動 

! [11IF7『 前 の 音 名 へ 移動 | 

ょ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー~ と 3 
喜 


連続 音 を 録音 し よう 


音 名 リス ト の 読み 込み ] か ら 下 記 の 録音 リス ト の テキ スト ファ イル を 開く 。 
収録 方 法 の 設定 で 自動 録音 その 2 を 選択 。 ガ イド BGM は 「 連 続 音 ガイ 
ド BGM」 フ ォ ル ダ の 「Jazz-120-C.wav」 な ど 、 得 意 な 音階 を 選 ぼ う 。 (C= 
ド 、A= ラ ) 発声 の タイ ミン グ は 「Jazz-120-C.wav」 を セッ ト し 「 収 録 例 
の 試聴 」| の ゅ ボタ ン を 押し て 確認 し よう 。 モ ー ラ と は 音 の 拍 の 数 の こと 。 連 
続 音 に お いて は モー ラ 数 が 多い ほど 録音 時 間 の 短縮 が 望め る 。 録音 は 「R] 
キー で スタ ー ト 。 言い 間違え た 場合 は 「[R] を 押し て 止め 、 該当 の 音 名 を 選 
択 し て 再度 「R] を 押し て 録音 を し よう 。 


連続 音 3 モ ー ラ 


丁寧 に 作り た い 、 息 が 続か な い 人 に お すす め 
(※3 モ ー ラ の 場合 は 「 単 独 音 ガイ ド BGM」 の 使用 を 推奨 。) 


連続 音 ら 5 モーラ. 連続 音 6 モ ー ラ 


連続 音 の 収録 が の 初め て の 人 に お すす め 


連続 音 / モ ー ラ .、 連 続 音 8 モー ラ 
連続 音 の 収録 に 慣れ て きた 人 に お すす め 


| (08) 録音 し た ファ イル を 確認 し よう 


母音 と 「 ん 」 の 発声 方 法 
「 あ ・ い - う ・ え お ・ ん ] は 区 切ら ず に 琶 げ て 発声 し よう 。 歌わ せ た 時 に も 繋が 
つて 滑ら か に 歌わ せら れる 。 


上 が 繋げ て 発声 し た 
「 あ あい あう ] 


記 下 が 区 切っ て 発声 し た 
[ああ いあ う ] 


・ 時 間 に 余 裕 を 持っ て 収録 に 挑 も う 。 
・ 録音 時 に は 周囲 の 雑音 や 音 の 反響 に 気 を つけ よう 。 


録音 し た 音声 は 初期 設定 だ と OREMO フォ ル ダ 内 の 「result| フォ ル ダ に 保存 され て いる 。 


ベン TPS 発声 タイ プリ スト の 読み 込み 


発声 タイ プリ スト と は 、 声 の バリ エー ショ ン を 増やす と き に 用 いる 。 
1 を 選択 する と 「 あ 1 .wav」 と いう ファ イル 名 で 自動 的 に 保存 し て くれ る 。 

発声 タイ プリ スト は OREMO の フォ ル ダ の 「typelist.txt]」 に 記載 され て お り 、 これ を 
編集 する と 発声 タイ プ を 増やす こと が 出来 る 。 編集 する 場合 、 そ れ ぞ れ の 文字 を 半角 
スペ ー ス か 改行 で 区 切 ろ う 。 


陸 で 瑞 あ .wav 如 | く .wav シン クウ 

』 1 如 い .wav 硬 | ぐ .wav 

琶 いえ.wav 酸 ) く あ .WaVv 

_ 肘 ) う .wav 環 ) くい -wav 

に 如 ヴ ぁ .wav 可 | く え .wav 

加 うい .wav 肢 | く お -waVv 
typelist.bx oremo.ex 面 | ヴ ぃ .wav 融 | け .wav 
t に 如 | つう ぇ -wav 肝 げ .wav 


人 Audaoty [ 非 加 其 g 
ファ イル (E) - 終 (E} 一 季 示 (V)- 大 音 と 再生 () 昌夫 テン 1 エフ ェクト (<) ヘル プ (H) ー イ ー 目 「eClist-renzoku.bxt 
】 る | R っ "| | i 
と) ) jj 9 まま ここ で を leastzrAAKdec9ee 
9 : sm | PF 提 l| っ | ご @ に 目 3 下 " 人 
IMwE ED) Meosof_ Vo ンド: マー- ・・| Mose サウ ンド vyt- = (ラル 入 カ 3 *| | NR 
語 ラ 首 | wavSpitz-SoundEndine.exe 
410 10 20 49 5 En 79 8 に P Audacity を 使う と き は wavSpitz- 
ーー | 靖 | waVSpitz-Wavosaur'eXe Audacity.exe を 起動 


Windows+ 下 矢印 - 次 の 中 録音 (wav 人 保存 は し な い ) 
Windows+ 上 矢印 _ 前 の 収録 音 (way 保 存 は し な い ) 


Windows+j  - 指定 し た 行 番 号 の 収録 音 へ wav 人 保存 は し な い 〉 


Windows+F5  -_ 本 ブロ グラ ム を 再度 読み 込む 


Y wavSpitz を 有効 に する 
保存 フォ ル ダ を 指定 する 
取 録 言 名 リス ト を 変更 する 
ブロ グラ ム の 再読 み 込み 


ショ ー ト カッ トキ ー 一 覧 
バー ジョ ン 情 報 


タス ク バ ー 右 クリ ッ ク メ ニュ ー 


1wavSpitz と 音声 編集 ソフ ト を 起動 する 
3 ぅ タス クト レイ の wavSpitz ア イコ ン を 右 クリ ッ ク し 、「 保存 フォ ル ダ を 指定 
する 」 を 選び 保存 フォ ル ダ を 指定 、「 収 録音 名 リス ト を 変更 する ] で 録音 


3 音声 編集 ソフ ト で 録音 ボタ ン を 押し 表示 され て る 音 名 を 発声 し て 録音 
する 

むす 「Windows+n] を 押す 

5③ と ④ を 繰り 返す 


ょ ーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーー ニー ニーーーーーー ュ 


1 
』 
1 
『 
8 
『 
1 
『 
1 
リス ト を 読み 込む 
W 
1 
ま 
日 


OREMO 以 外 の 音声 編集 ソフ ト を 用 いて UTAU 音 源 を 録音 し た い 場合 、wavSpitz を 使 お 
う 。 wavSpitz は 録音 リス ト の 音 名 を 表示 し て 保存 する 作業 を 手助け し て くれ る ソフ ト だ 。 音 声 編 
集 ソ フト は Audacity、SoundEngine、Wavosaur、SONAR、REAPER に 対応 し て いる 。 


We 一 


穴 OREMO で 録音 じ た 音声 を UTAU で 使う を ため に は UTAU に 対応 じ た パ ラメ ー タ の 設定 が 必要 に な る 5 各 パ 
ラメ ー タ を し っ か り 設 定 す る こと で 綺麗 に 歌わ せら れる ぞ 。 ご ここ で は 原音 設定 に 特 化 し た [setParam-] と いう ソ 
和信 馬 議 ノド 用 いて 設定 を 行 な お う 。 
画 還 
ai 
ご 上 癌 メニ ュー バー 
Ei 細 l 国 現 在 設定 中 の 音 名 、() 内 は エイ リア ス 
つ 回 波形 
〇 岡 ス ペク トル 
TS 上 パワ ー 
還 F0( ビ ピッチ) 
寺 [回 設 定 中 の 音源 フォ ル ダ 
国 フ ォ ル タ ダ 変更 
叫 応 台 メッ セー ジ 欄 (数 値 は 現在 の 行 番 / 全 て の エイ リア ス 行 数 ) 
骨 | ee 
eccoeeeeoheoeeeeeceooeeeoeooeoeeooceoeeo eeoooco0o eeeneeese パラ メー タ の 表記 
01 02 0.3 04 0.5 06 07 08 09 10 1.1 | 左 三 左 ブ ラン ク ( 薄 い 緑 の 範囲 、UTAU で は オフ セッ ト ) 
| オー オー バー ラッ プ ( 縁 の 縦 線 ) 
| 先 = 先 行 発声 ( 赤 の 縦 線 ) 
! 子 ニ 子音 部 ( 青 の 縦 線 と 範囲 
! 右 三 右 ブ ラン ク ( 黄 色 の 範囲 、UTAU で は ブラ ンク ) 
= 世 ツー ル べ フ 
ド マウス 、 キ ー 抹 作 の 誤 定 
ー 右 ブラ ンク 値 の 表現 方 流 k 
声 タ イミ ング ダヴ チェック の 開 定 
ーー 指定 重 囲 再生 の 設定 
オー ディ オ T/O 訪 定 
音源 を 選択 する 
保存 フォ ル タ の 選択 
CUsers\tatsumWDesktop\oremo-3.0-b120520Wresu の 原音 パラ メー タフ ァイル (oto.ini) を 読み 込み ます か ? 
resut = テー 
| 2 上 oremo-3-b120520 >| 引込 まな い | バラ メー タ を 上 息 動 的 に 生成 する 
| 音源 フォ ル ダ を 選択 する と 「 原 音 パ ラメ ー タ ファ イル (oo.ni) 」 を 読み 込む ひか どう か 訳 か れる 
の で 、 新 し く 録 音 し た 場合 は 「 パ ラメ ー タ を 自動 的 に 設定 する 」 を 押す 。 
ク ファ イル 名 (N): oto.imi 。 All Files (*.*) 
ソ 
ん 
ん , 開く (O) 
ア 
レン 「setParam」 を 起動 し た ら フ ォ ル ダ を 選択 する 画面 が 出 既に 配布 され て る 音源 等 、oto.ini が ある 音源 を 選択 し た 場合 は 「 読 み 込 む ] を 押し 、 次 の 画面 


で 録音 し た 場合 は 「result] フォ ル ダ を 選択 。 


Le 
UM 


/ グ て くる 。 録音 し た 音源 の フォ ル ダ を 選択 し よう 。OREMO で 「 開 く 」 を 押す と oto.ini が 読み 込ま れる 。 


メニ ュー バー の 「 オ プシ ョ ン 」 一 「 詳 細 設 
定 ]」 ま た は 、 波 形 の 上 を 右 ク リッ クー 


単独 音 の 原音 設定 を し よう 


音源 の 選択 を し て 「 パ ラメ ー タ を 自動 的 に 設定 ] を 選ぶ と 音声 デー タ の 
種類 を 選べ る 。 イ チ か ら す べ て 設定 する の は 大 変 な の で 原音 設定 の 下地 と 
し 自動 推定 を する 。 


処理 対象 の 童 志 デー タ の 牌 類 を 違え で 下さ い 。 


本 
| 団 発声 デー タ (setParam で 推定) 涯 独 発 東 デ ー タ ( り ぶ あん で 推定) 寺 発赤 デー タ 


[単独 発声 デー タ (setParam で 推定 」 を 押す 。 


5 [に ( テ 対 倒 の 午 吾 一 ズ ) 
ト (志和 恒 の 重 至 一 


(天理 パラ メー の 玉 重 失 定 ( 宮 斉 用 ) 
レ 以下 の 各 バ パラ メー タ を wav 毎 に 香 動 設定 


ここ で は 推定 の た め の 情 報 を 細か く 生 Pe 2 
設定 で きる が 自動 で 設定 し て くれ る 「 以 下 の 各 パラ メー タ を way 毎 に 自動 設定 ] に チェ ッ ク 
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「 詳 細 設定 ] の 「 縦 軸 最 大 値 ] を 「0」 に 変更 する と 波形 の 縦 尺 が 画面 
いっ ぱい に な る 。 
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Color2 で 画面 の 表示 を 見 や すく 変更 し た も の 。 画 面 
設定 を 維持 し た い 場 合 は 、「 フ ァイル 」 一 「 現 在 の 設定 
を 初期 化 フ ァイル に 保存 ] で 保存 する 。 
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右 に マウ ス ド ラ ッ グ で パラ メー タ の 位置 を 移動 で きる 。 こ の 操作 で 設定 を 行 
「TTI う 場 合 は 発声 タイ ミン グ 補 正 モ ー ド OFF が 望ま し い 。 
内 基本 の 設定 の 仕方 
(し つつ )。 生 林 人 に パラ メー タ の 位置 は 左 か ら 順に 、[ 友 ブランク] オー バー ラッ プ ] 先生 発声 一 [ 子 昔 部 ] … 
へ 、 [ 右 ブ ラン ク ] と な る 。 一 度 パ ラメ ー タ を 設定 する と 先行 発声 と オー バー ラッ プ は 子音 部 より 右 に 設定 で き な い 
の で 注意 。 子 音 部 を 先 に 設定 し よう 。 
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SetParam の 基本 操作 


マウ ス ド ラ ッ グ か 、 マ ウス の 位置 と 対応 し た F キ ー を 押し 
た と き に パラ メー タ の 縦 線 が 移動 する 。 


_F1 | ブラ ンク を 設定 F2 | オー バー ラッ プ を 設定 
F3 | 先行 発声 を 設定 ” 4 | 子音 部 を 設定 
_FS | 右 ブラ ンク を 設定 

|F6 | トマ ウス ホイ ー ル 次 の 音 名 へ 移動 
|F7 | 1 マウ スホイ ー ル 前 の 音 名 へ 移動 
|F8 | 発声 タイ ミン グ の チェ ッ ク 
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母音 は 「 あ 、 い 、 う 、 え 、 お 」 の 5 つ 、 子 音 は 20 種 類 以上 ある 。 
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スペ クト ル を 参考 に 子音 と 母 音 の 天目 を 計 別 する 。 
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エイ リア ス は [ あ ] 。 オ ー バ ー ラ ッ プ と 先行 発声 は 0。 母 音 の 音量 が 安定 し た あたり に 右 ブラ ンク を 置く 。 母 エイ リア ス は [- あ ]、 ハ イフ ン と 半角 スペ ー ス を 付け る 。 音 の 始ま り に 右 ブラ ンク を 置く 。 音 の 立ち 上 が り 
音 結合 を 意識 し た 設定 。 が 自然 に な る 。 


口 の 動き 方 に よっ て オー バー ラッ プ が 繋が る 音節 と 繋が ら な い 音 節 が あり 、 そ れ ぞ れ 設 定 の 仕方 が 異な る 。 
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小さき い 「 ん ] あ りー オー バー ラッ プ あ り 。 小さ い [ん 」 な し オー バー ラッ プ な し 。 
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setParam を 起動 する と 波形 を 設定 する ウィ ンド ウ と 「 原 音 パ ラメ ー タ 一 覧 ウィ ンド ウ 」 の 2 つの ウィ ンド ウ が 開か れる 。 原 音 パ ラメ ー タ 一 覧 ウィ ンド ウ 
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もの ar の ン 左右 プラ ンク の 移動 可能 和 団 を 他 パ ラメ ー タ より 俳 先 す る ンク m2omm 
6 い ロ ー 8 F9 で 左右 ブラ ンク の 両 介 決 形 を カット す る に ニーー 
オー ディ オ YO 論 定 3 思 オー ディ オ MO 吉 定 間 
詳 ラッ 詳細 座 定 : 
rivn4iavtwyveteh 拓 計 eee 
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収録 テン ボ : 録 音 に 使用 し た ガイ ド BGM の テン ポ を 入力 
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連続 音 の エイ リア ス は 先頭 の ハイ フン 付き の 音節 [- 〇 ] と 、 連続 し た 音節 
ハイ フン 付き の 音節 の 調整 


[a 〇 ]、 遇 〇 ]、[u 〇 ]、 e 〇 ]、[o 〇 ] [n 〇 ] の 表記 に 分 か れる 。 
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則 | 呈 軸 用 | | 

gg | 証 調 

この まま で は 先行 発声 が 遅い の で 、 クリ ッ ク し て 先行 発声 を 合わ せる 。 発 声 の タイ ミン グ は [F8] で 確 た ブウ シク 宙 区 記す る 音 が 入っ て いた ら 
が 左 ブ ラン ク で 覆い 隠 そう 。 


連続 し た 音節 の 調整 


_- み み む み め み ( ぃ み ) _- み み む み め み (u み ) 


間 人 e 間 介 作 M 吊 me 


MM MM 間 


2 
| 連続 音 の 波形 を 拡大 し た まま 操作 を し 
M て る と 最後 の 音 節 か ら 次 の wav に 移っ た 
時 、 wavV の 後ろ の ほう が 表示 され た まま に ん の バ ) 
な る 。 そ の 時 は [W] キ ー を 押し て 波形 を 先 の / 


電 


ES プー ニタ ーー ッ 22907E5DAS 


先行 発声 が 早い の で 、 
を 3:1 に 保ち な が ら 設定 し よう 。 


エイ リア ス と は UTAU で 音符 に 歌詞 を 入力 する 際 の 表記 で ファ イル 名 よ 


左 クリ ッ ク し て 先行 発声 を 合わ せる 。 発声 の タイ ミン グ は .F8l で 確 
認 。 連 続 し た 音 飾 の パラ メー タ は 先行 発声 と オー バー ラッ プ の 比率 


尾 辞 ) と 呼ば れる も の が あり 、 重 音 テト は 「 1 」 や 「 嘱 」、 波 音 リ ツ は 「A3」「C5」 


頭 へ 表示 させ よう 。 

ee 。 | Fi | 波形 の 縮小 

BMNEI2S 5 1F12 | 波形 の 拡大 

コ | W | 波形 画面 の 先頭 に 移動 

| AN ] 二 |1]、| |、LF7 |]、|F ]. マ ウス ホイ ー ル 


前 後 の wav へ 移動 


り 優先 され る 。 エ イリ アス ー 括 変更 の ウイ ンド ウ で は 現在 開い て いる 音源 フ な どの 表記 を 採用 し て いる 。 
ォ ル ダ の エイ リア ス 全 て に 一 括 設定 が 出来 る 。 エ イリ アス に は Suffix ( 接 
ウー ニル] ーーー ニニ 本 エイ リア スー 知生 必 三 計上 ロ 肖 孤 x 衣 | 
【 原告 パラ メー タ の 自動 推 補間 : 
』 wav フ ァイル の 一 朱 編 集 ょ 現在 の エイ リア ス 冒 頭 か ら 削 除 す る 文字 数 
現在 の エイ リア ス 未 尾 か ら 表 除 する 文字 数 


仕上 げ 、 補 完 用 ウール の 


er の 上 上 尻 値 (上 限 を 超え た エン トリ は 刑 陸 す る 。0= 上 隠 な し ) 


皿 7 タ の ゼロ ウロ ス 補 正 
保存 フォ ル ダ を エク スプ ロー ラ で 開く 


「 ツ ー ル 」 一 「 エ イリ アス ー 括 変更 ] を 選択 。 


9%6m = 各 提 の 音 名 ( 例 : 「 あ j」 や 「a い 」 ) 

965 = 名 揚 の 振 尾 辞 ( 例 : 「 あ 強 」 の 「 到 」) 

9%a = 各 エ イリ アス 覆 に 既に 入力 され て いる 文字 列 
9%f = 名 科 の ファ イル 名 ( 抜 張子 は 陸 く ) 

9%r = 重 補 す る 童 の 通し 番号 


_ あ あい あう え あ C あ 1) 


実行 し て エイ リア ス に [ 1 」 が 追加 され て いる か 確認 し よう 。 


天 行 | キャ ン セ ル 


( 柱 足 )96m と 96s は 、 名 エイ リア ス 竹 に 文字 別 が 入っ て いる 場合 は そちら が ら 文 字 列 を 猪 出し ます | 場合 は 変換 規則 に 
(そう で な い 場 合 は ファ イル 名 か ら 抽出 し ます ) ・ 


エイ リア ス に 「 1 」 を 追加 す 
る に は 単独 斉 で wav フ ァ イ 
ル 名 が 「 あ † 」 の 場合 は 変 
換 規 則 に 「%f」 を 入力 。 
「 あ 」 の 場合 は 変換 規則 に 
「%f † 」 を 入力 。 連 続 音 の 


「%m 1 」]、 も し く は 「%a 1 」 
と 入力 する 。 


Oto.ini の 保存 


22E っ 拓 オプ ショ ン ツー ル ヘルプ. 


保存 フォ ル 受 の 変更 
最近 使っ た フォ ル 人 ダ 才 開く ま 
最近 使っ た 親 フ ォ ル 人 を 開く 12 


| 原音 パラ メー タ の 読み 込み (Crho) 


ust フ ァイル 読ん で 編集 対象 最小 限 に 級 
別 の 原音 パラ メー タ を マー ジ キキ 


ーーー パラ メー タ の 設定 や エ 
初期 化 フ ァイル 才 指 十 し て 読み 込む イリ アス 変更 を し 終わ っ 

下 友 の 詩 定 = た ら 「[ フ ァイル 」 一 [パラ 
下着 人 フ ァ イ リ こ 保存 の 人 また は 
通常 使わ な い 機 能 [Ctrl]+「S」 で 必ず デ 
yt ーー テー = | 一 タ を 保存 し よう 。 


esWW WW 


見 nyIn Ac る 


N の /4 


EE 泌 せ EP/ 


ブレ ス 音 ( 息 継 き ) が ある と UTAU の 責 声 に メリ ハリ が つく 。 OREMO で る 録音 で きる が 歌っ た 音声 か ら 
な デレ ス を 切 け 取っ て みよ う 


9 マ -36 -24 -12 % プ 


= 間 *| 下 | 員 PT っ lec| @| 


「 セ ッ ト ア ッ プ に 使用 する 言語 の 選択 ] に て [日 本 語 ] を 選択 。 メ ッ セ 
ー ジ に そっ て イン スト ー ル し よう 。 


_ 二 寺 = アカ ペラ で も 何で も 良い の で 適当 に 歌 お う 。 別 ソ 
フト に て 録音 し た ファ イル を 読み 込ん で も よい 。 


録音 ファ イル を 再生 し な が ら 候 継ぎ の 場所 を 探 そ う 。 見 つけ た ら ド ラ 


ッ グ し て 息 を 選択 。「 フ ァイル 」 一 「 書 き 出し を 選択 し て 保存 する 。 


複数 の 息 を 抽出 する 場合 は 、 息 を 選択 し た ら 「Ctrl]+「B」 を 押す 。 
下 に ラベ ルト ラッ ク が 出 て くる の で 「 息 ] と ラベ ル 名 を 書く 。 別 の 息 
継ぎ 箇所 も 同様 に する 。 


新規 (N) | 書き 出し 場所 C\UserswtatsumWDesKtopw 息 
開く (0).… Ctr+O アイ 分 : 

最近 の ファ イル (F) し き ボル 

最 和 の ラベ べ JU 以 前 の オー ディ オデ ー タ を きむ 


オー デザ 0!_06 


基 じ る (で ) Ctr+W 


プロ ジェ クト ファ イル を 名 (5) ctts ま 886 書き 出し 形式 :「WAV 16 bit 
プロ ジェ クト ファ イル を 別名 で 保存 (A).… 


2 PCM 符号 あ り ] 書 き 出し 坦 
ーー ーー 
メタ デー タ エ デ ィ タ を 関 く (t)… 


取り 込み 1) 


書き 出し (6).… 
選択 統 固 を 書き 出し ().… 


ラベ ル の 書き 出し (L)… 
複数 ファ イル の 書き 出し (M)… 
MIDI を 書き 出 じ .… 

チェ イン を 通用 (y)… 


で 用 季 の ファ イル を 上 書き 


書き 出し に 成功 する と 
上 チエ イン を 細 集 (⑪).- 「 息 .wav] 、「 息 -2. 
「 フ ァイル 」 一 「 複 数 ファ イル の 書き 出し ] ーー wav | と いっ た 連 番 名 
を 選ぶ 。 で 保存 され る 。 


3 記 setParam で 息 を 
に ーー 原音 設定 し た 例 。 


Q 
ング TIPS 語尾 音源 を 作ろ う 


力強く 歌う 曲 で は 「 だ 一 っ !] と いう 。 バ ラー ド な どの ゆっ た り し た 曲 で は 「 は ー……」 と いう た め 息 の よう な 発声 を する 。 そ れ を 表現 する た め の 語尾 音 
素 を 作っ て みよ う 。 


先行 発声 を 母音 の 終わ り に 置く 語尾 音 源 は 連続 音 と 同じ よう 
に 設定 し よう 。 エ イリ アス は [a R]、[a 候 ] な ど 分 か りや すい も の 
に し よう 。 


ず 
2 小 きい 「 っ 」 を 意識 し よう 。 た め 息 を つく よう に 意識 し よう 。 


の " 


録音 環境 に よっ て は どう し て も ノイ ズ が 入っ て し まう 場合 が ある 。 ひ と つ ず つつ 処理 する の は 手間 が 掛か る の 


で 、 wavTar で 一 つの ファ イル に まとめ て か ら Audacity で ノイ ズ の 処理 を し よう 。 


weyiar = 条 : 入 守 GEg3 


wavTar - wav ファ イル 結合 / 分 解 ツー ル ver. 11 コ 
5 = = = EE 
処理 内 容 を 選ん で 下さ い 。 my ファ イル 結合 : 設定 
和 力 my フ ァイル 群 の ある フォ ル ダ 、 結 人 結果 way ファ イル 、 複 元 用 ラベ ルフ ァイル を 指 二 し て 下さ い 。 
ーー ーー 
WaT を 閲 
Svav フ ァイル を way フ ァイル 寿人 | 「wavy フ ァイル ラベ ファイル: に U5oryiotamWDeseoorwevrarL ravr pe に ud| 

郡 を 1 つの wav テー 
ファ イル に 結 LAE に 0 し: 
合 ] を 押す 。 結合 対象 の フォ ル ダ の 選択 で 録音 フォ ル ダ を 選択 し 、「>> 次 へ 」 を 選択 。 


三 = wav フ ァイル 結合 : 確認 馬 
以下 内 容 で 間違い おけ れ ば wav 結合 」 を 押 と て 下さ い 。 | ミ 4 
result.wav タウ / 4 
結合 対象 の フォ ル ダ : C:/Userstatsumi/Desktop/resuE Ra ミ 
PS ee 本 結合 し た wav は 初期 Audacity を 起動 し て Aud 
ーー ーー ニー ニー シー 設定 だ と wavTar の acity 画 面 上 に wavTar で 結 
wav 和 5 人 | AM 合 し た 「resultwav] を ドラ ッ クン 
凍 へ <<| >> wa 了 保存 きれ る 、 ) グ & ド ロッ プ な ど で 読 み 込む 。 (リグ) 
3 も ま し = 認 想 局所 6 EE プ ェ ーー (0 トラック) = WO へ ルプ (h) 二村 
アコ 凍 軸 軸 | 表 時 | の o| 6| 史 月 久 る | 滞 


① マ Nsuk プ ロン プ ト 
5 pause 
ー イコ ライ ゼ ぜ ゼーション. 


Aosof・ サウ ンド マッ パー- 


/ リ 80 


発声 と 発声 の 
間 の ノイ ズ が 
乗っ て いる 無 
音 部 分 を 選択 


ーー ーー 
Domkc Mazonl に まる ノイ ズ の 昧 去 
2 テッ プ ュ 
Audacty 7 が 去 すべ を 対象 補 且 する た め に 。 ノイ ズ の み の 区 間 ( 贅 秒間) を 
介 択 し 778 こと に ノイ フロ フル いま 
| レイ ズブ 0 イル の 到 科 (G) | 
ス 2 ラプ 2 


フィ ルン グ し た い オ ー デ ィ オ を すべ て 選択 し, 除去 の 程度 を 選択 し 。 2 入 に OK を と 
する こと で ノイ ズ 志 計 去 し ます 


20 ま (98X9: 2 け 
各 左 (8XS) 000 け 
玉 計 清 人 E(HsOXe): 150 サ ノイ ズ : @⑳ 消去 (m) 
79 クティ ケイ 時 間 ( 秒 Oi 0915 り 
ノバ 聞き (m) 10) 
「 ノ イズ プロ ファ イル の 取得 」 を 押す 。 


| ワ テ 4 和 ] 坦 (6) _ 表示 (V)- 鍵 再生 () トラ ッ ク (T) 


新 更 (N) Ctrl+N = ーー 
関 く (0).… ctr+o wavTar - wav ファ イル 結合 / 分 解 ツー ル ver. 11 
ーー ミー 処理 内 容 を 選ん で 下さ い 。 
昭 じ る (C) cutew 剛 
プロ ジェ クト ファ イル を 保存 (S) Ctrl+S 
プロ ジェ クト ファ イル を 別名 で 保存 (A).… 
プロ ジェ クト の 圧 鍵 され た コピ ビー を 保存 ..。 wav フ ァイル 右 を 1 つの wav フ ァイル に 結合 
佐 存 性 の チェ ッ ク (k)… 

た 
メタ デー タ エ デ イ RI 

- 処理 が 終わ っ た ら 

8 ” 「 フ ァイル 」 一 「 書 


きき 中 し (5).。 き 出し ] を 選択 し = ーー ドー = 
羽 競 因 を 書き 出し (").… ーー て wav フ ァイル を 再度 wavTar を 開き 「 結 合 wav フ ァイル を wav フ ァ イ 
ー 保存 し よう 。 ル 郡 に 分 解 ] を 押す 。 
人 


wavy フ ァイル 分 解 : 設定 コ 了 そ 
以下 内 容 で 間違い な ( 


| 
の 解 し た い 結合 wav フ ァイル 、 復元 用 ラベ ルフ ァイル 、 出力 フォ ル ダ を 指定 し て 下さ い 。 | 
四 人 wav フ ァイル = [に :/usersytetsumVDesktoprresut_kakou wav に | | 生き 岳 N0 ラ = 
を 昌 ラ ペル ファ イル : [UserstetsumVDesopiwevrar rear me| | に 
辿 カ フォ ル ダ : に :/usersytatsumVDeshtop/wavTar-1.1/fesuk 1 
| 出力 フォ ル ダ : 
1 再 へ <<| >> 次 へ | 義 了 | 
を 還 | 
「 結 合 済 wav フ ァイル ] の 選択 で 先程 処理 し た wav フ ァイル を 選択 し 、「>> 次 へ ] 
を 選択 。 葬 へ <<| >> へ | 7| 


メニ ロー ニ の EE ジ 
ェクト 」 一 「 ノ イズ 
の 除去 」 を 選択 


-: こ (2 ル 込 みこ 


| wav ト ラッ ク の 画面 に 戻る の で (/ の 】 

[Ctrl+A] 、 ま た は 「 編 集 」 一 「 選 N / 
択 ]「 す べ て 」 を 選択 し トラ ッ ク 全 
体 を 選択 する 。 


: も う 一 度 「 ノ イズ の 除去 ] を 開き テッ 
_ 分離 ①⑪ プ 2 の ノイ ズ : 消 去 が 選択 され て いる 

か 確認 し 「OK」 を 押す 。 う まく ノイ ズ 

が 除去 で き な か っ た ら ノ イズ プロ ファ 

キャ ン ゼ セル (C) | | イル の 場所 を 変え る か 、 ス テッ プ 2 で 


数 値 を 変更 し よう 。 


ナ れ ば 「vay 分 解 」 を 押し て 下さ い 。 


て :/Users/tatsumiDesktop/result_kakowi.waw 
C:/Users/tatsuml/Desktop/wavTar-1.1/result.bt 


「way 分 解 」 を 押す 。 分 解 し 


た wav は 初期 設定 だ と * 

wav 分解 wavTar の フォ ル ダ 内 の 
「result] と いう フォ ル ダ に 保 
存 され る 。 


C:/Users/tatsumi/Desktop/wavTar-1.1/result 


・ ug 


CSIG 4 」 
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デ a に 3 - 
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HN: ユウ マ CV・ キ ャ ラク ター デザ イン : ユ ウマ 3D モデ ル 作 成 : 和 野 淀 吉 | 一 ーー つ E 1 
音源 名 - 獣 音 ロ ウ .Revo ( け も の ね ろう どっ と れ ぼ ) 。 
キャ ラク ター 名 : 対 音 ロウ : 1 EE HECUEUEELHELHHELHLELUULEEELLELLELLPUULLHLEUULLEUHLLLLPEEUELLLLEPLP 
言 源 記 布 所 : 獣 音 ロ ウ .Revo・ オ フィ シャ ル サ イト 6 - 1 4 : HN: 松 田 まっ つん 回 ___ 豆 
http://Www.kemononerow.com/ F # ES 音源 名 : 松 田 っ つぼ い よ (まつ だ っ ぽい よ ) = 
Se Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い ・. 音源 配布 所 ミ 


*。http://III17.web.fc2.com/index.html 


Q1. ご の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 
基本 的 に や る 気 が な い 系 男子 で す 。 京 音 ロ ン と は 良い 友達 で す 。 
Q2. ほか の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 
気 だ る げ な 歌い 方 を する と 思い ます 。 表情 音源 に よっ て は そう で も な か っ た り 。 
Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 
音源 ご と に 表情 ? を つけ る 事 に 気 を つけ まし た 。 
Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 
種類 が 多く て 選ぶ の すら 大 変 だ と 思い ます が 、 それ ぞ れ の 方 が 工夫 し て 使っ て くだ さっ て いる の で 、 
と て も あり が た いで す 。 
Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 
BRE の 値 は デフ ォ ル ト の 状態 だ と ザラ ザラ し て し まう の で 、 基本 的 に 0 を オス ス メ し ます 。 
Q6. 今後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま す が ? 
可能 な 限り 続け こい きた いと 思っ て いま す 。 
Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど ご あれ ば 教え て くだ さい 
まだ 考え 中 で す 。 の ん びり ペー ス で 新 音 源 を 出せ れ ば 良い な と 考え て いま す 。 


* 
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UTAU に は 珍し い 狼 獣 人 と いう ケモ ノ の キャ ラ が 付属 し て いる 音源 で す 。14 歳 の ジャ ガイ モ が 好き な 草食 系 オオ カミ な 
の で す 。 

Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 

男声 音源 と し て は 珍し い 変 声 期 途中 の 少年 の よう な 声質 を 持っ て いま す 。 ま た 、 公式 イメ ー ジ 画 は 篠 野 常吉 さん に 作っ て 
頂い た 3D モデ ル を 使い まし た 。 も ちろ ん MMD モデ ル と し て 公式 サイ ト で 配布 し て いま す 。MikuMikuDance で ロウ 
に ポー ズ を 取ら せり 、 モ ーション を 作っ て 、 ダ ンス や ドラ マ や PV な どの 動画 や イラ スト の 代わ り に 使う こと も 可能 で す 。 この 
よう に 、 豊富 な 公式 素材 か ら UTAU や MikuMikuDance 単体 、 も しく は その 両方 を 活用 し た 幅広 い 二 次 創作 を 可能 に 
し て いる と ころ が 特徴 で す 。 

Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 

音源 制作 は 収録 が 楽し か つた の で 、 大 変 な と ころ は あり ませ ん で し た ! 
Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 

いつ も ロウ を 歌わ むせ て くれ て 、 あり が と う ご ざ いま す 。 こ れ か ら も 、 ロウ を 使用 し て くれ る 方 た ち に 感謝 し て 頑張 る の で 、 
今後 と も 獣 音 ロウ を よろ し く お 願 いし ます ! 

Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 

少年 声 な の で 女声 キー に 歌わ せる の が 基本 な の で す が 、 変 声 期 途中 の よう な 声 な の で 男声 キー も 歌わ せら れ ま す 。 そ し て 、 
色々 な 表情 を し た 音源 が 入っ て いて 、 装 飾 符 ( 由 き 音源 の .Revo-Soft な ら 「 あ S」 な ど ) を 付け る こと で 音源 の 表情 を 変 
える こと が で きま す 。 デフ ォ ル ト は . Revo-Power 音源 と な か っ て ます の で 色々 曲調 に 合わ せ て 変え て みて 楽し ん で くだ さい 。 
ちな み に 、 連続 音 は 容量 の 関係 上 .Revo-Re:Chain-Transinger と いう デフ ォ ル ト 音 源 一 種 類 だ け に な っ て ます 。 

Q6. 今後 、 音源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか が ? 

は い 、 高校 生 な の で 創作 に 没頭 で きる 時 間 が と て つも な く あ り 、 空い た 時 間 の ほとん ご ど を UTAU の 為 に 捧げ る 生活 を し 
て いま す 。 な の で 、 音源 の 案 が 思い つい た ら 突 発 的 に 色々 な 表情 音源 を 追加 や 、 高音 ・ 低 音 補助 を 追加 し た り 、 も っ と 音源 の 
クオ リティ ー を 上 げ て いき た いで すね ! 

N > Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい 

半々: 地方 限定 で す が TVCM で ロウ の 音源 を 起用 され た の で 、 も っ と メデ ィ ア 展開 を し て 色々 な 場所 に 露出 し て いき た いで す 
** ね 。 あ と 、 ご 案内 で す が 公 式 素材 の 常 式 獣 音 ロウ .Revo MMD 用 3D モデ ル は 上 記 オ フィ シャ ル サ イ ト か ら 入 手 で きま す 

: の で 、 よ ろ し く お 願 いし ます ! 
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PETTTTKTLLLTLELLLLELELTI 


け も の ね 


軸 獣 音 ロウ .Revo 


メー ジ を 限定 し すぎ な いよ うに 、 キャ ラク ター の 設定 は 敢えて 作り 込ま ず に 必要 最低 限 に と ど め て あり ます 。 
Q2. ほか の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 

繰り 返し に な り ま す が 、 ずばり 「 元 気 ] な と ころ で す 幅 広く どん な 表現 に も 対応 で きる より も 、 元気 で 楽し そう に 
歌う こと に 特 化 させ て いま す 。 

Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 3 
録音 し て いる 自宅 の 一 室 が 電車 の 線路 沿い に ある の で 、 電車 の 音 に 気 を つけ な けれ ば いけ な か っ た と ころ で し ょ 
うか 。 あ と 原音 設定 を 自分 や っ て みた ら と っ て も 大 変 で し た 。 な の で 基本 的 に は 他 の 方 に お 手伝い し て いた だ い 

て ます 。 
: Q4. ご の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 

いつ も は く ぽ を か わい が っ て くれ て あり が と う 。 あ な た の お か げ で 彼 も 僕 も 日 々 が ん ば っ て いら れ ま す 。 月 並み 
で す が 、 今後 と も うち の 子 を よろ し くね 。 
Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ は 教え て 下さ い 

丁寧 さよ り も 熱量 と 勢い を 重視 し て 作っ た た め 、 原音 の 音程 や 発音 の 一 部 に 荒さ が あり ます が 、 そこ は 愛情 で 力 * 
バー し て も ら え る と 是 幸 い 。 あ と 音域 は 個人 的 に C4 - F4 くら い が お すす めで す 。 僕 自身 、 ボ ー カ ル と し て その 
あたり が 一 番 お いし い 高 さ な の で 。 
Q6. 今後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか が ? 

考え て いま す 。 い わ ゆ る キ し 音源 の よう お 音階 で 声 の 表情 が 変わ る 多 音 階 音源 や 、 他 に は も っ と 感情 を 全面 に : 
出し た よう な お 声 の 音源 を 追加 し よう と 、 現在 鋭意 製作 中 で す 。 : 
Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい : 

音源 の 準備 や 公式 ホー ムペ ー ジ の 全面 リニュ ー ア ル を 進め て いま す 。 ま た 、 可 能 で あれ ば そろ そろ は く ぼ ぽ コ ン : 

ビ の 第 三 弾 を や わた いな あと 思っ て いた り と 、 企ん で いる 事 は 盛り だ くさ ん で す 。 : 
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: Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 
: ライ オン と 人 間 の あい の この 、 いわ ゆる 獣 人 で す 。 

: Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 

: バス 声域 (低音 域 ) 向き の 男声 音源 で す 。 渋 い 、 壮年 、 も ふも ふし て いる 声 と 称 さ れる こと も 
: あり ます 。 


いう 
が らら 
戯 歌 ラカン > 
ググ 了 
: HN: 保健 体育 P (月 代 白亜) 三 FROSBeiql 
: 言 源 名 : は く あ っ ぽい ど ae と 
人 日 キャ ラク ター 名 : 月 代 は く ぽ (つき し ろ は く ぽ ) 三 語 5 = ご 
- : 音源 配布 所 : 長生 = 購 
: HN: 傘 : http://hakuapoid.iza-yoi.net/ 
a ・ 三才 ヾ ペペ イー ロ 
昌和 : Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い E 
3 http://glgabeast.blog.fo2.0om/ 2 1 大 人 直前 くら い の 思 春期 の 少年 が は し ゃ いで いる みた いな 、 と に か く 元 気 が と りえ の 男声 音源 で す 。 使 う 方 の イ 


POOLLLELLKLLLLLLLLETT) 


ほぼ 宅 録 な の で 静か な 時 間 を 確保 する の が 難し か っ た で す 。 
Q4. ご この 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 

歌わ せ て いた だ いた り 描 いて いた だ いた り 色々 し て も ら え て すご く 嬉 し いで す 。 こ ん な 表現 の 
仕方 も わる の か と 驚か され る ば か り で す 。 今後 も 戯 歌 ラカン を よろ し く お 願 いし ます 。 
Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 

あな た な り の 歌わ せ 方 を 見 つけ て みて くだ さい 。 
Q6. 今後 、 音源 の アッ プ デ ー ド は 考え て いま す が ? 

新しい 音源 さん 達 が 張り 切っ て いる の で 、 負け じ と 追加 音源 を 出し て いき た いで す 。 マ イペ ー 
ス で 。 
Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい 

今回 、 雑誌 掲載 の た め に イラ スト を 「 歳 孫 ] さん に 描き 下ろ し て いた だ きま し た 。 あ り が と う ご 
ざい まし た 。 そ し て 、 「 戯 歌 ラカン 音 絵巻 と いう ニコ ニコ 動画 で の 企画 を 予定 し て いる の で ご 期 
待 く だ さい 。 


* ロ 
LUUTLUHTLLLLLLLLLLLULLULLLLLLUULLLLLULLLULULLLLULULUUMULLULULLLULLLLLLDLLLLULULLLULULLLLULLULLLLULLLLL 


COLLLLLULLULLLULLLLLLLLULULLLLLLLLLLE LE 


PUULULULLTUIDUUDLLLKLLULLLOPLLLLLLI 


: ゆう じ (ルー ク 製 作 班 ) ーー デー 


音源 配布 所 ーー 一 
*。 http://http://www31.atwiki.jp/rook69/ 


: Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 
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NAT1OO 穫 に - 


: ます 。 

: Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 
: 中 音 一 高音 が 得意 で さわ や か に 歌っ て くれ ます 。 
: Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 


s し た 。 
: Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 


ミー ク 今後 と ちよ ろ し く お 願 いし ます 。 
: Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 


: て 使用 する と いい か も し れ ま せん 。 
: Q6. 今後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか が? 


: だ きま す 。 
: Q7. 今 後 の 展 開 や お 知ら せな ど あ れ は 教え て くだ さい 
ルー ク と 俺 達 の 戦い は これ か ら だ ! 


DLLHLLLULULLULUUUUTELLLLLLLHLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLULLLLLLULLUUULLLLLLLEELLLLLTLLLLLYLLL EET 


: HN: 七生 (な な お ) | 本 


: 言 源 名 : 実 音 と わ の (みのり ね と わ の ) RW 
: 倍 源 配 布 所 : 3 
: http://minorine.web.fc2.com/ し 計 = 


: Q1. こ ご の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 
: お っ と り し て いる けれ ど 、 記 は 強い 。 明 治 ・ 大 正 時 代 さ らい の 、 大 和 撫 子 を 意識 し て 作成 し た キャ ラク ター で す 。 背 
: 景 と し て 、「 戦 争 に 行っ て し まっ た 大 事 な 人 の 帰り を 待ち 続け る か らく り 人 形 」 と いう 設定 が あっ た り し ます 。 
: Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 
: UTAU は 音源 数 が 多い の で 他 の 皆さん の 音源 が どの よう な も の か を 把握 する の は な か な が 難し い の で す が 、 キ ャ ラ 
: クタ ー と し て の 背景 設定 に 物語 性 が 強い の が 特徴 か な 、 と 思っ て いま す 。 
: Q3. 音 源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 
: 録音 に 使用 し た マイ ク が 500 円 ほど の 小さ な ピン マイ ク だ っ た も の で 、 収録 し て いる 最 中 ずっ と 片手 で の 前 に 持 : 
: ち 上 げ て いる の が 大 変 で し た 。 一 回 録音 を 始め る と 、2 時 間 く らい は 掛か っ て し まう の で …。 
: Q4. ご の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 
: 実 音 と わ の を ご 利用 頂き あり が と う ご ざ いま す 。 雰囲気 や 空気 感 を 重視 し て 作成 し た キャ ラク ター で す の で 、 出 来 
: れ ば それ を 生か し て 、 大事 に 唄 わ せ て 頂け れ ば 幸い で す 。 
: Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あれ は 教え て 下さ い 
: resampler と の 相性 が ある よう で 、 自 分 で 色々 試し て みた 結果 は UTAU ver0.2.61 に 同 梱 され て いる : 
: resampler.exe が 一 番 綺麗 に 聞こ える よう で し た 。 と わ の を 唄 わ せ た 時 に ノイ ズ が 目立つ か な ? と 感じ た 場合 は : 
ん , : お 試し 下さ い 。 3 
の : Q6. 今後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか ? : 
ん ん : 現在 発声 が 強め の 100404 版 と 柔らか め の 100720 版 の 二 つ を 配布 し て お り ま す 。 こ ご れ 以上 の 大 き な 改 変 は 必 : 
 : 要 な いか な と 思い ます が 、 ご 要望 が あれ は 出来 る だ け 対応 し て いき た い 思 っ て いま す 。 5 
: Q7. 今 後 の 展 開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい 8 
み : 「 実 音 と わ の 」 は 、 作 成 ・ 運 用 を 私 ひと り で 行なっ て いる 音源 で す の で 、 こ れ か ら も 自分 の ペー ス で まっ た り 楽 し く 活 : 
の ・ : 動 し て いけ れ ば と 思い ます 。 よ ろ し けれ ば 、 お 付き 合い 下さ いま せ 。 


: 音源 名 : ル ー ク (UTAU) (る 一 くう た う ) : 5 
。 キャ ラク ター 名 : ル ー ク 還 一 : 


: 欲 音 ルコ スレ >> 1 の 声 を 使っ て 作成 され だ 男声 音源 で す 。 ル ー ク の 姿 : 
: に は 犬 型 と 人 型 が あり 、 曲 の 雰囲気 に よっ て 使い 分 けが で きる よう に な っ て い : 


: ゆう じ が 自分 で 録音 し た も の を 、 制 作 班 等 の ご 親切 な 方 々 の ご 協力 に よっ : 
: て 作成 され まし た 。 音 源 公開 され た 当初 は ルー ク に 立ち 絵 は 存在 し ませ ん で : 
どの 動画 も と て も か っ と ご 良く 歌わ せ て くれ て いて 、 大 変 嬉し く 思 いま す 。 ル : 
単独 音 の 歯 擦 音 が 少し 強い の で ディ エッ サー を 使う か 連続 音 を 単独 音 と し : 


: 希望 の 声 が 多数 寄せ られ て 、 こ ちら の 環境 が 整え ば 、 あるいは:…… と いっ た 5 
: 感じ で す 。 決 し て 更新 頻度 の 高い 音源 で は あり ませ ん が 、 ゆっ くり と お 待ち く : 
: だ さい 。 音源 が アッ プ デ ー ト する 時 は [また せ た な !| と 高らか に 言わ せ て いた : 


STEP01 

作曲 か ら MIX ま で 一 発 攻略 ! 080 
コー ド 進 行 を 作る 

メロ ディ ー を 作る 

アレ ンジ を 考え る 

エフ ェクト &MIX 


STEP02  。 
UTAU の 動画 が で きる まで の 流れ を 見 て みよ う ! 090 


COLUMN 
UTAU 音 源 パ ー フ ェクト 図鑑 
白 鐘 ヒ ヨリ / 朝 音 ボ ウ 094 
櫻 歌 ミコ / 微 睡 千 花 。095 

・ 二 太郎 096 
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TUUUU 


「 作 曲 ] と いう 作業 は 複雑 に 思わ れ が ち だ が 、 
実は た っ た 4 つの ステ ッ プ に 分 けら れる 。 これ ら 
を 順に こなせ ば 、 一 通り 音楽 と し て の 格好 は 整う 
だ ろう 。 も ちろ ん 順番 は 前 後 し て も いい が 、 ぜ 
ひと も 学ん だ こと を 「 試 し な が ら 」 読み 進め て い 
く こ と を 強く オス ス メ す る 。 何 に お いて も 、 ま ず 「 慣 
れる こと | が 最も 重要 だ か ら だ 。 


旧 目 コー ド 進 行 を 作る 


XIW・ 早 選 90' ヨ 1dVHO 穫 - 


コー ド を 制す も の が 音楽 を 制す 。 
まず は 曲 の 下地 と な る コー ド を 作る 。 


Am 。 Dm Em Am 


まま まま 


作曲 で は 、 コ ー ド を 組み 合わ せ て 曲 の 雰囲気 を 固 
め て いく こと が 大 事 な の だ ! 


(e Am 


ルー ル に 従っ て 音 を 3 つ 重 ね る と コー ド が 出来 る 。 
音楽 に は 欠か せな い 要 素 だ 。 


時 寺 提 寺 


sMTAU Perfoct MOSS 


一 発 攻略 


ULUU 


や は り 自 分 で 作っ た 曲 に UTAU を 乗せ た いも の 。 こ こ で は 作曲 か ら 
ミッ クス の 仕組 み ま で 一 気 に 解 説 する 。 


音楽 を 作る 4 ステ ッ プ を 解説 


ここ で の 解説 は DVD-ROM に も 収録 ! 
本 誌 に 付属 し て いる DVD-ROM に は 、 誌 面 に 載っ て いる 諸 面 の サン 
プル 音源 や 、 誌 面 で 書き きれ な か っ た 細か な 情報 な ど が 収録 され て いる 。 


この 記事 と あわ せ て 見 て も ら え る と あり が た い 。 


有 罰 メロ ディ ー を 作る 


コー ド に 乗せ て メロ ディ ー 作 り 。 


鼻歌 感覚 で 作っ て も OK だ 。 
F G sus4(4th) 6(6th) 
『 人 瞳 主夫 紀 字 = 呈 
5 ミニ ゴー: ンー イアー 0 電 ーー 
中 Csus4 C (計ら 
Em7 Am 7/M7(7th) add9(9th) 
本 計 = 障 ま ま 
G7 Cw7 て sqa9 Caa9 
コー ド の 音 を 頼り に し て メロ ディ を 乗せ て いく 。 メ ロディ に も ル メロ ディ ー が で きた ら 、 次 は コー ド に 手 を 
ー ル が ある 。 加え て 、 さ ら に 豊か な 表情 を 作り 出す 。 


医員 アレ ンジ を 考え る 
バン ド 、 クラ シッ ク 、 ポッ プス な ど 
作り た い 曲 に 必要 な 楽器 を 使う 。 
どん な ジャ ン ル の 曲 を 作る か に よっ て 、 使 う 楽 器 が ガラ リ と 変わ っ て くる 。 


各 楽 器 の 特性 も 考え 、 そ れ 
に 応じ た フレ ー ズ を 考え な 
けれ ば な ら な い 。 


訪 エフ ェクト &MIX 


最後 は 、 キレ イ な 音 で 聴い て も ら 
うた め の 音 の 調整 を お こ な う 。 


内 、 トー 


音 に 追加 効果 を 与え る エフ ェクト は 、 現 代 の 曲 作 音 圧 や 楽器 位置 を 調整 し て 完成 だ 。 こ れ で UTAU 
り に 必須 の 要素 と いっ て も いい 。 を 乗せ れ ば 立派 な 歌曲 に な る 。 人 @ 


三 三 宇 
楽譜 の 読み 方 
下記 の [ドレ ミ フ ァ ソ ラ シ ド 」 の よう な 基本 的 な 音 の 並び を [音階 ] と いう 。 音階 の 読み 方 は ド 
レミ | 以外 に [CDE」 と いっ た 英語 読み が あり 、 こち ら も 後 で 重要 に な る の で 覚え て お いて ほし い 。 


ドレ ミ 読 み ド レ ミ ウラ ョ ンド 
世 


英語 読み C D G A BC 


これ ら の 記号 を 書く こと で 五線譜 上 の 音程 が 決定 する 「 へ 音 記 号 ] は 主 に ペー ス 用 だ 。 
キー の メジ ャ ー と マイ ナー 
左 の よう に 「 ド 」 か ら 始 まり 「 ド 」 で 終わ る 音階 は 明る い 。 逆 に 右 の よう に 「 ラ | か ら 始ま り 「 ラ 」 で 
終わ る 音階 は 暗い 。 こ の 雰 囲 気 表す 言葉 を 「 キ ー ( 調 ) 」 と 言い 、 明る い 方 は 「 メ ジャ ー キ ー ( 長 
調 )]、 暗い 方 は 「 マ イナ ー キ ー (短調 )」 と 呼ぶ 。 左 の 「 ド (C) 」 か ら の 音階 は 「C メジ ャ ー キ ー」 
と な り 、 右 の 「 ラ (A) 」 か ら の 音階 は 「A マ イナ ー キ ー」 と な る 。 


音符 の 長 さ 
し 。 」」」 WW J JI 


| 3 示 符 | 


I | I 
を ーー ーー 
の の お 4 お 


数 字 は 4/4 拍 子 の と き に 1 小節 に 詰め 込め る 数 だ と 覚え る と いい 。 全 音 を つなげ て 長 半分 の 長 さ の 倍 の 長 さ の 間 に 
音符 は 1 つ 、8 分 音符 は 8 個 で 小節 が 埋まる 。 休 符 も 同様 。 さ を 増 や す 音 を 加え る 音 鳴ら す 


曲 の 構成 


歌 モ ノ の 場合 、 曲 の 構成 は 下 
記 の 要素 で 成り 立っ て いる 。 慣 
れ な いう ち は こ の 流れ を 目安 に し 
て 曲 を 作っ て みよ う 。 


曲 の まとまり 


A メロ や B メロ と いう まとまり は 、 通常 8 小節 か 16 小節 で 作ら れる 。 
さら に 細か く 見 る と 、 4 小節 を 使っ て ひと つの フレ ー ズ を 作り 、 それ と ほ と 
ん ど 同 じ 4 小節 を つなげ て 8 小節 の まとまり に し て いる こと が ある 。 こ の 
よう に 、 曲 は 4、 8、 16 小節 と いっ た まとまり で 作ら れ て いて 、 そう し な い 
と 聴い て いる 人 が どう 聴い て いい の か わか ら な く な っ て し まう の だ 。 


鍵盤 で ドレ ミ と 音程 差 
白 鍵 も 黒 鍵 も 同じ 扱い で 、 隣 の 鍵盤 と の 


音程 差 を 「 半 音 ]、 さ ら に その 隣 と の 音程 差 を 
「 全 音 」 と 言う 。 


時 LU LMMLLM 


WAS グ ペ ANN トド N2NN プ NZ 
全 全 半 全 全 全 半 全 全 半 全 全 全 


小節 と 拍子 と 拍 に つい て 


拍子 小節 
「1 


= 


に ーー コル ーー し ーーー! 
1 折 2 拍 3 拍 4 拍 


拍子 の 「4/4」 は 「1 小節 に 4 分 音符 が 4 
つ 入 る 」 と いう 意味 だ 。 「6/8] な ら 「8 分 音符 が 
6 つ 入 る | こと に な る 。 拍子 の 分 子 が 1 小節 の 
拍 数 な の で 、4/4 な ら 4 拍 、6/8 な ら 6 拍 と な る 。 


臨時 記号 

北 ニ シャ ー プ … 半音 上 げ る 

b ニテ フ ラッ ト … 半音 下げ る 

』 ニナ チュ ラル … 臨時 記号 を 解く 

上 記 の 臨時 記号 は 、 音程 を 変更 する 。 そ の 変 
更 は 1 小節 内 で 持続 する た め 、 変 更 を 解く 記 
号 が 存在 する 。 


盛り 上 が り 
歌 以外 の 見 せ 場 
曲 の 終わ り 


ーー 
っ ーー 1 ラー は ーー 


ほとん ど 同 じ 4 小 節 を つなげ て 8 小節 に し た 例 。 こ の よう に 同じ フレ ー ズ を 繰り 返す と き 
は 、2 度 目 の 終 わり に 次 の フレ ー ズ へ つなが る 変化 が あら われ る こと が 多い 。 


///: 豆 
7 和 
7/ 


TAU Perf 


学 


oo MS 8 


コー ド 進 行 を 作る 


コー ド の ルー ル は 「 ル ー ト (1st) 」 「3rd」 「5th」 


右 の 楽譜 に 書か れ て いる の が 
「 コ ー ド 」 の 一 例 だ 。 コ ー ド は 「 ド ミ 


コー ド に は ルー ル が ある 。 そ れ は 
「Root」 「3rd] 「5th] と いう 3 音 


マイ ナー キー で も 、 基本 的 に は 
コー ド の 仕組 み は 変 わら な い 。 し か 
し 、 マイ ナー キー 特有 の 注意 事項 
が ある 。「V」 の コー ド に な っ た と た 
ん に キー の 7 番目 の 音 が 半音 上 が 


こち ら は 普通 に マイ ナー キー の 音階 を コー ド 化し た 
も の 。 使う 音 は メジ ャ ー キ ー の と き と 全く 変わ っ て い 
な い 。 こ ちら で も 「1]」 [V] 「Y]」 の コー ド が キー の 代表 
に な る 。 


( ) ソン] や 「 ラ ドミ ] の よう に 、 3 音 重ね 物 生 W まき を 使う こと だ 。 左 の 楽譜 と 鍵盤 を る こと が ある の だ 。 ちょ っ と や や こ 音階 舞 議 に KK し きま ファ ツ ラウ 
四 る だ け で で きる 。 た めし に この 譜面 ミ (3rd) ーー | レ 記 ララ 1 シ 見 て 分 か る よう に 「Rootl が 基本 し い の で 右 の 楽譜 で 確認 し て ほし 5 
> どおり 鳴ら し て みる と 、 これ ら の さ 音 ド ルート) 1 2 3 4 5 6 7 1 の 音 と な っ て 、 そ こ か ら 3・ ら 番目 い 。 これ は 「 ハ ー モ ニッ クマ イナ ー」 コー ド 名 Am Bdm C  Dm Em F  G Am 
だ け で 明る さと 暗 さ を 表現 で き て い 音 を 重ね る 。 まず は この ルー ル SG 2 生き 導 ま a 人 に De We 交 。 可 』s 
5 る こと に 気づく は ず だ 。 を 覚え よう 。 Root が 変わ れ ば 、 ま ー ド に 戻る 時 に 、 より な め ら か に つ 
「m ミ (Sth) た そこ か ら 数 を 数 えて 3rd と 5th な げ る 効果 を 持つ 。 マイ ナー キー 
5 ド Gre) 三 を 重ね れ ば いい 。 に は 他 に も ルー ル が ある が 、 今 は こち ら が ハー モニ ッ ク マ イナ ー を 使っ た コー ド 。 [Y」 
これ だ け 覚 えて いれ ば 十分 だ 。 ミコ の 3rd に 「#] が 付い て 半音 上 げ 、 メ ジャ ー コ ー ド に な 
ジョ Ob 三 ド ) る 。 そ れ 以 外 は 普通 の マイ ナー キー と 変わ り は な い 。 
〇 3G 二 24SN 6 7 
1 (ルー ト ) 
5 コー ド 名 Am Bdim C Dm E ド G Am 
時 W し し 】 i 
さっ そく コー ド 進 行 を 作っ て みよ う ロー マ 数 字 Im llaim 川 IVWm V V WM Im 
の 案 半 は 間 隊 を コ ー ド 化し た | コー ルー ソー |」 か 本 | 
斉 "も の だ 。 カ ンタ ン な 曲 作り な ら 、 こ Pa 8 ー 
隊 の 7 つの コー ド だ け で OK。 た めし 人 人 の 二 本格 UINJI VI 半 コー ド の 動か し 方 は こう 考え よう 
に 1 つの コー ド を 1 小節 ずつ 鳴ら し MM 3 
ーー を 代 る コー ド に な っ 信行 
て 、 色んな 組み 合わ せ を 作っ て み す - 9 コー ド 進 行 の 基本 は 「+ーー SS 
よう 。 「C (1) 」 か ら 初め て また [C NM AF に ー1」 で 、 この 3 コー ド を 中 心 に C ar 2 F Fi G 2 C 
(1) ] で 終わ る と 曲 ら し く な る 。 音階 ド レミ コシ ジア ョ ンジ マラ レシ ド に 喝 ら Sa 、 これ だ け で 起 使っ て いけ ば いい の だ が 、 それ 以 ドミ ソン ファ ラド ソ シ レ ドミ ソ 
芝 結 を 失 で きる こと が 分 が る 。 外 の コー ド は どう 使え を ば いい の だ ろ 
els 上 で Bm 昌 m G Am Bdm C II] は キー の 基本 、「V」 は 次 へ の うか 。 実は 、 違う コー ド で も 共通 す 8 A& 
繋が り を 期待 させ 、 「V」 は [」 に 戻 る 音 が 多けれ ば 性 質 が 似 て し \ る の 誠 Dm G Am 
ロー マ 数 字 | 上 lm 上 峰 m MV V VIm VIdaim 』 る 前 触れ だ と 覚え て お いて ほし い 。 で 、 わり に 合う こち が 9 ある 。 語 C っ ーDm-- G っ Am 
ー ド 名 は 英語 で 書く 。 音 階 と 同じ く [ ド 」 を ルー ト に し た コー ド は 「C」 だ 。 ま た 、 ロ ー 書く 場合 も あり 、 セッ コー 陸 DS し 放 義和 
上 間 8OEO 「 ウ 「 れ を 利用 し て 、 どん どん コー ド を 入 ドミ ソ レフ ァ ラ ン シ レ 。 ラド ミ 
れ 替 えて みよ う 。 川 』 
Am Dm Em Am 
上 - コ eo 
明 ・ 暗 の 違い は 3rd 音 の 整頓 を 心がけ る 共通 する 音 が 多い 
コー ド に は な ぜ か 、 明る い コ ー ド と 暗い コー ド が ある が 、 何 が そう させ て い コー ド は どの 順番 で 音 を 重ね て も 同じ コー ド に な る 。 そし て 、 コー ド 進 行 Se 
る の か 、 ヒン ト 無 し で 分 か る だ ろう か ? 鍵盤 で コー ド を 見 る と 、 3rd の 位置 の つなが り は 、 音 が 同じ よう な 音域 に と ど ま る 方 が な め ら か に つなが っ て くれ コー ド で 代替 する 少し ずつ コー ド を 入れ 替え た 。 ど れ も 破 綻 な く 進行 で き て 
が 違っ て お り 、 これ が 原因 だ と 分 か る 。 こ の 他 の コー ド も 鍵盤 で 音程 を 確 る 。 音 を 整頓 し て コー ド の 流れ を 良く し て いこ う 。 D - A 例え ば 「F」 の コー ド で あれ ば 「Dm」 と 「Am」 が 共に 2 つの 共 いる の が 分 か る と 思う 。 こ こ で は 4 分 音符 で 書い た が 、1 小 
認 し て ほし い 。 m 通 音 を 持っ て いる の で 、 こ れ ら の コー ド を 代用 可能 だ 。 節 ご と に コー ド を 切り 替え て みて ほし い 。 
| 『 簡単 で カッ コイ イマ イナ ー キ ー の コー ド 進 行 
ド | 角 還 何 も 考え ず に 「Am 一 FーGー Am| と いう コー 
- ド 進 行 を 鳴ら そう 。 な ぜ か や た ら と ドラ マチ ッ ク に 聞こ 
| 間 間 較 | えな い だ ろ うか ? この マイ ナー キー の [1| 「M」 MI | Am | F | G | Am | 
3 つ 6 記 と いう 3 つの コー ド を 中 心 に する だ け で 、 わり と ウケ の 
ー ド は 、 楽 護 上 で は 同じ よう に 見 える が 、 凶 こちら は 「CーF 一 G…C」 を その まま 置い た も の 。 コ ー ド が 変わ る 時 に 音程 の 差 が あり すぎ る の で 、 ぎ こち es う の だ 。 こ れ が い 
信 で 確認 する と わずか に 音程 が 違っ て いる 。 。 な く 聴 こえ て し まう 。 Na NR 本 い 
この 差 が コー ド の 性 質 を 決め る 。 こ の 「C」 と 同 の か 判断 が つき か ね る が 、 利用 で きそう で あれ ば どん F G Am G ま G Am 
じ 音程 な ら 「 メ ジャ ー」 、「Am」 と 同じ 音程 な ら R ェ ろ っ 
4 人 に 32 
2 
ンク .。。 FIE|IAm|GIFIE|IAml 
ん C Am 合い 3 イ 
2 に s 進 の 
ん , < 基 議 ko 入所 行 イオ こち ら が コー ド 進 行 の 例 だ 。 タ テ 線 は 小 館 の 区 切り だ と 思っ て ほし い 。 実 際 に 鳴ら し て 、 そ の 紛 囲 気 を 感じ て みよ 
2 れ 入 を ド l う 。 最 後 の 例 で ハー モニ ッ ク マイ ナー を 使っ た 「V (E) 」 を 混ぜ て いる よう に 、 色 々 拡張 し て みよ う 。 
っ 作 だ で 
Am F G を た る け 作 
見 た 目 が 違う が こち ら も 上 と 同じ 「CーF 一 GーC]。 コ ー ド の 重ね 方 を 整頓 する こと で 音程 の 差 が 縮まり 、 う 画 と ウ る 
な め ら か な 流れ に 聴こえ る 。 キ 1m VI | 作 が ケ こ 


SF mm ( 


LUUUUUUL 


ロディ ー を 作る 


1 mp mm い 
コー ド に 合わ せ て メロ ディ ー を 乗せ て いく 
レン コー ド が 出来 れ ば 作曲 は 半分 終 に NR 
、 わっ た と 言っ て も いい 。 あと は その eeeetimdimgtI く 塗 っ て いる 。 AE 
(本 上 に メロ ディ ー を 乗せ て いこ う 。 日 2 本 オ ー が コード 音 で ある 
〒 頃 か ら 音 楽 を 聴い て いる な ら 、 自然 割合 は 極め て 高い 5 も やしろ 、 
と メロ ディ ー が 浮か ぶ は ず だ が 、 そ 本 He 
ア うし て で きた メロ ディ ー の ほとん ど 長く 続く と 、 4 。 
- リ か バッ ク で 鳴っ て る コー ド の 音 と っ て いる よう に 聴こえ て し まう 
上 一 数 し て いる こと に 気づく だ ろう 。 の だ 。 
コ つま り 、 メロ ディ ー は コー ド 音 を 目 
5 安 に し て 作れ る の だ 。 
〇 ag ーー 
Cm メロ ディ ー 練 習 用 コー ド 進 行 
の メロ ディ ー 作 り は 数 を こなせ ば 自然 に で きる よう に な っ て くる 。 コ ー ド に 乗 
工 せ て 作る と や りや すい の で 、 いく つか コー ド 進 行 を 載せ て お く 。 自分 で | Am7|IFM7 Dm7IG Em7|IAm7 Eml 
計 作っ た コー ド で も OK だ 。 
テ |ICIDmIG7ICM7IAmlF Dm7IG7ICI 1 FM7 | Em7 GIAm Em7IAml 
寺 
民 ICIFIEmlIAmlFIG71ICsus41C| IFIGIAmlEmlIFIGICIGI 
周 
IDm71G7 1CM7 |1FM71Dm71Em7IFM7IGI IAmlDmlEmlIFIFICIFIEm7 | 
ーー い の 
メロ テ デ ティー 作り の ヒン ト 
メロ ディ ー は 好き な よう に 作っ て も いい の だ が 。 実際 に は ある て い ど [ 良 |  。 順次 進行 と 跳躍 進行 の バラ ンス を 取る 。 | 
い メ ロディ ー の 法則 」 の よう な も の が 存在 し て いる 。 ここ で は 、 その 良い メ 隣 の 音程 に 移る こと を 「 順 
ロディ ー の 法則 を いく つか 紹介 する の で 、 な か な か 納得 の 行く メロ ディ ー が 次 進行 」 と 言い 、 離れ た 音程 
作れ な いよ うな と き に 参考 に し て みて ほし い 。 に 移る こと を 「 跳 躍進 行 ] と い 党 言 語 語 一 中 
う 。 良い メロ ディ ー は 、 この 2 
つの バラ ンス が 良い 。 
いろ ん な 音 に 飛び 回 る より ダラ ダラ と 音 を 続け て も 聴い 
も 、 使う 音程 を 制限 し た ほう が て いて 苦し く な っ て くる だ け だ 。 
記憶 に 残る メロ ディ ー に な りや 歌 の 息継ぎ を 意識 し て 、 メロ デ 
すい 。 言葉 の 多い 説教 より 心 ィ ー の 区 切り と 休憩 を 入れ て あ 
に 残る 一 言 が 大 切 だ 。 げ よ う 。 》 
6 ー 
ずっ と 同じ 間隔 で 音 を 鳴ら す 一 番 音 程 の 高い 音 を 短 時 間 
より 、 と きど き ひ っ か か る よう な リ に 何 度 も 鳴ら す と 、 聞き 苦し く 
イン ズム の 変化 を 入れ る と 、 陸 < 側 に な る 。 高い 音 は ここ ぞ と いう 時 
ん と つて 楽し め る メロ ディ ー に な る 。 5 に 、 効果 的 に 入れ る の が いい 
和 , だ ろう 。 
ーー 
去 


ここ まで で 学ん だ 知識 だ け で も 
曲 は 作れ る 。 し か し 、 あま り に も 素 
朴 な 曲 な っ て し まい 、 満足 で き な い 
と いう 人 も いる と 思う 。 こ こ で は コ 
ー ド に さら に 音 を 重ね て 失 き を 複雑 
に し て いく 。 


sus4 (4th) 


まま 時 ま ま 障 寺 寺 陵 ま 9 


C sus4 


4th は 3rd と 同時 に 鳴ら す と 音 
が 濁っ て し まう 。 な の で 、 4th を 使う 
と き は 3rd を 省く 。 こ の コー ド を su 
s4 と いう 。 sus4 を 普通 の メジ ャ ー 
コー ド に 戻し て あげ る と 、 さわ や か な 
スッ キリ 感 を 演出 で きる 。 


見 な れ た コー ド 進 行 も 、 も う 一 音 加 える だ け で ずい ぶん と 表情 が 違っ て 見 える 。 上 の 楽譜 は 何 度 も し つこ く 書 いて きた 
「CーFG 一 C] に 手 を 加え た も の だ が 、 音 が 多く な っ た ぶん 鶴 き が 複雑 に な り 、 ど こ か 大 人 び た 雰 囲 気 を 感じ させ る 。 


6(6th) 


6th は そう 頻繁 に 使わ れる こと は 
な い が 、 大 幅 に コー ド の 雰囲気 を 崩 
す も の で は な い の で 便利 な 音 で あ 
る 。 この 6th は 5th か ら 全 音 上 の 
6th の こと を 指し 、 5th か ら 半音 上 
の 6th は ほとん ど 使わ れ な い 。 


7 / M7(7th) 


G7 CM7 


7th は 普通 の 7th (7) と メジ ャ ー 
7th (M7) が あり 、 5th か ら 音 程 が 
広い ほう が M7 に な る 。 普通 の 7th 
は と て を 重要 な 音 で 、「V」 の コー ド 
に は 必ず と いっ て いい ほど 付け 加え 
られ る 。 


転調 させ て みよ う 


転調 と いう の は 書い て 字 の ご と く 「 調 ( キ 
ー)」 を 「 転 ずる (変え る ) 」 と いう こと だ 。 成 
り 上 げた いと き や 雰 囲 気 を 変え そい とき に 重 
宝 す る の で 、 ここ で 転調 の 仕方 を 簡単 に 説 


明 し て お く 。 


C メジ ャ ー キ ー 


WDW 王 CB<G 


用 すべ て 全音 上 げ る 


D メジ ャ ー キ ー 


F M7 Dm7 Em7 


「 ル ー ト 」「3rd」「5th」 を 変え な けれ 
ば 、 さ ら に 音 を 重ね て も コー ド の 基 
本 的 な 性 質 は 変わ ら な い 。 今 まで 
作っ た コー ド に も 音 を 加え て 、 ど う 
変わ る の が 違い を 感じ 取 ろ う 。 


add9(9th) 


Caqq9 Cadda9 


9th を 加え る と 簡単 に オシ ャ レ な 
雰囲気 を 作り 出す こと が 出来 る 。 な 
お 、 9th は 2nd と 同じ 音 な の だ が 、 
コー ド に 音 を 追加 する 場合 、 基本 で 
ある ルー トー 5th より 上 の 音 を 追加 
する た め 9th に な る 。 


まま = 


同じ キー 内 で の 転調 で あれ ば 転調 は 非常 に 簡単 だ 。 コ ー ド 進行 の 着地 点 を 切り 替え たい キー の コー ド に すれ ば いい 。 少 し ずつ 着地 先 の キー を 意識 し 


た 進行 に する と な お 良し 。 


IIVOV DsG・A 


例え ば 「C メ ジャ ー」 キ ー の 音 を すべ て その まま 全音 上 げ る と 
「D メ ジャ ー] キー に 変わ る 。 も ちろ ん 中 心 に な る コー ド も 変わ り 


B7 
Fm7 


I 


EP 


「I・・Y」 が 「D・G・Al に な る 。 こ の よう な 変化 が 曲 中 で 起こ る 


こと を 「 転 調 ] と 呼ぶ 。 マ イナ ー キ ー で も ゃ 同様 だ 。 


関係 な い キー に 転調 する と き は 、 移 動 先 の キー で 重要 な 「V] 「V] あ た り の コー ド を 予告 と し て 出し て お く と わり と 自然 に 移る 。 0 そん な こと を せ ず 


時 


E "の 


に 、 い き な り 転調 先 の 「I] を 持っ て き て も 大 丈夫 な と きも ある の で 、 い ろ い ろ 試 し て みよ う 。 


昭 


Wi 生 
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' ア レビ ンジ を 考え る 
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TUULUU 


ジャ ン ル に よっ て 楽器 を 使い 分 ける 


コー ド と メロ ディ ー が 出来 れ ば そ バン ド 
れ で も う 立 派 に 曲 を 作っ た と 言え 
る 。 し か し 、 自分 が 作り た いと 思っ 
て いる 形 に は 、 まだ ほど 遠い は ず 
だ 。 理想 に 近づけ る に は 、 自分 が 
どん な ジャ ン ル の 曲 に 仕上 げた い 
の か イメ ー ジ し 、 それ に 必要 な 楽器 
を 知ら な けれ ば な ら な い 。 


Gb < 


「 


oo 


バン ド に 必要 な 楽器 は 少な く 、 キー ボー ド が 
いな いこ と も ある 。 これ を 逆手 に 取れ ば 、 ギタ 
ー・ ベ ー ス ・ ド ラム が 入っ て いれ ば 、 バ ンド 形 
式 に な る と いう こと だ 。 た だ し 、 ギタ ー を 上 手 く 
使わ な けれ ば バン ド ら し さ が 出 な い 。 


・ シ ン セ サイ ザー テク ノ で は 電子 音 を 扱う 。 電気 信号 を 音 に 
<・MIDI 音 源 変換 する 昔ながら の シン セ サ イ ザー か ら 、 規格 
.VSTi 通り に 音 を 揃え た MIDI 音源 、 最近 は や り の 
ー VST イン スト ゥ ル メ ント (VSTi) な ど 。 PC を 
・ サ ンプ ラー 持っ て いる な ら 比 較 的 作り や すい ジャ ン ル だ 。 


ビ ピアノ ソロ 


| | ーー 
PP や < 二 和 9 た 
ke 


同じ 曲 で も 使用 する 楽器 や ジャ ン ル さき オー ケス トラ 


の 違い で まる で 別物 に な る 。 
オ ケス ・ クラ シッ ク な ど で 使 われ る 大 掛か りな オ 


* 弦 楽器 (スト リン グ ス ) 一 ケス トラ は 使用 する 楽器 の 数 も 人 数 も 
< 金管 楽器 (ブラ ス ) 多い 。 弦楽 器 (バイ オリ ン 、 チ ェ ロ な ど ) 

は まとめ て スト リン グ ス と 呼ば れ 、 金 管楽器 
木管 楽器 (トラ ン ペ ッ ト 、 チュ ー バ な ど ) は まとめ て ブ | 
* 打 楽器 な ど ラス と 呼ば れる 。 


弦楽 器 
ヴァ イオ リン トラ ン ベ ペット ピッ コロ 
ヴィ オラ トロ ン ボ ー ン フル ー ト 
チェ ロ ホル ン クラ リネ ッ ト 
コン トラ パス チェ ー パ オー ボ エ 
パス ー ン 


ビ ピアノ ノ ハー プ / 木 生 た 鉄 到 
打楽器 
ティ ン パ ニ / シン バル / トラ イア ング ル 


【e】 
ポッ プス 
・ ほ ぼ 全 て バン ド 、 オー ケス トラ 、 テク ノ な ど 、 様々 な 音 
を 使っ て 作ら れる の が ポッ プス だ 。 ど ん な 音 を 
出し て も いい の で 、 楽器 に こだわ ら ず に 作り た 
けれ ば ポッ プス と いう こと に し て し まえ ば いい 。 
と は いえ 、 ある 程度 は まとまり が 必要 だ 。 


音 を 組み 立て て いく と いう こと だ 。 ま た 、 いろ ん な 楽器 に 応用 で きる 右 図 の 
よう な 「 ア レン ジ の 型 ] が ある 。 ほ と ん どの アレ ンジ は 、 この 型 の 組み 合わ 
せ で で き て いる 。 これ ら を 覚え て 、 自分 の 曲 を 自由 に アレ ンジ し て いこ う 。 


高 ・ ヴ ァ イ オ リン 
・ ト ラン ペッ ト 
・ フ ルー ト etc 


・ ク ラリ ネッ ト 
・ ヴ ィ オ ラ etc 


音 
域 
中 ・ ギ ター 
音 
域 


右 の 図 は 、 楽 器 が 得意 な 
音域 を 大 雑 把 に 表し た も 
の だ 。 ま た 、 ア レン ジ を する 


させ 、 低 音域 は あま り 音 を 
つめ 込ま な いよ うに し よう 。 


楽器 の 特性 を 考え る 


楽器 の 特性 に よっ て アレ ンジ で きる 内 容 が 決ま っ て くる 。 例え ば 、 笛 は 音 
を 伸ばせ る が 同時 に 1 音 し か 出せ な い 。 ピア ノ は 音 が 徐々 に 消え て いく が 、 
同時 に 何 音 で も 出せ る ( 指 の 本 数 を 考え る と 10 音 まで ) 。 それ ら を 無視 し 
て 曲 を 作る と ウソ 臭く な っ て し まう の で 、 楽器 の 特性 を 知る こと は と て ぞ 重 要 
な こと な の だ 。 


際 、 こ の 楽譜 に 書か れ て い 低 ・ ベ ー ス 

る ぐら い の 音 の 密度 が あれ に は 

ば 良い アレ ンジ に な りや す で 3- 主 "コン トラ バス 

い 。 高 ・ 中 音域 に 音 を 集中 ミッ 域 テューバ ec 
KG 】 


ギタ ー は コー ド か ら 3rd を 抜い た [「 パ ワー コー ド 」 を 弾く と 効 
果 的 で ある な ど 、 楽 器 ご と に 得意 な こと が 変わ っ て くる 。 


手 の 大 き さ を 考え る と 、 ビ アノ 一 台 
で は 上 の 座 例 を 弾く こと が 出来 な 
い 。 考 えて アレ ンジ し て いこ う 。 


ここ = 三 三 三 : 


電王 


ベー ス は ルー ト 音 で 


ベー ス は 音楽 を 支え る 大 事 な 低音 パー ト だ 。 慣 れ な いう ち は コ ー ド の ルー 

音 を ひたすら 鳴ら し て いれ ば いい 。 それ だ け で 曲 に 安定 感 が 出る 。 余裕 
が で きた ら 、 ル ー ト 以外 の コー ド 音 を 使っ た り 、 コー ド 以 外 の 音 を 使っ て みて 
も いい が 、 下 手 に ペース が 動き すぎ る と コー ド が 不安 定 に な る の で 、 ほど ほ 
避 信 8 


9 F G て 
これ ぐら い 露 骨 に ルー ト 音 を 鳴ら し て いる だ け で 曲 に 安定 感 が 出る 。 ル ー ト 以外 の 音 を 使う 場合 も 、 コ ー ド 
が 切り 替わっ た 直後 は 極 カル ー ト 音 を 鳴ら し て お く ほう が いい 。 


ドラ ム の 基本 


ドラ ム は 楽器 の 中 で る 特殊 な 部 類 で 、 いく つか の 打楽器 が セッ ト に な っ て 8 ピード 8 分 音符 中 心 の スタ ンダ ー ド パタ ー ン 


いる 。 重要 に な る の は 「 ス ネ ア ド ラム (SD) 」 「 バ ス ド ラ ム (BD) 」 「 ハ イハ ッ ト 
(HH) 」 の 3 つ だ 。 それ ら を 「 ビ ー ト ( 拍 、 拍子 ) 」 に 合わ せ て 叩く 。 ときおり 
アク セン ト と し て 「 シ ン バ ル (Cym)」 と 「 タ ム (Tom) ] が 入る 。 大 体 、 1・3 
拍 目 に BD を 鳴ら し て 安定 感 を 出し 、 2・4 拍 目 に SD を 鳴ら し て ノリ を 生み 
出す 。HH は ほぼ 鳴ら し っ ぱな し に な る 。 


① バ ス ・ ド ラム (BD) 
② ス ネ ア ・ ド ラム (SD) 
③ ハ イハ ッ ト (HH) 
④ シ ン バ ル (Cym) 


⑧⑤ タ ム (Tom) 


【 


え 
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エフ ェクト を か ける と 、 音 に 様々 な 音 痺 効果 を 追 
加 す る こと が で きる 。 ポップス に は エフ ェクト を が かけ 
て いな い 曲 は 存在 し な いと 言え る ほど 重要 な 要素 
な の で 、 よく 使わ れる エフ ェクト を ここ で 紹介 する 。 


エフ ェクト で 音 を デコ レー ショ ン 


中 0⑩- 


エフ ェクト に は 出力 まで の 流れ が あり 、 そ の 順番 で 効き 方 が 変わ る の で 注意 し よう 。 


コン サー ト ホ ー ル や 風呂 わずか に 音程 を ずら し た 3 
場 の よう な 、 なめらか な 残 音 を 加え て 、 キレ イ な ゆら 
響 を 加え る 。 ぎ を 持た せる 。 
に っ 、 フェ イザ ーー | フェ イザ ー 


に で イィ レイ ニー 

一 定 間隔 で 音 を 減衰 さ 
せな が ら 繰 り 返し て 「 や ま ディ レイ 
び こ | 効果 を 加え る 。 


比較 的 ゆる いう ね り を 加 
えた 音 を 重ね て 、 モコ モコ 
の た うつ よう な 音 に する 。 


フェ イザ ー 以 上 の うねり 
を 生み 出し 、 ジェ ッ ト 機 の よ 


うな 音 を 加え る 。 


ディ スト ーション 
音 を 歪 ま せ て 荒 々 し い 
音 に 変え る 。 ギタ ー で よく 
使わ れる 。 


ンプ レッ サー / リミッタ ー / マキ シマ イザ ー 
ミコ ンプ レッ サー 王 生 に リミッター -。 … 坦 生 マキ シン マイザー 。 5 


luuikuiku 


3 つと も 原理 は 同じ で 、「 出 すぎ 
た 音 を 抑え る 」 と いう 機能 を 持つ 。 
名 前 が 違う 理由 は 、 目 的 の 違い だ 。 
コン プレ ッ サ ー は 音量 差 を 小さ くす 
る 。 リ ミッ ター は 最大 音量 を 制限 す 
る 。 マ キシ マイ ザー は と に が かく 音 圧 
を 上 げ る 。 こ の 3 つの エフ ェクト は 
次 の ミッ クス に も 深く 関わ っ て くる 
の で 、 し っ か り と 役割 を 覚え て いっ 
で ほじ い 。 


「 最 大 化 装 置 ] の マキ シマ イザ ー は 、 ど ん な 音量 で 
も と に が か く 限 界 ギ リ ギ リ ま で 引き 上 げ る 。 最終 的 な 
音 圧 稼ぎ で よく 使わ れる 。 \ 


[制限 器 ] で ある リミッタ ー は 、 指 定 し た レベ ル 以 上 
の 音量 が 鳴っ た 場合 に 発動 し 、 そ の レベ ル 以 下 に 
な る よう に 音量 を 抑え こむ 。 


「 圧 縮 機 ] と いう 名 の 通り 、 コ ンプ レッ サー は 音量 の 
バラ つき を 圧縮 し て 均一 に な らし て くれ る 。 減衰 音 
を 伸ばす 用 途 で も 使わ れる 事 が 多い 。 


MIX と は 、 音量 や 音 の 位置 を 適 
度 に 調整 する 作業 の こと だ 。 今 で は 
MIX に も エフ ェクト で ある コン プレ ッ 
サー の 力 を 借り る こと が 多い の で 、 
その 辺り の 作業 も 含め た MIX の 仕 
方 を 紹介 する 。 


まず は すべ て の 要素 が 
ちゃ ん と 意図 通り に 鳴っ 
て いる か 確認 し よう 。 気 
づく と いく つか の 音 が 埋 
も れ て し まっ て いた り 、 逆 
に 目立ち すぎ た り し て い 
る 場合 が ある 。 そう いっ 
た 音 は ボリ ュー ム で 音量 
調整 を し て お く 。 


明らか に ギタ ー 大 きす ぎる し ドラ ム 聞 こえ な い 、 と 言わ れ て か ら 気 
づく こと も 少な く な い 。 い ろ ん な 環境 で 聴き 比べ な が ら 音 量 を 調整 


し よう 。 


これ は ミッ クス 作業 前 の 波形 デー タ だ 。 全体 の 音量 が 小さ い の に 


限界 レベ ル に 達し そう な 音 が ちら ほら 見 える 。 


域 に 偏り が 出 


これ が ミッ クス 後 で 、 ほぼ 全体 的 に 限界 ギリ ギリ まで 音 量 を 上 げ 


る こと が で き て いる 。 こ こま で を 目指 そう 。 


イコ ライ ザー は 音域 ご と の 音量 を 調整 で きる 。 例 えば 、 こも っ た 音 に 対し 
て 高音 域 だ け を 上 げ て ハリ を 与え る よう な こと が 可能 だ 。 曲 を 作っ て る と 音 
た りす る の で 、 イコ ライ ザー で 調整 し て いこ う 。 


ssSt へ OS な 者 AS ン 軸 rr (の 


州 入 等 喘 石 甚 貴 十 古 肢 催 陸 。 の デ 如 中 で, 語 の め 


tm エト 中 請 嘩 基 理 刺 古 生還 ご 計 き な 人 Om 


MIX で は これ が 重要 に 
な る 。 コ ンプ レッ サー の 
他 に 、 リミッタ ー、 マキ シ 
マイ ザー も 使っ て 、 全体 
の 音量 差 を 無く し て いく 。 
や りす ぎる と 抑揚 が 無く な 
り 無機 質 な 曲 に な っ て し ま 
う が 、 最近 は それ を 承知 
の うえ で 音 圧 を 上 げ る 曲 
も 多く 見 受け られ る 。 こ 
の 良し 悪し は 人 それ ぞ れ 
の 考え に よる だ ろう 。 


素 の まま で ミッ クス する と 、 ほ と ん どの 場合 に 限界 音量 を 超え て し まっ て ノイ ズ が 入る よ 


うに な る 。 素 直 に 音量 を 下げ る と 、 元 々 音量 の 小さ い 部 分 が 消え て し まっ て 全体 的 に 


か 細く な っ て し まう 。 


た ゆる | ョ 1 
1 
g も 


MIX で は 、 楽器 の 配置 を どこ に 
置く の か と いう こと る 重要 に な る 。 
今 まで 特に 何 も 気 に せ ず 制 作 し て 
いた な ら 、 音 は 全て 真ん中 で 鳴っ 
て いる は ず だ 。 し か し 、 これ で は い 
か に も 不 自 然 な の で 「PAN ( パ 
ン ) | を 使っ て 音 を 左右 に 振り 分 け 
る 作業 が 必要 に な る 。 な お 、 ボー 
カル と ベー ス は あま り 左 右 に 動か さ 
ず 、 中 央 に 置い て お く 方 が いい 。 


この 技術 は 必須 な の だ 。 


ずい ぶん と 駆け 足 で 解説 し た た め 、 他 の 音楽 理論 の 本 な ど で 書 か れ て い 
る 重要 な 部 分 が 抜け て いた りす る が 、 
情報 は 盛り 込め た だ ろう と 思う 。 アー ティ スト の 曲 を 聴い て 、 ま る で 魔法 みた 
い に 鮮 や か な 世界 を 作っ て いる と 感じ る こと が ある と 思う が 、 そ ん な 素晴らし 
い 曲 も 、 こ こ に 記し た 情報 や ルー ル の 延長 線上 に ある 。 こ こ か ら さ ら に 音楽 
を 知り た いと いう 欲求 が な 生 まれ た な ら 、 あ な た に も アー ティ スト の 道 が 待っ て 


いる の か も し れ な い 。 


それ で も 、 


そこ で 各 楽 器 ご と に コン プレ ッ サ ー な ど を か け て 出過ぎ て いる 部 分 だ け を 抑え る と 、 ミ 
ックス し た 時 に 全体 の 音量 を 保ち な が ら 限 界 音 量 に 抑え る こと が で きる 。 音 圧 稼ぎ に 


ーー か ら 作 曲 で きる て い ど の 


ss 
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4/7/7 が 表 が 学 に 1 人 の 
777 拉 > Sn 上 
る nt 時 さ 
ULUUUE 0 ク ス へ 動画 作成 まで POtG あ で RUE が 3 


1. 数 字 の 1= ド /2= レ /3= ミ /4= ソ と し ます 。 


中 | | に 語 5E 5 1 m e 
2.Reaper の プロ ジェ クト ファ イル RPP ファ イル REAPER で 開き ます 。 = = 上 一 - 
> ヽ 2 3. メ ロディ と 書か れ た トラ ッ ク に 入っ て いる 音符 を 、 前 か ら 順番 に 、 - 1 6 
M 数 字 に 割り 当て た 音 に 移動 し て いき ます 。 導 中 で 数 が 合わ な く な っ て も 気 に し な く て 大 丈夫 で す 。 ミ 放 ロ デイ を 作る 3 は こ O002 を タフ ルク リー ウラ じ ま り 旨 
男 4 再生 し ます ! 適当 に 並べ た 数 字 が 不思議 と メ X ロ ディ に な り まし た ね ! M = こ 和 = 
本 Tl | に に ツリ 


se L ン ちょ っ と メロ ディ と し て お か し いな と 思っ て も 、 ハ モリ が つい て 歌 に な る と 案外 大 丈夫 な こと も ある の で 、 
物 /。 まず は 歌わ せ て み ま しょ う 。 
みな さん UTAU は 楽し ん で いま すか ? ここ で は UTAU を 使っ て 、 オ リ 例 の ひと つと し て 参考 に し て みて くだ さい 。 こ こ で は 、 お 金 を 払わ な く て も し の ま 
( ) ジ ナ ル 曲 の 作曲 か ら 重 画 作成 まで の 流れ を ご 紹介 し ます ! 楽曲 を 作成 し て ば らく フル で 使え る ソフ ト を 使う の で 、 ぜひ ぜひ みな さん や 実 際 に 操作 し て 試 で た ENHNNO2 2 
- 工 から 動 画 に する まで の 流れ は 人 の 数 だ け や り 方 が ある と 思い ます が 、 あく まで し て みて くだ さい ! 
了 ア 
で 
ーッ ャ | 還 mm 
四則 ーー ] 
ラウ Emma 
三 作詞 作曲 ミッ クス ・ マ スタ リ ング 1 ニ ド 2 ニレ |3= ミ ーー ン | 1ー ド 2 ニレ 19= ミ 4 ニン | > 
9 「 記 
ハモ リ を 付け て みよ う 
抽 で ウ ワ ン ステ ン ン 4 
ロ ! 1 と 
三 ! メロ ディ を 作る と き 、 自 分 が も っ と ここ は 『 
6 ! こう し た いと 感じ る と ころ は 動か し て み ま し ょ 
避 回 moosp7 8 、  。 1 う 。 割 り 当て を レミ ソラ に し て みた り 、 一 音 
陳 。 Erst ドミ ロ を コビー  ! 足し て ドレ ミソ ラ に し て みた り 、 オ クタ ー ブ を | 5 
内 生 あ MM 間 に ーー = tee gmae リピ ーー 大 あの し ます 。 、、  ! 移動 し て みた り 、 パリ エー ショ ン を 作る の も 2 
を あえて い | 時 ーー 2 ド と し を 下 の ツ 、 ミ を ド 、  ! 面白 いで し ょ う 。 音符 を 分 割 し て リズ ム を ! 
く 作業 で す 。 今 本 ーー ーー cs = コ 和 画 に アッ 画面 の 提 線 を ! 複雑 に する の も 面白 いで し ょ う 。 自 分 で 伴 
Mt sessn ニー キー mi 2 ーー ュー クリ ッ ク す る と 一 所 1 奏 も 作り た く な っ た ら 、 耳 コピ を し て みた り 、 
で 作曲 と 作詞 の こら コム SS | | ” 。 。  ! コー ド を 勉強 し た りす る と 良い で し ょ う 。  ! 
を 体験 し て みて STEPOT で 作っ た 遇 を UTAU で 凶 き な 子 に 了 わ せ て 、 促 実 と 合 。ー ビ ー メ ー カ ー に | ou きこり こ ニ ニコ BSP きき きこ ミー M 
も ら お うと お も し わせ ます 。 と て を 奥 が 深い 分 野 な の で 、 今 回 は 簡単 な さわ り だ け 体 で 動画 を 作成 し | 
いま す ! に ーーーーー ニ ーー と 験 し て も らい ます |! ます ! OS 


圏 だ れ で も で きる ! 数 字 で 作曲 法 ! ョ だ れ で も で きる ! 自 動 で 作詞 法 ! 。、 


メロ ディ が で きた ら 、 それ に の せる 歌詞 を 考え て み ま し ょ う 。 た だ し 、 歌詞 を 考え る の は 思っ て いる 以上 に 恥ず か し い 作業 で す ……。 


オリ ジ ナ ル 曲 は 作っ て みた いけ れ ど 、 楽器 も 出来 な いし 、 楽譜 も 読め な い …… それ に 、 作曲 っ て と て も 難し そう ……・ 。 そん な あな た も 、 まず で る 心配 は 要り ませ ん ! 面 白い 歌詞 を すぐ に 作っ て くれ る 素敵 な ソフ ト を 使っ て 歌詞 を 作っ て み ま し ょ う ! 
は 一 度 作曲 の 楽し さ を 体験 し て み ま し ょ う ! こ こ で は 、 必ず 誰 で も 作れ る 方 法 で 作曲 を し て み ま す 。 回 rceicd きり リ 計 
時 558 。 2 イル | こ ョ 0 
用 意 す る も の 語 7 7 
に SN 
英語 の ページ が 多い の で 、 分 か ら な いと き は 「 ソ フト ウェ ア 名 イン スト ー ル 」 で 検索 し て み ま し ょ う ! の 
・ASIO4ALL (http://www.asio4allLcom/) …… 楽器 の 音 を 遅れ な く 鳴ら す た め に 必要 な ソフ ト で す 。 
・SampleTank Free (http://www.ikmultimedia.com/produots/sampletank/) …… 無料 で 使え る いろ ん な 楽器 の 入っ た ソフ トウ ェ ア 音 源 で す 。 
・REAPER 最新 版 (http://www.reaper.fm/) …… シェ アウ ェ ア で す が 60 日 間 無 料 で 使え ます 。 い わ ゆ る DAW と 呼ば れる ソフ ト で 、 曲 を 作っ た り ミ ックス 2 
を し た りす る の に 必要 で す 。ASIO4ALL と SampleTank を 使え る よう に し て お いて くだ さい 。 用 意 す る も の 
ツモ 帳 - パソ ノコ ン の で も 、 紙 の で も な ん で も だ いじ ょ うぶ で す ! ・Lyricaloid 迷 句 リリ (http://www.vector.co.jp/soft/winnt/art/se446781.html) 
・ メ モ 帳 
=ー い や 
数 字 で メロ デイ を 作ろ う 
1 | もう ワン ステ ッ プ | 1 
。 スタ イル 5 ニニ ニー ニ ュ 5 8 
メモ 帳 に 1 か ら 4 まで の 数 字 を 1 行 目 に 28 個 、2 行 目 に 32 個 書き ます 。 こ ん な 感じ で す 。 同 生還 / き 邊 。 3/ i 類似 の 表現 を 使っ て みる の る も 面白 いで し ょ ! 
じ 数 字 が 続い て も 大 丈夫 で す 。 1234321242 1312213144 43121242 二 [の 数 を 次 れ で ! う 。 [weblio 類 語 辞典 | など で 単語 を 調べ て み ! 
1332314312 4313442131 24312413 11 タム り Es ト | る と 似 た 意味 の 言葉 が 分 か り ま す 。 ま た 、 英 辞 
Bdg だ け 1 ー を 1 
シン 1234321242 1312213144 43121242 を 把 の だ け gl に に S 和 722NS と 
ん 1332314312 4313442131 24312413 11 Ep ア | ! 郎 で その 言葉 の 英訳 を 調べ て 、 さ ら に それ を 英 1 
/ を 計 ! 辞 郎 で 日 本 語 に 翻訳 する と そこ か ら も 面白 い 
MM と 思う と 思い ます が 、 だ まさ れ た と お も っ て や っ て み ま し ょ う 。 1 分 の 曲 を 重い て 、 メ ロディ の ! 表現 が で きる こと が あり ます 。 銀 を 意識 し て み ニー 
アノ @ na し ! る の る も 面白 いで し ょ う 。iOS アプ リケーション 1 ( 
も 和 ん | て 吉 を 和 ま 攻 し ます 。 ” ! の 路 語 辞典 や 、 作 詞 補 助 ツ ー ル dict4Lyrics ! 
] の 基 | 3 よそ うな を も の を 取り 出し て つ を 1 で 韻 の 踏め る 言葉 を 検索 で きま す 。 
/ 由 主 = ー | げ て メモ 帳 に まとめ て いき ます 。 トーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ュ エーーーーー ョ 
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メロ ディ が で き て 歌詞 が で きれ ば 次 は や っ ぱり UTAU で 好き な 音源 に 歌っ て も らい まし ょ う ! こ の 本 を 読ん で いる 方 な ら 


きっ と 一 度 は UTA わせ た こと あり ます よね ! 


人 
六 MIDI ファ イル を UTAU で 開く 


旨 REAPER v4.31/x64 - EVALUATION LICENSE 


還 司 gwk View insert Item Track Opticns Atons _Help 
0 う New project CrrsN 
Open project … Cri+O 
R \ 
本 1.REAPER の File > Export Project MIDI か ら 、 作 曲 し た 曲 の 52 0 
MIDI ファ イル を 書き 出し ます 。 1 Hf 計時 号 芋 MIDI ファ イル を 書き 出し ます 。 
了 ア 2.UTAU を 2 つ 開い て 、 フ ァイル > イン ポー ト か ら 、 書 き 出し た MIDI ST 
ファ イル を 開き 、 メ ロディ トラ ッ ク と コー ラス トラ ッ ク を イン ポー ト し ます 。 = ⑲ Consoldsts urpr (ーー 
2 トラック 目 と 3 トラ ッ ク 目 で す 。 SB CrirAktN - 還 半 
| 3. 歌詞 を ひら が な に し ます 。 改 行 も 入れ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 esa Se 較 SS ニニ NSREAiDHD 
4.Ctrl + A で 全て の 音符 を 選択 し て か ら 、 歌 詞 の 流し 込み を 行い ーッ ニー 計 二 還 teirgee8 e 
「T1 に 深 記 ーー 医 和 ーーー ES Selscted racks only 
スリ 5 プロ ジェ クト > way ファ イル を 生成 か ら 、WAVE ファ イル を 生成 し Pec seRen9s・ Arg 上記 ーー ニー 
ロ ます 。 こ れ で ボー カル トラ ッ ク が で き あ が り ま し た ! Render。 EC Et 
Show render queue Dutput to MIDI fe: 
〇 Save live output to disk (bounce) … Ctrl+AIt+B OUsers\OhieDoouments\REAPER Me diamidis port mid 
〇 ①] Export project MIDI…… PO DO MIDI-. を 0 に の 1 選 四 
アデ ] 
5 le 本 - で ご 
肛 Qu Cr+Q M 還 
に 
人 aa こ 1 三 ご 
、 | pj 所 束 フ ロジ ェクト = UTFAG 還 雪 還 トラ ッ ク を 居 択 に 82  % 才 プロ ジェ クト UTA 本 
ファ イル () | 舞 集 (E) 表示 (V) 検索 (S)_ | ファ イル (F) 編入 (=) 表示 (V) 栖 泰 (5) = ェクト 9 再生 (L) ツー ル (1) へ に 
周 新規 (N).… 
開く (O).… | 
R 
保存 (S) Ctrl+S 
名 前 を つけ て 保存 (A).… = 全 eye 
5 1 ] ] 
造 加 で 読込 む (P).… ーー | 1 | 
インポート 0 
エク スポ ー ト (B).。 歌詞 の 流し 込み は ここ か ら で き ます 。 ひらがな に する の と 、 改 行 や スペ ー ス を いれ な い 
よう に する の を 忘れ な いで くだ さい ね 。 
最近 使っ た ファ イル (R) > 
lo 化し て し まい ます が 、 こ こ で は 、2 が メロ ディ 
『 コ ー ラ ス で す 。 
リエ ニ ーー 
に 9 
ーー ls、 
トニ ュー 
ュー 
書き 出し た ボー カル ファ イル を 実際 に 伴奏 の 上 に 載せ て み ま す 。 
| W FEAPenv* フ プロ ジェ クト ファ イル mcdRedi - REAPER は 3164 - EVALUATION LICENSE 1 
Ke ー = ミ モコ ュ ヽ 寺 | PE BRk Mew mnset ikenm Track opuons Acions hdlp IMovemediatemgl 
ボー カル トラ ッ ク を 読み 込 も う | [44.1kHz 16bIt WAV : 2/2dh 1023spls ー437187rms WaveOut] | 
1.REAPER で 最初 に 作曲 し た 曲 を 開き ます 。 | 
2. ボ ー カ ル の ファ イル を 、 ド ラッ グ ア ン ド ドロ ッ プ で 読 
み 込 ませ ます 。 そ の と き 、 新 し い トラ ッ ク が 作ら れる よ 
うに し まし ょ う 。 
Lo 】 し 
mw 1 も 
ミッ クス し よう 
ボー カル ファ イル を 重ね た だ け だ と 音量 が 違い すぎ る の で 直し 
まし ょ う 。 
1. 最 初 に 編集 し た メロ ディ と コー ラス の トラ ッ ク を ミュ ー ト に し 
2. ボ ー カ ルト ラッ ク の 音量 を 調節 し ます 。 も っ と ミッ クス に こだわ 
り た い 方 は 、REAPER に 付属 の リバ ー ブ や コン プレ ッ サ ー や 
の イコ ライ ザー を 使用 する と 良い で し ょ う 。 
// 
の / 
和 ん 
ん 


マス タリ ング し よう 


曲 の 音量 を 他 の 動画 と 大 き な 差 が 出 な いよ うに 

調整 し ます 。 

1.REAPER の マス ター トラ ッ ク に ZeroCross 
ingMaximizer を 追加 し ます 。 エ フェ クト 追加 
画面 の 検索 ボッ クス に Maximizer と 入れ る と 
良い で し ょ う 。 

2. 音 が 割れ な い 程 度 に Threshold を 下げ ます 。 

3.File > Render で ファ イル に 書き 出し て 聞い て 
み ま し ょ う ! 


動画 を 作ろ う 


さて 、 曲 が 出 来 た の で 動画 に し て ニコ ニコ 動画 に 投稿 し て み ま し ょ う 。 


用 意 す る も の 


・ 二 ニコ ニコ ムー ビー メー カー(http://www5.sSW.co.jp/nmm/) 
・ イ ラス ト 素 材 な ど 


動画 を 作成 する 


1. ニ コ ニ コ ムー ビー メー カー を 開き ます 。 

2 書き 出し た 曲 の ファ イル を ドラ ッ グ アン ドド ロッ プ し て 読み 込み ま 
す 。 ト ラッ ク の タイ プ を ステ レオ に し ます 。 

3. 画 像 を ドラ ッ グ アン ドド ロッ プ し て 読み 込み ます 。 

4. 画 像 が 曲 の 長 さ と 同じ に な る よう に 伸ばし ます 。 ま た 、 編 集 > サム 
ネイ ル を 設定 で サム ネイ ル を 設定 し ます 。 

5. ア ッ プ ロー ド ボ タ ン を 押し て 、 音 声 の ビッ トレ ー ト を 160 に 設定 し て 
投稿 し ます 。 


| ーーーーー ーー ニー ニー ニョ = a 


他 の 人 の 描い た イラ スト を 使う 
と き に は 、 必 ず 許 可 を も ら うこ と 
と 、 感 謝 の 気持 ち を 伝え る こと 
を 忘れ な いで くだ さい ね 。 


mhr wo orriar Esme 13FtHa sno NGNRPCnME < 


で 
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wAybkdeww StaPoM ー| ザ ANoy re fey to we 人 wef6s 
の Wet By taerwrk mdhes sect Wename te BAF 
[Ce neriaek を near oriefoh= < Faedprdeetenee Me speingi 
rh pectwren Yen 
ご この ポタ ン で 書き 出し ます 
< cceyorpramer to ski9e err に 


| 
4 


4 


持ち を 伝え る こと を 忘れ な 
いで くだ さい ね 。 


他 の 人 の 描い た イラ スト 
を 使う と き に は 、 必 ず 許 可 
を も ら う こと と 、 感 謝 の 気 


| 結 の 半 を つか むと 地 は 選 る の で 
放 語 じ ジジ うま GSI ら 肖 り まり うら 】 


に 1 


も ちろ ん タイ トル な ども 入れ て くだ さい ね ! 


ss Ce き 、 ミ , 


タイ トル 
| 四球 


サー 丘 明 =srsmssssmso 
を 人 倒す る 5 画 の 基 し な い 


ュー ティ 本 と し て 登録 
(ュー ティ < 二 画 の 才 補 は 一 生 迎 す る ご 1 ま か ら 到 更 で まま せん 。 


コー な 年  : 琴 衝 る 総和 林 Lo 
NX で の 引用 : 先任 本 す る の 主 林 UL ちい 


SBGM で の 人 ほ 用 : お 対す る 委任 可 LbO | 
| 


1 


歌詞 を 入れ た いと き に は 、 ニ ニコニコ ムー ビー メー カー で テキ スト で 入力 する 
か 、 ニ コ ニ コ 動画 の 投稿 者 コメ ント 機能 を 使う と いう の も あり で し ょ う 。 も っ と 
自由 な 編集 を し た く な っ た ら AviUtl を 使っ て みる と 良い で し ょ う 。 


! し まえ ば 、 思 っ た より も 簡単 に 曲 作り を 楽し め る と 思い ます 。 是非 、 オリジナ 


いか が で し た で し ょ うか 。 最 初 は 敷居 が 高い DTM で す が 、 一 度 体験 し て! 。 
きい 。 ! 


! ル の 曲 を 作っ て ニコ ニコ 動画 に 投稿 する 楽し さき を 味わっ て みて くだ 


HN: アサ - 
* 言 源 名 : 朝 音 ボ ウ (あさ ね ぼう ) に 
。 音源 配布 所 : 攻 : 邊 
。 http://asane.coresVv.Com/ we 


Q1. ご の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 還 寺 1/1 二 
15 歳 前 後 の 女 の 子 で す 。 よ ぐ く 寝坊 し て トー スト え て 走っ て ます 。 多分 。 
Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか : 
少年 声 の 音源 だ と 言わ れる こと が 多い で す 。 い わ ゆ る 「 女 性 の 演じ る 少年 声 ] 的 な 部 類 か : 
な と 思っ て いま す 。 
Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 
と に か べく 原音 設定 で すね ……! いま だ に 苦手 意識 が あり ます 。 
Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コ メン ト を お 願い し ます 
本 当 に あり が た いで す ! 女の子 と し て 使っ て も 男の子 と し て 使っ て も OK な 規約 に し て ま 
す の で 、 お 好き な よう に 使っ て いた だ けれ ば と 思い ます 。 
Q5. この 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 
ご く 個 人 的 に で す が 、 ビブ ラー ト が あま し 似 合う 声 で は な いよ うな 気 が し て いる の で 控え め : 
に する と 自然 に な る よう な 気 が し ます 。 
Q6. 今後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま す が ? 
予定 は ある の で す が い つ 頃 に な る と は 言え な い 感 じ で す …… す み ま せ ん 。 
の よう な も の は 作り た いと 思っ て いま す 。 
Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい 
特に あり ませ ん 。 の ん びり と 1 年 に 1 回 ぐら い の ペ ー ス で 音源 を 出し て いけ た らい いな ど と 
思っ て いま す 。 
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音源 と 弱音 源 


》 
| 
i HN: 白 蔽 | 本 半 史 
: 音源 - 白 鐘 ヒ ヨリ (し ら か ね ひよ り ) ーー 5 | 
: 音源 配布 所 : 本 際 5 
: http://sirakane.choitoippuku.com/ - 画 三 5 J 


: Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 

: 幼 さ の 中 に 大 人 び た 落 ち 着き を 持つ 、 路 き 気味 の 少女 音源 で す 。 外 見 は ちび っ 子 の お 子 様 体型 で 、 
: イメ ー ジ カラ ー は オレ ンジ 。 い わ ゆ る 「 ロ リク ー ル 」 と 呼ば れる の も 大 き な 特 徴 で す 。 

: Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 

: ウィスパー ロリ 系 で あり な が ら 、 調 声 や ミッ クス 次 第 で よく 通る 声 や 大 人 び た 声 に も で きる と ころ で し 
: よう つか 。 そ れ か ら 派生 音源 が 大 量 に 存在 し て お り 、 ヒ ヨリ の 旧 音 源 ・ 拡 張 音源 は 勿論 の こと 、 中 の 人 が 
: 同じ 兄妹 音源 ( 白 鐘 シ リー ズ ) も あっ て 声質 の バラ エ テ ィ が 豊か な の も 特色 の ひと つ だ と 思い ます 。 

: Q3. 音源 銀 音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 

: 声質 の 維持 、「 キ ャ ラク ター らし さ 」 を 保つ こと 、 使 い 易く 質 の 良い 音源 に する こと …… で し ょ うか 。 
: 兄妹 音源 と 声 を 被 ら な いよ うに 、 か つ ヒ ヨリ な り の 良さ を 最大 限 引き 出せ る よう 努め まし た 。 そ れ か ら 
: マイ ク や オー ディ オイ ンタ ー フ ェ ー ス 、 ア ンプ な ども 導入 し て 音質 向上 の 為 に 地味 に 散財 し て いた り も 
: し ます 。 

: Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 

: いつ も ご 支援 頂き 、 本 当 あ り が と う ご ざ いま す 。 正 直 当 初 は ここ まで 長く 続き 、 派生 し 、 多く の 人 に 
: 使っ て 頂け る と は 思っ て いま せん で し た 。 こ れ か ら も どう ぞ 、 ヒ ヨリ を 始め と する 白 鐘 シ リー ズ を 宜しく 
: お 願い 致し ます 。 

: Q5. ご この 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 

高音 部 や 低音 部 な ど で 合成 エン ジン を 使い 分 ける と より 生 っ ぽ さ が 出る と 思い ます 。 

: Q6. 今後 、 音源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか ? 

何 か が また で きそう な こと が 有 れ ば チャ レン ジ し て みた いと は 考え て お り ま す 。 


: Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あれ ば 教え て くだ さい 7 ! 
: 現在 白 鐘 シ リー ズ 全 員 分 の 拡張 音源 (Append) を サイ ト に て 配布 中 で す 。 通 常 音源 と 併せ て お 使 “ 
: い 頂 けれ ば 幸い で す 。 E : 
 ー 1 

| 
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: HN: ち え 
ー:… 言 源 名: 徴 臣 千 花 (まどろみ ちか ) 
"< 音源 配布 所 : 
** http://chie.cc/ 


? Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 

: UTAU 界隈 に 居る 者 と し て 自分 の 音源 の ひと つや ふた つ は 持っ て お か ね ば ! と いう 勢い で つく 
: り ま し た 。 細か い 設 定 は な い の で す が 、 眠 た そう な 声 に 聞こ える と 友達 に 言わ れ た の で 、 微 睡 と い 
: う 名 前 を 付け まし た 。 

: Q2. ほ か の 飼 源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか 

: 眠 た そ うな と ころ が 特徴 で す 。 

: Q3. 音 源 録 音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 


連続 音 の 録音 が 実際 に や っ て みる と 、 途中 で 無 我 の 境地 に 達し こし まう ほど 大 変 で し た 。 
Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 
まだ 完成 版 で は な い の に 使っ て くだ さっ て あり が と う ご ざ いま す 。 
Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 
眠気 を 誘う の で 寝 な が いよ うに が ん ば っ て くだ さい ! 
Q6. 今後 、 音源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか が ? 
2011 年 か らち ょ っ と 病気 に か か っ て し まい 、 忠 の 調子 が 良く な いた め 、 それ が 治り 次 第 正式 版 を 
: 録音 する 予定 で す 。 
: Q7. 今 後 の 展 開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい 
: 正式 版 の 他 に 拡張 音源 を 作成 し た いと 思っ て いま す の で 、 どう ぞ 気 長 に お 待ち くだ さい ! 
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HN: 赤 ず きん と: 
言 濾 名 - 櫻 歌 ミ コ (お うか み ご ) ーー 
伴 源 配布 所 : 櫻 歌 ミ コ 公 式 サ イト 、 = デ 
http://miko35.iS-mine.net/ ーー ニー ニー 


Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 
波音 リツ の 派生 の よう な 生ま れ の 、 3.5 歳 の 狼 少 女 で す 。 名 前 も り ツ 関 連 か らい た だ きま し た 。 
Q2. ほ が の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか が 
よく 「 幼 い ] 「 リ アル な こども っ ぽ さ が ある 」 と 言わ れ ま す 。 
Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 
UTA わせ て みる まで どう いう 声 に な る か わか ら な い の で 、 まず 少し だ け 銀 音 し て ワン フレ ー ズ UTA わ 
: せ て 、 使え そう な ら 録 音 を 再開 、 と いう や り 方 な の で 時 間 が か か っ て し まう こと と 、 原音 設定 (特に ヤ 行 ) 。 
: Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます 
: 決し て 扱い や すい 音源 で は な い の に 使っ て いた だ ける の は 、 本 当 に し あわ せ だ な あと 思い ます 。 あ り が と 
: つう ご ざい ます 。 
: O5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 京 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い 
: 音源 の バリ エー ショ ン を 増やし て いる の で 、 混ぜ て 使っ っ り し て いた だ ける と 表現 に 幅 が 出せ る か な 一 と 。 
: た だ 容量 が 大 変 な こと に な り ま す が 。 
Q6. 今後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま す が ? 
いろ いろ と 構想 し て いま す 。 か 2 
まず は 録音 環境 を も う 少し よく し た いで すね 。 こ 
Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ ば 教え て くだ さい この 
も っ と も っ と か わい い 音 源 に し た いな あと 思っ て いま す 。 の ん びり だ と 思い ます が 、 見 守っ て くだ さる と 嬉 
し いで す 。 
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: 音源 名 音 魂 屋 一 姫 ・ 二 太郎 お と だ まや いち ひめ ・ に た ろう ) 
: 音源 配布 所 

: http://otodamaya.net 

: Q1. こ の キャ ラク ター に つい て 教え て 下さ い 

: 特に 決ま っ た 設定 と いう も の は あり ませ ん 。 色 々 な 服 を 着せ た り 、 大 人 に し た り 子 供 に し た り 、 髪 を 切っ た り も し ます 。 

: それ ぞ れ が 考え だ 事 や 、 いつ の 間 に か 定番 っ ぼく な っ た 設定 な ど を 見 て 楽し めで いま す 。 ご 自由 に アレ ンジ ・ 創 作 し て 下さ い 。 

: Q2. ほ か の 音源 と の 違い や 特徴 は ある で し ょ うか : 
: 今回 収録 され た の は 平均 的 に 使い や すい も の で す が 、 サイ ト で 配布 中 の 音源 に は 低音 か ら 高音 、 さ さや きか ら パ ワー まで 沢山 の 種類 が あり ます 。 女声 ・ 男 声 ど ちら と し て : 
: も 使え る 所 も 特徴 的 で し ょ うか 。 : 
: Q3. 音源 録音 ・ 制 作 で 大 変 だ っ た と ころ は ? 

: 自宅 で の 録音 が 難し い 為 、 練 習 スタ ジオ を 借り て 録音 し て いま す (ささ や き 系 を 除く ) 。 な の で 制限 時 間 が あっ た り 、 録 り た い 時 に で きる と は 限ら な い 所 で す 。 

: Q4. こ の 音源 を 使っ て いる 方 に つい て 、 コメ ント を お 願い し ます : 
: あり が た い 事 に 、 初 期 の 頃 か ら の 方 ちょ はじ め た ば か り の 方 ちい らっし ゃ る 印象 で す 。 何 か を 作る だ っ た り 、 始め る きっ か け に な れ た な ら と て も 嬉し いで す 。 こ れ か ら も 一 緒 : 
: に 遊ん で や っ て 下さ い ! : 
: Q5. こ の 音源 を 使う 上 で の 注意 点 や コツ な ど あ れ ば 教え て 下さ い : 
: 単独 音 と し て も 連続 音 と し て も 使え る よう に 原音 設定 し て あり ます 。 意 外 と 声 の 色 味 が 変わ わり ます の で 、 試 し て みて 下さ い 。 大 人 の 男声 や パワ ー の イメ ー ジ が 欲し い 場 : 


: 合 は 、 サイ ト に て 配布 中 の 別 音源 を 使わ れ た 方 が 良い か もち し れ ま せん 。 H 0 ys イ き 
: Q6. 今後 、 音 源 の アッ プ デ ー ト は 考え て いま すか ? 5 
: も っ と 色々 な 歌い まわ し が 出来 る よう に 拡張 し て いき ます 。 ク ラシック 寄り 、 ファ ルセット 、 演歌 、 声 色 の 変わ る 多 音 階 、 ヴィジュアル 系 風 音源 の 拡張 、 巻き 天 ・ 只 りな ど ポ イ : 


ア / : ント の 色付け …… 他 に も まだ まだ や り た い 事 が あり ます 。 気 まぐ れ に 、 その 時 録 り た いも の を 進め て 行く と 思い ます 。 炉 雑 に な り が ちな の で 、 使い や すく パッ ケー ジ 化 し て : 
2 : いけ れ ば 理想 的 で すね 。 : 
: Q7. 今後 の 展開 や お 知ら せな ど あ れ は 教え て くだ さい 
: 少し 前 に 、 同 人 CD な ど で 使い や すい よう 規約 を 改定 し まし た 。 オ ン ラ イン 以外 で も 使っ て 頂け れ ば 嬉し いで す 。 
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星野 フミ カ パ 


: 平野 文 
ィ ラ スト 4 し ず ま よし の り 


前 作 [UTAU ス ター ター パッ 
ク 」 に も 収録 され た 声優 ・ 金 田 
朋子 さん の UTAU 音 源 「 奏 音 ト 
モ 」。 生 誕 一 周年 記念 と いう こ 
と で 新規 録音 し 、 音 源 の 大 幅 な 
アッ プ デ ー ト を 実現 ! 単独 音 と 
連続 音 含め 5 種類 の 音源 を 収録 
し た 豪華 音源 と な っ て いる 。 


KANE TOMO 


・ し 明 
イラ スト : 今泉 昭彦 


録音 に 協力 し て いた だ いた の は 声優 や ナレ ー タ ー と し て 活躍 する 平野 文 さん 。 
「 う る 星 や つら ] の ラム ちゃ ん 役 や 「 平 成 教育 委員 会 ] で の 問題 ナレ ー シ ョ 
ン で お な じみ な の で 、 誰 も が 一 度 は 聴い た こと が ある は ず 。 音源 は 単独 音 だ 


平野 文 に くわ えて 連続 音 は 通常 の も の と セク シー な 「Breathy」 の 2 種類 を 収録 。 得意 な 音域 は C4 か ら E5 あたり だ が 、 
1 新 録 で 音源 の ポテ ン シ ャ ル も 上 が っ て い 
ンプ 0 る の で 、 か な り の 広域 が 歌え る は ず 。 音 

ん , と し て e 活 アニ 26 時 やつ 源 は 声色 が 自動 で 切り 替わる いわ ゆる 人 国男 
ら 」 の ラム 役 の ほか 、 く の ア * ヽ ニー に 還 5 2 
の ニ メ 作 品 、 映 画 の 史 き 替え 、 テレ 明 Po と 連続 音 、 パ ラー ド な どの 優し い 曲 に 似合う キレ 音源 ”。 奏 音 トモ の キレ 音源 は 、 低 特異 な キャ ラ で マル チ に 活躍 する 和 す 
2 ビ 番 組 の ナレ ーション に 出演 中 Breathy 連続 音 音源 を 収録 。Breathy 音源 は 、[a か ] を [a か B] の 音域 が 芯 の ある 強い 声 、 中 音域 が 少し 声 人 。 人 表 作 は 「 あ すま ん が 大 
よう に 、 歌詞 に B を つけ る こと で 使う こと が で きる 。 得意 な 音域 は C4 か 甲高い 奏 音 トモ の 特徴 が より 出 た 声 、 高 お ト 


ら C5。 明る < 素直 で 初心 者 に も 使い や すい 音源 に な っ て いる ぞ 。 り 虫 ] で 主役 の お し りか じ り 虫 役 を 


音域 で は 若干 か すれ 気味 の 声 に な る 。 De 


ULUULU 


や デ デー 
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1 い ン や 


き 燈 操 さ 下層 計り 國 
( ヾ 中 ジン と びき で ご (Y ざ ツ 


声優 ・ 門 脇 舞 以 さ ん の 声 を 録音 し た UTAU 音源 ! 元気 
で か わい らし い 女 の 子 と 、 少し 落ち つい た お 姉さん 的 な 
音声 を 収録 し て いる 。 い ろ い ろ な 雰囲気 の 楽曲 に あわ 
せ て 歌わ せら れる だ ろう 。 キャ ラク ター も 声 の イメ ー ジ に 
あわ せ た か わい らし い イ メー ジ で つく っ て みた ! 


「 ま いた 」 は 、 元気 で 幼い 通常 の (単独 音 兼 ) 連続 音 音源 、 


落ち 着い た 普段 の 声色 の PLANE 単独 音 音 源 、 連続 音 音 
源 を 収録 し て いる 。 得意 な 音域 は C4 か ら C5 の 1 オク タ 
ー ブ ほ ど 。 高音 が キン キン し て 気 に な る 場合 は 、 [ プロ ジェ ク 
ト ] 一 [プロ ジェ クト の プロ パテ ィ ] 一 「 生 成 時 オプ ショ ン 」 
に H20 な ど を 設定 する と 良い だ ろう 。 


MA1ITA 


し び コ 


CV : 門脇 舞 以 


イラ スト : toshi Punk 


門脇 舞 以 
PROFILE 


幅広 い 演技 カカ に より 数 々 の 作品 
に 出演 する 人 気 声優 。 主 な 出演 
作 は アニ メ で は 「Fate/Zero」 シ リ 
ー ズ の イリ ヤス フィ ー ル 役 な ど 。 
ゲー ム で は 「 ロ ロナ の アト リエ ー 
アー ラン ド の 多 金 術 師 一 ] の ロロ 
ナ 役 な ど が ある 。 


MIT@UKO 


みつ こ 


CV : 新井 里美 
イラ スト : utsuro 


新井 里美 
PROFILE 
声優 、 ナ レー ター、 歌 手 な ど 幅 広 
い 分 野 で 活躍 中 。 お も な 出演 作 は 
「 と ある 科学 の 直 電 磁 砲 」 の 白井 


黒子 役 、「 咲 -Saki- 阿知 賀 編 
episode of side-Al」 の 花田 糧 
役 、「 機 動 戦士 ィ アガ ンダ ム A 
New Translation」 の ファ ・ ユ イリ 
ィ 役 な ど 。 女の子 か ら 、 謎 の 生物 
まで 演じ 分 けら れる 。 


端 広 N サ と 紹 O 届 S 対 ③ 中 弄 
ヾ 天 S マ ー テ ン s 紅 0 人 X 党 


声優 の 新井 里美 さん の 声 で 
UTAU 音源 を 作成 。 新 井 さん 
の 愛称 の 「 みっ こ | か ら キ ャ ラク 
ター の 名 前 は 「 み つこ 」 に 。 白 
黒 ハ ッ キ リ つ ける 婦人 警官 スタ 
イル な の だ 。 強烈 な 個性 を も っ 
た キャ ラク ター を 演じ る 、 一 度 聞 
いた ら 忘 れ ら れ な い 声 だ 。 


ンク の 
人 の 愛 7 )| 


芯 の 強い 通常 の 単独 音 ・ 連 続 音 音源 と 、 
高 域 で 声 を 張っ た よう な 「Lightl 連続 音 を 
収録 し て いる 。 得意 な 音域 は 通常 音源 で 
B3 一 C5 周辺 、『Lightl 連続 音 で E4 
F5 周辺 だ 。 


ー ほ 9 ロン 光 人 RE ③ ぶ る い 貼 
Hu 痢 法 洒 団 い と へ 0 岩 全 器 


KA-CHANDO 〇 ID 


CV : 青木 和 代 
イラ スト : くら ふと 


青木 和 代 

2 PROFILE 
/ 「 ド ラ え も ん 」 の ジャ イア ン の お 母 ・ 
// ジャ イ 子 や [めぞん 一 刻 ] で の 一 
ん , の 瀬 花 枝 役 な ど で 有名 。 母 親 や 
// お ば さん 役 と いえ ば この 人 。 女優 
2 と し て も 活躍 し て お り 、 数 々 の ドラ 

マ や バラ エ テ ィ に 出演 し て いる 。 


ん 


収録 され て いる 音源 は 、 単独 音 と 連続 音 音源 の 
2 種類 だ 。 ど ちら も が な り 声 の よう な 、 と て を 特徴 


的 な 声色 に な っ て いる 。 また 、 得意 な 音域 も C3 
か ら C4 と 女声 音源 に し て は か な り 低い と ころ も 特 
徴 的 だ 。 ま た お まけ と し て 、 「 母 ちゃ ん だ よ !| と い 
っ た 幾つ か の 台詞 も 収録 し て いる 。 


女優 や 声優 と し て 活躍 中 の 青木 
和 代 さん の 声 で UTAU 音源 を 
作成 。 [ドラ えも ん 」 で ジャ イア ン 
の 母親 役 を 演じ て いた こと も あり 、 
お 母さん と 言う より は 「 か あちゃ ん 」 
と いう の が ふさ わし い 。 力 強い 声 
な の で 歌わ せ て みて も その 個性 は 
存 分 に 発揮 で きる だ ろう 。 


し わが れ た 声 の 単独 音 ・ 連 続 音 音源 と 、 少し 大 人 
な ウィ スパ ー 気 味 の 「adultl を 収録 し て いる 。 


得意 な 音域 は 、 D3 か ら F4 周辺 。「adultl 音源 
で ノイ ズ が 気 に な る 場合 は 、 音 の プロ パテ ィ の 
Flags に 「D50」 前 後 を 設定 する と 良い だ ろう 。 


声優 の くじ ら さ ん の 声 を 録音 し て UTAU 音源 を 
作成 。 深み の ある 渋い 大 人 の 女性 の 声 を ベー 
ス に し て いる も の は ボー カロ イド に も UTAU に 
も あま り 存 在 し て いな いも の な の で 、 と な り の 「 か 
あちゃ ん ロイ ド 」 と 並び か な り 貴 重 だ 。 唯一 無 
ニニ の 存 在 感 に よる UTAU を 体感 し て みよ う 。 
存在 感 の ある 声 で 圧倒 され る こと 間違い な し だ 。 


る 旬 sW 六 


WEISSDI ら 
イラ スト : Romilio 


く ほ 5 

PROFILE 
洋画 ・ ア ニ メ を 中 心 に 、 い わ ゆ る 時 
「 ダ ミ 声 」 で 活躍 する ベテラン 声 
優 。 お ば さん 役 ば か り で な く 、 性 
別 を 越え 男性 の 役 ま で 演じ る こと 
が で きる 。 お も な 出演 作品 は 「 銀 
魂 ] の お 登 勢 役 、「NARUTO」 の 
大 蛇 丸 役 な ど 


mW 


2 


ん 
ん ん 
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EXEMM1 


DAICH 


CV : 神原 大 地 
イラ スト : 了 茶 


神原 大 地 

PROFILE 
アニ メ ・ ゲ ー ム ・ ナ レー ショ ン な ど 
で 活躍 中 。 ゲ ー ム で は 「 と きめ き メ 
モリ アル Girls's Side 2nd 
Kiss] で の クリ スト ファ ー・ ウ ェ ザ 
ー フ ィ ー ル ド 役 、 ア ニ メ で は 「 カ ー 
ド フ ァ イ ト !! ヴ ァ ン ガー ド 」 で の 蒼 


の 
ぞ 龍 レ オン 役 な ど に 出演 。 
レン / 


し 2 8 
ん 


男性 声優 ・ 神 原 大 地 さ ん に よる 音源 。 
少年 の よう な さわ や か な 声 か ら 大 人 っ ぱ ぽ 
い 渋 い 声 まで 使い 分 けら れる UTAU 
で は 貴重 な 男性 音源 と な る だ ろう 。 男 
性 な ら で は の 低音 で 女子 の ハー ト を 落 
掴み に する よう な 楽曲 を どん どん 歌わ せ 
て ほし い ! 


ーーー 一 


和 MUL 


) 


音源 の 特徴 


芯 の ある 低い 声 の 連続 音 音 源 と 、 爽やか な 「Plain] 
連続 音 音 源 の ふた つが 収録 され て いる 。 得意 な 音域 
は 、 C3 一 C4 の 1 オク ター ブ ほ ど 。 発声 が 丁寧 で 、 
あつ か いや すい 音源 に な っ て いる 。 


mm ss ie 
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着 
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イラ スト : ポリ 表 


春名 風花 

PROFILE 
2001 年 2 月 4 日 生ま れ の 11 歳 。 テ 
レビ や CM な ど で 活 躍 する 子役 タ 
レン ト だ が 、 ブ ログ や Twitter で の 
子供 と は 思え な い 鋭 い 発言 が 注 
目 を 集め 活躍 の 場 を 広げ る 。 
Twitter @harukazechan 


/ 
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子役 で 活躍 する 春名 風花 ちゃ ん の 音源 。 
通称 「 は る か ぜ ち ゃ ん 」 は Twitter や ブロ 
グ な ど ネ ッ ト を 使い こなす 現代 っ 子 。 ふ た つ 
の キャ ラク ター を 使い 分 け て くれ た の で 音源 
も ふた つづ 作成 し て 収録 。 声 変わ りす る 前 の 
貴重 な 小学 生 の 声 で 歌わ せ て みよ う ! 
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敵陣 生 舌 叶 こ > コー 
きぐ ぶる いび S 還 玖 吾 き 志 下 弄 と 


春 音 ハナ : は る か ぜ ち ゃ ん 本 人 の 分 身 と な る キャ ラ 
クタ ー。 得意 な 音域 は B3 … C5 の 周辺 。 単 独 
音 に くわ えて 、 連続 音 も 収録 され て いる 。 

音 フ ナ : 「 フ ナ 」 は は る か ぜ ち ゃ ん が 飼っ て いる 
猫 の 化身 と な っ て いる キャ ラク ター。 少し 高め の 
F4 一 F5 周辺 が 得意 な 音域 に まっ て いる 
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oe UTAU-Synth Mac で UTAU を 使う 108 
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っ UTAU シ ョ ー ド カッ トキ ー 集 112 
Oo TIPS03 


UTAU 関 連 サ イト リン ク 集 113 


消 臭 剤 の キャ ラク ター・ 消 臭 妖精 / ん ミ っ 8 
ノー ル に よる 特別 音源 。 公 式 ペ / 人 

ー ジ で は UTAU 音源 が 無料 配布 婦 / 主 還 に 

され て いる が 、 今回 の た め に 連続 T 
音 や 追加 音源 を 収録 し た スペ シャ 
ル エ ディ ショ ン を 用 意 。 
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消 臭 妖精 ノー ル は 、 明る く 元 気 な 声色 の 単独 音 ・ 

連続 音 音 源 、 優し い 声 色 の 「softl 単独 音 音 源 、 
じゃ じゃ 馬 で 元気 あり 余る [vivid] 単独 音 音 源 を 
収録 し て いる 。 得意 な 音域 は C4-C5 で 、 か わい 


5 の 3 9 
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/ の い ア イド ル が 歌う よう な 元気 な 歌 が 似合う だ ろう 。 
タン 声 の 正体 は Ce ・ 
ン ん 社外 秘 ? CO 
ん 株 式 会 社 カ ル モ ア に 生息 する 謎 OO 
先 を 円 


ん ん の 妖精 。 キ ャ ラク ター デザ イン は 


ーCD デ ビュ ー し て いる 実力 派 。 
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音 源 導入 方 法 


音源 の zp フ ァイル を 解 束 する の = 源 中 所 パ ネル を 開く 


UTAU-Synth と は 、 元々 Windows 専 用 の ソフ トウ ェ ア で あっ た TAU を 、 Mac OSX で る 使え る 様 に 移植 し た も の 


/ で ある 。 音 源 や UST フ ァイル ば Windows で 作成 、 使用 し て いた も の を その まま UTAU-Synth で 使用 する 事 が で きる 。 し 
2 細 源 の zi し の 、 フ ォ ル ダ を 適当 に る 。 
次 か し 、 音 符 の 移動 や 選択 方 法 が Vocaloid や Domino な どの MIDI シ ー ケ ンス ソフ ト と 同様 に 自由 度 が 高く な っ た り 、 連 続 に MT 
/ 音 も 音符 ・ 歌 詞 を べた 打ち する だ け で や 自動 で 調整 し て す ぐに 歌わ ぜ ら れる 、 複 数 の コー ラス を 同時 に 歌わ せら れる な ど 、 | ォ ル ダ 内 に UTAU 音 源 用 の フォ ル ダ を 作成 し て 置く と 良い 。 
() Windows 版 の UTAU と 比べ て イン ター フェ ー ス が 進化 し て お り 、 初 心 者 で も より 使い 易く な っ て いる 事 に 注目 し で 欲し い 。 
am utauVOice フ アァ イリ ME 
| 全 急 人 計 吉 フェ ル ダ 
UTAU-Synth の イン スト ー ル 方 法 [ ーーーーーーーーーー 
記 y し し に er2.0.utauvow ーー 
ー ゴ テグ 0 な か ya9 加計 台 夫 施 原音 設定 エディ タ .… 
軸 アス クト テ ブ 
「T ・ 5 00 See ここ に 原音 の 情報 を 見 る .… 
動作 環 黒 境 に つい て | に 原音 の 情報 を 見 る -… 全 革 草 音 テ メト (か さ ね て と ) 音声 ライ ブラ リー 
スプ Mac Os X 10.5(Leopard) 以降 で 使用 可 。 ハ ー ド ウェ ア に つい て は 、PowerPC / intel CPU の 両方 に 対応 。 筆 者 の 環境 Mac OS X 10.8.2(Mountain Lion) 、Mac mini Mid 2011 に て 動作 確認 。 , ) 了 ) ト に っ 
了 を ⑬ デフ ォ ル ト 陳 ナナ GW 和 
() 公式 ペ SG8 の の RC009 が の の 和 COCS から ocenp Re 
ペー ジ よ り dmg フ ァイル を @・ = り 
m 4 マ の の) @ 履歴 の 消去 more… 
ご タウ シロ ー ド する so BIMGS 22 還 の の の ーー 人 っ 
区 人 成 ツ ー ル UTA > < eeriO・ 記 ユー ザー ogascwwnto = 語 ミ ュー ジッ ク ・ UTA ・ 店 生 ファ ォ ダ Q 
紀 ダウ ン ロ ー ド し た dmg フ 計 演 フォ ル ダ 名 に [utauwoloe」 と いう 的 子 を 付け る と 、 音源 フォ ル ダ が UTAU-Synth 画 面 左上 の 音源 アイ コン を クリ ッ ク し て 、「 選 択 …] を クリ ッ ク 。 音 源 フ ォ ル ダ を 選択 する パネ ル が 表示 され る の で 、 使 い 
エ d Ezzr 三 | ァイル を ダブ ルク リッ ク し utauvoice フ ァイル と いう UTAU-Synth 用 の 音源 ファ イル に 変わ る 。 こ れ を た い 音 源 の フォ ル ダ を 選択 し て 「Open] を クリ ッ ク 。 音 源 ア イコ ン が 変更 され 、 選 択 し た 音源 が 使用 可能 に な る 。 ま た 、 一 回 使用 し た 音 
( 三 て マウ ント する 。Mac OS ダブ ルク リッ ク す る だ け で 音源 を 使用 する 事 が 可能 に な る 。 源 は 、 次 回 か ら は 音源 アイ コン クリ ッ ク で すぐ 下 に 表示 され る よう に な る 為 、 そ こ か ら 選 択 し て 使用 で きる よう に な る 。 
UTAU-Synth / 歌声 合成 ツ X の バー ジョ ン に よっ て 
ー ーー は 自動 で マウ ント され る 寺 。 きま 
| 969 間 符 の 入力 * 移 動 に つい て 待 の 知 肛 選択 に つい て 
(03 JULU 記 ーSynth ア イコ ン を 移動 させ る ' eo SE 
UTAU-Synth の 公式 ペー ジ 「UTAU-Synth / 歌声 合成 ツー ル UTAU」 (http: 2 
//utau-synth.com) に アク セス し 、 ト ッ プ ペー ジ 左 上 の 「 ダ ウン ロー ド 」 を クリ ッ ク ミ が : 聴 計 アプ リケーション ショ ー ト | 
し て ダウ ン ロ ー ド ペー ジ に 移動 。「UTAU-Synth for Mac」 の 下 に ある カッ ト フ ォ ル ダ に UTAU- ea ーー | 
「Version 1.0.0 b16」 を クリ ッ ク し て 、dmg フ ァイル を ダウ ン ロ ー ド する HMS ンー Synth ア イコ ン を ドラ ッ グ = 生 二 ーー 一 = 
(「Version 1.0.0 b16」 は 2012 年 12 月 3 日 時 点 の 最新 版 )。 & ド ロッ プ し て コピ ー す る 。 3 Ha = 9 > : 
- ヨ 1 Windows 版 の UTAU で は 、 複 数 の 音符 の 選択 時 は 真横 に ドラ ッ 
= = 6 グ し て 、 ド ラッ グ 開 始 地点 か ら 終了 地点 まで の 全て の 音符 を 選択 す 
き こ 向かっ て 斜め に ドラ ッ ク する 知 形 選択 が 可能 に な っ た 。 例 えば 、 途 
の (Mountain Hon の み 実 施 ) UTAU-Synth は Windows 版 の UTAU と 同様 に 負 筆 ツー ル で 音符 を 入力 する が 、Windows 版 と 違う の は 、 音 符 と 音符 の 間 に 空白 を 開け て 中 に ある D5 以 下 の 音符 を 除い て 、 前 後に ある E5 以 上 の 音符 だ け 


入力 で きる 様 に な り 、 休 符 「R] の 入力 が 不要 に な っ た 事 で ある 。 こ れ に より 、 音 符 を 左右 に 自由 に ドラ ッ グ し て 移動 させ る 事 が 可能 に な っ た 。 ま を 選択 する 事 が 可能 に な り 、 音 階 別 の フラ グ の 設定 や 音量 の 調整 
た 、 音 符 を 上 下 に 重ね て 配置 する 事 も 可能 で 、 後 述 す る チャ ン ネ ル を 設定 する 事 で 、 重 な っ た 音符 を 同時 に 鳴ら す 事 も 可能 に な る 。 な ど が 簡単 に で きる よう に な る 。 
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4 か て Pr Pa Pee Sa 


歌 記 を 音符 に 流し 込み ます 
か える の うた が きこ えて くる よ | 


に < し に ] 人 本 パリ アウ さ ハ て いる と きだ メア モー ジ を 森 和 | * を 
| 

」 

cake | 

ゴ コ 


OSX Mountain Lion に は 、「Gatekeeper] と いう セキ ュ リティ 機能 が ある 為 、、Gatekeeper に UTAU-Synth は 持 来 的 に 有料 の ソフ トウ ェ ア に な る 予定 で ある が 、 現 在 は 30 日 の 試用 
未 対応 の UTAU-Synth を 起動 させ る に は 環境 設定 を 下記 の 要領 で 変更 する 必要 が ある 。 シ ライ セン ス を 無料 で 取得 し て 使用 で きる 。 UTAU-Synth ダ ウン ロー ド ペ ー ジ の 「30 日 試 
ステ ム 環 境 設定 画面 の |「 セ キュ リティ と プラ イバシー」 を 開き 、「 一般] タブ を 選択 する と 、 画 面 用 ライ セン ス 」 を クリ ッ ク 。 レ ジス トキ ー の 表示 され た 画面 が 出る の で 「commamd」+「C」 
の 下 の 方 に 「 ダ ウン ロー ド し た アプ リケーション の 実行 許可 」 と いう 項目 が ある の で 、 ラ ジオ ボタ キー 押下 で コピ ー す る 。 

ン の 選択 を デフ ォ ル ト で 設定 され て いる 真ん中 の 「Mac App Store と 確認 済み の 開発 元 か 

ら の アプ リケーション を 許可 」 か ら 一 番 下 の 「 す べ て の アプ リケーション を 許可 」 に 変更 する 。 


(0⑳ 中 ラ イセ ンス コー ド を 入力 する 


る @ タウ vnー ド Sn まし た い て も よろ じい で すか 


キャ ン セ ル 


UTAU-Synth は 「Lyric」 に 歌詞 を 入力 し て 音符 に 流し 込む 際 に 、 音 符 は 流し 込み た い 先頭 に ある も の を ひと つ 選 択 すれ ば 良い の で 、 よ り 効 率 的 に 作業 が 行なえ る (Windows 版 の UTAU で 同 
様 に 流し 込む に は 、 オ プシ ョ ン の 設定 変更 が 必要 ) 。 ま た 、「 選択 の み ] ボ タン で 流し 込め ば 、 選 択 さ れ た 音符 の み に 流 し 込め る 為 、 一 部 の 歌詞 を 書き 換え る 際 に 誤っ て 書き 換え な い 歌 詞 を 上 書 
き し て 消し て し まう 事 を 防止 で きる 。 


試用 を 開始 する 


TAU-Synm ソ プ ト ウェ ア 委 光 許 諾 現 約 書 ( 試 表 ラ イセ ンス ) 


ウト ア 更 用 玩 維 午 (X 下 「 衝 約 


AA 
ID ャ # ra vs con e っ 三 人 

Cap 4 テン ボ の 設定 に つい て 

co ン 小 自 【c こ 

RT 3 [し Web ベー ジ を 昌 示 | キャ ン セ ル に 5 コ と 抽 ポ る じ ょ く と 衣 び も 

の タウ ロード | ドー っ 角屋 ぶろ じ え く と 』 と 表記 ) と の _ <c こ cs 

三 ど と Ns 間 で 計 結 され る 抽 ー] ーー デー 

ガミ ュー リッ ク pyp ラ レー BCEE LUcense_ 1. 先 約 の 総 結 し EE Ucense cas 


お 攻 標 は 本 ソフ トウ ェ ア の 全部 また は 一 郡 モ を コン ピュ ー タ の 


UTAU-Synth ライ セン ス 認 年 
試用 中 


UTAU-Synth ライ セン ス 認証 2 本 的 の 殺 需 に 関 写し な い 拓 合 、 ソ フト ウェ ア の 全 用 は で き デー 
RC キャ ン ャ ル | | 
ーー ュー に ーー = の し た が っ て が の お 6 Regst key ーー 
環 り 付け 同 委 し な い 要り 付け ) | 取得 
アプ リケーション フォ ル ダ に コピ ー し た UTAU- ソフ トウ ェ ア 使 用 許諾 契約 が 表示 され る の で 、 最 後 まで 良く 読ん で か ら 「 同 意 する ] ボ タン を ク 
Synth ア イコ ン を ダブ ルク リッ ク す る と 、 ラ イセ ン リッ ク す る 。 ラ イセ ンス 期限 が 表示 され た 画面 に 変わ る の で 、「 試 用 する ] ボ タン を クリ 2 


ス 認 証 画 面 が 表示 され る の で 、「 貼 り 付け |] ボタ UTAU-Synth を 起動 させ る 。 

ン で レジ スト キー を 貼り 付け て か ら 、 取 得 ボ タン - ーーーーーーーー ーー 

で ライ セン ス 認 証 を 実行 する 。 Windows 版 の UTAU で は 、 曲 の 途中 で の テン ポ の 変更 は 音 待 また は 休 符 単位 で し か で き な い 為 、 音 符 の 途中 で テン ボ を 変更 し て いる 曲 を 歌わ せる と 途中 で ずれ て し まう 問題 が あっ た 。 UTAU- 
Synth で は 、 音 符 の 途中 で も ルー ラー 部 (音符 入力 領域 の 上 の 部 分 ) の 任意 の 位置 を 右 ク リッ ク し て 、 テ ン ボ を 設定 する 事 が 可能 。 ま た 、 一 度 設定 し た テン ポ は 、 再 度 右 クリ ッ ク し て テン ボ を 変更 また 

導 は 削除 する 事 が で きる 。 
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am iem : 細 7.2.。 9 = HH 生 = 


/| = 
に の en 
還 語 拍子 記号 の 変更 .…. 軒 計 
( 科 因 1 り 了 y _ 上 過 主 | 1 mm 
本 」 | よー ォ ー ユ 
Windows 版 の UTAU で は 、 拍 子 の 表示 は 4 拍子 か 3 拍子 の 2 種類 を 選択 で きる が 、UST フ ァイル "mm ーー 
に 拍子 の 設定 を 保存 で き な い 為 、UST を 開い た 時 に 再度 拍子 の 設定 を し 直す 必要 が ある 。 = ーー 
ン TAULSynth は 哲子 の 設定 を 保存 可能 で あり 、 ル ー ラ ー の 友 端 の 拍子 [0(44) 」 を 右 ク リッ ク し て 、 
思 の 「beat」 と 「note」 の 数 字 を 選択 し て 自由 に 拍子 を 設定 する 事 が 可能 。 ま た 、 ル ー ラ ー の 小節 番号 の 
5 位置 を 有 ク リック し て 別 の 拍子 を 設定 し て 、 曲 の 途中 で 拍子 を 変え る 事 も 可能 。 = 
0 間 玉 の 導 0IE つ いて 
と | UTAU-Synth 52 そ のり 中 半 還 語 記 -ー ーー 
ee ーーー に 拓 oi UTAU-Synth は 再生 ボタ ン を 押下 し て 、 レ ンダ リン グ を 始め た 直後 か ら 再 生 を 
ーー っ 開始 する 為 、Windows 版 の UTAU の 様 に レン ダリ ング が 全て 終わ る まで 再生 
| Services > ー を 待た され る 事 が 無い 。 さ ら に 、 メ ニュ ー バ ー の UTAU-Synth」 よ り 「 環 境 設 
本 ング 定 」 を 選択 し 、 環 境 設定 画面 の 「 レ ンダ ラ 」 タブ で 、 再 レン ダリ ング 回 数 を 指定 し 
(c= 生 Hs  |。80 ーー て 、 ク ロス フェ ー ド 最適 化 が され た 状態 で 再生 させ る 様 に 設定 が 可能 。 た だ し 、 
馬 ぱ レ ンダ リン グ 時 本 レン ダリ ング 回 遇 | 3 回 再 レ ンダ リン グ に は CPU の スペ ッ ク が 要求 され る 為 、 再 生 時 の 再 レ ンダ リン グ 
テ | 回 数 は 1 回 に 抑え た 方 が 良い 。 ま た 、 再 生 が レン ダリ ング に 追い つく と 、 再 生 の 
e UTAU-Synth を 終了 8Q フォ ルト に 記す 一 時 停止 と 再開 を 繰り 返し て 聴き 辛く な る 為 、「 レ ンダ リン グ が 遅れ た ら 再生 を 
記 | 一 時 停止 する 」 を 選択 し て 、 手 動 で 再生 を 再開 で きる よう に し て お く と 良い 。 
で 
(の ュ テ - 呈 
エン ベロ ー プ *・ 音 量 の 表示 に つい て 
の do @68 せ UTAU-Synth 
し 2 る 人 ョ コピ ー | 32 分 音符 +」| 4 分 音 和 剛 / ら (o】 に (| コ 上 H 硬 】 
に Oorsze Menoth eo ー be Rewed が ay Pese Sn 一 em 
0 ーー 拓 


UTAU-Synth で は 、 音 符 入力 領域 の 下 に 音符 の 音量 と エン ベロ ー プ を 表示 し 、 コ ント ロー ル が で きる グラ H 
フエ リア が 設け られ て いる 。 こ れ に より 、 音 符 表示 モー ド を 変更 し た り 、 エ ン ベ ロー プ 画 面 を 別途 表示 させ る 

必要 が な く 、 効 率 的 に 音符 の 音量 の 調整 が 可能 に な っ た 。 音 量 は 任意 の 音符 を ひと つま た は 複数 選択 し | 上 
て グラ フ の 上 端 を 上 下 に ドラ ッ グ し て 調整 可能 。 エ ン ベ ロー プ は 操作 用 の 可動 点 付 き の 赤い 表示 に 加 
え 、 音 量 の 調整 を 反映 し た も の を 黄色 で 表示 し て いる 為 、 実 際 の 音量 の 変化 が 分 か り 易く な っ て いる 。 ま 
た 、 可 動 点 を 有 有 ク リック し て 表示 され る メニ ュー より 可動 点 を 7 つ に 増やす 事 が で きる 。 連 続 音 使用 時 に は 
エン ペロ ー プ の 両端 の 2 点 は クロ ス フ ェ ー ド の 為 に 自由 に 動か せな く な る が 、 残 り の 5 点 を 使う 事 が で きる 。 


自動 母音 結合 機能 に つい て 


La Trwm Ei cgear 
| en mesans PL 1 1 『. 失 提 
アァ za。 = に 


自生 連続 音 モ ー ド と 歌詞 の 表示 に つい て 


UTAU-Synth で は 、 原 音 設 定 に て 「 あ 、 い 、 う 、 え 、 
お 、 ん 」 の 母音 に 
(「* あ ]「* い ]「* う ] 等 の エイ リア ス の 設定 ) を 行 
な う 事 に より 、 自 動 的 に エン ベロ ー プ の クロ ス フ ェ 
ー ド を 大 きく 取り 、 
ら か に 歌わ せる 事 が で きる (Windows 版 UTAU で 
は 自動 母音 結合 ツー ル か 「 お まかせ ] 機能 で 母音 
結合 を 設定 する 必要 が ある ) 。 


自動 母音 結合 用 の 原音 設定 


母音 を 結合 し て 単独 音 で も 滑 


Cy える の を 電 デスト 


 、『4CJEE RE っ 1 


ロ 


= で で oo っ で で 
に 』 ems iieae コ 王 7) の | 人 0 HE 村 ッ し ae 
と 2 AE ポー 一 962R6 を cs] ss ーー 
還 5 


es 
ロ 
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原音 ファ イル 名 を 表示 し た 状態 UTAU-Synth で は 、 連 続 音 用 の 音 


源 を 選択 する だ け で 、 音 符 が べた 打 
ち で 単独 音 用 の 歌詞 が 入力 され た 
状態 で も 、 連 続 音 用 の 歌詞 の 変換 


| と クロ ス フ ェ ー ド の 設定 を 自動 的 に 


行なっ て くれ る 為 、 そ の まま すぐ に 連 
続 音 を 歌わ せる こと が で きる 。 
UTAU-Synth 画 面 左 端 の 鍵盤 の 


= | 下 の あ る 「L」 ボ タン を 1 回 押下 する 
と 連続 音 用 の 歌詞 を 表示 し 、 も う 1 


回 押下 する と 原音 ファ 欠 ル 名 が 表 
示さ れる 。 さ ら に も う 1 回 押下 する と 
通常 の 歌詞 に 戻る 。 通 常 の 歌詞 で 


も 音源 が 連続 音 で あれ ば 連続 音 で 
再生 され る 。 エ 
衣 


チャ ン ネ ル 機 能 を 使っ た 
コー ラス 再生 ( こつ し ? て 


UTAU-Synth で は 、[ チャ ン ネ ル 」 と いう 機能 を 使い 、 複 数 の パ 時 
を 鳴ら ず 事 も 可能 に な る 。 そ の まま で ( シル の アー アイ フイ アア プン ステ アン ン イィ ディ 


テン ネ し 設定 ボタ ン を 表示 させ る 


Pr 


わせ る 事 が で きる 。 こ の 機能 を 使え ば 、 和 音 


: 押 7 マー 符 * キ 1 村 重 


し 
ピ に 
emー 記 ーー に に | チャ ン ネ ル を 設定 する コー ラス バート 
に 写 の 音符 を 全て 選択 状態 に する 。 メ イ 
ミー: 1 ] | ン パ ー ト と コー ラス パー ト が 重なっ て 
ーー UTAU-Synth 画 面 左下 | いる と 、 コ ー ラ スパ ー ト の み の 選 択 が に 
の 「ch」 ボ タン を 押下 し 難し いた め 、 コ ー ラ スパ ー ト は メイ ン パ 7 
て 、 チ ャ ン ネ ル 設 定 ボタ ー ト を コピ ー し て 後ろ 貼り 付け る 形 で 
ーー ン を 表示 させ る 。 | 作成 し て お く 。 
トー ス ーー さ 一 県 p 居 
) チャン ネ / Me ト す る (04】 昔 付 に チャ ン ネ ル 番 号 が 付い た 事 を 確認 する 
| - s 。 2 
| = っ 
[ ーー 
[ch」 ボタ ン の 左 横 に ある チャ ン ネル 選択 ポ 。 | 計 宮 鹿 字 庫 学 
ッ プ アッ プ ボ タン より 、 チ ャ ン ネ ル を 選択 し に mm! = = 
て 、「set」 ボ タン 押下 で チャ ン ネ ル を セッ ト | 語 室 室 喧 記 | コー ラス バー ト の 全て の 音符 に チャ ン ネ ル 
する 。 初 期 状態 で 入力 され た 音符 の チャ ン の 数 字 が 入力 され た 事 を 確認 。 こ れ で 、 ポ 7 
ネル は 「0」 と な る 為 、「1」 以 降 の チャ ン ネ ル ル タ メ ント 曲線 が チャ ン ネ ル 毎 に 正しく 設定 
を 指定 する 。 ーーーー され る 人 為 、 正 常に 再生 が 可能 と な る 。 
O に う 
の 4 ン ネ ル 毎 に イン ボー ト す る 方 法 
MIDI フ 7 イル を チャ ン く ル に ン 示 る / 2 


UTAU-Synth は Windows 版 UTAU と 同様 に MIDI ファ イル と VSQ ファ イル を イン ポー ト 可 能 だ が 、 チ ャ ン ネ ル 機 能 を 使っ て 複数 の パー ト を イン ポー 


ト す る 事 が で きる 。 


EUC 
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= EE 
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の | 
2 
N 
沈 
\ 
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em-s54459 


ヒン 、 押 CX っ 王 RH 72 計 、< 守 | 旧 き 


し キー OTN ゾ INUND 
E コ ー 


イン ボート し た い ト ラッ ク を 選択 し て 「OK 


を クリ ッ ク す る と 、 選 択 し た チャ ン ネ ル で イン ポー ト さ れる 。 


ま 生 
PRIE 3 
PIT )。 
PNDPEE プ 7 Eu 2 


Tewyie29 
eew 1o297y 
MTT 


先 に チャ ン ネ ル を 選択 し て か ら 、 メ ニュ ー バ ー の 「 フ 
アァ イル 」 一 「 イ ン ポ ー ト ] を 選択 し 、 フ ァイル 選択 画 
面 よ り イ ン ポ ー ト し た い MIDI フ ァイル (また は VSQ 
ファ イル ) を 選択 し て 「Open] を クリ ッ ク す る 。 


チャ ン ネ ル を 変更 し て 別 の ファ イル 
また は トラ ッ ク を イン ン ボ ー ト する 


医 選 


チャ ン ネ ル を 変更 し て か ら 、 別 の ファ 党 
イル 、 ま た は 同じ ファ イル の 別 の トラ ッ 
ク を イン ポー ト す る 。 た だ し 、2 回 目 以 

降 は 「Shift] ボタ ン を 押下 し な が ら メ ト 
ニュ ー バ ー の 「 フ ァイル 」 一 「 イ ン ポ ー 
ト ] を 選択 し な いと イン ポー ト が で き な 
い の で 注意 。 
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UTAU シ ョ ー ト カッ トキ ー 集 


ここ で は UTAU の ショ ー ト カッ トキ ー を まとめ て いる 。 ショ ー ト カッ トキ ー 
で 作業 し た ほう が 効率 が いい の で よく 使う ショ ー ト カッ トキ ー は 覚え て お きた 
い 。 な か で も よく 使う 、 [パラ メー タ の 表示 」 、 「 曲 線 の 表示 」、 「 音 の プロ パ 


パラ メー タ の 表示 1z | 
曲線 の 表示 


類似 音 節 メニ ュー 
組み 込み 


可 How]+ 


ツー ル メ ニュ ー 才 
と に 全 EETGHESEIE3 


選択 モー ド 
鉛筆 モー ド 

うみ トピ ッ プ 
母音 結合 
オー トビ ピ ブ ラート 
お ま ※ か せ 


Lyric の 入力 内 容 を 
前 方 へ 検索 


ジー 
後方 へ 検索 


CO 


Shit 


| 


選択 部 分 の 再生 


1 


も う 一 度 再生 


Snit 較 


ー 時 停止 6 


回 llENEIEIEIEIIEIIB 


次 
隊 
コ 


ティ ] 、 「 休 待 の 挿入 「 ピ ッ チ コン トロ ー ル 」 、「 エ ン ベ ロ ー プ ] 、 「 原 音 の 設 
定 ] は 特に 覚え て お こう 。 プ ラグ イン を ショ ー ト カッ トキ ー で 呼び 出す 方 法 は 
39 ペー ジ で 解説 し て いる の で そちら を 参照 し よう 。 


srml+ pal 
Lcrl 十 W| 
ET 昌 
Ctrl H| 


ノー ト の 削除 


始 音 か ら 終 音 まで 選択 
(最初 と 最後 の 休 符 以外 選択 ) 


音 の プロ パテ ィ 


休 符 の 挿入 


ピッ チコ ント ロー ル | 
(Mode1 時 は . 拉 数 選択 可 ) ご m+T| 
ェ ン ペ ロープ Esk4 


ノー ト 結 合 |crl TiUl 
En 
gm+s] 
gm+ al 
Ei 
mml+] 
Emi 
EE 
EEHEE 還 
ECIENIE 回 


すべ て 選択 

保存 

音 リス ト を 表示 
原音 の 設定 
Undo( も と に 戻す ) 
切り 取り 


デー ト の コピ 


ノー ト の 貼付 け 
ひと つ 前 の 
ノー ト を 選択 


ひと つ 後 の 
ノー ト を 選択 


を 


UTAU 関 連 サ イト リ : 


UTAU に つい て の 情報 が まとめ られ て いる サイ ト を 最後 に 紹介 。 
UTAU は 今後 も バージョン アッ プ さ れ た り 、 ユー ザー に よっ て 便利 な プラ グ 
イン な ど が 開発 され た りす る の で 、 UTAU 関連 サイ ト は いく つか チェ ッ ク し 


の UTAU に つい て 知り た い 


ンク 集 


て お きた い 。 また 、 UTAU 音源 な ども 本 誌 で は 紹介 で き な か っ た 優れ た 音 
源 が 日 夜 登場 し て いる の で 、 自分 の 好み に 合う も の を イン ター ネッ ト 上 で 探 
し て みて も いい だ ろう 。 


UTAU に つい て 
広戸 合 成 ソフ トウ エア UTAU こ 関わ る こと 


関わ ら な いこ と を 書き 吉 ね る ブログ 1 『】 | 


プロ グ の 訪 用 び 重 午 の 朱 人 必 は 引用 を 手持 [まり 9 打 い が 5 な し 縁 る 礎 計 | に 品 しま す 。 
ミソ フト ウェ アム 還 に お い 


UTAU 開 発 者 館 屋 氏 の ブロ グ 。UTAU の バー ジョ ン ア 
ッ プ 情報 や バー ジョ ン ア ッ プ 内 容 、 そ の 他 UTAU を 使 
う 際 の ちょ っ と し た コツ な ど が 書か れ て いる 。 


UTAU に つい て 


http://utau2008.web.fc2.com 


歌声 合成 ツー ル UTAU | 


= 館 屋 氏 が 管理 する UTAU 総 合 wiki。 操 作 方 法 や 原音 
戸上 ツ ー ル UTAU wiki (gy 設定 方 法 、 ト ラブ ル シ ュー ティ ング や よく ある 質問 と そ 
の 答え が あり 全体 的 に コン パク ト に まとまっ て いる 。 


2 2 
http://www10.atwiki.jp/utau2008/ 


UTAU ユー ザー 互助 会 @ ウィ キ 


メイ ン メ ニュ ー トッ プペ ー ジ Main MMenu 
> UTAU ユー ザー 互助 会 @wiki へ よう こそ 


UTAU 可 作 マ ニュ アル 


2011/05/28 追 記 : 11705/27( に hAc O 6 > 主 の UTAU(GK 用 有り が 

きく 変更 され て いま す 。 UTAU 作 者 館 屋 様 に れ た 新 | ヶ に - 
ガイ ド と オン ライ ル 7 本 て いま す の で 、 Macl 折 の UTA り を 使い いた し 3 共和 天 匠 し て ER 
の 反 作 マ ニュ アル に 反映 させ る の に 時 間 が か か る 事 を ご 了承 くだ さい 。 ) 


人 ana な go doa] 


ー ジ で は UTAU の 使い方 を UTA 株 作画 面 の 画像 を 交え て 説 8 し た いと 思い ます 。 UTAU を これ か ら 使っ て みた い 
et で ee て と rp 


em イン スト ー ル 手順 か 5、 基 本 的 な 使い 方 有志 の 作ら れ た 
ーー プラ グイ ン 配 布 を どか な り の 情報 が 充実 し て いる 。 と くに プ 
ラグ イン は ここ に リン ク が 貼ら れ て 配布 され る こと が 多い 。 


http://www20.atwiki.jp/utaou 


ーー UTAU の 操作 関連 の 情報 サイ ト 。UTAU の 基本 的 な 操 
UTAU 操 作 マ ニュ アル @ 坦 作 が 隅 々 まで 綱 弘 され て いる 。 内 容 の 精度 も 高く 大 き な 
画像 付き で 解説 され て いる の で 、 ヘ ルプ と し て 活用 で きる 。 


ツン 
htp-//kenchan22.web.fc2.com/i/utaumanualindexhtml 


” ) UTAU 音 源 の つく りか た に つい て 知り た い 


N.H。 中 の 人 を プロ デ ュー スー - UTAU 向 け 音 源 製作 支援 サイ ト - 
の 非 舌 ま で 


時 Pe 
縁 管 の 仁 旅 音 設 定 の 仕方 束 わ せ 方 
半生 ド 


915- 旨 は 
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UTAU 音 源 制 作 wiki へ よ 


可 枯 FPS UTAU 后 け 宮 泊 の 放 支 援 サイ 昔 注 の 作り 方 に スポ ッ 
Ag7H-2・UTAU 重 二 難 直 り 人 ・ 避 給 ト を 当て 、 録 音 か ら 原 音 設 定 、 ま た 基本 的 な 歌わ せ 方 な ど 
鐘 を 殺 . 他 に も ノイ ズ 除 去 の 仕方 を ども 解説 され て いる 。 


http://utaunhp.info/ 


UTAU 楽 曲 デ ー タ ベー ス 
トッ プペ ー ジ 更新 歴 


UTAU 楽 曲 デ ー タ ベー ス ・ と omo | 


胃 二 二 UTAU を 用 いた 楽曲 の デー タベース 。2012 年 1 月 現在 で 
清 南 5 登録 曲 1000 曲 以上 UTAU を 用 いた 楽曲 制作 者 の 一 覧 
ーー や CD の 一 覧 カラ オケ 配信 情報 な ども まとめ られ て いる ぞ 。 


UTAU 楽 曲 デ ー タ ベー ス 


http://www24.atwikijp/utauuuta 


UTAU の 昔 洒 の 人 訪 に スポ 小 を 当て た wiki。 録 音 機材 
9 電 や 原音 設定 関連 の 知識 、 単 独 音 ' 連 続 音 の 他 に 「 れ ん た 
ん じゅ つと 呼 ば れる 音源 な ど に つい て も 触れ られ て いる 。 


UTAU 音 源 制作 wiki 


http://www45.atwiki.jp/vbmaker/ 


UTAU 向 け の 音源 まとめ サイ ト 。 日 本 国内 の 音源 だ け 
で な く 、 海 外 の 音源 まで 補足 し て お り 、2012 年 1 月 現 
在 で 配布 が 確認 され た 音源 は 2500 を 超え て いる 。 


UTAU ラ イブ ラリ まとめ CR 


http://ruto.yu.to/ 


WTAU 含 有 う 9 イツ 9 9 太 氷 氏 


Wepee Lieoepp SgA86898eo pe 


リン グ 研 
メー ル 


= 女声 人 
4 5 男声 介 


gg その 他 音源 | 


| 。 ニ コー ニコ 大 @ 科 < | 
| ペリ [ 
| 
| 間 紹 ・ 生 が je タイ トル |w 昌 TAU 音 声 ラ イブ ラリ ー 覧 っ) 
] コ EE 主人 ーー 
| キミ UTAU 放 族 ラ イプ ラリ ー 奄 | 
恒 玉 ライ プラ リー 庄 
時 時 年 加 wt| "テロ 
ュー ラニ ーー に ヒート た また 9 
LTAI 村 幸 ニ イブ 日 冬 称 一 覧 


埋込み 型 の MP3 プ レイ ヤー に より 配布 され て いる UTAU 
音源 を 視聴 する こと が で きる の が 特徴 。 作 っ た 楽曲 に 合う 
声 の 持ち 主 を 探す こと が で きる 。 


UTAU 音 声 ラ イブ ラリ 展示 室 名 


http://utaulib.nomaki.jp/ ンス 


ニコ ニコ 動画 の サー ビス 、「 ニコニ コ 大 百科 」 内 の 
UTAU 音 声 ラ イブ ラリ を まとめ た も の 。 キャ ラク ター の 
MMD モ デル が ある か どう か まで まとめ られ て いる 。 
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